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巻頭図版 4

1 把手付広片口皿 (4-938)

2 把手付広片口皿 (4-938)
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香川県では,瀬戸大橋や四国横断自動車道 (高松～豊浜間)の開通に始まり,現在は県

東部の主要幹線道路の整備が進められているところであります。

このような状況のなかで,香川県教育委員会では,高松東道路建設に伴う埋蔵文化財の

発掘調査と出土遺物の整理研究・報告書刊行の業務を,財団法人香川県埋蔵文化財調査セ

ンターに委託し,行 ってまいりました。

このたび「高松東道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第六冊」として刊行いたし

ますのは,高松平野の中央部に位置します高松市上天神町の上天神遺跡についてでありま

す。上天神遺跡の発掘調査は,昭和62063年度,平成 304年度と4年間にまたがって実

施いたしております。

上天神遺跡では,縄文時代から鎌倉時代にかけての資料を検出しております。特に,弥

生時代後期の時期には,竪穴住居や掘立柱建物で構成された集落が営まれております。ま

た,出土した土器には,多 くの他地域の土器が含まれており, この時代の高松平野に生き

た人々と,瀬戸内海沿岸の広い地域の人々の間にあった多様な交流の一端をうかがわせて

おります。

本報告書の刊行をもちまして,高松東道路のうち,高松市内区間の建設に伴って行いま

した埋蔵文化財発掘調査の刊行業務が終了することになりますが,各報告書が本県の歴史

を考える資料として広く活用されますとともに,埋蔵文化財に対する理解と関心を深めら

れる一助となれば幸いです。

最後になりましたが,発掘調査から報告書の刊行までの間,建設省四国地方建設局及び

関係機関並びに地元関係各位に多大な御協力と御指導をいただきました。ここに深く感謝

の意を表しますとともに,今後ともよろしくご支援を賜りますようお願い申しあげます。

平成 7年12月

香川県教育委員会

教育長 田中壮一郎



例   言

1.本報告書は,高松東道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書の第 6冊で,香川県高

松市に所在する上天神遺跡 (かみてんじんいせき)の報告を収録した。

2.発掘調査は,香川県教育委員会が建設省四国地方建設局から委託され,昭和62年度は

香川県教育委員会が調査主体,昭和63年度以降は香川県教育委員会が調査主体,財団

法人香川県埋蔵文化財調査センターが調査担当者として実施した。

3。 発掘調査は,昭和62年 11月 から平成 4年 7月 まで実施した。発掘調査の担当は以下の

とおりである。

昭和62年度 大久保徹也 植田広 石田美和 山本英之 山元敏裕 秋山成人

和田素子

昭和63年度 森格也 中野昇一 矢野徹

平成 3年度 大久保徹也 土佐修治 満岡博隆

平成 4年度 大久保徹也 高月計 高橋佳緒里

4.調査にあたって下記の関係諸機関等の協力を得た。記して謝意を表したい。(順不同,

敬称略)

高松市教育委員会 三条池水利組合 地元各自治会

告書の編

久保

第 1章,第 3章第 3節・第 5節～第10節,第 5章第 1節         森

また出土木製品等の樹種同定,土器胎土分析,赤色顔料の同定を以下の機関,研究者の

方に依頼し,頂いた玉稿を第 4章に掲載した。

第 4章第 1節        (株 )パ リノ・サーベイ

第 4章第 2節         白石純

5。 報告書の作成は,財団

集は大久保 0森が担当

第 2章,第 3章第 1節

第 5章第 2節～第10節

法人香川県埋蔵文化財調査センターが実施した。本報

し,執筆は下記のとおり分担した。

・ 2節 04節,第 4章第 2節 (分析資料説明)

第 4章第 3節 本田光子



6。 発掘調査および報告書の作成にあたつて,下記の方々のご教示を得た。記して感謝を

表したい。

(順不同,敬称略)

家田淳一,石神幸子,石野博信,井上智博,宇垣匡雅,梅木謙一,大橋雅也,加藤隆

也,亀山行雄,川畑聰,自石純,菅原康夫,高橋学,出原恵三,丹羽佑一,橋本久和,

平井勝,藤井雄三,藤川智之,北條芳隆,本田光子,宮崎康雄,柳田康雄,山本悦世,

山本英之,山元敏裕,吉留秀敏

7.本報告書で用いる方位の北は,国土座標系第Ⅳ系の北であり,標高はTo P.を基準

としている。

また,遺構は下記の略号により表示している。

SB 掘立柱建物跡   SD 溝状遺構    SE 井戸

SF 炉跡       SH 竪穴住居跡   SK 土坑

SP 柱穴       SR 自然河川    SX 不明遺構

8.本報告書で用いる遺構図のレベルの単位はすべてメートルである。



1,1

本報告書の遺物観察表では以下のような省略を行なった。

縄文土器 縄     弥生土器 弥    土師器・土師質土器 土

須恵器  須     瓦質土器 瓦    磁器 磁

また,胎土の項では以下の基準によって分類を行なった。

微 含まれる鉱物 0岩石の径が0.5mm以下   多 鉱物 。岩石を非常に多く含む

細       〃     0.6～1.Omm  普   〃   含む

中       〃     1.1～3.9mm  少   〃   少量含む

粗       〃     4.Omm以上

色調の項では『新版標準土色帳』日本色研事業株式会社を基準とし,そ の色名を記載 し

た。また内・外面の色が異なれば内面から先に記入した。

単位はcm, gで統一し,異なる場合はそれぞれ単位を付記した。
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第 1章 調査の経緯

第 1節 調査に至る経緯

高松平野を東西に貫く高松東道路 (一般国道11号高松東バイパス)の建設は,昭和53年

に都市計画決定された。このことにともなって,香川県教育委員会と建設省四国地方建設

局との間で建設予定地内に所在する埋蔵文化財の取り扱いについて,協議が行われた。ま

た,香川県教育委員会では,建設予定地内の埋蔵文化財包蔵地の範囲を確定する目的で,

国庫補助事業 (埋蔵文化財緊急調査事業)の一環として,遺跡詳細分布調査を計画し,昭

和61年度からは当該地の確認調査を用地買収の進捗にあわせて順次実施してきた。確認調

査を実施したのは,高松市上天神町から同市前田東町にいたる予定路線のうち,太田第 2

土地区画整理事業予定地をのぞく東西の総延長約6.2kmに ついてである。

第 1次調査は,昭和61年 10月 29日 と12月 17日 ～同月25日 までの期間で,分布調査とトレ

ンチによる確認調査を高松市上天神町と同市三条町において実施し,上天神遺跡の範囲を

確定した。

第 2次調査は,昭和62年 10月 5日 ～10月 31日 の期間で, トレンチによる確認調査を中心

として高松市林町と同市六条町において実施し,林 。坊城遺跡と六条・上所遺跡の範囲を

確定した。

上記の確認調査結果を受け,香川県教育委員会事務局文化行政課では建設省四国地方建

設局と昭和63年度に実施予定の国道バイパス埋蔵文化財発掘調査事業に係る調査計画及び,

予算について協議を重ねる一方,高松東道路や四国横断自動車道 (高松～善通寺)な どの

大規模開発工事に伴う埋蔵文化財発掘調査の円滑化を図ることなどを目的として,昭和62

年11月 1日 付けで財団法人香川県埋蔵文化財調査センターを設立するとともに,調査担当

職員などの増員を行い,昭和63年度からの調査体制の整備を行った。

昭和63年度から始まった高松東道路の本調査は,香川県教育委員会が調査主体,財団法

人香川県埋蔵文化財調査センターが調査担当者として実施している。

今回報告する上天神遺跡は,昭和61年 10月 29日 ,同年12月 17日 ～12月 25日 の期間で実施

した確認調査で調査対象面積を確定した遺跡である。この遺跡の本調査は, 4次 に分けて

行っている。昭和62年度の調査は香川県教育委員会と建設省四国地方建設局が昭和62年 11

―
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月 1日 付けで締結した「埋蔵文化財調査委託契約書」により,昭和63年度の調査は,香川

県教育委員会と財団法人香川県埋蔵文化財調査センターが昭和63年 6月 13日付けで締結 し

た「埋蔵文化財調査委託契約書の一部を変更する契約」により,ま た平成 3年度の調査は

1月 30日 付けで,平成 4年度の調査は4月 1日 付けでそれぞれ締結した「埋蔵文化財調査

委託契約書」に基づき実施している。

第 2節 調査の経過

(1)発掘調査の経過

昭和61年10月 29日 と12月 17日 ～12月 25日 にかけての香川県教育委員会文化行政課による

分布調査と試掘調査の結果をうけて,昭和62年 11月 1日 から発掘調査を開始 した。発掘調

♪゙嗜l

夕 。

0                     20km

第 i図 遺跡位置図
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査面積は24,800nfで,東西方向の国道建設予定地の600m分 に及び,広大な調査面積と多

くの遺構・遺物が検出されたため,さ らに調査予定地の土地の買収の進捗状況などから,

発掘調査は昭和62063年度,平成 304年度の4年間を要した。遺跡全体を主に現有道路,

水路,河川,畦畔などによって 1区～10区 という大きな調査区に分けて調査を実施 した。

そして国道建設予定地のセンターライン上に20m間隔の杭を打設し調査の基準杭とした。

この基準杭を中心に20m四方のグリッドを設定し,南から北へ向ってA,B,C,Dラ イ

ンとし,さ らに東西方向は西から東へ向って 1か ら31ま で設定した。グリッドの名称はそ

れぞれの南西コーナーの杭の名称を使用した。なお調査には航空測量を導入し図化の迅速

化を計り,併せて国土座標と対応させた。

昭和62年度は香川県教育委員会文化行政課により, 4区の5,000ピを対象に調査を行なっ

第 1表 高松東道路 (上天神～前田東)調査遺跡一覧

-3-

遺 跡 名

調 査

対 象

面 積

年 度 男J 調 査 面 積

昭和62年度 昭和

“

年度 平成元年度 平成2年度 平成3年度 平成4年度 平成5年度

上  天  神 24,800 5,000 12,600 0 0 1,900 5,300 0

太 田下・ 須川 25,000 0 24,170 830 0 0 0

林 0坊 城 29,200 0 29,200 0 0 0 0 0

六 条 ・ 上 所 31,180 0 30,310 0 870 0 0

東 山崎・ 水 田 25,400 0 25,400
∩
Ｕ 0 0 0 0

前 田東・ 中村 34,300 0 16,170 9,320 2,485 4,705 0 1,620

合  計 (ピ ) 169,880 5,000 113,680 33,490 3,315 7,475 5,300 1,620





摯
-i.r:;-.r-:::

1.上天神遺跡

6.井 出東 I遺跡
11.六条 。上所遺跡

2.太 田下 。須川遺跡

7.浴 。長池Ⅱ遺跡

12.東山崎 。水田遺跡

3.蛙股遺跡

8.浴 ・長池遺跡

13.前田東・中村遺跡

4.居石遺跡

9.ン谷・松ノ木遺跡

5.井出東Ⅱ遺跡

10.林 。坊城遺跡

第 2図 高松東道路埋蔵文化財包蔵地 (高松市内)
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た。また3区において四国電力が高圧線の鉄塔を移設するために,そ の対象部分213nfの

調査も併せて行った。調査を行った4区は三条池の北側部分で微高地中央部分に当たり,

弥生時代後期初頭を中心とする遺構・遺物が多量に検出された。遺構では竪穴住居や掘立

柱建物を検出し,集落の中心部分と思われる。そのため2月 に現地説明会を開催したとこ

ろ,地元の方々を中心とする多数の市民の参加があった。

昭和63年度からは香川県教育委員会が調査主体ではあるが,高松東道路や四国横断自動

車道 (高松～善通寺)な どの大規模工事に伴う埋蔵文化財調査の円滑化を図るために設立

された,財団法人香川県埋蔵文化財調査センターが調査を担当した。

昭和63年度は305～ 10区の12,600ピ を対象に, 6月 13日 ～11月 30日 の期間で調査を行

なった。この調査では,大規模調査に対応するために工事請負方式が導入された。しかし

調査工程は1カ 月あたり2,290ど とあわただしぃものであった。遺構・遺物は西へ向うほ

ど疎になって行き, 3区と5区で前年度確認された微高地の落ちが確認され,上天神遺跡

の東西の集落の範囲が確認された。また3区では弥生時代後期の遺物が多量に出土したこ

とと,香川県ではじめて井堰を検出するなど多大な成果を納めた。

平成 3年度は直営方式により調査を行った。調査は平成 4年 1月 30日 から開始し, 2区

の一部の1,900nfの 調査を行い,平成 4年 3月 19日 に終了した。調査区は3区の西に位置

する古川の流れる低地帯と,そ の西側の微高地部分に当たるが,遺構・遺物とも少なく弥

生時代前期～後期の溝を検出したにとどまった。

平成 4年度も直営方式により調査を行った。調査は平成 4年 4月 3日 から開始し, 1区

と2区の5,300ど の調査を行い,平成 4年 7月 31日 に終了した。調査では,弥生時代前期

～後期の旧河道 0溝,弥生時代後期の掘立柱建物,中・近世の掘立柱建物を検出したが,

全体的に削平を受けており,遺構・遺物は少なかった。

以上足掛け4年に渡り発掘調査を行なった。その結果,三条池の北側の3区～ 5区にか

けて微高地が広がり,その微高地上に弥生時代後期初頭を中心とする集落が展開している

ことが判明した。香川県では弥生時代後期初頭の時期の遺跡はまだ例が少なく,さ らに高

松平野において最初に集落遺跡を本格的に発掘調査を行なった遺跡としても特筆されるべ

き遺跡である。遺構・遺物とも豊富であり,多大な成果を得た。
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各年度ごとの発掘調査の調査体制は以下のとおりである。

昭和62年度

香川県教育委員会事務局文化行政課

総括   課長 廣瀬和孝

課長補佐  高木 尚

副主幹   小原克己

総務   係長 宮谷昌之

主任主事  近藤紀文

主事

埋蔵文化財係長

技師

嘱託

水本久美子

廣瀬常雄

大久保徹也

植田 広 石田美和 山本英之

秋山成人 和田素子

主任主事

調査

山元敏裕

調査補助員 田村久雄

昭和63年度

香川県教育委員会事務局文化行政課

総括   課長   廣瀬和孝

総務

主事

主事   水本久美子

埋蔵文化財係長   大山真充

財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

総括 所長

次長

田丸秀明

小原克己

主査 (事務)加藤正司

主査 (土木)山地 修 (6。 1～ )

近藤紀文

参事 前田輝夫

係長 廣瀬常雄

技師 中野昇一

技師 森 格也

調査技術員 矢野 徹

課長補佐 高木 尚

副主幹  野網朝二郎 (6.1～ )総 務

係長   宮谷昌之  (～ 5.31)

横田秀幸  (6。 1～ )

-11-



平成 3年度

香川県教育委員会事務局文化行政課 財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

総括   課長

主幹

課長補佐

総務   係長

主任主事

主事

主事

埋蔵文化財係長

中村 仁

菅原良弘

小原克己

宮内憲生

横田秀幸 (～5.31)

櫻木新士 (6.1～ )

石川恵三子

藤好史郎

係長 (事務)加藤正司 (～ 5。 31)

係長 (事務)土井茂樹 (6.1～ )

主査 (土木)山地 修 (～ 5。 31)

係長 (土木)今田 修 (6.1～ )

主任主事  黒田晃郎

総括

総務

調査

所長

次長

参事

係長

松本豊胤

安藤道雄

篠丸 博

大山真充

平成 4年度

香川県教育委員会事務局文化行政課

主任技師  土佐修治

主任技師  大久保徹也

調査技術員 満岡博隆

調査補助員 田村久雄

財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

総括  所長 松本豊胤

市原敏則次長

総務 係長 (事務)土 井茂樹

係長 (土木) 今田 修

主任主事   黒田晃郎 (～ 5。 31)

主任主事   大西健司 (6.1～ )

参事     糸目末夫

文化財専門員 西村尋文

文化財専門員 高月 計

主任技師   大久保徹也

調査技術員  高橋佳緒里

調査補助員  田村久雄

総括   課長

主幹

総務   係長

係長

主事

主事

埋蔵文化財係長

中村 仁

菅原良弘

課長補佐 小原克己

宮内憲生 (～ 5。 31)

源田和幸 (6。 1～ )

櫻木新士

石川恵三子     調査

藤好史郎
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(2)整理作業の経過

整理作業は調査員の大久保と森が平成 6年度に担当した。整理は調査員がそれぞれ担当

した調査区について執筆・編集を行い,全体編集を大久保・森で行った。遺物は個体数や

器種構成を把握する目的でなるべく小さな破片まで図化を試みた。しかし時間的制約のた

めすべてを図化するには到らなかった。整理作業は以下の工程のように実施し,報告書刊

行業務は平成 7年度に行った。

6 7 8 9 10

基 礎 整 理 (遺 物 注 記 等 )

遺 物 接 合 ・ 復 元

遺 物 実 沢J

遺 構・ 遺 物 レ イ ア ウ ト

遺 構 。遺 物 ト レ ー ス

遺 物 写 真 撮 影

遺 物 観 察 表

原 稿 執 筆

ム
口 帳 作 成

編 集

第 2表 上天神遺跡整理作業工程表
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整理作業に係る体制は以下のとおりである。

平成 6年度

香川県教育委員会事務局文化行政課      財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

総括   課長

主幹

総務   係長

主査

主事

埋蔵文化財係長

高木 尚

小原克己

課長補佐 高木一義

源田和幸

星加宏明

高倉秀子

藤好史郎

総括  所長 松本豊胤

真鍋隆幸次長

主任文イ麟専「蹟  渡部明夫

総務  係長

主査

調査  係長

前田和也

大西健司

廣瀬常雄

文化財専門員 大久保徹也

主任技師   森 格也

整理補助員  山下登志子 東條俊子

石川ゆかり 西山佳代子

白玖昇子

整理作業員  中田裕子  石原まり子

荒木美千子 陶川真由美

藤川裕子  前田好美

吉田育代  新出容子

太田潤子  磯崎泰子

佐々木博子
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第 2章 立地と環境

第 1節 地理的環境

1.讃岐地方の地勢

四国島は本州西部 中国地方の南に位置し、西を九州島,東を近畿地方の紀伊半島に挟

まれた東西に長い分銅形を呈する。総面積は約19,000k`である。

豊後水道,瀬戸内海 (周 防灘,隧灘,播磨灘,鳴門海峡)紀伊水道によって列島西南部

の諸地方から隔てられるが,そ の間隔は狭く四国島を外界より遮断するよりもかえって情

報・物資の伝達路として機能してきた。またこのことは四国島内の山が険しく主要平野が

分断されていること共相侯って,四国島に共通する独自の文化を発達させず,ま た単一の

政治的単位を生み出すことを困難としてきた。むしろ四国島内諸地方は各々対面する地方

との密接な関係を維持し,独自の政治・経済圏を形成する傾向が通時代的に強いといえよ

う。

香川県 (旧讃岐国)は,そ の分銅形の北東部にあたる小突出部分,東西92km,南北最大

61kmの 狭い帯状部分を占め,面積約 1,800kご と中四国・九州地方で最も狭い。

瀬戸内海に面した三方は,西北面に燃灘,北面に備讃瀬戸,東北面に播磨灘を介 して,

それぞれ広島県 (旧備後国),岡山県 (旧備前・備中国),兵庫県 (旧播磨国)に対する。

このうち備讃瀬戸海域では塩飽諸島・直島群島 0小豆島等の小島嶼が密集する。一方南方

は標高500～ 1000mの 山地によって,徳島県 (旧阿波国)の吉野川流域等と隔てられるが,

中小河川が刻んだ小河谷沿いに通じる10条余の山道によって彼我の連絡は保たれている。

さて讃岐地方は,上記したようにきわめて狭い範囲ではあるが,南端で東西に走る讃岐

山地から派生して瀬戸内海に突出する幾多の山地・丘陵群によって分断され,そ れぞれ相

対的に完結した小地域が並列している。西部の財田川 0杵田川流域の観音寺平野,高瀬川

流域の三野平野,中部の弘田川 0金倉川・土器川・大東川流域の丸亀平野,綾川流域の綾

北平野・羽床盆地,本津川・香東川・春日川・新川流域の高松平野,および東部の湊川等

小河川が形成する臨海小平野群とその背後,鴨部川 0津田川流域 長尾平野の各地域であ

る。これら小地域の多くは隣接諸地域を介さずに,讃岐外部の地方と交渉しうる位置関係

―-15-一



にあることは重要である。

2.高松平野

西方は五色台 。堂山山地によって綾川流域から遮断され,東方は瀬戸内海に大きく突出

した屋島とそれに続 く立石山・雲附山山地が連なる。南方には阿讃国境を画する,竜王山,

大滝山を主峰とする標高800～ 1000mの讃岐山脈及びその前面の前山,八丁山,高仙山山

塊が二重にそびえる。さらに前山前面には粉所丘陵,千疋丘陵を経て平野東南部に香南台

地が張 り出す。また香東川上流の河谷を挟んだ東方の,八丁山,高仙山前面には上佐山山

地 0植田丘陵が伸び,そ れらの裾部には川東,仏生山,川島の各台地がとりつき,平野南

縁を画する。

さらに平野北西部の石清尾山山塊や南東部の由良山等の独立丘が平野の景観にアクセン

トを添えている。

高松平野の主要河川としては本津川,香東川,春日川,新川・吉田川の各河川がある。

平野の形成はこれら河川の堆積作用によるもので, このうち香東川は,延長約33km,流域

面積約120k`と 最 も規模が大きい。大滝山・ 竜王山等 と,八丁山・ 高仙山等に挟まれた阿

讃山地北面,三木町津柳を水源として塩江町安原あたりまで西下 した後,大きく湾曲 して

平野中央部に向かって北流する。本川流域では中流域の香川町川東の西部 (標高96m)を

頂部とする扇状地形が発達 して平野中央部に大きく突出し,その先端は石清尾山南麓から,

春日川に近い木太町南部にまで達する。また今でこそ石清尾山西方にその流路は固定され

ているが,周知のごとく近世初期には高松市成合付近から石清尾山東南麓を巡って現在の

御坊川に至る流路 (以下,旧本流と称する。)が主であったと推定され,先述の扇状地面

にはこれ以前の主支流の痕跡が多 く刻まれている。

本津川は千疋丘陵に発 して堂山・鷲ノ山山地間を北流 して五色台山地と堂山山地間の陰

路を抜けた高松市御厩町で,香南台地の水流を集めて堂山山地東麓を北流する流れと合わ

さり五色台山地東側を香東川と併走 して,平野西縁部に狭陰な自然堤防帯・三角州帯を形

成する。

春日川は上佐山山地 0植田丘陵など八丁山,高仙山北方に発 して平野東部を北流する。

また川島台地に発する吉田川は,東南方から流下する新川と三木町池戸で合流 し,平野東

縁の立石山地に沿って春日川と並流する。この流域でも大規模な扇状地形の発達は認めら

れず,平野東縁部の中 0下流域に狭陰な自然堤防帯・三角州帯を形成する。
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3。 高松平野の中の上天神遺跡

高松東道路予定地の国道11号上天神交差点～旧国道193号 間で確認された埋蔵文化財包

蔵地を一括して上天神遺跡と称している。したがって本遺跡は高松市上天神町・三条町 0

太田下町にまたがって所在する。調査範囲中央部の南側に三条池が位置し,中程やや西寄

りの部分を御坊川支流の小河川「古川」が貫く。現地表高は調査区中程で海抜16m前後を

測り,わずかながら東に向かって低くなる。

上天神遺跡は平野中央部,上記した香東川扇状地の北部に位置する。現海岸線とは直線

距離で約 5 km隔 たるが,弥生時代前後にはせいぜい 2 km内外の距離と推定される。また旧

香東川流路の形成する低地部を挟んで石清尾山山塊の稲荷山・室山は北西約1.5kmに あり,

同山塊南端の浄願寺山は2 km強西方にある。平野東縁の立石山山塊までは直線距離で約 6

kmを ,平野中央南部の上佐山山塊まで4.5kmを測る。なお主要なサヌカイト産出地である

坂出市金山,および片岩分布地帯である吉野川流域まで,直線距離で各々15km,30kmと な

る。

ここでより詳細に上天神遺跡の所在する香東川下流域の状況を見ておくことにする。当

該地域については弘福寺領田図比定地の調査に伴い高橋学氏による詳細な地理的環境の復

完が示されている。それによれば前述の香東川の扇状地には多くの旧流路の痕跡が刻まれ

ており,現在この部分に所在する溜池の少なからぬ部分がその凹地を利用したものと推定

されている。上天神遺跡の所在する扇状地東半部,すなわち近世初期の香東川本流の東岸

部に限っても,主要な旧流路だけで4条以上が確認できる。西から野田池・三条池間を通っ

て現御坊川に続く流路,香川町浅野付近で分岐して船岡池を介する流路のうち,北流 して

太田池に続く流路,そ の東方で蓮池,野田池に連なる流路,更に下池,長池,大池を貫 く

流路等である。現状ではそれらのかなりの部分の埋積が進行して微妙な起伏を現地表にと

どめるに過ぎないが,かつてはこれら流路群によって明瞭に複数の地形単位に分断されて

いた可能性を示している。そして上天神遺跡はこれら旧流の一つの東西にまたがって広が

り,香東川旧本流に近接した遺跡の一つである。

更にこうした関係を,一連の高松東道路関係調査の成果から確認しておく。第 5図 はお

そらく地表の微妙な起伏を反映するであろう水路 0里道の配置図に高松東道路関係の調査

成果を合成したもので,個別調査の成果から作成した第 3表によってこれを補足する。高

松東道路関係の調査は,春日川に至る香東川旧本流東岸部分の大部分を貫いており, これ

によってこの部分の東西方向での地形分布の大要とその変遷を知ることができる。確認さ
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れた旧河道・低地の埋没過程は一

様ではないが,弥生時代後期前葉

に限れば,規模・形状及び埋没過

程は異なるが少なくとも地表面に

刻まれた明確な凹地帯である9単

位の河道・低地によって分断され

た,10本の微高地が東西に並んで

いる。これらの微高地の規模 0形

状の詳細を復元することは困難で

あるが,当該時期にあってはたと

えば潅漑設備などの整備に当たっ

てこうした地形的な単位が重要な

意味を持ったであろうことは想像

に難くない。

さて第 3表に即して述べれば,

上天神遺跡は微高地 1～ 3に展開

し,河道 3・ 4及び低地 1を挟ん

で東方の微高地 4に太田下・須川

遺跡が位置する。更に東方へは微

高地 5の蛙股遺跡,狭陰な微高地

607を中心に居石遺跡が,微高

地 8西部に丼手東Ⅱ遺跡がある。

前述の下池 。長池・大池を貫く旧

流路周辺には浴・ 長池 I・ Ⅱ遺

跡17)浴・松ノ木遺跡が連続する。

春日川に近い微高地11～ 13に は

林 。坊城遺跡,六条・上所遺跡が

ある。

第 3表 高松東道路調査区域の遺跡動向

醗碗汁「r

瀬 瀬 田 洲
碗醸諄J書

"自
口 燿 日

書 ヽ 瞬 瞬
=零薔 丼 口 自 日 ¨

百騨品贔腎
ト

聟…目H汁
¨

"

-20-



第 2節 歴史的環境

ここでは考古資料に依拠し,古代以前の高松平野地域の様相を簡単に見ておく。しかし

現段階では時代別総括ではなく,む しろ課題の若干例を提示するものにとどまる。

1.旧石器時代～縄文時代草創期

…“ 1-F
′            ;    oヽ 1`

_′ _、
1ァ

ン いハ
〕

“̈針

第 6図 旧石器～縄文時代草創期遺跡分布図
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西方に良好なサヌカイト原産地,国分台遺跡群を控えた本地域では,現在 8遺跡が知ら

れている。その多くは平野周縁部の低丘陵部で確認されておりまだ,遺跡内容の詳細を知

りうる事例は多くない。その中にあって本津川流域の六日山北麓に位置する中間・西井坪

遺跡では100× 60m以上の範囲に横長景1片利用の小形ナイフあるいは角錐状石器を主体と

する良好な石器ブロック複数が存在していた。またその一部では石器群下層にAT層 と推

定される火山灰層を確認している。

平野中央部に大きく突出した扇状地面においても,正箱遺跡,大池遺跡のような事例が

存在する。平野中央部の井手東遺跡で,かなり浅い位置に赤ホヤ火山灰層を確認したよう

に平野中央部に向かって広く更新世段丘面が露出ないしは極めて浅い埋没にとどまってい

ることが確認されつつある。今後,当該時期の遺跡数は大きく増大するであろう。

遺跡名 所在地 備 考

00017 西畠遺跡 高松市生島町

00207 正箱遺跡 高松市檀紙町 ナイフ

00208 中間西井坪遺跡 高松市中間町西井坪 角錐・ナイフ・AT層

00531 久米池南遺跡 高松市東山崎町久米山 ナイフ

00536 諏訪神社遺跡 高松市東山崎町久米山 ナイフ

00605 大池遺跡 高松市木太町 有舌尖頭器

00631 雨山南遺跡 高松市三谷町 ナイフ

十川東平田遺跡 高松市十川東町 有舌尖頭器・ナイフ

第 4表 旧石器～縄文時代草創期遺跡一覧

2.縄文時代 (早期～)

現状では早期 0中期の遺跡は全 く知 られていない。前期 2例,後期 5例 はいずれも山麓

部の包含層資料で遺跡の性格不明である。晩期12例 は,居石遺跡を除き後半期の突帯文土

器の段階である。縄文時代の全過程を通 じて臨海部遺跡が乏 しいことは,本地域の特色 と

見なして良いかもしれない。

また晩期突帯文段階の遺跡はそれまでの立地と異なり,平野中央部に多数分布 し弥生前

期以降の遺跡と重複する事例が多い。その技術水準・系統については今後とも,よ り詳細

な検証過程を必要とするであろうが,林・坊城遺跡に見るように縄文時代晩期後半段階に

重要な生産部門としての農耕の積極的採用は否定 しがたい。またこの段階での遺跡立地の

変化は,自然環境面での変化のみならず,そ のことに密接に関係するであろうことも容易

に想定できる。

さて遺跡立地の点で縄文時代晩期から次期への継続性は認められるが,林 。坊城遺跡の
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調査成果が端的に示した,突帯文系土器群といわゆる遠賀川系土器群との関係および両者

の装備に見られる一定の差違についてはまだ十分な整理がついているとは言いがたい。原

則的には前者から後者への移行,あ るいは一定期間の両者の共存,いずれであるにせよそ

の具体的な過程の分析は次期社会を考察する上で重要な課題であり,今後も増加を続ける

であろう関係資料を遮、まえて解決されるであろう。

:♂

高  松 市
/

0

第 7図 縄文時代 (除 く草創期)遺跡分布図
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遺跡名 所在地 備考

00582 前田東中村遺跡 高松市前田東町中村 後期 0晩期突帯文

00583 上天神遺跡 高松市上天神町 晩期突帯文

00584 大田下須川遺跡 高松市大田下町須川 晩期突帯文

00586 居石遺跡 高松市伏石町居石 晩期前半

00587 井出東Ⅱ遺跡 高松市伏石町井出東 晩期突帯文

井出東 I遺跡 高松市伏石町井出東 晩期突帯文

00589 浴長池Ⅱ遺跡 高松市林町長池 晩期突帯文

00590 浴長池I遺跡 高松市林町長池 晩期突帯文

00591 浴松ノ木遺跡 高松市林町松ノ木 晩期突帯文

00592 林坊城遺跡 高松市林町坊城 晩期突帯文

00654 三谷三郎池C遺跡 高松市三谷町 後期

00673 光専寺山遺跡 高松市池田町市場 後期 ?晩期突帯文

00748 下司遺跡 高松市東植田町 前期

00775 多肥松林遺跡 高松市多肥上町 晩期突帯文

00777 小山南谷遺跡 高松市新田町小山 前期 ?後期

00780 佐料遺跡 高松市鬼無町佐料 後期

第 5表 縄文時代遺跡一覧  (除 く草創期)

3.弥生時代

(1)集落

単独の弥生墓や青銅製祭器出土地点を除き,集落遺跡の可能の高い資料は現状で前期16,

中期20,後期28を数える。しかし近年の大規模調査によって新たに確認した遺跡が多く,

従来,相対的に少なかった中期前 0中葉の遺跡もこの中に多く含まれ,調査が決して平野

部全域で同じ精度で進展しているとは言いがたい状況では, この遺跡数がどの程度当該時

期の実態を示すかについては確定しがたい。これによって平野各小地域間の差違を評価す

るには慎重な検討を要する。

集落構成については,浴・長池 IOⅡ 遺跡のような数棟以下の竪穴住居を中心とする小

規模な単位と,空港跡地遺跡に見るような多数の住居が密集する相対的に大規模な単位の

差が基本的にはありそうである。しかし,幸か不幸か大規模開発に伴う調査とはいえ集落

単位の全体像を直接的に把握しうることは,調査の性質上,原則的に期待できないので,

集落構成の差違はむしろ,急激に増大しつつある構成要素―竪穴住居,建物など―の個別

的な検討を踏まえて進められるであろう。

環濠集落は,前期の天満宮西遺跡で唯一想定されているだけで,中期以降の例は全く知

られていない。おそらく讃岐諸地域同様に中期以降の環濠集落の衰退は高松平野において

も認められる。
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(2)生産

弥生時代以降の基幹的な生産部門である農業生産については,水田遺構の確認や木製品

を中心とする農具の検出例の増加によってその技術的水準の実態と変遷が具体的に復元さ

れうる段階に達している。また後章で報告する大形水路や空港跡地遺跡で明らかにされた

「出水」遺繹の存在など,潅漑技術に関する知見の増加も重要である。特に高松平野の形

成過程の復元について大きな成果を挙げつつある地理学的検討を踏まえた耕地開発過程の

詳細な考察が今後期待される。

その他の生産諸部門の考察についても,基礎資料は増加しつつあり,単に各部門の技術

的問題に限定されることなく,物資・技術の生産及び流通を規定する集団関係の問題に踏

み込むべき段階に近づいている。石器生産および石材・製品の流通の問題もこの一つであ

る。近年,資料が増加しつつある木製品についても同様であろう。また讃岐地方本土部で

いち早く採用された土器製塩が,初期の段階では高松平野東縁部に著しく遍在する現象は

当該時期の集団間分業の性質を考察する上で看過できない課題であろう。

(3)弥生墓制の動向

この地域における弥生墓制の全般的な特徴として,ま ず第一に居住域との原則的な乖離

を挙げることができる。このことは積極的には三谷通谷遺跡や空港跡地遺跡の墓群に見ら

れる当該時期の居住域から隔絶された墓域の設定から,消極的にはこれまで確認された集

落遺跡における墓域の非共伴から想定できる。

第二に区画墓のあり方に注意を向ける必要がある。浴 0長池 I遺跡における中期中葉段

階に遡りうる「方形周溝墓」が,現状では高松平野地域の最も遡及しうる区画墓の事例で

あるが,丸亀平野における状況などから区画墓の出現は更に遡りうる可能性が高いといえ

よう。その形態には方形基調,円形基調が共に認められ,出現以降少なくとも弥生時代末

まで両者が共存する。今のところこうした区画墓は単独で存在するか,せいぜい小規模な

群集形態をとるにとどまり,近畿地方などの様相と異なり,かなり限定的な存在であるこ

とが予想できる。また林坊城遺跡の事例では,早 くも後期前半に単純な方形ないしは円形

形態にとどまらず突出部を付した区画墓形態が出現する可能性がある。後の前方後円墳あ

るいは前方後円形墳墓との関係で注意しなければならない。

第二に,上記したように本地方では,区画墓が限定的な存在だとすれば,大多数の集団

成員の墓制が問題となる。高松平野地域に限らず,弥生時代の群集形態をとる木棺墓・土
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遺跡名 所在地 時期 備考

00001 丸山遺跡 庵治町丸山 中細形銅矛出土地

00004 浅野八幡遺跡 香川町浅野

下倉遺跡 香川町安原下 平形銅剣出土地

00002 冠桜八幡遺跡 香南町由佐

00024 小田池遺跡 香南町吉光

00010 鷲ヶ峰貝塚 高松市女木町牛カケ 中 高地性集落

00013 宮の上遺跡 高松市女木町宮の上

00207 正箱遺跡 高松市檀紙町 後 集 落

00208 中間西井坪遺跡 高松市中間町西井坪 後 AT層・集落・埴輪生

産

00255 下の山遺跡 高松市西浜田下の山 中広形銅矛出土地

00300-304 鶴尾神社古墳群 高松市西春日町北山浦 後 4号前方後円墳 (弥

生墓 ?)

00456 招鉢谷遺跡 高松市峰山町 中 高地性集落

00457 奥の池遺跡 高松市室新町奥の池 中

00462 南山浦遺跡 高松市西春日町 中

00474 屋島境内遺跡 高松市屋島西町 中 高地性集落

00475-477 浜北古墳群 高松市屋島西町浜北 後 2号、弥生墓 (前方

後円形)の可能性

00491 大空遺跡 高松市高松町大空すべり山 後 高地性集落

00531 久米池南遺跡 高松市東山崎町久米山 中

00534 川添ポンプ場遺跡 高松市東山崎町 後

00536 諏訪神社遺跡 高松市東山崎町久米山 前 後 弥生墳丘墓・散布地

00582 前田東中村遺跡 高松市前田東町中村 前中後 集落・周溝墓

00583 上天神遺跡 高松市上天神町 前中後 集落

00584 大田下須川遺跡 高松市大田下町須川 前中後 集落

00585 蛙股遺跡 高松市大田下町蛙又 後 赤ホヤ層

00586 居石遺跡 高松市伏石町居石 後

00587 井出東 Ⅱ遺跡 高松市伏石町井出東 前中後 水 田

00588 井出東 I遺跡 高松市伏石町井出東 中 赤ホヤ層・水田

00589 浴長池 Ⅱ遺跡 高松市林町長池 前中後

00590 浴長池 I遺跡 高松市林町長池 前中後 集落・周溝墓

00591 浴松ノ木遺跡 高松市林町松ノ木 前中後

00592 林坊城遺跡 高松市林町坊城 前後 周溝墓

00593 六条上所遺跡 高松市六条町 後

00595 天満宮西遺跡 高松市松縄町天満宮西 前後 集落

00596 松縄下所遺跡 高松市松縄町下所 前後

00597 凹原遺跡 高松市木太町 中後 集 落

00605 大池遺跡 高松市木大町 前 後

第 6表 弥生時代遺跡一覧 (1)
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遺跡名 所在地 時期 備考

00612 空港跡地遺跡 高松市林町 前中後 集落・周溝墓

00625 田村神社御旅所遺跡 高松市一宮町 後 土器棺

00652 三谷三郎池A遺跡 高松市三谷町 前中後

00670 三谷通谷遺跡 高松市三谷町通谷 中 土器棺・区画墓 ?

00671 上佐山山麓土器棺墓 高松市池田町下山田 後 土器棺 7基

00673 光専寺山遺跡 高松市池田町市場 一則 集落

00681 合子神社古墳 高松市池田町市場 後 弥生墓 (前方後円形

)の可能性

00732 切谷甕棺墓 高松市西植田町切谷 土器棺

00746 葛谷遺跡 高松市西植田 後

00759 竹元遺跡 高松市東植田町 後

00774 キモンドー遺跡 高松市伏石町 後

00775 多肥松林遺跡 高松市多肥上町 前中後 集落 0周溝墓

00777 小山南谷遺跡 高松市新田町小山 中 集落

00780 佐料遺跡 高松市鬼無町佐料 後

十川東平田遺跡 高松市十川東町 中 集落

片山池下遺跡 高松市西春日町 後

C 坂田廃寺下層遺跡 高松市西春日町 後

是竹薬師遺跡 高松市鬼無町是竹 後

剣山下遺跡 高松市西植田町剣山下 細形銅剣 ?出土地

伽藍山遺跡 国分寺町新居 高地性集落

00004 高尾遺跡 三木町池戸高尾 後 ? 弥生墓

00016 白山遺跡 1 三木町下高岡正一 袈裟欅文銅鐸出土地

00084 白山遺跡 2 三木町下高岡白山 中 高地性集落

00085 白山 3遺跡 三木町下高岡白山 中

00104 天神山古墳群 三木町鹿伏 集団墓 0区画墓

00122 権八原古墳群C 三木町池戸鍋渕 後 弥生墓 ?

00146-148 西土居遺跡 三木町井戸西土居 後 土器棺

00149 鹿伏中所遺跡 三木町鹿伏 中 集落・土器棺

00150 農学部遺跡 三木町平木 工削

00157-162 丸岡B遺跡 三木町氷上丸岡 後 ? 土器棺墓・台状墓

00026 羽間西ノ谷遺跡 牟礼町羽間西ノ谷 中細形銅剣出土地

00008 大平東谷遺跡 牟礼町源氏 ヶ峰 袈裟欅文銅鐸出土地

第7表 弥生時代遺跡一覧(2)

拡墓の確認例は極めて乏 しい。わずかに観音寺市樋ノロ遺跡で,前期後半のそれが知 られ

ているにすぎない。むしろ一般には小児埋葬と理解されることの多い土器棺墓の群集形態

の方がはるかに多 く報告されている。前期段階の樋ノロ遺跡木棺墓群では成人埋葬と小児
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埋葬が共存していること,土器棺墓確認数が他の埋葬形態に比べて極端に優越することか

ら,当該時期におそらく存在したであろう集団墓の考察にあたっては,土器棺墓被葬者の

再検討を含めて課題とすべきであろう。

(4)青銅製祭器

ほとんどの事例が偶発的発見に基づく現状では踏み込んだ検討は避けなければならない

が,青銅製祭器類確認例の些少さ,特に丸亀平野以西と比較した場合に顕著な新しい段階

の青銅製武器形祭器類の少なさは,以前から指摘されているように本地域の重要な特徴と

なるであろう。また空港跡地遺跡における細形銅剣転用加工品や,多肥・松林遺跡等の銅

剣形木製品は,祭器類の保有形態やそれに関する祭祀内容を検討する上で示唆的である。

4。 古墳時代

集落遺跡の確認例,特に後期前半以前のそれの確認例が著しく少ない。そのこと自体,

重要な検討課題になる可能性が高いが, ここでは墓制から抽出できる課題に限って若干検

討してみたい。

(1)弥生墓と前方後円墳

鶴尾神社 4号「墳」
の
が典型的な前方後円墳出現時期以後の所産か,そ れに先行する存在

であるかはまだ確定的ではないが,いずれにしても奈良県箸墓古墳等の典型的な最古段階

の前方後円墳とは,墳丘・主体部形態その他において看過しがたい相違が存在することは

大方の認めるところであろう。と同時にたとえそうであっても,本地方の首長墓の変遷の

中で画期的な存在であることも事実である。

先に弥生墓制で示したように突出部を付した形態の区画墓はすでに弥生後期前半段階に

出現している可能性が高い。鶴尾神社 4号「墳」に近接した時期の所産である空港跡地 S

T01, S T05はやや狭小な突出部を付した前方後円 (方)形を有するし, これより後出す

る中間西井坪 1号磐でも同様の小規模な突出部が想定できる。徳島県萩原 1号量や長尾町

尾崎西遺跡 ST'2の事例を考慮すると, この様な突出部を付す形態は本地方の特徴と見な

すことができよう。またそうした形態が主丘部径10m以下の小規模な墳墓にも認められる

ことは,その採用が一定程度の階層的広がりを持つことを予想させる。さらに古墳時代に

入ってもそうした形態の墳墓が存続する可能性にも注意する必要がある。

単純に内在的発展で律しきることはおそらく妥当ではないだろうが,鶴尾神社 4号「墳」

はその下地が本地方の後期前半以来の伝統の中で用意されたものであり,そ の特徴的な形

態は,飛躍の具体的契機に外的要因が加わるにせよ,先行するそれらの型式的整備と位置
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づけることができるであろう。また単純に規模を問題にすれば,一定の階層幅で採用され

た突出部付区画墓総体の中で上部に位置する。

そしてその出現は,外的諸関係の課題と共に内的諸関係,首長層の階層的再編成の一定

の帰結として評価できるであろう。その様相は第一に本地方の弥生時代の具体的な歴史過

程総体から探られなければならないであろう。

(2)前期古墳の分布

少なくとも,下位の首長墳を除く一定程度以上の規模 (概ね長20m以上)の首長墳が集

落域から隔絶された丘陵部に営まれることは,讃岐地方において特に顕著な傾向であろう。

本津川流域では五色台,堂山山塊東麓に,一定の格差を持った首長墳系列の複数単位が認

められる。生島周辺,今岡,袋山,中間,西山崎,本尭寺等の各群である。また春日川,

新川流域及び香東川中上流域においても同様の複数単位を認めることができ, これらは大

きな群集形態をとらず,一般に個別系列の存続期間は長くない。

一方,平野中央部の石清尾山山塊には双方中円墳 2基,前方後円墳 8基以上を含む前期

古墳が集中する。年代観と位置関係から首長墳複数系列が併立していると見なすべきであ

ろう。おそらく香東川下流域諸集団の首長層が結集した形態と予想できる。その点で香東

川下流地域は,他の高松平野諸地域とは異なる様相を示す可能性がある。相対的に強固な

香東川下流域諸集団の連鎖の要因は,そ の内在的な条件と他集団との関係形態の二方向か

ら検討されるべきであろう。とはいえ規模 0墳丘形態に一定の格差を有するものの,明 ら

かに従属的な小墳群を除けば小規模でも前方後円墳を採用し,墳墓相互の位置関係にも強

い規制は見出だし難い。いわばかなり緩やかな結集形態であるといえよう。

この地域の一定の首長階層が,特定の区域に墳墓を集中させる形態は,相作牛塚古墳を

代表とする中期～後期前半の石清尾山西側の飯田町周辺の古墳群や,更に浄願寺山古墳群

などの後期後半段階の石清尾山山塊の古墳群に引き継がれる可能性はあるが,群集規模を

除けば,個別の墳墓の内容は,前期段階のように平野諸集団の中で傑出した存在ではなく

なっている。

(3)後期古墳

古墳時代後期後半段階,横穴式石室普及期の首長墳では平野東縁部,新川流域の山下古

墳 0久本古墳等と,西縁部本津川流域の古宮権現古墳 。鬼無大塚古墳などの 2群が突出し

た存在である。これに準ずる内容の首長墳は平野各部にかなり分散的に見られる。複数の
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遺跡名 所在地 分類 備考

00066 こめ塚古墳 高松市鬼無町山口

00067-68 神高池南西古墳群 高松市鬼無町山口

00069 古宮権現古墳 高松市鬼無町山口

00070 空家古墳 高松市鬼無町山口

00071 山野塚 高松市鬼無町山口

00079 袋山古墳 高松市鬼無町袋山 前方後円墳 ?

00081 衣掛古墳 高松市鬼無町袋山 前方後円墳?

あきやま塚古墳 高松市鶴市町中所

中所地神社前塚古墳 高松市鶴市町中所

00085 王墓古墳 高松市鶴市町王墓

00086 相作牛塚古墳 高松市鶴市町相作

00087 相作馬塚 高松市鶴市町相作

00127-140 青木古墳群 高松市飯田町青木

00176 御厩大塚古墳 高松市御厩町川原

00210 御厩天神社古墳 高松市御厩町 前方後円墳

00211 御厩池古墳 高松市御厩町池内

00212 三つ塚古墳 高松市御厩町池内下所

00213 山王社古墳 高松市御厩町池内

00216 矢塚北古墳 高松市中間町峠

00217 矢塚南古墳 高松市中間町峠

00219-222,00

788

西山崎古墳群 高松市西山崎町上所下

00228-29 本発寺北古墳群 高松市西山崎町上所上

00230 本発寺西古墳 高松市西山崎町上所上

00245 奈良須池西北古墳 高松市岡本町立石

00246 耳塚古墳 高松市岡本EII■ 石

00256-258 西宝寺南古墳群 高松市西宝寺町

00259-264 木里神社古墳群 高松市西宝町

00265 北大塚西古墳 高松市峰山町 前方後円墳

00266 北大塚古墳 高松市峰山町 前方後円墳

00267 北大塚東古墳 高松市峰山町

00268 鏡塚古墳 高松市鶴市町御殿 双方中円墳

00269 石船塚古墳 高松市峰山町 前方後円墳

00271 姫塚古墳 高松市峰山町 前方後円墳

00272 猫塚古墳 高松市鶴市町御殿 双方中円墳

00294 猫塚東古墳 高松市西春日町

00273-295 招鉢谷古墳群 高松市西春日町 含む前方後円墳 (9

号・前期)

00296 峰山墓地古墳 高松市峰山町

第 8表 古墳一覧(1)
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遺跡名 所在地 分類 備考

00297 峰山墓地南古墳 高松市峰山町

00300-304 鶴尾神社古墳群 高松市西春日町北山浦 4号前方後円墳 (弥

生墓 ?)

00306 稲荷山姫塚古墳 高松市宮脇町 前方後円墳

00307-310 稲荷山北古墳群 高松市官脇町

00311-313 稲荷山古墳群 高松市室町紫雲山 前方後円墳

00316-320 奥の池西古墳群 高松市西春日町北山浦

00339-340 北山浦古墳群 高松市西春日町北山浦

00370-373 野山古墳群 高松市西春日町野山

00381-437 浄願寺山古墳群 高松市西春日町 0飯田町

00432-436 経塚南古墳群 高松市飯田町東山

00439-452 南山浦古墳群 高松市西春日町南山浦

00453-455 片山池南古墳群 高松市西春日町南山浦

00466 がめ塚古墳 高松市勅使町西小山 前方後円墳

00471 長崎鼻古墳 高松市屋島西町長崎鼻 前方後円墳

00475-477 浜北古墳群 高松市屋島西町浜北 2号、弥生墓 (前方

後円形)の可能性

00479 中筋北古墳 高松市屋島西町中筋

00480 屋島中央西古墳 高松市屋島西町中央谷東

00481 屋島中央東古墳 高松市屋島西町中央谷東

00482 金刀比羅社域古墳 高松市屋島中町東山地

00484-486 湯ノ谷古墳群 高松市屋島東町三崎湯ノ谷

00488-490 長尾古墳群 高松市高松町長尾

00494 小山古墳 高松市新田町小山

00496 山下古墳 高松市新田町久本

00498-512 岡山小古墳群 高松市新田町岡山

00513-515 岡山古墳群 高松市新田町岡山

00524 久本古墳 高松市新田町久本甲

00525 久本山東峰古墳 高松市新田町久本

00526 高松茶臼山古墳 高松市東山崎町久米山 前方後円墳

00527 高松茶臼山南古墳 高松市東山崎町前田境

00528 高松茶臼山東古墳 高松市前田西町引妻

00529-530 西茶臼山古墳群 高松市東山崎町前田境

00538-542 久米山古墳群 高松市東山崎町久米山

00543 久米山古墳 高松市東山崎町久米山

00544 北山古墳 高松市前田西町引妻

00545 滝本神社古墳 高松市前田西町滝本

00554 田楽古墳 高松市前田西町田楽

00558-563 金石山古墳群 高松市前田町金石

第 9表 古墳一覧(2)
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遺跡名 所在地 分類 備考

00564-567 平尾古墳群 高松市前田東町平尾

00568-578 平尾小古墳群 高松市前田東町東畑

00579 山本古墳 高松市前田東町東畑

00583 上天神遺跡 高松市上天神町 1 集落

00601 白山神社古墳 高松市木太町

00632-636 雨山南古墳 高松市三谷町犬の馬場

00643-644 瘤山古墳群 高松市三谷町火山南瘤山 前方後円墳

00645-649 平石上古墳群 高松市三谷町

00650 犬の馬場古墳 高松市三谷町犬の馬場中央

00651 矢野面古墳 高松市三谷町犬の馬場矢野面

00659 北山古墳 高松市三谷町通谷北山

00660 北地古墳 高松市三谷町通谷北山

00661 高野丸山古墳 高松市川島本町高野中

00663-664 高野南古墳群 高松市川島本町南高野

三谷石船古墳 高松市三谷町原原上 前方後円墳

00669 池田下代古墳 高松市池田町南中原

00675-00676 光専寺山古墳 高松市池田町市場

00680 毘沙門堂古墳 高松市池田町井□川

00681 合子神社古墳 高松市池田町市場 弥生墓 (前方後円形

)の可能性

00682-683 中山田古墳群 高松市池田町中山田 弥生集落と重複

上佐山東麓古墳 高松市池田町下山田

00686 上佐大明神社古墳 高松市池田町中山田

00690-691 天満池北西古墳 高松市西植田町天満

00692-693 尾越古墳群 高松市西植田町尾越

00695-700 大亀古墳群 高松市西植田町備前谷

00701-703 本村古墳群 高松市西植田町本村北

00705 松宇八幡馬場古墳 高松市川島東町

西尾天神社古墳 高松市十川西町西尾

古塚古墳 高松市川島東町山南

00709-710 川東古墳群 高松市池田町川東

00711 こんぼうじ古墳 高松市川島東町

00736 松尾池池ノ神古墳 高松市西植田町松尾池

00762-763 東植田八幡神社馬場先古墳群 高松市東植田町宮谷

00781 相越古墳 高松市鬼無町相越 前方後円墳

00784-786 中間西井坪古墳群 高松市中間町西井坪 含む前方後円墳 ?

00794 高松茶臼山西古墳 高松市東山崎町前田境

00799-807 石船池古墳群 高松市三谷町 2AB

00810 稗田東古墳 高松市西植田町稗田東

第10表 古墳一覧(3)
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遺跡名 所在地 分類 備考

小坂馬塚古墳 高松市飯田町小坂

F 半田塚古墳 高松市飯田町半田

円養寺古墳群 高松市西植田町 含む前方後円墳 ?

I 首取山遺跡 高松市鬼無町佐料

00001 高尾権現社古墳 三木町池戸高尾

池戸大官八幡古墳 三木町池戸大宮 前方後円墳

00003 池戸八幡社古墳群 三木町池戸大宮

高野八幡社古墳 三木町平木高野

00012 鳥打古墳 三木町下高岡鳥打

00013 八王子古墳 三木町下高岡塚脇

00014,81 鳥打大西谷古墳群 三木町下高岡鳥打

00015 狸地蔵南丘古墳 三木町下高岡白山東

00018,82 中代古墳群 三木町井戸中代

00019 小倉東丘頂古墳 三木町井戸南山田

00020 長谷丘上古墳 三木町井戸南山田

00021 高木古墳 三木町井戸高木

00025 風呂谷古墳 三木町池戸風呂谷

00028 山大寺池北丘上古墳 三木町上高岡鴻池

00031-32 丸岡古墳群 三木町氷上丸岡神社境内

00034-35 堀切古墳群 三木町氷上青岸

00040 雷塚古墳 三木町田中宮下

00041-00056 蛇角古墳群 三木町田中蛇角

00057 四十塚古墳 三木町田中北高原

00058 竜現社古墳群 三木町朝倉南原

00059 丸山古墳群 三木町朝倉中谷

00060-69 城地古墳群 三木町朝倉中谷

00070-72 池下古墳群 三木町朝倉中谷

00074-75 野倉古墳群 三木町鹿庭出作

00073 天満古墳 三木町鹿庭天満

00076 剣山古墳 三木町鹿庭

00089 塚谷古墳 三木町井上小谷

00094 七つ塚古墳 三木町池戸四角寺

00097 立石塚古墳 三木町池戸立石

00098 野越古墳 三木町井上川東

00099 深谷古墳 三木町池戸

00104 天神山古墳群 三木町鹿伏 集団墓・区画墓

00105 椿社古墳 三木町池戸風呂谷

00106-114 権八原古墳群A 三木町池戸鍋渕

00115-121 権八原古墳群B 三木町池戸鍋渕

第11表 古墳一覧(4)
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遺跡名 所在地 分類 備考

00122 権八原古墳群C 三木町池戸鍋渕 弥生墓 ?

00124-135 かんかん山古墳群 三木町上高岡諏訪

00136 山大寺池西丘上古墳群 三木町上高岡山大寺池

00140-143 西土居古墳群 三木町井戸西土居

00154-156 丸岡A古墳群 三木町氷上丸岡

00168-172 石塚A古墳群 三木町朝倉下吉谷

00173-175 勝負谷古墳群 三木町朝倉

池戸西浦谷古墳 三木町池戸西浦谷

第12表 古墳一覧(5)

大形墳が認められる上記 2群について、も,傑出した内容の古墳が継起的に築造されること

は重要であるが,前期段階の石清尾山古墳群のように複数系列の首長墳が結集する形態で

はなさそうである。

それより下位の一般的な規模の横穴式石室墳の分布ではやはり偏在的な傾向が認められ

る。浄願寺山古墳群をはじめとする石清尾山山塊の古墳群が,密集度 0造営数共に突出し

た存在であるが,他に十数基単位の群集墳は平尾古墳群,岡山古墳群など平野東縁部に多

い。その他では2～ 3基程度の小規模な群集が散在的に見られることが多い。また石清尾

山山塊の群集墳は,前代の飯田町周辺の古墳群に後続する可能性があるものの,基本的に

先行する時期の分布傾向をそのままでは引き継がないようである。

5。 古代

本津川 (古川),香東川,春日川,新川流域に,律令制下で香川郡,山田郡,三木郡の

3郡が設置される。郡衛その他の官衛遺跡は現状では未確認である。それに関わる問題は

全く今後の検討にゆだねられる。また現在平野部の広範囲に認められる方格地割りの祖形

と推定されるいわゆる条里地割りの問題も重要である。施行の始点時期と,拡充過程に関

する知見が増加している。例えば, 8世紀前半以前に遡る可能性を持つ松縄下所遺跡の道

路遺繹や, 8世紀後半代に中心を持つ正箱遺跡では周辺の現存方格地割と合致した宅地割

り複数単位が復元できることはこの点からも興味深い。

礎石など遺構が全く未確認で瓦などの散布から推定されているものが少なくないが, 7

～ 8世紀代の古代寺院は香川郡 4例 (白鳳 1,奈良 3),山田郡 5例 (白鳳 2,奈良 3),

三木郡 3(白鳳 3)が知られる。特に山田郡東部から三木郡に集中し, 1郷 1カ 寺に近い

状態を現出する。讃岐地方一般の状況とは異なり,寺院建立の契機あるいは造営主体の点
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第10図 古代寺院 0窯跡分布図
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」

から注目できる。令制下,山田郡宮処郷に位置する前田東 0中村遺跡は白鳳期創建の宝寿

寺廃寺に隣接するか寺域の一部を包含し,そ れと同型式瓦多数を検出している。そこでは

概ね 8～ 10世紀の首長層の居宅の一部と見られる大形建物群が確認されている。おそらく

宝寿寺の造営 0維持に直接関与した存在と推定でき在地の首長層の寺院経営の具体相を知

りうる資料として重要である。
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7世紀後半～ 8世紀前半に南部丘陵地帯の香南台地と新川水系上流地域で,須恵器生産

が活性化する。高松平野地域の須恵器生産は,現状でも5世紀代の三谷二郎池西岸窯の短

期的な操業まで遡るが,以後古墳時代を通じて有力な生産地は確認できていない。 7世紀

後半段階で生産体制が増強されることは,おそらく内在的な需要の変化だけから説明する

ことは困難であろう。より広域的枠組みでの,おそらくは「貢納制」の問題をも含み込ん

だ生産 0流通体制の変動を反映している可能性を持つ。

遺跡名 所在地 備考

00040 勝賀廃寺 高松市香西西町奥の堂 奈 良

00463 坂田廃寺 高松市西春日町小山 白鳳・礎石

00497 山下廃寺 高松市新田町 奈 良

00580 宝寿寺廃寺 高松市前田東町中村 白鳳・礎石

00613 拝師廃寺 高松市上林町 奈 良

00624 田村神社神宮寺 高松市一宮町 奈 良

00626 百相廃寺 高松市仏生山町百相 奈 良

00662 高野廃寺 高松市川島本町 奈 良

00748 下司廃寺 高松市東植田町下司 白鳳・礎石

上高岡廃寺 三木町上高岡 白鳳

00010 始覚寺廃寺 三木町井上川西 白鳳

長楽寺廃寺 三木町氷上長楽寺丸岡 白鳳

小谷須恵器窯 三木町井上小谷

宮池窯跡 三木町朝倉

00750-758 公渕池窯跡群 高松市東植田町高柿

00042 新池窯跡 香南町西庄

西庄窯跡 香南町西庄大坪

大坪窯跡 香南町西庄大坪

茶園窯跡 香南町由佐

00043 音谷池東岸窯跡 香南町由佐

00044 音谷池西岸窯跡 香南町由佐

00464 坂田窯跡 高松市西春日町浄願寺山 鎌倉

00656 三谷三郎池西岸窯跡 高松市三谷町 初期須恵器

第13表 古代寺院・窯跡一覧
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(1)高橋学「高松平野の環境復元」『讃岐国弘福寺領の調査』高松市教育委員会 1992

(2)北山健一郎・森下友子他『太田下・須川遺跡』香川県教育委員会 。 (財)香川県埋蔵

文化財調査センター 1995

(3)「蛙股遺跡」『むかしの高松』 3号 高松市教育委員会 1993

(4)山元敏裕「居石遺跡」『讃岐国弘福寺領の調査』高松市教育委員会 1992

(5)山元敏裕「井手東遺跡」『讃岐国弘福寺領の調査』高松市教育委員会 1992

(6)山本英之・山元敏裕他『浴・長池』高松市教育委員会 1993

(7)山元敏裕他『浴・長池Ⅱ』高松市教育委員会 1994

(8)山元敏裕他『浴・松ノ木』高松市教育委員会 1994

(9)宮崎哲治他『林 0坊城遺跡』香川県教育委員会 。(財)香川県埋蔵文化財調査センター

1993

(10)昭和63年度,平成 3年度に香川県教育委員会 0(財)香川県埋蔵文化財調査センターが

調査実施,平成 7年度報告書刊行予定

(11)大久保徹也「中間西井坪遺跡」『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査概

報 平成 2年度』香川県教育委員会・ (財)香川県埋蔵文化財調査センター 1991

森下英治「中間西井坪遺跡」『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査概報

平成 3年度』香川県教育委員会 0(財)香川県埋蔵文化財調査センター 1992

(12)廣瀬常雄・西村尋文『正箱 0薬王寺遺跡』香川県教育委員会 0(財)香川県埋蔵文化財

調査センター 1994

(13)浜田重人「高松市大池採集の有舌尖頭器」『香川考古』 2号 1994

(14)川畑聰「天満宮西遺跡」『讃岐国弘福寺領の調査』高松市教育委員会 1992

(15)佐藤竜馬「出水遺構について」F空港跡地遺跡発掘調査概報 平成 4年度』香川県教

育委員会 0(財 )香川県埋蔵文化財調査センター 1993

(16)松本敏三他『三谷通谷遺跡発掘調査概報』高松市教育委員会 1974

(17)山下平重他『空港跡地遺跡発掘調査概報 平成 3年度』香川県教育委員会 0(財)香川

県埋蔵文化財調査センター 1992

佐藤竜馬他『空港跡地遺跡発掘調査概報 平成 4年度』香川県教育委員会 0(財 )香川

県埋蔵文化財調査センター 1993

(18)宮崎哲治 晴ロリ||五条遺跡」『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査概報

平成元年度』香川県教育委員会 0(財)香川県埋蔵文化財調査センター 1990
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(19)片桐孝浩「樋の回遺跡」『香川県埋蔵文化財発掘調査年報 昭和59～ 62年度』香川県

教育委員会 1988

(20)注 16文献

(21)真下拓也他『多肥・松林遺跡』香川県教育委員会 0(財 )香川県埋蔵文化財調査センター

1994

(22)渡部明夫・藤井雄三『鶴尾神社 4号墳調査報告書』高松市教育委員会 1983

(23)注 11文献

(24)菅原康夫他『萩原墳墓群』徳島県教育委員会 1983

(25)森下英治他『尾崎西遺跡発掘調査概報 平成 4年度』香川県教育委員会・ (財)香川県

埋蔵文化財調査センター 1993

(26)山本英之「松縄下所遺跡」『讃岐国弘福寺領の調査』高松市教育委員会 1992

(27)森格也・古野徳久他『前田東 0中村遺跡』香川県教育委員会・ (財)香川県埋蔵文化財

調査センター 1995
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第11図  1区遺構配置図 1(1/200)
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第 3章 調査の成果

第 1節  1区の調査

1.1区の概要と層序

1区 は上天神遺跡調査範囲の東端に位置し, 3区以東の遺跡中心部とは,御坊川支流

「古川」によって隔てられる。またこの部分は,旧香東川氾濫原と「古川」に挟まれた,

微高地面の東半部に相当する。この微高地は調査範囲西方の鹿角街道付近をピークとし,

旧香東川東岸の最も川よりの安定した微高地面である。 したがって 1区部分は基本的に

「古川」に向かって緩やかに低くなる。最も低くなった調査区北東隅で,僅かながら暗褐

色粘質土層 (弥生後期包含層)の薄層を確認した。弥生期の微高地斜面堆積層の残骸であ

る。現「古川」に引き継がれるこの微高地間の低地が弥生後期には形成されていたことを

示す。

1区部分は,西端部の市道両側に宅地があった以外は畑地ないしは水田で微地形に合わ

せた東西方向 3段,南北方向 1～ 2段の耕地割りが現状で認められた。宅地部分では建物

基礎あるいは家屋破却時の掘削による撹乱が一定程度認められた。

宅地以外の耕地部分でも,他調査区同様に全般的に地下げが著しい。遺構の残存状況か

らすれば3区以東よりも地下げは著しく全体的に数十cm以上の削平を想定する必要がある。

また市道に東接する宅地周辺の削平は特に著しく,市道を挟んだ 1区西端部分に比べ遺構

検出面が30cm前後低い。このため後述するようにこの部分で双方に連続する大溝 S D01の

接続などの理解に困難を極めた。

1区では部分的な造成土を除いて現耕作土層 。床土層 (計20cm程度)直下に淡黄色～黄

褐色シルト0粘質土層がある。遺構は全てこの層の上面で検出できる。本層構成物の粒径・

色調は地点によって漸移的に変化し,調査区の東西端に向かい構成物が細かくなる傾向が

認められた。また側溝 。試掘 トレンチなどの所見では本層は0.5～ lm前後の厚みを持ち,

その下部に暗灰色砂礫層の堆積を確認している。十分な下部確認はできていないが, この

砂礫層は緩やかな起伏を持って堆積し,同層まで掘り下げても1区部分では湧水はほとん
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どない。なお4区等で認められた淡～暗灰色土層 (古墳時代後期～平安時代遺物包含層)

は,本調査区では僅かに,後述する自然河川S R01上面に残存するにすぎない。また他調

査区で部分的に確認した,現耕作土層直下の,先行する旧耕作土・床土層の連続堆積層も

観察することができない。このことは少なくとも遺構の残存状況などから推定される大規

模な削平が,比較的近年になされたことを示す。

なお 1区中央部から西部にかけて極端に蛇行して流れる小規模な自然河川S R01が 存在

するが,埋積はかなり早く,弥生後期にはもはや浅い凹地と化し,遅 くとも中世までには

ほぼ完全に平坦になっている。

2.縄文 0弥生時代の遺構・遺物

S B04(第 13図 )

1区東部で,掘立柱建物S B05お よび小規模溝S D06と重複関係にある遺構である。桁

行 1間 (2.7m),梁間 1間 (2.4m)

の矩形を呈 し主軸方位はN56° E,

この部分の面積で,6.5ピ を測る。

柱配置 0間隔から掘立柱建物と見る

よりも,削平された竪穴住居の主柱

穴列と見たほうがよい。

柱掘 り方 は概ね径0.2m前 後の不

定円形を呈 し,残存深は0。 1～ 0.2m

と良 くない。なお遺物は全 く出土 し

ていないが,埋土および周辺遺構か

ら弥生時代後期と推定される。

一　　　〇．
．Φ【　・

ｌ
②

］
〇
・卜
〇

第 13図

0      1      2m

l区 S B04平・断面図 (1/80)

| |
―⑮
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S B05(第 14図 )

1区東部で, S B04お よび小規模溝S D06と重複関係にある掘立柱建物である。本建物

は桁行 2間 (4.2m),梁間 1間 (2.7m)の側柱建物で,主軸方位はN87° E,床面積11。 3

どを測る。なお南東部 2穴を除く, 4穴で柱立て替えが認められる。

柱掘り方は概ね径0.3～ 0。4m前後の不定円形を呈し,全穴で径0.lm強の柱痕を確認 して

いる。残存深は0。 2m弱 にすぎない北東隅穴を除き約0。4m前後と1区建物遺構中,最 も良

好で,下端 レベルも前者以外では標高15.7～ 15。8mと 揃っている。桁行方向の柱間は1.9

～2.2m,梁間方向では2.6～ 2.7mと バラツキが少ない。

北西隅穴から少量の土器片を検出している。(1)は やや扁平な体部で中位の最大径部

に鈍い稜を持つ。細頸壺体部の可能性がある。後期初頭段階に位置付けてよいであろう。

T.N.

4
―⊂∋     ◎      6-Ｈ

Ｏ
・
卜
〇 ね。“

|

←

Y     1     7m

l.黄 白色シル ト+黒灰色シル トプロック
2.黒灰色シル ト(S D05類似)

3.黒灰色シル ト(若干の黄自色シル ト粒混入)

4.黒灰色シル ト      .
5.黒灰色シル ト+黄 白色シル ト

0                   10Cm

挿図番号 器種 日径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

1 壼 細・極多 褐色 強 く張 った体最大径部には鈍い稜 角閃石極多、雲母多

第 14図  1区 S B05平・断面図 (i/80)お よび出土遺物 (1/4)
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S B06(第 15図 )

1区東部で,掘立柱建物S B07の 北側

に位置する。桁行 1間 (2.1～ 2.2m),梁

間 1間 (1.9～ 2。lm)の矩形を呈し主軸

方位はN12° E, この部分の面積で,4.

3ピ を測る。柱配置・間隔から掘立柱建

物と見るよりも,極度に削平された竪穴

住居主柱穴列残欠と判断できる。なお西

側列では, 2穴ずつ重複している。

柱掘り方は概ね径0。2m前後の不定円

形を呈 し,残存深は0。2m強で,下端 レ

ベルも標高15。 5m前後に揃う。

S B07(第 16図 )

1区東部で,小規模溝 S D07に 近接 してその北

側, S B06の南にあるが, S B06, S D07と の併

存は困難であろう。本遺構は 3穴のみ検出したに

すぎないが,本来的には南西隅穴を欠 くものの 1

間 (2.5m), 1間 (2.Om)以上の規模をもつと考

える。また柱間の東西間隔と南北間隔が著 しく異

なることから,竪穴住居主柱列残欠ではなく,掘

立柱建物と見倣すべきであろう。柱掘 り方は概ね

径0.2～0.3m前後の略円形を呈 し,残存深は0。 lm

弱にすぎない。″

16.20

0      1      2m

第 15図  1区 S B06平・断面図 (1/80)
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第16図  1区 S B07平・断面図 (1/80)

S D01～05(第 17～24図 )

1区西北隅, S R01西岸で検出し,概ね南南西～北北東に並走する溝群である。本流の

S D01と ,おそらくこれから分岐・並走する支流群と理解できる。中間に道路敷未調査部
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分を挟み,検出範囲東半は削平・撹乱が著しいため各溝の関係を把握することが困難な部

分もある。全体として,開削は弥生前期に遡り,複次の改修を経て古墳時代初頭に最終埋

没する。ただし付随する支流溝の全てが同時に併存するわけではないと見られる。以下で

は個別溝について報告する。

“
型 a,

0               10m
1.

2.
3.
4.
5.
6.
7.

23

16型 c,

黒褐色シル ト・粘土層
黒褐色シル ト層
黄白色シル トプロック
礫混じり灰褐色粗砂層
灰褐色砂層
黄自色シル トプロック混入黒褐色シル ト層

黒褐色シル ト層 砂性やや強い

1.黄色シル トプロック混じり暗灰褐色シル ト層
2.暗灰褐色シル ト層 北半はS D07に 続く
3.黒褐色シル ト層 下層
4.砂礫混じり黒灰色シル ト層
5.礫混じり灰褐色砂層
6.淡灰褐色砂層
7.暗黄色シル ト層 (地 山類似)

2,1喫
d,

0            1

1.黄色粘土混じり暗黄色粘土層
2.暗褐色シル ト層 北肩
3.淡褐色砂層 上部砂層
4.淡灰褐色砂層
5.淡褐色粗砂層
6.暗灰褐色シル ト・細砂層
7.黄褐色粗砂層
8.褐色砂層
9.灰褐色砂層
10.褐 色粗砂層
11.褐 色細砂層
12.淡褐色シル ト層
13.暗灰褐色細砂層
14.褐 色細砂層

10
1711

北肩 15.暗灰褐色細砂層
16.暗灰褐色シル ト・細砂層
17.暗灰色シル ト層
18.暗灰色シル ト層
19.黒褐色粘土層 上部黒粘
20.黒灰色粘土層
21.黒灰色シル ト層・下部黒粘
22.黒灰色シル ト・粘質土層
23.暗灰褐色細砂・砂礫 (風化礫)層 下部砂
24.漆黒色粘土層 下部砂
25.漆黒色シル ト層
26.暗褐色粘土層 南肩
27.暗褐色砂層28.暗黄褐色粘土層
29.黄色粘土混じり暗黄褐色粘土層

区S D01平・断面図 (1/40001/60)

2m

灰褐色シル ト層 上層
黒灰色シル ト層 下層
黄褐色シル ト層 地山類似
暗黄色シル ト層
黒褐色シル ト層

黒灰色シル トラミナ状堆積

璧漫とりう?魯
砂層

116型 b,

第17図  1
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S D02b S D02
S D01b

0            1o m

“
♂ d,

16.20

1.黒褐色シル ト

b_    lqttb,

d~~

16ュ g'

1.黒灰色シル ト層

黒灰シル ト

16.10

g_

1.淡灰褐色細砂層
2.黒灰色シル ト層
3.黒灰色シル ト+黄 白色土プロック
4.暗黄褐色粘質土層

16.60f,

黒灰色シル ト層
暗灰色シル ト層十黄自色ブロック
黒灰色シル ト層十黄白色プロック
暗褐色粘質土
淡灰褐色粘土層
暗灰色砂層

♀  1  2P
6

16.60h,

1

2.
3.
4.
5.

(

16.60j,

黒灰色シル ト十黄白色土ブロック

磨蜃信と名上店
黄自色シル トプロック

暗灰色細砂層

1/40001/60)

ヽ
年

1.

:1曇理9κ
ノ
r)ロ ツク混入黒褐色シルト 隕`米《悪ぶ゙゛

1.黒褐色シル ト黄色ブロック混入

黒褐色シル ト

1製
e,

1.暗黄色粘質土
2.黒灰色シル ト
3.黄色粘質土プロック十黒灰色シル ト
4.灰褐色シル ト+若干の黄色粘質土プロック

f―――

黒灰色シル ト層
黒灰色シル ト層 +黄 白色シル トブロック
地山層

第18図  1区 S D01付帯小溝群平・断面図

2.黄 白色シル トプロック

ミ 混入黒灰色シルト層
灰褐色シル ト層
灰褐色シル ト層+
黄白色シル トプロック
褐色シル ト
地山層 .

J……――

黒灰色シル ト
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S D01

調査区西端Bec_0区 からA-2区にかけて南南西～北北東に流れる。一連の溝群の

南端に位置し,そ の規模 0継続年代から一貫して溝群の本流として機能したと考えられる。

より残りの良いB-0区断面により規模・形状および変遷を観察する。全体幅 7mで ,

残存深は0,7mに達するが, これは最低 3回の改修と一時期,肩部に並走 した小溝との累

積であって一時の溝はこれよりやや規模が小さいと思われる。最下層 (Ⅳ層)に は漆黒色

粘土・ シルトブロックを部分的に交える暗灰褐色細砂層が薄く堆積する。堆積層下面,す

なわち大溝床面レベルは標高15.5m前後を測る。初回改修前の堆積層と考えられる。本層

には弥生前期土器のみを少量包含し,本溝開削時期の下限を示す。

下層堆積層 (Ⅲ層)は黒灰色シル ト層からなり,厚 0。2m前後で弥生前期～中期中葉の

資料を少量含む。下面の標高は15.8mでぁる。

上層 (Ⅱ 層)は ほぼ大溝南半部に分布し,溝北肩部の102層 は本層の末端部分の可能

性もある。黒灰色～黒褐色粘土層の近似した堆積層だが,包含遺物などから19層 (Ⅱ l層 )

と20026層 (Ⅱ 2層)に 2分できる可能性が高い。弥生後期の資料を含み,下面は標高16

m前後となる。

最上層 (I層 )は溝北半部に分布し幅3m,深 さ0.45mを測る。暗灰～暗褐色シル ト・

細砂層からなり, Ⅱ～Ⅳ層と北肩部 2層を切って堆積する。弥生後期末ないしは古墳時代

初頭の資料を含む。これらは本溝の最終埋没時期を示すであろう。また南肩部の26～ 29層

はⅢ・Ⅳ層末端部もしくは併存する小溝残部であろうが確定しがたい。

なお東半部のB-1～ A-2区ではⅡ・ Ⅲ層を分別できなかったものの堆積層 0包含遺

物に矛盾はない。

(2)～ (12)は西半部のI層 出土遺物。(2)は壷口縁部。強く折り返 して水平に開

く。端部は断面三角形状に小さく摘み上げる。甕 (3)～ (6)は典型的な下川津B類の

形態を示す。底部 (6)の形状からすれば後期末葉までは下らない。高不も同様に下川津

B類。外部 (7・ 8)は強く発達した上半部は,上端部凹線の強調も失いより後出的な形

態といえるが,器高と口径からみて,や はり後期末葉までは下らないであろう。脚部 (9)

～ (12)は,痕跡的ながら脚端部の肥厚形態を留める。また (10)の ように小円形透かし

2孔 1対の原則を維持している。これらの点から本層出土資料は後期後半に位置付けられ

る。

(13)～ (19)は西半部のⅡl層出土遺物。吉備系二重回縁甕 (13)は胎土から判断する
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1、鳳

閻|

0                   10cm

挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

2 広□壺 細・極多 にぶい責橙色 口縁部は強 く折 り返 して短いが水平に開 く

端部は小さく摘み出す。

角閃石極多、石英等

B類広口壼

3 甕 細・極多 橙色 口縁部は短く開き端部は小さく上方に摘み出

すと共に下方もやや張る。

角閃石極多、雲母 。

石英等

甕 細・極多 浅黄色 不明瞭な頸部から強 く折 り返 して口縁部は短

く開く。端部は小さく摘み上げる。□縁・頸

部の横ナデにより折 り返 し部に稜。肩部外面

縦ハケ内面指押さえ顕著

角閃石極多、石英等

・雲母 B類甕

5 甕 細・極多 にぶい黄橙色 内面上半部指押さえ顕著 最大径部は深い指

頭圧痕、上位は浅い指腹圧痕

角閃石極多、石英等

多 B類甕

甕 細 。極多 にぶい黄橙色 薄作りで、わずかに窪み底。外面縦ミがキ後下

端部横ナテ・、内面タス・リ

角閃石極多

7 高杯 細・極多 浅黄色 上半部は強 く外反 して開き内面に凹線。上半

部横ナテ・、下半部外面横ケス
・

り後横ミがキ内面分

割横ミがキ

角閃石極多、石英等

・雲母 B類高杯

高不 細・極多 にぶい黄橙色 上半部外反強い、内面凹線顕著 角閃石極多、石英等

多 B類甕

9 脚 細・極多 橙色 脚端部は鈍 く肥厚 して、端面に凹線。裾部の

円形透か しは貫通 していない。外面横ナテ・、

内面横タス・リ

角閃石極多、石英等

・雲母多

1 脚 細・極多 橙色 脚端部はわずかに肥厚する。端上部を鈍く張

り出す。内面横タス・り、外面横ナテ・。裾部の円

形透かしは2■ 1対

角閃石極多、石英等

・雲母

脚 細・極多 橙色 脚端部はほとんど肥厚 しない。端上部を張 り

出して、狭い端面に凹線。内面横ケス・り、外面

縦ミがキ

角閃石極多、石英等

・雲母

脚 細・極多 にぶい責橙色 脚端部はほとんど肥厚 しない。端上部をわず

かに張 り出して、端面に凹線。内面横クス・り、

外面縦ミがキ

角閃石極多、石英等

第19図  1区 S D01出 土遺物 1(1/4)
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0                    10Cm

挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

1 壺 細・多 にぶい黄橙色 二重回縁。□縁部は強く折り返し短く開く。

立ち上がり部はやや内傾し薄く伸びる。端部

丸く納める。立上り部外面剥落。

石英等多、角閃石少

搬入品 (吉備系)

14 甕 細・極多 橙色 不明瞭な頸部から強く折 り返 して口縁部は短

く開く。端部は小さく摘み上げる。日縁・頸

部の検サテ
゛
で折 り返 し部に稜。外面縦ハケ内面

頸部横ハケ後上半部指押さえ

角閃石極多、石英等

B類壺

甕 細・極多 橙色 痕跡的な頸部から口縁部は強 く折 り返 して短

く開 く。端部は上方に摘み出す と共に下方も

やや突出する。端面に凹線。外面上半部に縦

ミがキか、最大径部に叩き日、内面下半タス・り後

上半部指押さえ

角閃石極多、雲母多

細・極多 にぶい黄橙色 薄作りで、外面は底面を含めてミがキ、内面は

タス・り後底面指押さえ

角閃石極多、石英等

・雲母

高外 細・極多 にぶい黄橙色 上半部は強く外反 して開き内面に鈍い凹線。

上半部横ナテ・、下半部外面横タス・り内面分割横ミ

カ
゛
キ

角閃石極多、石英等

B類高杯

1 脚 細・極多 にぶい黄橙色 脚端部はほとんど肥厚 しない。端上部をわず

かに張 り出して、端面に凹線。内面横ケス・り、

外面横ナテ・による凹面。裾部円形透か し2孔

1対。

角閃石極多、石英等

・雲母

脚 細・極多 橙色 脚端部はほとんどEE厚 しない。狭い端面に凹

線。内面横ケス・り、外面横ナテ・、裾部の円形透

か しは 2■ 1対

角閃石極多、石英等

脚 細・極多 橙色 脚裾部は緩やかに外反して開き、端部肥厚せ

ずに凹面

角閃石極多、石英等

・雲母 B類甕

甕 細・極多 にぶい黄橙色 □縁部は強く折 り返 して短 く開く。端部は小

さく摘み上げる。□縁・頸部内面の強い横ナテ

・により折 り返 し部に稜。肩部内面指押さえ

顕著

角閃石極多、石英等

・雲母多 B類甕

高不 細・極多 にぶい黄橙色 上半部内面に凹線 上端部顕著 角閃石極多、石英等

B類甕

第20図  1区 S D01出 土遺物 2(1/4)
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10cm

挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

甕 細 。極多 明褐色 痕跡的な頸部から□縁部は強 く折 り返 して短

く開く。端部は小さく上下に摘み出す。肩部

内面指押さえ

角閃石極多、石英等

甕 細・極多 明褐色 短い不明瞭な頸部から□縁部は緩やかに折 り

返す。端部は上下に摘み出して狭い端面。肩

部内面削り後上端部指押さえ。

角閃石極多、雲母 。

赤色粒

甕 細・極多 橙色 短 く不明瞭な頸部から□縁部は強 く折 り返 し

て短 く開く。端部は上下に小さく摘み出して

狭い端面。頸部内面横ナテ・により凹面、肩部

は指押さえ

角閃石極多、石英等

・雲母

小形鉢 ? 細・極多 にぶい黄橙色 褐灰色 小形の突出気味の底部で開きは弱い。内外面

縦ミカ
゛
キ

角閃石極多、石英等

・赤色粒

壺 細・極多 明赤褐色 にぶい黄色 薄作り、外面ミがキ、内面タス・り後底面指押さえ ほぼ全周 角閃石極多、石英等

・雲母

高杯 細・極多 橙色 □縁端部は鈍く外方に摘み出して頂部に狭い

平坦面。上半部横ナテ・、下半部不明

角閃石極多、石英等

・雲母

高杯 細・極多、中・

多

橙色 □縁端部は外方に鈍 く張 り出す と共に内方に

小さく突出して頂部に狭い平坦面。上半部横

ナテ・、下半部外面横タス・り内面粗い横ミがキ

角閃石極多、石英等

多

高杯 細・極多 明赤褐色 口縁端部は内方に小さく突出して頂部に狭い

平坦面。上半部横ナテ
゛
、下半部外面横ケス・り後

横ミがキ、内面分割横ミがキ

角閃石極多、石英響

多

脚 細・極多 明黄褐色 脚端部は鈍く肥厚して、下方に小さく引き出

すと共に上方も小さく突出する。内面横ケス・リ

角閃石極多、石英等

・雲母

脚 細・極多 橙色 脚端部は鈍く肥厚 して、下方に小さく引き出

し、狭い端面に凹線。内面横タス・リ

角閃石極多、石英等

・雲母

脚 細・ 極多 にぶい黄橙色 脚端部は鈍く肥厚して、下方に小さく引き出

す。内面横タス・リ

角閃石極多、石英等

・雲母

脚 細・極多 黄褐色 脚端部はわずかに肥厚する。端上部を鈍く張

り出し端面凹線。内面横タス・り、外面横ナテ・。

裾部に2段の円形透かし、下段は2孔 1対

角閃石極多、石英等

多、雲母

脚 細・極多 明褐色 脚端部は鈍く肥厚して、下方に小さく引き出

す。内面下端横タス・り上部に絞り目

角閃石極多、石英等

第21図  1区 S D01出 土遺物 3(1/4)
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挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

甕 中 。多 灰白色 口縁部は強 く折 り返 して短 く開く。□縁・顕

部内面の横ナテ・により折 り返 し部に稜。

石英等多

甕 中 。多 灰白色 □縁部短 く折 り返す。内面横ナテ・ 石英等多

甕 中 。多 にぶい黄橙色 □縁部は強 く折 り返 し短 く開く。口縁 。頸部

内面の横ナテ・により折 り返 し部に稜。肩部内

面横ミがキ

石英等多

甕 細・多 褐灰色 灰白色 薄作 りの底部。内面削り、外面縦ミがキ 全周 石英等多

壺 粗・多 灰白色 逆 L字状貼 り付け□縁劇落。直下に多条化 し

た箆描沈線

石英等多

中・多 灰白色 大形の平底だが突出しない。外面縦ハタのち下

端部横ナテ
゛
、内面横ナテ・

石英等多

高杯 細・ 極多 にぶい黄色 □縁部は外反して開き端部尖る。内面に凹線 角閃石極多、石英響

多、赤色粒 B類凛

外

甕 細・極多 橙 色 □縁部は強く折り返して短く開く。端部は小

さく摘み上げる。

角閃石極多、石英簿

・雲母

壼 粗 。多 浅責色 外反 して伸びる頸部に櫛描沈線 6段以上。内

面下半指押さえ上半横ハケ

石英等多、赤色粒

甕 中 。多 浅黄橙色 突出度の高い貼付口縁。□縁直下に多条化 し

た箆描沈線、日縁端部に刻み 目

石英等多

甕 中 。多 にぶい黄橙色 やや垂れ気味だが突出度の高い貼付□縁。ロ

縁直下に箆描沈線、端部に刻み 目

石英等多

壺 中・多 暗褐色 突出度の高い貼付口縁。頂部に刺突文列、外

面縦ハケ後箆描沈線 4条、口縁端部に刻み 目

石英等多

中・ 多 灰白色 分厚い底部は粘土板 2枚 を重ねて成形。外面

縦ハケ内面ナテ・
石英等多

粗 。多少 灰白色 わずかに突出気味で外面縦ハク 全周 石英等多

粗・多 灰白色 厚手で突出気味。外面板ナテ
゛
で局部的に縦ハタ

残る。内面指押さえ

全周 石英等多

1区 S D01出 土遺物 4(1/4)第22図

―-59-―



捗
- 051

‐―
口
日
――
＝
川
＝
＝
Ｗ
Ｖ

0                   5cm

挿図番号 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 石材 形態 。手法の特徴 備考

石鏃 有茎 一部折損

石鍬 先端部摩耗顕著 。刃部擦痕 先端部片

第23図  1区 S DOl出 土遺物5(1/2)

かぎり搬入品である。器表が剥落して,立ち上がり部の施文は不明だが,形状から吉備系

二重回縁甕でも後出的な形態と考えられる。下川津B類甕 (14)は 日縁端部の摘み出しが

小さい。甕 (15)は 口縁端部の摘み出しがやや弱いが,後期初頭に位置付けられる。体部

最大径以上の内面は顕著な指押さえが観察できる。高不 (17～19)は下川津B類形態でも

やや後出する。

後期初頭に遡る資料を一部含むが,後期後半以降の資料を中心とし,上層との明確な時

間差はない。

(20)は西半部の南肩28029層 出土の下川津B類高不。(21022)は 同北肩 2層出土資

料。後者の口縁部形態は下川津B類高不でも古い様相を示している。

(23～35)は西半部のⅡ2層出土遺物。甕 (23～ 25)は 口縁部がやや伸びると共に,端

部の摘み出しをまだ残すもののひどく矮小化している。口縁部拡張形態の高不 (28～ 30)

は口縁部を肥厚させるだけで端部の摘み出しは微弱,中位の屈曲もやや鈍い。脚端部 (31

～35)の肥厚も同様に退化している。本層出土資料は,後期初頭でも最も新しい様相を示

すものである。

Ⅲ層出土遺物 (36～ 39)は少ないが,単一時期の様相を持つ。甕 (36037)の 口縁端部

は小さく面取りするだけで肥厚・拡張はしない。また (38)で は体部内面にミガキ調整を

認める。弥生中期中葉に位置付けられる。

(40・ 41)は最下層Ⅳ層出土資料。前者は剥落しているが「 L」 字状貼付口縁の甕。口

縁部直下に多条化した箆描沈線文がある。底部 (41)は分厚い頑丈な平底形態で外面ハケ

調整。共に前期後葉に比定でき,本溝開削年代の下限を示すものである。
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(42043)は 東半部の上層出土資料。前者は下川津B類高不口縁部でやや古い様相を示

す。後者は同類の甕口縁端部片。

(44～50)は同下層出土遺物。櫛描並行沈線を6段以上めぐらす壷頸部 (44)は中期前

葉まで下るであろう。多条化した箆描沈線文を持つ「 L」 字状貼付口縁甕 (46047)は 前

期後葉に比定できる。これらは口縁端部に刻み目を加え,(47)で は頂部に刺突文をも施す。

(51)は上層出土の有茎鏃。明瞭な逆刺を作り出す。(52)は 石鍬刃部片。縁辺部の二

次調整は浅く粗雑である。

S D02

S D02は B-0区 で検出 し,大溝北岸に並走する。約0.5mの 間隔を以て同規模・ 同形

の S D03が 並行する。残 りの良い部分で幅 lm前後,深 さ0.4mを測 り,断面逆台形を呈

する。床面 レベルは標高15.8～ 16mでゎずかに東に下る。西半部では下層に薄 く黄白色粘

土 (地山土)を含む黒灰色シル ト層が堆積 し,上位には黒灰色シル ト層を見る。なお堆積

状態から西半部ではS D02が 先行 し,後 にS D02bに 付け替えたと見 られる。

本溝では殆ど遺物が検出できず,わずかに図示 しえたのは底部片 (57)1点にすぎない。

比較的シャープな形状で,内面ケズリ調整のち指押さえを見る。後期前半に位置付けられ

ようか。

S D03

南側で並走するS D02と ほぼ同規模・ 同形であるが,そ れよりも0.lmほ ど浅い。堆積

状態 も類似 していて黒灰色 シル ト層を主体とし,下層に薄 く地山土ブロックを含む部分が

ある。ごく少量の時期比定困難な土器細片を検出したにすぎない。

本溝 も出土遺物が乏 しく,図示 しえたのは体下半部片 (56)にすぎない。胎土と形状か

ら弥生後期段階の資料であることは間違いない。

S D01b

AOB-2区 で検出したS D01よ り分岐する小溝。削平が著 しく幅1.lm,深 さ0.15m程

度の断面皿形でしか残存 していない。埋土は黒灰色シル ト層である。

(53)は「 L」 字状貼付口縁の甕。(54)は頑丈な分厚い大形平底で,鈍 く突出する。共

に前期後葉に位置付けられる。高琢脚部片 (55)はやや大形の円形透か しを裾部に持ち,

端部は丸 く納める。後期前葉～中葉に比定できるであろう。
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S D02C

B-1区で検出した小溝でやはりS D01か ら分岐すると思われる。削平・撹舌Lに より幅

0。8m,深さ0。 lmの 断面皿状に確認できたに過ぎない。埋土は黒褐色シル ト層で, S D01

bの肩部を切って穿たれている。

S D04005

削平の著しいB-0区北端で痕跡的に検出した小溝である。各々検出幅0.2m程度,深

さも0.lm以下で遺物は検出していない。位置関係・方向からやはリー連の溝と考える。

以上示したように本溝は弥生時代前期後半以前に開削され,途中埋没と改修を最低 3回

重ねながら,本水路群の基幹水路として弥生時代末ないしは古墳時代初頭まで機能してい

る。その間付帯小水路はたびたび付け替えられた可能性が高いがその詳細は確認できなかっ

た。 4区 S D16と 同様の機能が想定でき,かつそれよりも存続期間がはるかに長い。

0                  10cm

挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

甕 粗 。多 にぶい黄橙色 やや垂れ気味だが突出度の高い貼付□縁。日

縁直下に色描沈線

石英等多

中・多 灰白色 分厚い突出底。底部縁辺は指押さえ 石英等多

脚 細・極多 にぶい黄褐色 脚裾は強 く開き端部肥厚気味に丸 く納める。

外面縦ミがキ内面横ナテ
゛
で大形の円形透か し

角閃石極多

細・極多 明褐色 薄作りで内面タス
゛
リ 角閃石極多

中・普 灰白色 薄手の小形平底。内面指押さえ 石英等

第24図  1区 S D01付帯小溝群出土遺物 (1/4)

-62-



S D06(第 25図 )

1区東半部で検出した黒色帯東縁に並行する小溝で

ある。南端はS D07に 切られ竪穴住居残欠S B04と 重

複する。断面台形ないしは蒲鉾形を呈し,著 しい削平

によって検出幅0.3m,深 さ0.2m弱 を残すに過ぎない。

弥生後期の土器小片を検出した。

2 1喫 a'b―

b~2316.10b,

o    O.5m

…l 黒灰色シル ト
2.暗灰色シル ト
3.漆黒色粘質土

第25図  1区 S D06平・断面図
(1/40001/40)

16.20b,

一

゛

／

。

藤量8荘省上誓

ロツク混美漆薫』粘質土層

資晨自95+層
十黄自色粒ブロック混在層

黄白色粘質土ブロック

0           1m

n lOm

-

卜
~ 60

9                   59m

挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

脚 細・極多 黄褐色 脚端部は肥厚せずに小さく外反して丸く納め

る。内面横タス
゛
りで2段 に円形透かし

角閃石極多

脚 細・極多 にぶい黄橙色 わずかに中膨らみの柱状軸部。外面縦ハケ、内

面ナテ
゛
か

全周 角閃石極多

挿図番号 器種 現存長 1最大幅 最大厚 重量 石材 形態 。手法の特徴 備考

石鏃 191  13 0 サヌカイト 凹基

第26図  1区 S D07平・断面図 (1/40001/40)お よび出土遺物 (1/401/2)
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S D07(第 26図 )

1区東端で検出した東西溝で東流する。掘立柱建物S B07と の併存は困難であろう。検

出幅0.5～ 0。 7mで深さ0.2mを残す。

出土遺物は多くない。(58)は円錐形の高不脚部。脚端部を小さく外反する。やや小形

の円形透かしを 2段 に配する。(59)は高琢円柱状軸部。共に弥生後期初頭に比定できる。

(60)は小形の凹基式石鏃。二次調整は深くまで及び,中心部に稜を持つ。

S D08(第 27図 )

1区東端で確認した小溝である。S D07に

並行する方向をもつ。検出幅0.5～0.8m,深

さ0.1～ 0。 2mを残すに過ぎない。床面 レベル

から東流が推定できる。埋土や周辺遺構の状

況から弥生時代後期と推定できる。

S D09(第 28図 )

1区東端,すなわち第 2微高地東縁に沿う

南北溝で北端で分岐する。S D07008に切ら

れる。断面蒲鉾形を呈し検出幅0.7m前後 ,

深さ0。 2mを 測る。ごく少量の弥生時代前期

資料を包含する。如意状口縁の甕 (61)は 端

1型
b,

m

1.黒褐色シル ト
2.暗褐色粘質土

0 
‐
  5m

ー

第27図  1区 S D08平・断面図 (1/400・ 1/40)

部に刻み目を配 し,日縁部直下には箆描沈線 3条をもつ。前期中葉に位置付けられる。

(62)は大形壺口縁部。口縁部はやや角張り鈍く外反する。胎土中に片岩粒を含む搬入品

である。(63)は小形の凹基式石鏃。縁辺の調整剥離は比較的深く整っている。出土遺物

から弥生時代前期に位置づけられる。
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c_    1型 c,

3  6  7

0                1m

4

16.00 b,

1.暗褐色シル ト
2.灰褐色シル ト
3.黒灰色シル ト
4.黒褐色シル ト
5.褐色シル ト層
6.褐色粘質土(Fe多 い)

7.黄 白色シル ト混入黒灰色粘質土

0               10m
!θ Яサ
0〆

A
A
Affiq
l4\{t-ffi-
663

U scm

r-

挿図番号 器 種 □径 器高 底径 胎 土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

甕 粗 。多 灰白色 如意状口縁。端部刻み 日、直下箆描沈線 3条 石英等多

壼 中 。普 橙色 口縁部は鈍 く外反 して開き四角く納める 片岩 搬入品

挿図番号 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 石材 形態・手法の特徴 備考

石鏃 1 凹基

第28図  1区 S D09平 0断面図 (1/40001/40)お よび出土遺物 (1/401/2)

S R01(第 29～36図 )

1区中央部～西部にかけて検出した小規模な自然河川で,極端に蛇行 して流れる。検出

幅は5.2m～ 17mと 変化が大きい。深さは最大でも0.8m程度 と浅いが,床面は地山下部の

灰色砂礫層に達 している。床面はやや起伏に富み,流下方向は確定できていない。堆積層
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T.N・

L午

1.耕作土 。暗灰色シル ト(東 1)

2.耕作土・床土撹乱層 灰黄色+明燈色シル ト(東 2)

3.暗灰色シル ト 上部Mn少 。中下Fe堅斑少 (東 3・ 4)

4 黒灰色～黒褐色粘土 Fe堅斑 (東 5)

5.漆黒色粘土 (東6)             B_4
二            |

6.黒灰色砂質± lcm大風化円礫少 (東 8～ 10?)
7.暗灰色砂層 1～ 3cm大風化円礫多
8.暗灰色粘質土 (東部3層 か)

9.黒灰色シル ト層 (6層 より粗く風化礫含まず)

16.40

a,16.40

16.40

16.40

16.40

-b'
ち:業生キ萌基否eκ

ノ

`亀

層
Mn沈着

:1磨優色じ昇十
層
灰ぎ習鶴蔵混入 Fe少量

::壕量2鞄圭層 
にFe斑あり

7.黒灰色シル ト 炭細粒多。灰色シル トラミナ
8.漆黒色ンル ト 5mm風化礫少 Fe堅斑少
9,漆黒色砂質土層 lcm大 風化礫多い
10.暗灰～黒灰色砂礫層 1～ 2cm大風化円礫多

m

第29図  1区 S R01平 0断面図 (1/80001/60)
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0                   1〔

下層は 1～ 3 cm大 の風化礫を多量に含む黒灰色粘質土層からなり,中位に黒色～漆黒色粘

質土層,上層にやや淡い黒灰色シル ト・粘質土層が堆積する。また上層堆積後,す なわち

S R01が ほぼ埋没 した段階の凹地に薄 く堆積 した暗灰色シル ト層が認められる。包含遺物

は少ないが 4区などで確認 した古墳時代後期～中世包含層に対応する層であろう。

遺物では比較的まとまった量の石器は出土 しているが,土器は全般的に多 くない。図化

した石器は全て中 0下層出土資料である。須恵器 (64065)は 上面付近で検出 した資料で

ある。前者は単純に丸 く納めずにやや上方に摘み出した日縁端部形態や,日頸部の突帯か

ら TK208式並行期に比定できる小形の甕である。本遺跡でこの時期の資料は他にない。

後者はやや厚手ながら,体部は強 く屈曲してかなり直線的に開く形態の不。平安初頭まで

下る可能性がある。これらはむしろ上位の暗灰色シル ト層に帰属する可能性が高い。

(66～68)は上層出土資料。(66)は 口縁端部を鈍 く肥厚 した甕小片。脚 (67・ 68)は

端部を肥厚 しつつやや下方に摘み出す。これらは後期初頭でも新 しい様相を示すが, SD

20Ⅱ 2層資料よりはやや先行するであろう。中・下層出土資料は大部分が細片で図化 し得

るものは殆どないが,胎土などからみて縄文晩期～弥生前期に位置付けられると思われる。

図示 した底部片 (69)も 明瞭な凹み底をもち,縄文晩期に遡るものであろう。

挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎 土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

須恵器小形

甕

細・少 青灰色 口縁端部は四角く納め、直下と頸中位に小突

帯。頸部に櫛描波状文 2段 TK208並行か

石英等少

須恵器杯 細・ 少 灰白色 やや厚手で体部は直線的に立ち上がる。回転

ナテ・8C-9C前 半

石英等少

壺 ? 細・極多 にぶい黄橙色 日縁部は強 く折り返 して短 く開く。端部は上

下に小さく摘み出して端面に凹線。日縁部内

面の横ナテ
゛
で折り返 し部に稜

角閃石極多

脚 細 。極多 明褐色 脚端部は鈍 くB巴厚 し、下方に小さく引き出す

と共に上方も鈍く突出する。内面横ケス・リ

角閃石極多、雲母・

石英等

脚 細・極多 にぶい黄橙色 脚端部は鈍く肥厚 し、下方に小さく引き出す

と共に上方も鈍く隆起する。内面横タス・リ

角閃石極多、雲母・

石英等

細・普 橙色 灰責褐色 明瞭な窪み底で体部はよく開く 全周 石英等

第30図  1区 S R01出 土遺物 1(1/4)
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挿図番号 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 石材 形態・手法の特徴 備考

石鏃 2 l リヌカイト 凹基

打製石庖丁 サヌカイト 稜部摩耗 折損

打製石庖丁 サヌカイト 右面稜部摩耗微33 折損

打製石 庖 丁 リヌカイト 背部折 り取り面 折損

打製石庖丁 サヌカイト 折損

打製石庖丁 サヌカイト 折損

石鰍 サヌカイト 側縁折り取 り面 左面摩耗顕著 基部片

石鍬 リヌカイト 稜部摩耗微弱

石鍬 リヌカイト 摩耗顕著 先端部片

第31図  1区 S R01出 土遺物 2(1/2)
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第32図  1区 S R01出 土遺物3(1/2)

石鏃 (70)は凹基式でやや扁平。二次調整はやや浅 く必ず しも中心部まで及ばない。

(71)は挟 りはないが,背部と刃部の作 り分けが明確なので石庖丁とした。 (72・ 74075)

は短辺に快 り部の作出を意図 したような大きな剥離面を持つが,その形状は明瞭ではない。

挿図番号 器種 現存長 最大幅 最大厚 重遍 石材 形態 。手法の特徴 備考

石鍬 サヌカイト 一側縁折 り取 り面 右面先端部摩耗

石鍬 一側縁折 り取 り面 先端部摩耗
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挿図番号 器種 現存長 最大幅 最大厚 重飼 石材 形態 。手法の特徴 備考

石鍬 リヌカイト 両側縁潰 し 先端部摩耗微弱

石鍬 先端部摩耗顕著 基部折損

石鍬
'ヌ

カイト 右面摩耗 先端部片

第33図  1区 S R01出 土遺物 4(1/2)
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挿図番号 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 石材 形態 。手法の特徴 備考

石鍬 両側縁漬 し 右面稜部摩耗微弱 基部片

石鍬 6 両側縁潰 し 右面稜部摩耗 先端部折損

石鍬 6. 先端部摩耗顕著 先端部片

第34図  1区 S R01出 土遺物 5(1/2)
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第35図  1区 S R01出 土遺物 6(1/2)
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0                  5cm

挿図番号 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 石材 形態 。手法の特徴 備考

石鍬 摩耗 先端部折損

石鍬 両側縁演 し 先端部折損

石鍬 左面摩耗顕著 先端部片

1区 S R01出 土遺物 7(1/2)

一-73-―

第36図



(73)は大形剥片を打割して素材とする。背部は二次調整を加えず,折 り取り面をそのま

ま残す。石鍬基部片 (76)も 大形剥片を打割して素材とし,側縁に折り取り面を残す。

(79080)も 同様である。石鍬は全般的に側縁・刃部の整形が粗雑で横長剥片あるいは分

割した大形剥片からなる素材の形状を大きく改変していない場合が多.い。その中で小形で

舌状を呈する (87)は両面とも側縁からの調整剥離が深く及んでいる。

以上少量の資料からではあるが, S R01は縄文晩期～弥生前期にかなりの程度まで埋没

が進行し,遅 くとも弥生後期段階には河川機能はほぼ失いわずかな凹地であったにすぎな

いであろう。その部分も平安期の終わりまでには平準化している。
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3。 中世以降の遺構・遺物

S B01(第 37図 )

1区中央部で検出した建物残欠である。 3穴

のみを確認している。黒色帯湾曲部に位置し,

本建物とS B02・ 03が近接して東西に並ぶ。

確認 した 3穴 は東西1.9m,南 北1.8mの 間隔

を以て直角に配される。いずれも径0.3m強 の

不定円形を呈 し,残存深は0.lm前 後にすぎな

いが,掘 り方いっぱいに平石が据えられ,そ の

上面はほぼ遺構検出面と一致 し,標高16.Omに

揃っている。周辺遺構の状況から,本遺構につ

いても一定程度の削平を想定する必要がある。

しかし掘り方内に据えられた平石は形状・設置状態から掘立柱建物柱穴の根石より,礎石

に近い機能を想定したほうが良いであろう。伴出遺物はないが灰白色～黄白色系統のシル

ト質土を主体とする埋土から近世遺構と想定する。

S B02(第38図 )

1区中央で,一部分はS R01埋没面に展開する掘立柱建物である。東西にほぼ同一軸を

もつ掘立柱建物 S B01003が接している。本建物は桁行 2間 (3。9m),梁間 1間 (3.Om)

の側柱建物で,主軸方位はN81° E,床面積11.7ピを測る。なお北東隅柱のみ 2穴が重複

し,北側列の中央穴は近世土坑と重複して残存しない。

9      1      am

第37図  1区 S B01平・断面図 (1/80)
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第38図  1区 S B02平・断面図 (1/80)

柱掘 り方は概ね径0.2m前後の不定円形を呈 し,残存深は北東 0南東隅 2穴が約0.4mと

一際深い他は0.1～ 0.2mに すぎない。桁行方向の柱間は1.9～ 2.Om,梁間方向では2.9mと

なる。

伴出遺物はないが,灰白色～黄白色系統のシル ト質土を主体とする埋土から近世遺構 と

想定する。

S B03(第 39図 )

1区中央部で検出した建物残欠と考えられる柱穴群である。 3穴のみを確認 している。

黒色帯埋没層上面で検出し,本建物とS B01・ 02が近接 して東西に並ぶ。

ほぼ等間隔で東西に並ぶ 3穴 と,4.7m南側に並行する 2穴など 6穴を確認 している。

これら全体で 1棟の建物を構成するとすれば南北4.7m,東西2.9m以上の規模 となる。柱

穴はいずれも径0.2m強の不定円形を呈 し,北側両端 2穴が残存深0.2～ 4。 lmに達する以外

は, lm前後を残すに過ぎない。

伴出遺物はないが灰白色～黄白色系統のシル ト質土を主体とする埋土から近世遺構と想

定する。
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第39図  1区 S B03平・断面図 (1/80)

その他の遺物 (第40041図)

高不 (93)は 1区東北端の微高地斜面堆積層 (黒褐色粘質土層)出土遺物。深めの外部

で中位で鈍 く屈曲して上半部は短 く外反する。後期前葉～中葉に比定できる。

直口壺 (94)は 口縁部付近にだけ鈍い凹線文を見る。 (95)は大形の広口壷口縁部片。

端部の拡張は弱い。(96)も 口縁端部の肥厚・拡張が微弱である。(97)は 明瞭な凹み底の

形態を持つ。これらは弥生後期初頭～前葉に比定できる。須恵器不 (980100)は平安時

代前半期に下る資料。(990101)は これより遡る資料であろう。

(102・ 103)は深く快れ込んだ小形の凹基式。縄文時代に遡るものであろうか。ノjヽ形平

基の (104)は二次調整が浅く扁平な形態。(105)は 大形鏃だがやはり二次調整は浅 く扁

平な形態をとる。(107)は 短辺に挟り部を認めないが,粗雑ながら背部と刃部の作り分け

がみられるので打製石庖丁とした。(108)は かなり丁寧な二次調整で刃部・背部を作り出

す。ただし扶り部の作出はやや粗雑。石鍬 (109～ 111)は比較的丹念な二次調整で整形し,

舌状を呈する。

共に 1区撹乱土坑・遺構面等で検出した資料である。

0

】
の

・
ω
Ｏ
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第40図  1区その他出土遺物 1(1/401/2)
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挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

高杯 細・極多 明責褐色 深めの外部 上半部は外反 して端部は尖る。

上半部横ナテ・、下半部外面横タス・リ

角閃石極多、雲母多

、石英等

直□壺 細・極多 橙色 口頸部はわずかに外反 して立ち上が り端部は

尖る頸部縦ハケ、口縁部外面凹線、頸部内面指

押さえ

角閃石極多、雲母

広口壺 細・極多、中・

普

明黄褐色 □縁部は強く開き端部は上方に摘み出し下方

も張り出す。

角閃石極多、石英等

・雲母

広口壺 細・極多 暗褐色 □縁部は強く折り返して短く開く。端部は4

さく上下に摘み出して端面に鈍い凹線

角閃石極多、雲母

細・極多、中 。

少

暗赤褐色 灰黄色 整った上げ底、横ナテ・。蓋の可能性も。 角閃石極多、石英等

少

須恵器杯 細 。極少 灰色 わずかに突出気味の底部で、縁辺は鋭い。庭

部箆切り後ナテ
゛

須恵器杯蓋 細 。少 灰白色 頂部箆切 り後回転ケス
゛
リ 石英等

須恵器椰 細・極少 灰白色 わずかに突出気味の底部で、縁辺は鋭い。庭

部箆切り後ナテ・
角閃石極多、石英等

普、赤色粒少

須恵器外 細 。少 灰色 底部縁辺よりやや内側に強く踏張 った高台を

付す。底都箆切 り後回転タス・リ

石英等

挿図番号 器種 現存長 1最大幅 最大厚 重量 石材 形態 。手法の特徴 備考

石鏃 151 1 0 サヌカイト 凹基 一部折損

石鏃

'ヌ

カイト 凹基 先端部折損

石鏃 211 1.4 平基

石鏃

'ヌ

カイト 両端部折損

石 錐 341 17 ,ヌカイト

打製石庖丁 5.61 5. ,ヌカイト 左面稜部摩耗顕著 折損
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挿図番号 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 石材 形態 。手法の特徴 備考

打製石庖丁 背部漬 し 右面稜部摩耗微 33

石鍬 6 1 両側縁漬 し 先端部摩耗 基部折損

石鍬 6 両側縁潰 し 基部折損

石鍬 1.1 左面摩耗顕著・ 刃部擦痕 先端部片

第4i図  1区その他出土遺物 2(1/2)
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第 2節  2区の調査

1.概要と層序 (第42図 )

2区 は 1区東端部と概ね0.6m程度の比高を有 し,調査区の東限を画する「古川」の流

下方向に沿って 3段の水田に区画されている。 2区と3区を分断する御坊川支流「古川」

は,現状では幅 5～ 7mの小河川で,本遺跡周辺では河岸はほぼ完全にコンクリート製護

岸壁で固められている。本河川沿いに幅40～50m前後で,旧氾濫原と推定される低地部分

(周辺との比高0。 5m前後)が帯状に連続している。上天神遺跡調査区域では2区全体と 3

区西端の低地がこの部分に相当する。

このような状況から2区の調査では当初より古代以前の居住遺構等の分布は期待できな

かったが, 1区東北隅で確認した,弥生後期に遡る微高地斜面堆積の遺物包含層が 2区に

連続する可能性が想定された。またこの低地部分を利用した水田遺構等の存在をも考慮 し

て調査を実施した。

脚

9     1p     2pm

第42図  2区 トレンチ配置図 (1/800)
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調査に当たってはまず,東西方向に3本のトレンチを設定して, 2区の堆積状況の把握 。

遺構・包含層の確認に努めた。

北端部のトレンチ1は既存の小水路を避けて三分 し,総延長58m,幅 2～3.8mの規模

で設定し,西端は 1・ 2区境,東端は「古川」護岸壁にほぼ接する。この部分は 1区北東

隅の弥生後期の斜面堆積層残存部分に近接しており,同層の連続が最も有望視された部分

である。

概ね現地表下 2m強まで掘り下げたが, 1区斜面堆積層の延長は確認できなかった。現

耕作土・床土層直下には暗灰色シルト0粘土層の薄いレンズ状堆積ブロックを交えた淡褐

色～淡灰色砂層が厚く堆積する。同層の堆積は緩く,ま た 1区地山層下部とは対照的に湧

水が著しい。更に地表下 2m前後で拳大の礫層に達するが, この層も堅く締まったもので

はない。遺物は全く確認できなかったが,僅かばかりの生々しい木片が砂層中に認められ

た。

また旧耕作土・床土層の連続的堆積層や 104区の一部で確認した暗灰色～灰白色粘質

± 0シ ルト層 (古墳時代後期～中世遺物包含層)も認められなかった。

これに続けて補足的に並行するトレンチ203を設定したが,同様に遺構・遺物は検出

できず,堆積状況はトレンチ 1と 異ならない。以上を確認して 2区はトレンチ調査で終了

した。

2区および3区西端部の低地は, 1区東端部検出の斜面堆積層等から遅くとも弥生時代

後期までには形成されていたことは間違いない。しかし2区部分では同層を含めた古い堆

積層は,そ れ以降の「古川」河川活動により完全に失われたものと考えられる。なお 1区

東部では古墳時代後期～中世包含層が残存していなかったので, これの形成と「古川」の

新しい河川活動との時間的関係はこの部分では把握できていない。また2区では地形から

見て著しい削平は想定できないにも関わらず,現耕作土層下に旧耕作土層の連続は見られ

ない。この部分の耕地化が「古川」護岸後の新しい所産であることを示唆する。
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第 3節  3区の調査

1。 調査区の概要 (第43図 )

3区は南北20～40m,東西67mの調査区で調査区の西端は現行の河川に規制されている

調査区である。調査区の地表面は東端で標高15。 9m,西端で16.Om前 後,北端は15.4m,

南端は15.9mと なっている。

遺構面は地表面から約0.2m～ 0.3mほ ど下で,南から北へ下っている。また西側は特に

南東部分を中心に遺構面が 2面確認されたが,こ れは東側からの遺構面が現行の河川に向

かって下っており,そ の斜面に堆積した層に遺構が形成されているためである。遺構面は

褐色砂礫土が上下し,そ の窪み部分に褐色系の粘質土が堆積している状況である。

調査区の西側から北側には現在の古川という川がS字形に蛇行して流れているが, この

川の旧河道が古川に沿うように検出された。 4区から続く微高地がこの川に向かって下っ

ており, 3区 はこの微高地の縁辺部に相当するものである。

遺構は多くはないが,掘立柱建物や溝,井堰など人々の生活の一端を検出した。また遺

物は溝を中心に多量に出土している。

2。 調査の成果

(1)弥生時代の遺構・遺物

S B01(第44図 )

3区の南東隅で検出した掘立柱

建物である。梁行は 1間で2.8m,

桁行 は 2間で2.5m,建 物面積は

7.0ピである。建物の平面形 は正

方形に近いものとなっている。 2

間のほうが梁行とも考えられるが,

3区で検出した他の掘立柱建物 も

すべて梁行が 1間であることから

もここでは 1間のほうを梁行と考

えておく。桁行は南側に続 く可能
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第44図  3区 S BOi平・断面図 (1/80)
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性があるが,桁行 1間分を南側に

延長した場所は丁度調査区際に相

当するが,柱穴に相当するものは

検出されなかった。従ってこの建

物の桁行は2間 と考えたい。柱穴

の平面形は円形で,直径は0.4m

前後,深さは0.15～ 0.2m程度で残

りはあまり良くない。柱穴の埋土

は暗茶褐色粘質土の単一層となっ

ており,柱痕は確認出来なかった。

建物の主軸方位はN-15° ―Eで

ある。

S B02(第 45図 )

3区の南東部にあり, S B01の

北西 6mの ところで検出した掘立

柱建物である。梁行は1間で3.lm,桁行は2間で3.9m,建物面積は12.1ぽ である。柱穴

の平面形は概ね円形であるが,一部不正形な方形のものも含まれる。柱穴は直径0.25m～

0。 55m程度で,深さは0.1～ 0.3m程度で残りはあまり良くない。北東コーナーの柱穴には

拳大の根石が施されており,そ の1つ西側の柱穴の掘形は南側がテラス状になり段掘りと

なっている。また西側コーナーの柱穴は他のものよリー回り小さくなっている。柱穴の埋

土は l cm程度の小礫を含む暗茶褐色粘質土の単一層で,柱痕は確認出来なかった。建物の

主軸方位はN-65° 一Wである。

S B03(第46図)

3区の中央部南側で, S D01と S D02に挟まれた部分で検出した掘立柱建物である。梁

行は1間で3.4m,桁行は3間で6.Om,建物面積20.4nfで ある。 3区で検出した掘立柱建

物のうちで最大のものである。桁行は3間であるが,東側 1間分の柱間がその他の 2間よ

り長くなっている。また北側の桁行の東から2番目の柱穴は,柱の抜き取りのため本来の

掘形が崩れて不正形となっている。桁行の西から2番目の柱穴は,南側と北側の両方とも

一個

15.60

o             2m

第45図  3区 S B02平・断面図 (1/80)
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他のものに比べてやや小さめに

なっている。この 2つ の柱穴と

北西コーナーの柱穴以外には根

石が施されている。根石は南側

の桁行列の東から2番目の柱穴

のものが板石である以外は,拳

大の円礫である。柱穴の平面形

は円形で,直径は0.3～0.55m,

深さは0.15～ 0.25mと なってい

る。柱穴の埋土は暗褐色粘質土

の単一層で,柱痕は柱の抜き取

り痕があるものを含めて確認出

来なかった。建物の主軸方位は

N-67° ―Eで ある。

S B04(第46図)

3区の西部で, S D02と SD

03に挟まれた部分のS D03寄 り

で検出した掘立柱建物である。

梁行 は 1間 で3.Om,桁 行 は

3間で4.4m,建物面積は13.2ご

である。南側の桁行列の東から

2番目の柱穴は検出されなかっ

た。柱穴の平面形は概ね円形で

あるが,方形に近いものも含ま

れている。柱穴の直径は0.3～ 0.

45m,深 さは0.1～ 0.2mと 残 り

はあまり良 くない。北西隅の柱

穴には北東方向に向かって柱の

抜き取 り痕が見 られた。この柱
S B04

第46図  3区 S B03004平・断面図 (1/80)
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穴の柱が据えられていたと考えられる部分と北西隅の柱穴によって構成される西側梁行列

は,他の梁行列と平行にはならずに,西側に向かって歪んでいる。柱穴の埋土は暗茶褐色

粘質土の単一層で柱痕は確認出来なかった。建物の主軸方位はN-56° 一Wである。建物

は微高地の縁辺部に建てられており,西へ向かって緩く下っている。

S B05(第 47図 )

3区の西部でS B04と重複して検

出した掘立柱建物である。梁行は 1

間で2.Omで ぁるが,北側の梁行の

み2.3mと 広がっている。桁行は 3

間で5.Om,建物面積は梁行2.Omと

して10.0ぽである。建物は細長く,

北側の梁行が広がっているため東側

桁行列は不揃いである。柱穴の平面

形は概ね円形であるが,方形に近い

ものもある。柱穴の直径は0.15～ 0。 4

m,深 さは0。 1～0.25mで ,東側桁行

列の柱穴は西側のものに比べて全体

的に小さくなっている。柱穴の埋土

は暗褐色粘質土の単一層で柱痕は確

認出来なかった。建物の主軸方位は

N-56° 一Eである。

1は S P01か ら出土した甕の下半

部である。底部はやや突出気味で,

外面にはヘラミガキを,内面にはヘ

ラケズリを施している。

Ｈ
い
・い
〇
一

0               2m

0                   10cm

遺物番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態 。手法の特徴 残存率 備考

弥・甕 中・普 灰責褐・ 黒 外面 ミガキ、内面ケズ リ 底径1/2 角閃石・雲母

第47図  3区 S B05平・断面図 (1/80), S P01出 土遺物 (1/4)

―-86-―



S D01(第48図 )

3区の中央部やや東寄りで検出した溝である。溝は調査区の南壁から北北西方向に向か

い,21mほ どのところで北方向に緩く屈曲して調査区の北壁へと至っている。 S D01は北

壁から4.0～8.5mの ところでS D02に切られており, さらに北壁際でS R01に切られてい

る。またS D01は南壁際で不整形な溝を切っている。溝は幅1.7～ 3.Omで,南から21mの

溝の変換点から北側が南側に比べて幅が広くなっている。南壁から5～ 12mの部分は溝が

段状に掘り込まれており,テ ラス状の面が形成されている。溝の深さは0。 4～ 0。5mで ,南

から北に向かって下っている。埋土は3層 に分層され,最下層には遺物を含む粘性の強い

暗黒色粘土が堆積していた。

2は壺の頸部の破片であるが,緩 く外反し外面に断面三角形の突帯を貼り付けている。

3の底部はやや上げ底である。 6は打製石庖丁で,両側縁に挟りを入れており,刃部は直

線的で両面から加工を施している。遺物は少なく,弥生時代中期中葉と考えられる。

A―
15.40A'

1.暗茶褐色粘質土 (マ ンガン含む)

2.黒褐色粘土
3 黒色粘土 (粘性強い)

0                     2m

・`  2

LTTTT十 一一―-10Cm

ハ

ー‐

Ｖ

0 5cm

-

遺物番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態 。手法の特徴 残存率 備考

称・壺 粗 。多、中 。多 灰 白 全体にマメツ 頸部 1/3

称・ 壼 粗 。多 浅責橙・ 黒 全体にマメツ 底部完存

4 弥・ 壺 中・多 橙 全体にマメツ 底径 1/4

弥・壺 中・多 灰黄褐 全体にマメツ 底径 1/3

遺物番号 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 石 材 形態 。手法の特徴 備考

打製石庖丁 サヌカイト

第48図  3区 S D01断面図 (1/50),出 土遺物 (1/201/4)
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S D02(第49図～第80図 )

3区のほぼ中央部で検出した溝である。溝は南西一北東方向に直線的に32mほ ど延びて

北壁近くでS R01に 切られている。そしてこのS R01に切られた部分から南側10mに わた

る部分はS D01と 交わっており, S D02が S D01を切っている。溝は幅1.9～ 3.2mで北側

のS D01と の交点部分がやや幅広になっている。また部分的に突出し掘り込みも段状にな

り,テ ラス状の面を形成している部分がある。断面形は緩やかなU字形の部分が多く,深

さは0。 3～0.5m程度である。溝は南側から北側に向かって緩やかに下っている。埋土は最

上層にマンガンを含む茶褐色粘質土が堆積しており,中程には粘性のやや強い黒褐色粘土

が堆積している。また底部近くには暗黒褐色粘土が堆積しているが, この層の中から多量

の土器が出土した。

遺物は土器を中心として多量に出土した。溝の南部から北部にかけて全体に出土したが,

北部のS D01と S R01と の交点部分では,本来これらの遺構に伴っていたと思われるもの

が混入していた。また遺物の量もこの部分はS D02の他の部分に比べて少なく, S R01の

形成とともに流されたものと思われる。これに対してS D01と の交点部分より南側の部分

では,土器は土圧でそのまま押し潰された状態で出土したものや,完形のまま出土したも

のも多い。出土した層も暗黒褐色粘土層にほぼ限定出来ることからも,一括性の高い資料

といえる。

土器は壺,甕,高不,鉢,器台,甑,水差し,把手付広片口皿,支脚が出土 している。

全体で267点を図化したが,こ のうち壺31%,甕39%,高不19%,鉢 4%,器台 4%,そ

の他のものが 3%と いう比率になっている。また石器は16点出土している。以下,各器種

ごとに述べて行く。

7～67は壺で, このうち7～ 21は 口縁部端部を拡張するものであるが,上下に拡張する

もの (7～ 10012016019～ 21),上方に拡張するもの (13018),下方に拡張するも

の (11014015017)の 3種類があり,日縁部外面には15を 除いて凹線が施されている。

7・ 9は頸部に凹線文を施し,日縁部外面には竹管文を施している。11は口縁部端部の下

方への拡張は弱く,頸部～体部外面にはハケロを施している。12の頸部は直線的に内傾し,

外面には凹線文を施している。13は頸部外面はハケロの後に雑にヘラミガキを施す。体部

は大きく張り,外面には叩きの後にハケロを施しているが,叩 きは残っている。15は 口縁

部端部は下方に拡張し,日縁部外面には鋸歯文を施している。16の 口縁部端部は上下に拡

張して内傾し,外面に竹管文を施す。頸部は強く外反し,外面には2方向からヘラ圧痕文
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31570A'

1.茶褐色粘質土 (マ ンガン含む)

2.黒褐色粘土
3.暗灰色粘土 (2～3Cm大 の礫含む)

4暗黒褐色粘土
5.暗茶褐色礫混じり粘質土
6.暗茶褐色粘質土 (マ ンガン含む)

7黒褐色粘土
8.黒色粘土(粘性強い)

9.暗褐色粘質土
10.茶褐色砂混じり粘質土
11.暗茶褐色粘土
12.暗茶色砂混じり粘質土
13.暗灰色砂 (粘土ブロック少々含む)

0                         2m

第49図  3区 S D02断面図 (1/50)
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3区 S D02出 土遺物 1(1/4)
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遺物番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態 。手法の特徴 残存率 備考

弥・壼 細・普、中・少 にぶい黄橙、にぶい橙 外面ナデ、内面ナデ 口径 1/4

8 弥・壷 中・少 橙、にぶい褐 □縁ナデ、外面ナデ・ハケロ、内面ナデ □径 1/4 角閃石

弥・壺 微 。多、粗 。少 にぶい黄褐、橙・黒 口縁ナデ、外面マメツ、内面ナデ □径 1/3 角閃石・雲母

弥・壼 7 中 。多 にぶい黄褐 □縁ナデ、外面ハケロ、内面マメツ □縁完有 角閃石・雲母

弥・壼 中・普 にぶい黄褐 □縁ナデ,外面ハケロ、内面ケズ リ 口縁完存 角閃石

弥・壷 粗・少、細・少 橙、にぶい橙 外面ナデ、内面ナデ・指押え □径 1/2 角閃石・雲母

弥・壷 粗・多 にぶい黄褐・ 黒 □縁ナデ、外面ハクロ→ミがキ・タタキ→ハケロ、内面ナテ
゛

□縁完存 角閃石

弥・壺 中 。少 フ・イ黄褐、ニアイ黄橙 口縁ナデ、外面ハケロ、内面ナデ 頸部完存 角閃石・雲母

弥・壺 微 。普、細 。少 にぶい黄褐 外面ナデ、内面ナデ 口径 1/3 角関石 。雲母

弥・壼 微・ 少 褐灰、にぶい黄橙 □縁サテ
・

、外面ナテ・・ハケロ、内面ハケロ・ナテ □縁完存 雲母

弥・壺 中・少 にぶい黄褐、にぶい捜 □縁ナデ、外面ナデ、内面ナデ・指押え □径1/2 角閃石

弥 。壺 粗・少、中・普 灰黄 。にぶい檀 口縁ナデ、外面 ミガキ→ナデ、内面ナデ □径 4/5 角閃石

3区 S D02出 土遺物 1観察表

を施 し,内面にはハケロを施 している。17は頸部と体部の境に,刻み目突帯を貼 り付けて

いる。18の頸部は緩 く外反 し,外面にはヘラミガキの後に凹線を施 している。19は 口縁部

は頸部から鋭 く屈曲している。21は体部最大径は上半にあり,上部外面には頸部から引き

続きハケロが施されている。外面下半にはヘラミガキが見 られ,内面は全体にヘラケズリ

を施 している。底部は安定 した平底となっている。

22は 口縁部は直線的に斜め上方に立ち上 り,端部は丸 く収める。体部は肩が張 らず,最

大径は体部のほぼ中央部にある。23は頸部が緩 く外反 した後に,口縁部は上方に立ち上が

り端部は平坦な面を形成する。頸部は両面にハケロを施 し,外面には竹管文が見 られる。

頸部と体部の境部分に,断続的な櫛描き沈線文と,体部上部に櫛描き波状文が施されてい

る。体部は球形に近 く外面は叩きの後にハケロを,内面はヘラケズリを施 している。

24～39は頸部からそのまま口縁部に至 り,日縁部端部を拡張 しないものである。24は 口

縁部外面には凹線が 2条施され,頸部外面には 2条 1単位の櫛描き直線文が 2単位施され

ている。また頸部下半にはヘラ圧痕文が施されている。体部は球形に近 く,最大径はほぼ

中央にある。体部内面には指押さえ痕が著 しい。体部上部には鳥の足跡のような絵画状の

記号がある。25は直線的に外傾する頸部から口縁部は外側に屈曲する。日縁部端部はやや

肥厚 し,外側に面を作り沈線に近い凹線を 1条施 している。日縁部には内・外面ともヘラ

ケズリを施 している。26・ 27030031は 頸部は緩 く外反 し,口縁部端部は丸 く収めている。

28は 口縁部端部は上面が平坦な面となっている。32・ 33も 口縁部端部を丸 く収めるが,日

縁部直下に凹線を雑に施 している。34～36は頸部は直立に近いもので,日縁部外面には凹

線を施 している。34は頸部から体部にかけては明瞭な境がない。体部外面には叩きが残

っている。これに対 し35は体部上半が大きく張るものである。36の体部は長楕円形で最大

径は中央部にある。内面は上部までヘラケズリを施 している。底部は安定 した平底となっ

ている。37038の頸部は緩 く外反 し,日縁部端部は丸 く収める。日縁部外面には凹線が巡
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遺物番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態 。手法の特徴 残存率 備考

弥・壺 微・少 にぶい黄褐 外面ナデ、内面ナデ 口径 1/2 角閃石

弥・ 壺 中 。多 暗灰黄、にぶい褐 口縁ナテ・、外・ 内面ナテ・、指で器壁を削り取る 口離 有 角閃石

弥・壼 微・多、細・多 にぶい褐 。灰褐 口縁ナテ・、外面ハタロ・ミがキ、内面ケス・り・指押え 全体2/3 角閃石

弥・壺 中・普 明褐 口縁ナデ・外面マメツ・内面ナデ、日縁歪む 口径3/4 角閃石

弥 。壺 微 。多、細・普 にぶい橙 口縁ナテ
゛

頸部ハケロ、外叩き→ハケロ、内ケス・リ □縁完存 角閃石

弥・壺 細・普 にぶい橙 □縁ナデ、外面マメツ、内面ナデ・指押え 全体3/4 角閃石・雲母

第51図  3区 S D02出 土遺物 2(1/4)
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遺物番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態 。手法の特徴 残存率 備考

弥・壺 中 。多 にぶい黄、にぶい黄橙 □縁ケズ リ、外面ナデ、内面ナデ □縁完存 角閃石・雲母

弥・壺 中・普 にぶい褐 外面ナデ、内面ナデ □縁完存 角閃石

弥・ 壺 細・少 にぶい黄褐、灰黄 外面指押え・ ナデ、内面ナデ 口縁完存 角閃石

弥・壺 中・少 にぶい黄褐 □縁ナデ、外面 ミガキ、内面ナデ □縁完存 角閃石・雲母

弥・壼 微・少 褐灰、にぶい褐 外面ハケロ・ ミガキ、内面ナデ 。指押え □縁完存 角閃石

弥・壺 粗・多 にぶい黄 全体にマメツ □径 1/2

弥・壺 中・普 にぶい褐・灰褐 外面ナデ、内面 ミガキ □径 1/2 角閃石、外 (赤 )

弥・壼 細 。普 明褐 外面マメツ、内面ナデ □径2/5 角閃石

弥・壺 粗・少、中・多 にぶい橙、にぶい黄橙 全体にマメツ 頸部完存

弥・ 壼 中 。多 にぶい褐灰、にぶい褐 □縁ナデ、外面ハケロ・ 叩き、内面ナデ □径 1/3 角閃石・雲母

弥・壷 中・多 黒褐、褐 全体にマメツ □径2/3 角閃石・雲母

弥・ 壼 中 。多 にぶい黄褐 外面マメツ、内面 ケズ リ・ マメツ ほぼ完存 角閃石・雲母

第52図  3区 S D02出 土遺物 3(1/4)
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り,頸部下半にはヘラ圧痕文が施されている。38の体部はやや扁平な球形で,内面下半に

ヘラケズリを施している。39は頸部は長く上半が緩く外反し,外面には凹線が巡る。日縁

部端部は外側に平坦な面を作る。体部は倒卵形で内面上半にはヘラケズリが認められるが

後にナデているためにはっきりしない。底部は安定した平底となっている。

遺物番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態 。手法の特徴 残存率 備考

弥・壼 徴 。少 浅黄 。にぶい褐 口縁ナデ、外面ハケロ、内面指押え・ナデ □径 1/2 角閃石

弥 。壺 中・ 少、細 。少 にぶい黄橙 口縁ナテ・、外面マメツ、内面指押え・ナテ・・タス・リ □径 1/3

弥 。壺 粗・多 黒、明褐 外面ナテ・・マメツ、内面ナテ・、体部内面タス
゛
り→ナテ・ 体部 1/2 角閃石

弥 。壷 細・普 にぶい褐 口縁ナテ・、外面ナテ・・ハケロ、内面ナテ・・しば り目 口径 1/4 角閃石・雲母

弥・壺 粗 。少、中・普 にぶい黄橙 外面ナデ、内面ナデ 。指押え □径 1/4

弥・ 壺 粗・ 少、中・普 にぶい黄橙 外面ナデ・ハケロ、内面ナデ 口径 1/3 角閃石

第53図  3区 S D02出 土遺物 4(1/4)
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40～42は頸部は外反し,日縁部端部を左右に拡張し上側に平坦な面を形成するものであ

る。40の 口縁部端部の拡張は外側に強くなっている。頸部上半には凹線が巡り,下半には

ハケロの後にヘラ圧痕文を2方向から施している。41は 口縁部端部上面に竹管文を施 して

いる。42は頸部は強く外反し,頸部上半に凹線を巡らす。器台の脚部を反転したような形

である。

43～47は体部が長楕円形で,外面に叩きが明瞭に残るものである。43は頸部は直線的で

口縁部端部直下に強い凹線が 1条巡っている。体部は丸みを帯びている。44は頸部は上半

が外反し,日縁部端部直下に強い凹線を 1条施している。外面は頸部から体部全体にかけ

て叩きが施されている。体部外面の上半に絵画状のヘラ文様が認められる。45は頸部は短

く全体に強く外反する。口縁部は外面に粘土を貼り付けて肥厚させ,外面を強くナデてい

る。体部は外面全体に叩きを施し,内面は中央部にヘラケズリが認められる。46は 口縁部

から体部下部に至る外面全体に叩きを施している。体部内面は全体にヘラケズリの後にナ

デている。底部は幅広で,立ち上り部は鋭くなっている。47の頸部は短く直立に近く, 日

縁部は斜め上方に立ち上がる。体部は卵形に近く,外面全体に叩きを施している。

48～ 58は細頸壺である。48049は 頸部で筒状に細長く,日縁部付近で僅かに開く。外面

にはヘラミガキが施されている。51～58は体部のみであるが,いずれも算盤玉のような扁

平な形である。50は体部屈曲部の外面に鍔状の突帯を貼り巡らせている。脚が付いており

体部との接合は差し込み法によるものと思われ,接続部外面には粘土を足して接続を強化

している。脚部は外面にヘラミガキを施し,円形透かしが 4個あるがそのうち2つ は未貫

通となっている。51は体部は非常に平たく屈曲の度合いが強い。底部は若干突出している。

53は脚部の剥離した痕跡がある。内面の下部には板状工具で器壁に沿って螺旋状に調整 し

た跡がある。外面下半にはヘラケズリが施されている。55は体部中央屈曲部に断面三角形

の突帯を3条貼り付けており,底部は突出している。56は体部中央屈曲部をナデることに

より低い突帯を 2条作り出している。そしてその屈曲部に竹管文を6個 1単位で施してい

る。57は体部の上半が膨れ気味で,外面の中央部には横方向の,そ れ以外は斜め方向のヘ

ラミガキを施している。底部は突出している。58も 体部中央屈曲部に突帯が 2条巡り,底

部は突出している。

59～61は無頸壷で,体部は算盤玉形で扁平である。59は体部上半からそのまま口縁部が

短く屈曲し,日縁部端部は内傾する平坦な面をもつ。日縁部の屈曲部に2個 1単位の円形

の穿孔が両側に施されている。体部外面の上半にはヘラミガキが,下半にはハケロが施さ
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第54図  3区 S D02出 土遺物 5(1/4)

遺物番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態 。手法の特徴 残存率 備考

弥・壺 中・多 にぶい褐、にぶい赤褐 口縁ナデ、外面口pき →ナデ、内面ナデ ほぼ,邑存 角閃石・雲母

弥 。壼 7 中 。少、細・普 にぶい褐、明黄褐 口縁ナテ・、外面叩き、内面ナテ・・ハケメ・タス・リ 体部4/5 角閃石・ヘラ記号 ?

弥 。壼 細 。多 明褐 □縁ナデ、外面叩き、内面ナデ 。ケズ リ □径3/4 角閃石

弥 。壺 細・普 灰、褐 外面叩き、内面ナデ・ケズ リ→ナデ 。指押え 全体 1/2

弥・壼 粗 。多 明黄褐 口縁ナデ、外面ロロき、内面ナデ 全体3/4 角閃石
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遺物番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態・手法の特徴 残存率 備考

4 弥・壼 粗・多 にぶい責褐 外面 ミガキ、内面ナデ 頸部完存 角閃石

4 弥・壺 細・普 にぶい褐、にぶい黄褐 外面 ミガキ、内面指押え・ ナデ 頸部3/4 角閃石

弥・壺 細・ 少 黒、にぶい黄橙 部

■

体

勒

外面マメツ・内面指押え 。ナテ
゛
,脚 :外直

内面ナテ
゛
,円形透 し4個 (未貫通2)

体部 1/2 角閃石

弥・壼 微 。少 にぶい黄橙 外面ナデ、内面ナデ 体部完存 角閃石

称・壺 微 。少 褐灰、にぶい黄橙 外面ナデ、内面指押え・ナデ 体部完存 角閃石

弥・壼 細 。少 にぶい黄橙 外面ナデ・ ケズ リ、内面ハケロ→ナデ 体部完存 角閃石

弥・壺 細・普 黒、にぶい黄橙 外面ナデ、内面指押え・ ナデ 全体 1/3 角閃石 。雲母

弥・壼 中・普 黒、にぶい黄橙 外面ハケロ・ マメツ、内面ナデ 体部 1/2 角閃石

弥・壺 中・普 浅黄 外面マメツ、内面ナデ・マメツ 体部 1/5

弥・壺 微・普、細・少 にぶい黄褐 外面ミガキ、内面ナデ ほぼ完有 角閃石 。雲母

弥・壺 微・少 黒、黄灰・にぶい黄橙 外面ナデ、内面ナデ 体部2/3 角閃石

弥・壺 中 。普、粗・ 少 褐灰・にぶい黄掲、に

ぶい黄褐

外面ミがキ・ハケロ、内面タス・り・ナテ・・指押え

、日縁に2個 1単位の円孔2単位

ほぼ完形 角閃石

弥・壼 9 中 。多 橙 外面 ミガキ→ナデ、内面指押え 。ナデ 全体 1/2

弥・壺 中・普 にぶい赤褐・ にぶい褐 外面マメツ、内面ナデ 全体2/3 角閃石

3区 S D02出 土遺物 6観察表

れているが,全体に摩滅しており部分的に残存しているにすぎない。内面上半にはヘラケ

ズリが,下半には板ナデが見られる。底部は突出し,内面には指押さえ痕が顕著である。

60は体部の屈曲が強く扁平の度合いが強くなっている。日縁部は短く直立している。全体

に摩滅しているが,体部外面下半にヘラミガキが一部見られる。内面の上部には粘土紐の

接合痕と指押さえ痕が見られ,底部は突出しているがやや潰れ気味である。61は 59と 同様

に口縁部の屈曲部に2個 1単位の円形の穿孔が両側に施されている。円形の穿孔のすぐ上

に剥離痕があるが,幅の広い頸部が接続されていた可能性もある。底部は突出している。

62は短頸壷である。頸部は短く内傾し,日縁部はやや外傾し端部は外側に拡張し,内面

を強くナデている。体部は球形に近く,内面下半にはヘラケズリが施されている。底部内

面には指押さえ痕が見られる。

63は壺の口縁部で,内 0外面に指押さえ痕が見られる。日縁部端部は丸く収めている。

64は壺の頸部の破片であるが,外面にヘラ圧痕文を交互に3段施している。65は壺の口縁

部であるが,日縁部は頸部から横へ開き,端部を上下に拡張させ,外面に傾斜する面を作

り凹線を施している。そして口縁部の傾斜する端面と上部に,大きいものの中に小さいも

のを施す二重の竹管文を14個 1単位でそれぞれ対応させて配置し,現存で 5単位分が見ら

れる。66・ 67は 日縁部が頸部から横へ大きく開くもので,体部内面の上半には指押さえ痕

が顕著である。66の頸部は直線的にやや内傾し,日縁部を強くナデている。体部内面の中

央部以下に板ナデを施す。67の頸部は直立し,体部内面の中央部以下にはヘラケズリが施

されている。

-98-



0                  10cm

遺物番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態 。手法の特徴 残存率 備考

弥 。壺 細 。多 褐 □縁ナデ、外面ナデ、内面ナデ・ケズ リ 完存 角閃石・雲母

弥 。壺 細 。普 明褐 外面指押え 。ナデ、内面指押え 。ナデ 口径 1/2 角閃石・雲母

弥・壼 粗 。多、中 。多 黄褐 。賞灰、暗赤褐 全体にマメツ 頸部 1/4

弥・壺 粗・多 灰黄褐・ にぶい橙 外面マメツ、内面ナデ □径3/4

弥・壼 粗・普、中・多 にぶい責橙、褐 口縁ナテ・、外面マメリ、内面サテ・・指押え・板ナテ・ 全体 1/4 角閃石

弥・壼 中・多 褐・ にぶい黄橙 外面マメツ、内面指押え・ケズ リ =ナデ 全体 1/3 角閃石・雲母

第56図  3区 S D02出 土遺物 7(1/4)
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68～ 151は甕である。68は如意状口縁の甕で,日縁部端部には刻み目が施され,日縁部

直下にヘラ描沈線が 2条巡っている。外面には煤が付着している。

69071073～ 10801100112～123012501260131013701380145～ 151は 日縁部端部を

拡張し,端部外面に幅広の面を形成し,主に凹線を施すものである。上方に拡張するもの

(710730940960980101～ 1030105～ 108011001120113・ 117・ 121～ 123・

125013101370138014501460151),下 方に拡張するもの (78082・ 850118～ 120),上

′′69

隕 |

/ /,// /,// // // r'

遺物番号 器種 口径 器高 底径 胎 土 色調 形態 。手法の特徴 残存率 備考

弥 。甕 中 。多 赤褐、明赤褐・ 黒 外面ナデ 。内面マメツ、日縁端部に刻み目 口径 1/4

弥・甕 中・普 ニフ・イ黄褐、ニフ・イ黄橙 口縁ナデ、外面ナデ、内面ケズ リ □径 1/4 角閃石・雲母

弥・ 壺 中・普 にぶい黄橙、灰黄・橿 外面ナデ、内面ケズ リ・指押え 体部細片

弥・壺 微・普 橙・ 黒褐、褐・ 黒褐 □縁ナデ、外面 ミガキ、内面指押え 。ケズ リ □径 1/3 角閃石 。雲母

弥・ 甕 中・ 少、細 。少 にぶい褐、にぶい黄橙 外面ナデ、内面ナデ 。指押え 口径 1/4 角閃石・雲母

弥 。甕 中 。多、粗・普 にぶい黄 口縁ナデ、外面ハケロ・ ミガキ、内面ハケロ □縁完存 雲母

弥・甕 30 2 粗・少、中 。少 にぶい褐・ 黒褐 □縁ナデ、外面ハケロ→ ミガキ、内面ケズ リ 全体2/3 角閃石 。雲母

第57図  3区 S D02出 土遺物 8(1/4)
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下に拡張するもの (69074～ 77079～ 81083084086～ 93095097099。 10001040

114～ 116・ 1260147～ 150)が ある。69は体部外面にヘラ圧痕文が見られ,内面は体部上

部にまでヘラケズリが及んでいる。71は体部最大径は上部にあり,体部外面は横方向のヘ

ラミガキと思われるが叩きの可能性も考えられる。内面には上部までヘラケズリを施して

いる。72の 口縁部端部は拡張気味である。73の 口縁部端部は強く内傾する面をもつ。体部

上半は内・外面ともハケロを施し,外面下半にはヘラミガキを施している。74は 日縁部は

内傾する面をもち凹線を施す。体部は倒卵形で,外面はハケロの後に下半部にヘラミガキ

を施している。内面はヘラケズリが上部にまで及んでいる。76は体部外面はハケロを施し,

内面は指で器壁を縦方向に削り取っている。78は 口縁部端部を斜め下方に拡張し,外側に

内傾する面を作る。80は 口縁部端部を上下に拡張するが,外面を強くナデることによって

上方に大きく拡張している。81は 日縁部端部を直立に近く上下に拡張している。体部外面

には叩きを施し,内面は上部までヘラケズリを施している。82は体部外面は叩きの後にハ

ケロを施す。内面は上部までヘラケズリを施す。83084は体部上半部は直線的である。85

は体部に比べて口縁部が全体に肥厚している。86は 口縁部は体部から鋭く屈曲し,端部を

上下に拡張する。87は体部外面に叩きを施している。88は体部内面は板ナデの後に指で縦

方向に強くナデている。89は 日縁部端部の上下の拡張は強く,外側に大きく内傾する面を

もつ。91093は 日縁部は鋭く屈曲し,強 くナデることにより端部を上下に拡張させている。

遺物番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態 。手法の特徴 残存率 備考

弥・甕 中 。少 オリープ黒、灰 □縁ナデ、外面ナデ、内面指押え・ ナデ □径7/8 角閃石

弥・壺 中・ 少、細・ 少 にぶい黄褐 □縁ナデ、外面ハケロ、内面ナデ 口径 角閃石

弥・甕 細 。普 にぶい褐 外面ナデ、内面ナデ □径 角閃石・雲母

弥・壺 3 中 。普 黒褐 。明赤褐 全体にマメツ 口径

弥・壺 中 。普 にぶい黄褐、褐・責褐 口縁ナデ、外面マメツ、内面指押え・ナデ 口径 角閃石

弥 。甕 6 中 。多 灰黄・灰 全体にマメツ □径 角閃石

弥・甕 中 。普 褐 □縁ナデ、外面叩き、内面ケズ リ 口径 角閃石

弥 。甕 6 細 。少 にぶい黄褐・褐灰 □縁ナデ、外面叩き→ハケロ、内面ケズ リ 口径 角閃石・雲母

弥・甕 7 中・多 にぶい黄橙 全体にマメツ 口径

弥 。壺 7 中 。少 ニフ・イ黄橙、ニフ・イ黄褐 全体にマメツ 口径 角閃石・雲母

弥 。壺 細・多、粗・普 橙 全体にマメツ 口径

弥・甕 中・多 明褐 口縁ナデ、外面マメツ、内面指押え 。ケズ リ □縁完存 角閃石

弥・壼 細 。少、粗 。少 暗灰黄、にぶい黄褐 □縁ナデ、外面タタキ、内面指押え 。ナデ □径 角閃石

弥・甕 中・少 にぶい褐 □縁ナデ、外面マメツ、内面板ナデ・ナデ □径 角閃石

弥・甕 中・ 少 暗灰、明褐 外面ナデ、内面ナデ 口径 角閃石

弥・壺 粗 。少、中 。少 灰黄褐、褐 口縁ナデ、外面マメツ、内面指押え・ナデ □径 角閃石・雲母

弥・壺 中 。多 褐灰、黄褐 口縁ナデ、外面叩き→ナテ・、内面ナテ・・ケス・リ 口径 角閃石

弥 。壺 粗 。少、中・普 にぶい黄褐、褐 □縁ナデ、外面マメツ、内面指押え・ ナデ □径 角閃石

弥・甕 中・普 にぶい黄褐、にぶい褐 □縁サテ・、外面叩き 。マメツ、内面タス・り・マメリ □径 角閃石

弥・壺 細・普 オリープ黒、黄褐 □縁ナデ、外面ハケロ、内面指押え・ ナデ 口径 角閃石

弥・壺 中 。少 にぶい黄褐 外面ナデ、内面ナデ・指押え □縁完存 角閃石

弥・甕 粗・普 にぶい橙・ 黒褐 □縁ナデ、外面ナデ、内面ナデ・ケズ リ 口径 1/3

弥・壺 微 。多 明褐 口縁ナデ、外面ハケロ、内面ナデ・ハケロ 口径 1/4 角閃石・雲母

弥 。壺 中 。少、細・普 にぶい黄橙、にぶい褐 口縁ナテ・、外面ミがキ・マメツ、内面指押え 。ナテ
゛

□縁完存 角閃石

弥・甕 中 。普 橙 口縁ナテ・、外面ナテ・、内面指押え 。ケス・り→ナテ □径 1/2 角閃石

弥・ 甍 中・少 明褐 外面マメツ、内面指押え 。ケズ リ 口径 1/6 角閃石

3区 S D02出 土遺物 9010観察表
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第58図  3区 S D02出 土遺物 9(1/4)
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第59図 3区 S D02出 土遺物10(1/4)
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両者とも体部外面には叩きを施し,内面はヘラケズリとなっている。94097は 体部外面に

ハケロを施す。97は 日縁部端部を上下に拡張するが,下方へ強く拡張している。98は体部

外面下半にヘラミガキの痕跡がある。99は 口縁部は真横に開いている。体部はヘラケズリ

の部分は器壁がかなり薄くなっている。97・ 99の体部最大径は上半にあり,下半は欠損 し

ているが,おそらく倒卵形になるものと思われる。100の 口縁部端部は上下に拡張 し,外

側の面は大きく内傾する。1010105は 日縁部端部を上方に大きくつまみ上げている。102

は体部の器壁が非常に薄いのに対して,日縁部は肥厚している。103は 口縁部端部を上方

に大きく拡張し内傾させている。体部外面はハケロの後にヘラミガキを施 している。106

の体部上半部は直線的になっている。108は体部上半は内湾気味で,外面には叩きを施 し

C)0

遺物番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態・手法の特徴 残存率 備考

弥・甕 粗・少、細 。少 黄灰・ にぶい黄橙 □縁ナデ、外面マメツ、内面板ナデ 口径 角閃石・雲母

弥・甕 細・普 にぶい橙、にぶい褐 外面ナデ、内面ナデ □径 角閃石

弥 。甕 微 。少 にぶい褐・褐灰 口縁ナテ・、外面ハケロ→ミがキ、内面指押え 。ナデ 口径 角閃石

弥 。甕 微・普、細・ 少 灰黄褐、にぶい褐 口縁ナテ・、外面マメツ、内面指押え・サテ・ 口径 角閃石・雲母

弥・甕 微 。多、細 。多 褐灰、にぶい橙 外面叩き 。マメツ、内面板ナデ 口径 角閃石

弥・甕 粗 。少、細 。多 黄灰、にぶい黄褐 □縁ナデ、外面ハケロ、内面板ナデ □縁完存 角関石

弥・ 甕 粗 。少、中・多 にぶい赤褐 全体にマメツ □径 1/2

弥 。霊 細・多 にぶい黄褐、明褐 口縁ナテ・、外面タタキ、内面クス・り。指押え □径 1/4 角閃石

第60図  3区 S D02出 土遺物li(1/4)
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第61図  3区 S D02出 土遺物12(1/4)
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遺物番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態 。手法の特徴 残存率 備考

弥・ 甕 中 。多 褐灰、にぶい掲 □縁ナデ、外面叩き、内面ケズ リ・ナデ 体部 1/4 角閃石

弥・壺 細 。多 暗灰責、にぶい黄橙 口縁ナテ・ 面叩き、内面指押え 。タス
・

り・マメツ 全体 1/2 角閃石

弥 。壺 中 。多、細・多 にぶい褐 。灰褐・黒褐 口縁ナテ・、体部外面叩き、内面タス・り・指押え ほぼ完存 角閃石

弥・甕 細 。多 褐 □縁ナテ
・

、外面ミがキ・マメリ、内面タス
・

り・マメツ ほぼ完存 角閃石

弥・ 甕 中 。少 にぶい黄褐・ 黒褐 □縁ナデ、外面ケズ リ→ ミガキ、内面ケズ リ ほぼ完存 角閃石・雲母

弥・甕 中 。少 褐 口縁ナテ・、外面マメツ、内面指押え・タス・り・ナテ
・ 口径 1/2 角閃石

弥・ 甕 細・普、中・ 少 にぶい褐、明褐 口縁ナデ、外面ハケロ、内面ケズ リ。マメツ □径 1/2 角閃石・雲母

3区 S D02出 土遺物12観察表

ている。内面はヘラケズリを強く施している。109は 口縁部端部は拡張気味で鋭 く屈曲し

ている。体部の張りはあまり無く外面は全体に叩きを施している。内面は上部と底部付近

にヘラケズリが認められ,中央部はナデている。110は 口縁部端部を上方につまみ上げて,

強くナデている。体部は中央部やや上側に最大径があり,外面には叩きを施している。底

部は突出気味である。111は 日縁部端部は拡張気味で,体部外面に叩きを施 し,内面は中

央やや上側までヘラケズリを施している。112は 日径の割に器高が低く,全体に寸胴な甕

である。113は体部外面にヘラケズリの後に上部を中心にヘラミガキを施す。内面はヘラ

ケズリである。114は体部下半から底部にかけて絞ったように細 くなっている。内面の上

部と底部付近に指押さえ痕が顕著である。115は体部最大径部分が強く屈曲している。116

は体部外面は叩きの後に下半にハケロを施している。内面は上部までヘラケズリを施して

いるが,ヘ ラエ具の角の部分が当った痕跡が認められる。117～ 120は いずれも口径が25cm

を超える大型の甕である。117は体部に比べて口縁部がかなり肥厚 している。体部外面上

部には横方向の叩きの後に縦方向の叩きを施 している。118の体部外面には叩きを入念に

施している。119e120は 口縁部端部を下方へ大きく拡張している。121・ 122は体部外面全

体に叩きを施している。123は 口縁部端部を上方につまみ上げ強くナデている。体部外面

には全体に叩きを施し,内面は全体にヘラケズリである。日縁部と底部を中心に歪んでい

る。124は 口縁部端部は拡張気味で,外側に内傾する平坦な面を作る。125は体部最大径部

分は中央やや上側にあり,大きく膨らんでいる。126は体部外面は叩きの後にハケロを施

しているが,上部ではまだ叩きが残っている。内面は中央部までヘラケズリである。底部

は歪んでおり安定が悪い。131は 日縁部は体部から強く屈曲し,端部は強くナデることに

より上方に拡張させている。体部外面は叩きの後にナデており,内面上部にはハケロが見

られる。137は壺に近い形態をしているが,は っきりとした口縁部がありながら頸部がな

いことから甕と考えたものである。体部上半部は張りがなくなだらかである。内面はヘラ

ケズリである。138は日縁部端部を上方に拡張し,体部は最大径が上半にある。内面は全

体にヘラケズリを施している。146は 口縁部は体部から鋭く屈曲している。147は体部外面

―-106-―



遺物番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態 。手法の特徴 残存率 備考

弥・甕 中・多 にぶい褐・にぶい黄褐 □縁ナテ・、体部外面口pき →下半ハケメ、内面タス・リ□径 1/2 角閃石

弥 。甕 中 。多 明褐 口縁ナデ、外面口pき 、内面マメツ 口径 1/3 角閃石

弥・壺 細・多、中・ 多 明赤褐 。明褐灰 口縁ナデ、外面叩き、内面指押え・ ナデ □径3/5 角閃石

弥・甕 細・普、中 。少 灰黄褐、にぶい黄褐 □縁ナデ、外面ナデ、内面ケズ リ □縁完存 角閃石

弥・甕 中・多、粗・少 明赤褐 全体にマメツ □径 1/8

第62図  3区 S D02出 土遺物13(1/4)
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遺物番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態 。手法の特徴 残存率 備考

弥・甕 中 。多、細 。多 黒褐・ にぶい黄褐 口縁ナデ、外面ロロき、内面指押え 。ナデ 口径2/3 角閃石

弥 。霊 中・ 多 暗灰黄、灰責褐 口縁ナデ、外面叩き、内面ナデ 口径 1/7 角関石

弥・ 甕 中 。普、粗・ 少 にぶい黄橙・ 黒 □縁ナデ、外面叩き、内面ケズリ 全体3/4 角閃石

弥・壺 中・ 多 にぶい黄褐、にぶい相 □縁ナデ、外面口pき 、内面ナデ・ ケズ リ 口径4/5 角閃石

弥・甕 細・少 褐・黒 □縁ナデ、体部全体マメツ 口径2/3 角閃石

弥・甕 細 。普 にぶい黄橙・明赤褐 口縁ナテ・、外タタキ→ハケロ、内ハケロ。ケス
・

り→ナテ・ 全体7/10 角閃石・雲母

第63図  3区 S D02出 土遺物14(1/4)

一-108-―



′
131

ご
鴫ダ

=

≠

139

0cm

〃′′/ / ′′′′′

遺物番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態 。手法の特徴 残存率 備考

称・甕 細・普 オリープ黒 □縁ナデ、外面ナデ、内面ケズ リ 口径 1/2 角閃石

弥・壺 粗 。少、細・少 にぶい黄橙 口縁ナデ、外面マメツ、内面ケズ リ 口径 1/2 角閃石 。雲母

弥・甕 中・普 にぶい褐、にぶい黄相 □縁ナデ、外面ナデ、内面ケズ リ 口径 1/4 角閃石 。雲母

弥・ 甕 1 微・普 褐・黄褐、黒・橙 □縁サテ・、外面ナテ・・ ミがキ、内面ケス・り→サテ
・

ほぼ完存 角閃石・雲母

弥 。甕 細・普 灰褐、にぶい赤褐 口縁ナテ・、外面叩き→サテ・、内面ハケロ・指押え □径 1/2 角閃石

弥・甕 細・普 にぶい橙 □縁ナテ・・ミがキ、外面ナテ・、内面タス・リ □径 1/3 角閃石

弥 。甕 微・普 灰、黄灰・ にぶい赤裡 □縁ナテ・、外面ナテ・・マメツ、内面タス・り→ナテ・ □径3/4 角閃石

弥・甕 3 中・普 黒褐・にぶい責、黒褪 口縁ナデ、外面ナデ、内面ケズ リ □径 1/3 雲母

弥・甕 8

9

細・普、中・ 少 黄褐、橙 外面ナテ・、内面ナテ
゛
、全体に歪み□縁は精円形 □縁完存 角閃石

弥・甕 IIB・ 普 ニフ・イ黄橙、ニフ・イ黄褐 □縁ナテ・、外面ナテ・・ハケロ、内面ナテ・・ハケロ □径 煤付着、角閃石・雲母

弥・壺 1 中・ 普 にぶい黄、明褐 □縁ナデ、外面ナデ、内面ケズ リ 口径 角閃石・雲母

弥・ 甕 粗・少、細・少 にぶい黄橙、黒・灰黄 口縁ナデ、外面ナデ、内面ケズ リ 全体 角閃石・雲母

弥・壺 中・多 明黄褐、ニフ・イ褐・黄灰 口縁ナデ、体部全体にマメツ 口径 角閃石・雲母

第64図  3区 S D02出 土遺物15(1/4)
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遺物番号 器種 口径 器 高 底径 胎 土 色調 形態 。手法の特徴 残存率 備考

弥 。甕 中・普、粗・ 少 にぶい黄褐、にぶい橋 外面マメツ、内面ナデ 全体 1/4 角閃石

弥 。壺 6. 細 。多、中・ 多 にぶい赤褐 全体にマメツ 口縁完存

4 弥・ 甕 2 中 。普 にぶい責橙 口縁ナテ
゛
、外面ハケロ→ミがキ、内面ケス・リ □縁完存 角関石

4 弥・甕 中 。普 にぶい黄橙 口縁ナテ
゛
、外面口pき →ナテ・、内面指押え・ナテ・ 口径2/3 角閃石

弥・壺 細 。少 灰オリープ □縁ナテ・、外面叩き→ハケメ、内面ナテ・、幅広の叩き底部完存 雲母 。結晶片岩

第65図  3区 S D02出 土遺物16(1/4)

OCm

に指押さえ痕が見られる。149は 口縁部が非常に薄くなっているが,端部は上下に拡張し

肥厚している。150は口縁部端部を上下に拡張するが,端面は強く内傾している。

127～ 1300132～1360139～ 144は 口縁部端部を拡張させないものである。127の体部は

全体に角張っており,内面は全体にヘラケズリを施 している。129の 口縁部は外反して立

ち上がる。130は体部の張りがなく,外面下半にはヘラミガキを施している。132は 口縁部

端部外面に凹線を巡らせ,日縁部外面にはヘラミガキを施している。また口縁部と体部と

の境には棒状工具による凹線を 1条巡らせている。133の 口縁部は丸みをもって外反 し,

体部は最大径が上半にある。体部外面の下半部には摩滅しているがヘラミガキの痕跡が

認められる。底部は上げ底で輪台状になっている。135は 口縁部は長めで直線的に斜め上

方に立ち上がり,端部は若千内側に肥厚する。体部外面には列点文を施す。日縁部は歪ん

で楕円形となっており,日径の長径は19.8cm,短径は18.Ocmで ある。136は 口縁部は短 く丸
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みをもって外反し,体部は上半が大きく張る。139は体部上半が直線的で張りがない。140

は口縁部は直線的で強くナデている。体部上半は直線的で,内面には指で器壁を強くナデ

ている。141は体部上部で屈曲し,中央部が直線的になっている。142の体部外面はハケロ

の後にヘラミガキを施し,内面は全体にヘラケズリを施している。底部は横に潰れたよう

に突出している。143の 口縁部は体部から鋭 く屈曲し,体部外面には叩きが残る。内面に

は指押さえ痕が顕著である。底部は外面を指で強く押さえて絞りだしている。144の体部

は大きく膨らみ,外面には叩きの後にハケロを施している。

以上の 7～ 151は 口縁部の残っているものについて壺と甕に分類して述べてきた。152～

192は 口縁部は欠損し,底部を中心とした破片であるが,明確に判断のつきにくいものも

含まれるが,体部や底部の形状から判断して壷と甕に分類した。

152～ 172は壷と考えられるものである。15201530155は 体部外面にヘラミガキを施 し

ている。153は内面にヘラケズリを施し,底部立ち上り部は丸みを帯びている。156は体部

∩も
の

遺物番号 器種 □径 器 高 底径 胎土 色調 形態・手法の特徴 残存率 備考

弥・ 甕 普・ 多、粗・ 少 橙 。にぶい橙 全体にマメツ、内面指押え □径 1/3 角閃石・雲母

弥・ 甕 微 。多、細 。少 にぶい橙 全体にマメツ、内面指押え □径 1/4 角閃石・雲母

弥・ 甕 4 細 。多 にぶい黄褐、明褐 口縁ナテ・、外面ナテ・・指押え、内面ナテ・ 口径 1/4 角閃石・雲母

弥・ 甕 微 。少 明褐 口縁ナデ、外面マメツ、内面指押え 。ナデ 口径 1/4 角関石 。雲母

弥・ 甕 6 IJl・ 多 にぶい褐 □縁ナデ、外面マメツ、内面指押え 。ナデ □径 1/4 角閃石 。雲母

弥・ 甕 8 中 。少 灰黄、にぶい褐 □縁ナデ、外面マメツ、内面指押え □径 1/4 角閃石・雲母

5 弥・ 甕 中・普 にぶい褐、明褐 □縁ナデ、外面マメツ、内面指押え 口径 1/4 角閃石・雲母

第66図  3区 S D02出 土遺物17(1/4)
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遺物番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態 。手法の特徴 残存率 備考

弥・壼 細 。普 黒、にぶい褐 外面 ミガキ、内面指押え・ナデ 底部完存 角閃石・雲母

弥・壼 細・普 黒、黒褐 外面 ミガキ、内面ケズ リ、底部外面叩き 底径 1/2 角閃石

弥・壼 細・少 浅黄、にぶい赤褐 外面ナデ、内面板ナデ 底径 1/2 角閃石

弥 。壼 粗 。少、中・普 橙、にぶい褐 外面 ミガキ・マメツ、内面マメツ 底径1/3 角閃石

弥・壺 中・普 にぶい黄褐、にぶい相 外面ハケロ、内面板ナデ 底部完存 角閃石・雲母

弥 。壼 細・多、中・多 黒、にぶい黄褐 外面ミがキ、内面タス・り・指押え、底外面口pき 底径3/4 角閃石

弥・壺 粗・ 少、中・普 にぶい黄、にぶい責橿 外面ハケロ→ ミガキ、内面指押え 。ナデ 底径4/5 角閃石、内 (赤 )

弥・壼 細・普 にぶい橙 外面 ミガキ、内面ハケロ、ハケロ原体2種類 底径 1/2 角閃石

弥・ 壺 中 。多 ニフ・イ責、暗褐・灰黄橋 外面叩き→ナデ、内面ケズ リ 底部完存

6 弥 。国 粗・普 にぶい黄橙、にぶい褐 外面ケス・り→ミがキ、内面ケス・り→指ナデ 底部完存 角閃石

弥・壼 粗 。少、細・普 黒、褐 外面ケズ リ、内面ナデ 底径2/3 角閃石・雲母、内 (赤 )

第67図  3区 S D02出 土遺物18(1/4)
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遺物番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 7//態 。手法の特徴 残存率 備考

弥・壺 微 。少 黒褐、暗褐 外面ハケロ、内面ハケロ 底部完存 角閃石・雲母

弥・壺 細・普 灰黄 全体にマメツ 底部完存 角閃石

弥・壼 粗・ 少、中 。普 灰黄 外面マメツ、内面指押え・ ナデ 体部完存

弥・壼 微 。少 黒、暗赤褐 外面ハケロ、内面マメツ 嘔径 1/2 角閃石 。雲母

弥・壺 中・普、粗 。少 黄褐 外面 ミガキ、内面ナデ 底部完存 角閃石

弥・壺 細・少 黒、にぶい黄褐・ 灰 外面マメツ、内面板ナデ 体部2/3 角閃石・雲母

弥・壺 粗 。少、中・少 黒褐、にぶい黄褐 外面ナデ、内面ナデ・ハケロ 。指押え 体部 1/2 角閃石 。雲母

7 弥・壺 中・ 多 にぶい黄褐 外面ナデ・ハケロ、内面ナデ・ ケズ リ→ナデ 体部2/3 角閃石・雲母

弥・壺 中・普 褐、明褐 外面マメツ、内面ケズ リ 。指押え 底径3/4 角閃石

弥・壺 7 粗・多 黒褐、橙 全体にマメツ 全体2/3

3区 S D02出 土遺物i9観察表

外面にハケロを施 し,内面には板ナデを施す。157は体部外面下半にヘラミガキが残 り,

内面にはヘラケズリが見 られる。底部外面には叩きが施されている。甕の可能性 もある。

158は体部外面に粗いハケロの後にヘラミガキを施す。底部内面には赤色顔料が付着 して

いる。159の体部下半は丸みを帯びており,外面下半にはヘラミガキを,内面にはハケロ

を施 している。160は体部下半は直線的で開きは弱い。外面には叩きを,内面にはヘラケ

ズリを施 している。底部は上げ底となっている。甕の可能性 もある。161は 体部外面はヘ

ラケズリの後に太めのヘラミガキを施 している。内面は指で器壁を削り取 っている。底部

は突出し,器壁 も厚 くなっている。底部外面はヘラケズリのままで粗 くなっている。162

は体部は底部から大きく開き,大型の壷と考えられる。体部外面はヘラケズリのままであ

る。底部は体部に比べて極端に薄 くなっている。内面全体に赤色顔料が付着 している。鉢

の可能性 もある。163は体部下半のみであるが,丸みが強 くなっており,内 0外面 ともに

ハケロを施 している。底部は突出している。165の 体部は球形に近 くなっている。166の体

部外面はハケロで,底部は絞 りだすように突出させ,指で押さえて整形 している。167は

体部外面に間隔を空けてヘラミガキを施 している。底部は高台状の上げ底となっている。

168の 体部は扁平な球形で,内面には板状工具で螺旋状にナデており,工具の角が当った

痕がある。169の体部は膨 らみがあるが算盤玉形に近 く,内面に一部ハケロが見 られる。

底部は明瞭に突出している。170は頸部は長 く内傾する。体部は上半に最大径があり,張 っ

ている。外面下部にハケロが残 り,内面はヘラケズリの後にナデている。171は大型の壷

で,体部内面はヘラケズリであるが,中央部やや上側と底部付近には指押さえを入念に行

なっている。172も 大型の壷で,体部上部の張りが大きい。

173～ 192は甕と考えられるものである。1730177・ 181の 底部は上げ底で,177は高台状

になっている。1740175は 体部外面にはハケロを施 し,底部は絞 り出し気味である。176

は体部外面にはヘラミガキを施す。178は体部外面は叩きの後にナデている。底部は指押

さえによって絞 り出している。182は小型の甕と考えたが,あ るいは壺かも知れない。184
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遺物番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態 。手法の特徴 残存率 備考

3 弥・甕 5. 中 。普 にぶい褐 外面指押え・ナデ、内面ナデ 底部完存 角閃石

4 弥 。壺 5 中・普 褐灰、にぶい赤褐 外面ハケロ、内面ナデ 底部完存 角閃石

弥・甕 中・ 少、微 。少 灰黄、にぶい黄掲・ 黒 外面ナデ、内面指押え、底部外面ハケロ 底部完存 角閃石・雲母

弥・甕 中 。普 明褐、にぶい黄褐 外面 ミガキ、内面ナデ 底部完存 角閃石

弥・甕 中 。多 にぶい黄褐 外面マメツ、内面ナデ 底部完存 角閃石

弥・壺 細・普 明黄褐 外面口pき→ナデ。指押え、内面板ナデ 底径完存 角閃石・雲母

弥・甕 IIB・ 普 灰黄 外面マメツ、内面指押え 底部完存 雲母

弥・甕 細 。少 明黄褐、にぶい黄褐 全体にマメツ 底部完存 角閃石

弥・甕 中・普、粗・ 少 灰黄褐・黒、橙・灰白 外面マメツ、内面ケズ リ 底部完存

弥・壺 中・普 黒、灰褐 外面ナデ、内面ナデ 底部完存 角関石・雲母

弥・甕 微 。少 黄褐、暗灰黄 外面ナデ、内面ケズリ 底径1/2 角閃石

弥 。壺 中・多 黒、にぶい赤褐 全体にマメツ 底部完存 角閃石

弥・甕 微・ 少 褐、にぶい褐 外面ナデ、内面ケズ リ 底部完存 角閃石

弥・甕 粗 。多、中・多 灰、橙・ にぶい黄橙 全体にマメツ 底部完存 結晶片岩

弥・壺 中・普 にぶい褐 外面マメツ、内面指押え 。ナデ 底部完存 角閃石

弥・甕 細・普 にぶい黄橙、灰黄・黒 外面ハケロ、内面ケズ リ 底部完存 角閃石

弥・甕 細・普 明褐、にぶい黄褐 外面 ミガキ、内面ケズ リ 底部完存 角閃石・雲母

弥・甕 中 。少 黒、赤褐 外面マメツ、内面ナデ・ケズ リ 底径 1/2 角閃石・雲母

弥・甕 中 。多 灰黄 外面ナデ、内面板ナデ 底部完存 角閃石

弥・甕 細・普、中 。少 にぶい黄橙 外面 ミガキ、内面ケズ リ 底径 1/4 角閃石

3区 S D02出 土遺物20観察表

の底部は突出しており,器壁 も厚 くなっている。185は体部外面はナデており,内面には

ヘラケズリを施 している。187の 底部は小さくなっている。188は外面にハケロを,内面に

ヘラケズリを施 している。1890192は 体部外面にヘラミガキを,内面にヘラケズリを施 し

ている。192の底部は幅広である。190は底部立ち上 り部が鋭 くなっている。

193～242は高不である。193は外部の立ち上がりは弱 く,日縁部は外側に鋭い稜を形成

して緩 く外反 して立ち上がる。脚部は緩やかに開き,端部は丸 く収める。脚端部外面を強

くナデている。脚部には円形透かしが 4個 あり,外部との接合は円盤充填である。全体に

摩滅 している。194の不部は斜め上方に立ち上がり, 日縁部は直線的に立ち上がり,日縁

部端部の内側と口縁部の立ち上 り部外面を強 くナデている。外部の内 0外面には波状の多

角形のヘラミガキを施 している。脚部の開きは弱 く,端部に傾斜する面をもつ。上側に 1

個,下側に 2個で三角形となる円形透かしが 3単位ある。脚部は全体にナデている。円盤

充填となっている。195は 口縁部を強 くナデており,内面 と口縁部外面立ち上 り部に凹線

が形成されている。不部は内・外面とも波状の多角形のヘラミガキを施 している。脚部は

緩やかに外反 して開き,端部は傾斜する面をもつ。脚部外面はヘラミガキの後にナデ,内

面下半はヘラケズリである。上部に 3個,下部に 3個 の円形透かしがある。円盤充填であ

る。196は 口縁部は短 く直立 し,内 0外面を強 くナデて上側に幅広の面を作る。端面には

凹線が 2条巡っている。外部外面には指押さえ痕があり,内面は摩滅 しているもののヘラ

ミガキが認められる。197は 口縁部は外部から斜め上方に立ち上がり,端部を外側に拡張

している。日縁部内面から外部内面にかけてヘラミガキが施されている。198は不部は斜
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遺物番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態 。手法の特徴 残存率 備考

弥・高杯 中 。少、細・普 にぶい橙、にぶい褐 □縁ナテ・、脚内面タス・り、他はマメツ、円盤充填 体部3/5 角閃石

弥 。高杯 粗 。少、中 。少 橙、明褐 口縁ナテ・、外ミがキ・サテ・、内ミがキ・ナテ・、円盤充瞑 ほぼ完存 角閃石・雲母

弥 。高杯 中・普 にぶい黄褐 口縁ナテ・、外面ミがキ・ナテ・、内面ミがキ・タス・リ

ナデ、円盤充填

ほぼ完存 角閃石

弥・ 高杯 中・ 少 にぶい黄褐、明褐 外面指押え 。マメツ、内面ナデ・ ミガキ 口径 1/4 角閃石

弥 。高杯 微 。少 にぶい責 外面マメツ、内面ナデ・ ミガキ 口径 1/1 角閃石 。雲母

弥・高杯 中・普 明褐 全体にマメツ、円盤充颯 口径 1/6 角閃石・雲母

弥・高杯 中 。多 にぶい黄褐 □縁ナテ
゛
、杯外面タス・り・ナテ・、杯内面マメツ、脚マメツ、

円盤充填

杯部完存 角閃石

弥 。高杯 細 。多、粗 。多 にぶい黄橙・ 明赤褐 杯

キ

外面ミガキ 。内面ミガキ,脚 :外面ミガ

内面ケズリ,円盤充瞑

全体3/4

弥・高杯 細・普 にぶい黄橙 外面ナデ、内面マメツ、円盤充根 杯部 1/3 角閃石

3区 S D02出 土遺物21観察表

め上方に立ち上がる。日縁部は外部から短く斜め上方に立ち上がり,端部を内側と外側に

拡張し上側に幅広の面を作る。全体に摩滅しており調整は観察出来ない。円盤充填となっ

ている。199の外部は斜め上方に立ち上がり,日縁部はほぼ直立 している。外部の回縁部

直下の外面にはヘラケズリが施されている。脚柱部は緩いエンタシス状になっている。円

盤充填の粘土は厚くなっている。200の 口縁部は直立 し,端部を外側に拡張 し上側に幅広

の平坦な面を作っている。外部の内・外面には摩滅しているもののヘラミガキが認められ

る。脚部は長く緩やかに開き,端部は上側を拡張し外側に幅広の面を作る。脚部の外面は

摩滅しているが部分的にヘラミガキが認められ,内面は全体にヘラケズリを施している。

円形の透かし穴を下部に6個,上部に5個施 している。201の 回縁部は弱く外傾し,端部

は若干外側に拡張する。外部の口径は33.6cmと 大きくなっている。脚部は円筒状の脚柱部

から裾部が屈曲するものである。全体に摩滅している。202の 外部は口縁部付近で内湾し

端部は先細りである。脚部は短く端部付近で強く外反し,円形の透かし穴を 6個施してい

る。203の外部の立ち上がりは急で,日縁部をナデて外側へ屈曲させている。外部は深く

なっており,内・外面にヘラミガキを施している。脚部は短く端部付近で強く外反し,外

面上半にはヘラミガキを施している。円形の透かし穴が現存で 2個ある。204は 外部は浅

い鉢状で,口縁部はナデて外反させている。外部内面上半はナデ,下半はヘラミガキを施

している。脚部は短い円筒状の脚柱部から裾部が鋭く屈曲する。205は 口縁部外面を強く

ナデている。2060208は日縁部は外部から鋭く屈曲し,直線的に斜め上方に立ち上がる。

206の外部外面下半は指で断続的にナデている。207は 口縁部は不部から丸みをもって立ち

上がる。外部内面はヘラケズリの後にナデて,最後に内面中央部にヘラミガキを施してい

る。209～ 212は外部と脚部の接続部の破片であるが,いずれも円盤充填となっている。20

9の外部外面には波状のヘラミガキを,内面には多角形のヘラミガキを施 している。脚部

外面には面取りを兼ねた幅広のヘラミガキを施 している。211は 外部外面は放射状のヘラ
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遺物番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態 。手法の特徴 残存率 備考

弥・高杯 細・普 橙 全体にマメツ 全体4/5 角閃石

弥・高杯 11 中 。少 灰黄 。黄灰 外面 ミガキ・ ナデ、内面 ミガキ・ナデ、円形

透 し現存 2個、円盤充填

全体 1/2 角閃石 。雲母

弥・ 高杯 微 。少、中・少 にぶい黄橙 外面マメツ。ナテ
゛
、内面ナテ

゛
、ミがキ、円盤充根 全体2/3 角閃石 。雲母

弥・ 高杯 222 中・普 黄褐、にぶい黄褐 外面ナデ、内面マメツ 口縁完存 角閃石

弥・高杯 細・普、粗・ 少 橙、にぶい褐 外面ナデ、内面マメツ 口径1/1 角閃石

弥・高杯 中・ 普 ニフ・イ黄褐、ニフ・イ黄橙 □縁ナテ・、外面マメツ、内面タス・り→ナテ・・ミがキ □径 1/4 角閃石 。雲母

弥・ 高杯 中 。少 明褐、にぶい褐 全体にマメツ 口径 1/6 角閃石

弥 。高杯 中 。少 にぶい黄橙 外面 ミガキ、内面 ミガキ・ケズ リ、円盤充瞑 脚部細片 角閃石

弥・高杯 細・少 灰オリーフ・、ニフ・イ褐 外面マメツ、内面 ミガキ・ナデ 全体3/4 角閃石

弥・高杯 粗・少、中 。少 にぶい褐、にぶい黄褐 外面 ミガキ、内面 ミガキ、円盤充唄 杯部完存 角閃石・雲母

弥・高杯 粗・少、中・少 にぶい黄褐 外面 ミガキ、内面 ミガキ・ナデ、円盤充瞑、

円形透 し現存 1個

全体 1/2 角閃石 。雲母

弥・ 高杯 中・普 明褐 杯 :外・内面 ミガキ、脚 :外 面ナデ。内面ケズ

リ・ナデ、円盤充根

脚部完存 角閃石・雲母

第71図  3区 S D02出 土遺物22(1/4)
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置物番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態 。手法の特徴 残存率 備考

弥 。高杯 細・多 残黄黄褐 外面ナデ、内面ナデ、円盤充瞑 脚部 1/4

弥 。高杯 6.8 細・普 にぶい黄橙 杯外面マメリ。内面ミがキ、脚外面ミがキ・内面ナテ
゛
、円

盤充猥

脚部完存 角閃石

2 弥・ 高杯 中・普 浅責 外面ナデ、内面ケズリ 脚部 1/4 角閃石

2 7 弥 。高杯 粗・普、中・普 黒・ にぶい賞橙 外面ナデ、内面ケズリ・ ナデ 脚部完存 角閃石

2 弥・高杯 中 。多 にぶい黄褐、にぶい裡 外面ナデ、内面ハケロ・ケズリ、円盤充填 脚部 1/4 角閃石

2 9 弥・ 高杯 中 。普 黄灰、にぶい黄褐 外面マメツ、内面指押え 。ナデ 脚部3/4 角閃石・雲母

弥・ 高杯 中 。多 にぶい橙 。にぶい褐 外面ナデ、内面ナデ、円盤充瞑 脚部 1/2 角閃石・雲母

弥 。高杯 細・普 にぶい赤褐・灰褐 外面ナデ、内面マメツ、円形透 し現存 2個 脚部 1/5 角閃石

弥・高杯 細 。普、中 。少 にぶい橙・褐灰 外面ミカ
゛
キ・サテ・、内面ナテ・・指押え、円盤充瞑 脚部完存 角閃石・雲母

弥・高杯 中・ 多 黒、浅黄 全体にマメツ 脚部 1/2

弥 。高杯 中・普 灰、にぶい責橙 外面ミがキ・ナテ・、内面ナテ・、円形透 し現存3個 脚部 1/2 角閃石

弥 。高杯 中・普 灰賞、にぶい黄褐 外面ハタメ、内面指押え。ナテ・、円盤充根 脚部 1/3 角閃石

弥・高杯 微 。多、中・普 にぶい黄橙 外面 ミガキ、内面ナデ 脚部2/3

弥 。高杯 細・ 多、中・多 橙、にぶい橙 外面几ケロ・ ナテ・、内面ケス・り・板ナテ・、円盤充颯 脚部 1/2 角閃石

弥・ 高杯 微 。少 にぶい黄橙、にぶい橙 外面ナデ、内面ナデ、円盤充根 脚部完存 角閃石

弥・高杯 にぶい貫覆 外面ナデ、内面ナデ・マメツ 脚部 1/2 角閃石 。雲母

第72図  3区 S D02出 土遺物23(1/4)
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遺物番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態 。手法の特徴 残存率 備考

弥・高杯 中・ 普 褐、にぶい黄褐 外面 ミガキ、内面ナデ 脚部完存 角閃石

弥 。高杯 細・普 黒褐 。オリープ黒 外面ナデ、内面ケズ リ・ ナデ 脚部 1/2 角閃石 。雲母

弥 。高杯 細・ 多 暗赤褐 全体にマメツ 脚部完存 角閃石

弥・高杯 細・普 明褐、赤褐 全体マメツ、円盤充颯、円形透 し現存4個 脚部 1/4 角閃石

弥・高杯 中・普 にぶい黄橙 外面ハタロ 。マメツ、内面ナテ・・ハケロ、円盤充瞑 脚部 1/4 角閃石

弥 。高杯 中・普 暗灰責 杯 :外面ナテ・・ 内面ミがキ、脚 :外面ミがキ・内

面ナテ・、円盤充填

脚部3/4 角閃石・雲母

237 弥 。高杯 粗・少、中・多 掲灰、にぶい橙 マメリ、杯部 と脚部で胎土異なる、円盤充瞑 脚部完存 角閃石・雲母

弥 。高杯 中 。多 にぶい橙 外面マメツ、内面ケズ リ、円盤充填 脚部完存 角閃石

弥 。高杯 中 。少 にぶい黄橙 外面マメツ、内面ナデ、円盤充瞑 脚柱完存 角閃石

弥・高杯 中・ 少 浅黄 外面ナデ、内面ナデ、円盤充瞑 脚部 1/2 角閃石・雲母

弥・ 高杯 中・普 灰黄 外面ナデ、内面ナデ、円盤充根 脚部 1/3

弥 。高杯 中 。普 にぶい黄橙 外面 ミガキ、内面ケズ リ 脚部完存 角関石

弥・鉢 微・ 少 灰責褐 外面 ミガキ→ナデ、内面ナデ ほぼ完存 雲母

弥・鉢 細 。少 にぶい黄・黄灰 外面ミがキ・サテ・、内面ケス・り・板ナテ・、円盤充頌 脚部 1/2 角閃石・雲母

第73図  3区 S D02出 土遺物24(1/4)
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ミガキが,内面には多角形のヘラミガキが施されている。212は 日縁部は外部から鋭 く屈

曲するが端部は欠損している。杯部内・外面に放射状のヘラミガキを施している。脚部の

外面にも丁寧にヘラミガキを施し,円形の透かし穴が現存で 1個ある。213～ 242は脚部の

破片である。213～ 218は脚部端部を拡張させ外側に幅広の面を作り,213021502160218

はさらに凹線を巡らせている。213は脚端部の屈曲部に沈線が 1条巡る。内面はヘラケズ

リの後に指ナデを施している。上部に2個,下部に4個の円形の透かし穴がある。214の

脚部は短く,上部外面には沈線を巡らせている。外面下半にはヘラ状工具による施文が見

られる。円盤充填の粘土は薄く,脚部内面側から強く押している。215の脚部外面にはヘ

ラミガキを施し,内面は全体にナデている。円形の透かし穴が 5個ある。216の 脚部内面

にはヘラケズリを施している。217は脚部外面に沈線による文様帯が 3段あり,下部に 4

本 1単位のヘラ描き文を施している。円形の透かし穴が上部に4個,下部に8個ある。218

の脚部内面は上半がハケロ,下半がヘラケズリとなっている。220は脚部に4個 1単位の

円形の透かし穴が 6単位ある。221は外部は一部のみであるが,深 く内湾するものである。

脚部は外反し,円形の透かし穴が現存で 2個ある。224の脚部の上半は緩く内湾し,端部

は外側に少し拡張する。外面は摩滅しているが,一部にヘラミガキが残る。円形の透かし

穴が現存で 3個 ある。225は内面に指押さえ痕が顕著である。226の脚部は下部で大きく外

反して開く。228の 内面はヘラケズリと整形のための板ナデが施されている。外面の一部

にハケロが見られる。232～ 240の脚部は円筒状の脚柱部から大きく屈曲して端部に至るも

のである。231も 円筒状の脚柱部が付くものと思われ,端部を拡張させている。234の脚柱

部からの開きは丸みを帯びている。235は脚柱部から端部に至る屈曲部の内面にはハケロ

が施されている。237は外部と脚部の境に接合痕が見られ,外部がにぶい赤褐色,脚部が

にぶい橙色とそれぞれ異なった胎土のものが接合されている。238は 円盤充填の粘土が内

面に大きく突出している。242は外面に単位の細かいヘラミガキを丁寧に施 し,内面はヘ

ラケズリとなっている。

243～ 254は鉢である。243は高不の脚部にしては小さ過 ぎると思われるので,小型の鉢

に接続する脚部と考えたものである。脚部は短い円筒状の部分から鋭 く屈曲して,内湾気

味に開いて端部に至る。端部は外側につまみ出している。外面はヘラミガキの後にナデて

いる。244は大型の鉢の脚部と思われ,器高は低いが安定のあるものである。脚部は全体

に外反 し,外面にはヘラミガキを,内面にはヘラケズリを施す。端部内面には板状工具の

小日部分の痕跡が見 られる。2450246は把手付 きの鉢である。245の 口縁部端部は上部を
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ナデているため肥厚気味である。体部の内・外面にはヘラミガキを施し,底部は少し上げ

底となっている。下方に垂れ下ったような把手が1つ付いており,テ ィーカップのような

形になっている。246は体部は内湾しており,日縁部端部は先細りになっている。体部の

中央部に把手が現存で 1個横向きに付いている。247は体部は直線的であるが,底部から

の立ち上り部以外が全体に肥厚している。体部外面にはヘラミガキが施され,日縁部内面

′
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遺物番号 器種 □径 器 高 底径 胎土 色調 形態 。手法の特徴 残存率 備 考

祢・鉢 細・普 にぶい責褐 外面 ミガキ、内面 ミガキ、把手 1個 全体 1/2 角閃石

弥・鉢 6 4 細 。普 明黄褐 外面ナデ、内面ナデ 全体 1/2 角閃石

弥・鉢 6 中 。少 黒褐 外面 ミガキ・指押え、内面ナデ・指押え 口径 1/2 角閃石

弥・ 鉢 中・ 少、細 。普 橙、にぶい黄橙 外面 ミガキ 。マメツ、内面マメツ 体部 1/3 角閃石・雲母

弥・ 鉢 5 中・多 にぶい黄橙、灰黄・ 黒 外面 ミガキ、内面マメツ 完存 角閃石

称・鉢 5 中・多 にぶい赤褐 外面ナデ・ ミガキ、内面ナデ ほぼ完存 角閃石

称・鉢 中・普 黄褐 外面ナデ、内面ナデ 口径 1/5 角閃石

弥・鉢 細・ 多、中 。多 赤灰、にぶい赤褐 口縁ナテ・、外面ナテ・・ハケロ、内面指押え。板ナテ・ 口径 1/3 角閃石、外内(赤 )

弥・鉢 中 。多 にぶい黄橙 □縁ナデ、外面ハケロ、内面ハケロ 口縁細片 角閃石

弥・鉢 細 。少 にぶい黄褐 外面 ミガキ、内面 ミガキ 底部細片 角関石、内(赤 )

第74図  3区 S D02出 土遺物25(1/4)
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には工具痕が残っている。248の体部は内湾しており,外面にはヘラミガキが一部見られ

る。249の体部は直線的で,日縁部を強くナデている。外面はヘラミガキである。底部の

立ち上り部は肥厚しており突出気味である。250も 体部は直線的で,底部は肥厚している6

体部外面の上半はナデており,下半にはヘラミガキを施 している。251は体部が全体的に

大きく内湾し,日縁部外面を強くナデている。252は 口縁部は体部から鋭 く屈曲し,端部

を上下に拡張させ外側に幅広の面を作り出し,凹線を 2条巡らせている。体部は上半で鋭

く「 く」字形に屈曲し,屈曲部外面に凹線を3条巡らせている。体部外面は摩滅している

が,下半部に一部ハケロが残っている。内面の上半は指押さえ痕が,下半は板ナデが見ら

れる。口縁部端部と体部屈曲部のそれぞれの凹線の上に8個 1単位の竹管文が施されてい

る。日縁部から体部外面上半と内面全体にかけて,局所的ではあるが赤色顔料が付着 して

いる。253は大型の鉢の口縁部の細片である。日縁部は直立し,外面には凹線を巡らせて

いる。体部の内・外面の一部にはハケロが見られる。254は鉢の底部であるが,内・外面

にヘラミガキを施し,内面には赤色顔料が付着している。

255～ 264は器台である。255は 日縁部端部を上下に拡張し,外側に斜めの面を作り出し

凹線を施す。そして凹線の上からヘラ描きの文様が 6本 1単位で施されている。体部中央

には長方形の透かし穴が 4個ある。内・外面とも全体にナデている。256は 全体が大きく

弓なりに反っており,日径が底径を若干上回っている。日縁部は端部を下方に拡張してい

る。脚部は外面に凹線を 2条巡らせている。体部外面にはハケロを,内面にはヘラケズリ

を施し,円形の透かし穴が施されている。257は円筒状の体部から口縁部と脚部が外反 し

て開き,日径と脚の径がほぼ等しくなっている。日縁部は端部を上下に拡張し,外側に斜

めの面を作り出し斜め方向のヘラ描きの文様を施している。体部には上から4条, 5条 ,

5条のヘラ描きの沈線をそれぞれ 3段巡らせ,そ の間にヘラ描きによる文様を交互に加え

ている。脚部は端部を上下に拡張し,外側の面を強くナデている。また脚裾部の外面には

凹線が 2条見られる。全体にナデ調整となっているが,体部内面は指で縦方向に強くナデ

ている。体部には2対で縦方向に4段で 1単位の円形の透かし穴が 4単位あるが, このう

ち1つ の透かし穴は未貫通となっている。258・ 259は脚部の破片であり,脚部外面にはそ

れぞれ凹線を施している。脚部端部はいずれも拡張せず,外側に平坦な面を作っている。

259は長方形の透かし穴が現存で 3個ある。260は 口縁部は欠損しているが,全体に弓なり

に大きく反っている。脚部端部を上方に拡張し,外側の傾斜する面には細い凹線を巡らせ

ている。脚部外面には凹線を巡らせ,内面にはヘラケズリを施す。体部には長方形の透か
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し穴が現存で 2個ある。261は大型の縦長の器台の脚部で,脚部端部は上方に拡張させて

いる。脚部の外面には凹線を巡らせ,内面にはヘラケズリを施している。現存で円形の透

かし穴が縦に2個,長方形の透かし穴が円形のものに並列 して 1個 ある。262は脚部の端

部付近が欠損しているが,全体に弓なりに反っている。口縁部端部は下方に少し拡張して

いる。体部外面にはヘラミガキを丁寧に施している。内面は透かし穴付近にハケロを施 し

ているが後にナデている。口縁部と脚部はナデている。体部の上部に円形の透かし穴が 2

個,下部に長方形の透かし穴が 2個それぞれ現存 している。263は 器台の口縁部で大きく

261

9    9帥
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遺物番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態・手法の特徴 残存率 備考

弥・器台 202 細 。普 明褐 外面ナデ、内面ナデ、長方形透 し4個 全体1/2 角閃石・雲母

弥・器台 中 。多 にぶい黄橙・ 黒 外面ナデ・ハケロ、内面ナデ・ ケズ リ 全体3/4 角閃石・雲母

弥・器台 中 。少 褐 全体ナテ・、2対 4段で8個 1単位の円形透し4単位 完存 角閃石

弥・器台 粗 。少、中 。少 橙 外面ナデ、内面ナデ・ケズ リ 口縁完存 角閃石

弥・器台 微 。少 褐、褐～黒 外面ナデ、内面ナデ 底径3/4 角閃石

弥・器台 中・普 明赤褐・灰黄褐・黒 外面ナテ
゛
、内面ナテ・・タス・り、方形透 し2個現存 脚部 1/2 角閃石

弥・器台 粗 。普、中・普 淡黄・黄灰・橙 全体にマメツ、現存で円形透 し2、 方形透 し1 底径 1/8



横に開いている。外面はハケロの後にナデており,大きな円形の透かし穴が現存で 1個 あ

る。264は大型の器台で,日縁部は直線的であるが体部から脚部にかけては緩やかに開い

ている。口縁部端部を下方に拡張させ,外側の面には竹管文を施している。脚部端部は拡

張せず,端部のやや上に強い凹線を 1条巡らせている。体部外面にはヘラミガキを施 して
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遺物番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態 。手法の特徴 残存率 備考

弥・器台 微 。少 灰黄 外面ナデ・ ミガキ、内面ナデ・ ハケロ→ナデ 全体 1/4 角閃石

弥 。器台 中・普 にぶい黄橙 外面ハケロ→ナデ、内面ナテ
゛
、円形透 し 1個現存 口径 1/8 角閃石

弥・器台 中・普 ニフ・イ賞褐、ニアイ黄橙 外面ナデ・ ミガキ、内面ナデ ほぼ完存 角閃石

弥 。甑 細 。少 にぶい黄橙、灰黄褐 外面ナデ、内面板ナデ 底径 1/2 角閃石

弥・甑 中・ 少 にぶい黄橙、にぶい橙 外面叩き→ナデ、内面板ナデ 底径2/3 角閃石

弥・ 甑 中 。少、細 。普 にぶい賞橙、黒 。黄裾 外面ハケロ、内面ケズ リ 底部完存 角閃石

弥・甑 粗 。少、細・普 明褐・ にぶい責橙 □縁ナテ・、外叩き→ハタロ。板ナテ・、内タス・り、ナテ
゛

□径3/4 角閃石

弥 。甑 中 。多、粗 。普 にぶい橙・黒褐 口縁強いナテ・、外面叩き。ナテ・、内面ハタメ・ナテ・、日

縁下に円孔 2個

完存 角閃石

第76図  3区 S D02出 土遺物27(1/4)
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いる。大きめの円形の透かし穴を上部に5個,下部に5個をそれぞれ交互に配置している。

265～ 269は甑である。265は底部内面に螺旋状に板ナデを施している。266の外面は叩き

の後にナデている。267は外面にはハケロ,内面にはヘラケズリを施 している。底部の穿

孔は中心からずれた場所にある。268は甕の底部に穿孔して甑に転用 したものである。外

面は叩きの後にハケロを施し,下半には板ナデを施している。内面の上半にはヘラケズリ

が見られる。269は深い植木鉢のような体部の鉢の底部に穿孔して甑としたものである。

体部は全体に緩く内湾し,日縁部は端部上面をナデている。日縁部の直下には強い凹線を

1条巡らせ,その凹線上に円孔が 1個ずつ向かい合ってある。体部の下半は摩滅している

が,上半には叩きが丁寧に施されている。内面はハケロの後にナデている。

270は水差し形土器である。壺の頸部と体部の境部分に把手を付けたものである。日縁

部端部は内・外面に拡張し,上側に平坦な面を作る。頸部外面には細い凹線を4条巡らせ

ている。把手は1つ で体部上面の器壁とほぼ平行に取り付けられている。

2710272は把手付広片口皿である。271は後部把手の部分で,把手は斜め上方に立ち上

がる。把手立ち上り部は後方に突出している。全体に摩滅しており調整は不明であるが,

内面と側面に赤色顔料が付着している。272も後部把手の部分で,把手は斜め上方に内湾

気味に立ち上がる。把手立ち上がり部は斜め下方に突出している。把手部の外面はナデて

おり,体部外面は摩滅しているものの板状工具による削りかナデの痕跡が認められる。把

手部から体部にかけての内面にはヘラミガキを施し,赤色顔料が付着している。

273は支脚と考えられるものである。円筒状の体部から口縁部は大きく横へ開き,日縁

部端部には細い凹線が 1条巡っている。そして口縁部の 1箇所を注ぎ回のように大きく斜

め下方に引き出して受け部を形成している。脚部は直線的に外開きで接地部分は厚く安定

している。体部の外面にはヘラミガキを施し,内面には粘土紐の接合痕が見られ指押さえ

痕が顕著である。脚部内面は板ナデとなっている。日縁部はナデており,受け部の内面に

は若干のヘラミガキが見られる。器壁は全体に厚手となっている。器台の可能性もあるが,

この土器を 2～ 3個組み合わせて受け部で甕の体部を支える支脚と考えたい。外面に煤の

付着は見られなかった。

274は球形の土玉である。中央部には指押さえにより切れ目を作り出し, この切れ日と

直交して両面から穿孔している。

275～ 278は土製紡錘車である。厚さは275が 0.8cm以 外は0。 7cmで揃っている。中央部の穿

孔も直径0.6cmと 同じになっている。直径のみが異なり,全体の作りは同じである。
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279～ 294は石器である。2790280は 打製石庖丁である。279の 刃部は外湾しており,側

縁には挟りを入れている。280は刃部・背部ともに直線で長方形のものである。刃部は両

側から作り出し使用による摩滅が著しい。側縁には両面から加工して扶りを入れている。

1lf```〔 ::子
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遺物番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態 。手法の特徴 残存率 備考

弥・水差 し 11.1 粗・ 多 明赤褐 外面ナデ、内面ナデ、把手現存で 1つ 全体2/3

弥・広片ロ 幅H6 厚2.3 中・普 にぶい褐・ 黒褐 全体にマメツ 把手完存 角閃石・雲母、内(赤 )

弥・広片ロ 中・ 多 にぶい橙 外面マメツ、内面 ミガキ・ナデ 把手完存 角閃石・ 内 (赤 )

弥 。支脚 細・多、中・ 多 にぶい黄褐。灰黄褐・黒 外面ナテ・・ミがキ、内面指押え・ナテ
・

、口縁注口状 完存 角閃石

土 玉 径3.2 径2.9 中・普 にぶい費橙・灰 ナデ、両面穿孔、指押えで切れ日を造る 完存 角閃石

土製紡錘車 径5.6 厚0.8 中 。多 にぶい褐・黄灰 ナ デ 完存 角閃石

土製紡錘車 径52 厚0.7 中 。普 にぶい黄橙・灰黄褐 ナ デ ほぼ完存 角閃石

土製紡錘車 径48 厚0.7 中・ 多 にぶい黄橙・暗灰黄 ナ デ 完存 角閃石

土製紡錘車 径46 厚07 中・普 にぶい黄褐 ナ デ 完存 角閃石

第77図  3区 S D02出 土遺物28(1/4)
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C 5cm

-

遺物番号 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 石 材 形態・手法の特徴 備考

打製石庖丁 5 サヌカイト 外湾刃

打製石庖丁 サヌカイト 刃部使用のため庫減

スクレイパー サヌカイト 下部と側縁部の刃部摩減

スクレイパー サヌカイト 刃部摩減

スクレイパー サヌカイト

第78図  3区 S D02出 土遺物29(1/2)
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遺物番号 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 石材 形態・手法の特徴 備考

打製石斧 2911 サヌカイト

磨製石斧 (一部のみ ) 結晶片岩

二次加工のある剣片 サヌカイト

二次加工のある剣片 サヌカイト

二次加工のある側片 サヌカイト

二次加工のある剥片 サヌカイト

二次加工のある剥片 0 サヌカイト

第79図  3区 S D02出 土遺物30(1/2)
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0                 10cm

第80図  3区 S D02出 土遺物31(1/4)

281～ 283は スクレイパーである。281は 下部と側縁の一部に刃部を作 り出 しているが,刃

部はいずれも摩滅 している。282は横半分が欠損 しているため全体の形態は不明であるが,

下部に残 っている刃部は摩滅 して潰れている。283は やや厚手の剥片を使用 しており,刃

部は下部に部分的に作 り出しているにすぎない。284は 打製石斧である。基部端と側縁部

上半には自然面を残す。側縁部下半と刃部に調整を施す。285は磨製石斧の基部の一部で,

軸に対 して斜め方向の擦痕が認められる。結晶片岩製である。286～ 290は二次加工のある

剥片である。いずれも剥片の側縁部の一部に二次的な加工を加えている。291～ 293は 凹石

である。292は片面の中央部と側縁の一部に敲打痕が認められ, さらに側縁に磨き痕 も認

められる。2910293は両面に敲打痕がある。294は砥石で 4面使用 しており,使用頻度の

高い部分は窪んでいる。291～ 294は砂岩製である。

以上 S D02出 土の遺物について述べてきたが, S D02の北側のS D01と S R01と の交点

部分ではS D02の 主たる遺物より明らかに前段階のもの (68)や後段階のもの (66067)

を含むものの,全体としてほぼ同時期のものと言えよう。

遺物番号 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 石材 形態 。手法の特徴 備考

凹 石 5 477 6 砂岩

凹石 3. 砂岩 敲打痕、磨き痕有 り

凹石 111 砂岩 両面に敲打痕有 り

砥石 砂岩
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S D03(第81図～第90図 )

3区の北西部分で検出した南西―北東方向の直線的な溝である。調査区の南壁から12m

ほど延びた所で,後述するS R02に切られている。溝は幅5。 3～ 7.3mで,調査区南壁際で

は東側が広がっているが,西側は直線となっている。溝がここで東側へ屈曲しているのか

部分的に広がっているのかは不明である。またS R02に切られた部分より北側は, S D03

の続きがS R02よ り東側で検出されないことから, このまま直進していた可能性が高い。

深さは0.6～ 1.Om程度で,埋土は粘質土が中心で,最下層には木片などの自然物を含む暗

灰色砂混じり粘質土が堆積している。また中程には粘性の強い黒褐色粘土が堆積していた。

土器等の遺物は主に溝の下半から出土した。大半が同一時期のものと考えられるが,若干

時期の下るものも含まれていた。

遺物は土器と石器が出土し,土器では壷・甕・高不・鉢 。器台・甑 0把手付広片口皿が

出土した。

295～ 308は壷である。295は頸部に凹線を巡らせ,頸部下半にハケロを施 している。296

は頸部は緩やかに外反し,日縁部端部は内側に粘土を加えて肥厚させ,上側に平坦な面を

作り竹管文を 3個 1単位で復元で 4単位施している。頸部下半から体部にかけての外面に

はヘラミガキを施し,頸部には2方向からヘラ圧痕文を施 している。297は頸部は外反 し

外面に凹線と2方向のヘラ圧痕文を施す。日縁部端部は外側へ拡張し,上側に平坦な面を

作り2個 1単位の竹管文を施している。体部は中央部のやや上が大きく張り,外面下半に

は横方向の後に縦方向のヘラミガキを施している。内面上半には指ナデを,下半にはヘラ

ケズリを施している。頸部と体部の境部分には焼成後の長方形の穿孔が見られる。298は

頸部は外反し口縁部端部は先細りとなる。上半には凹線を,下半にはハケロの後にヘラ圧

痕文を 1段加えている。体部は中央部が大きく張り,外面はハケロの後に下半にヘラミガ

キを加えている。内面の上部と下部に指押さえ痕が顕著で,中央部はヘラケズリとなって

いる。体部の上端部に断面三角形の粘土の隆起が 1箇所ある。先端は摩滅しており耳状の

突起かあるいは把手の剥離痕かは不明である。頸部は完存しているが把手の剥離痕は見ら

れず,体部の突起の下側は欠損しているので把手であれば下側であろう。299は 頸部は直

線的でそのまま口縁部端部に至る。頸部下半にはヘラ圧痕文を施している。体部は上半の

みであるが張りはない。体部外面にはハケロの後にヘラミガキを施 している。300は 頸部

は直立した後に口縁部は外反する。体部は球形で上部にヘラ描きの波状文を施している。

301は脚台付き直口壺である。口縁部は外傾気味に直立 している。体部は扁平な算盤玉形
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第81図  3区 S D03004断面図 (1/50)
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遺物番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態 。手法の特徴 残存率 備考

弥・壼 中・ 少 暗灰黄 外面ナデ・ハケロ、内面ナデ 口径 1/3 角閃石

弥・ 壺 細・普、粗 。少 橙・灰褐 口縁ナテ
゛
、外面ナデ・ミがキ、内面ナテ・・ 指押え 口径3/4

弥・壺 微 。少 黒・ にぶい黄橙 口縁ナテ・、外面ナテ・・ミがキ、内面ナテ・・タス・リ 完存 角閃石

弥・壷 27.2 中 。少、細 。少 にぶい黄褐 口縁ナテ・、外ハケロ・ミがキ、内ナテ・・タス・り。指押え 口径2/3 角閃石・雲母

弥 。壺 細・ 少 にぶい黄褐 口縁ナテ
゛
、外面ハケロ→ミがキ、内面指押え 。ナテ・ 日径1/4 角閃石・雲母

弥 。壼 中・ 少 灰白 。褐灰 口縁ナテ
゛
、外面ナテ・、内面ナテ・・指押え 。タス・リ 全体 1/3

弥 。壺 中 。普 にぶい黄橙・ 黒 外面サテ・・ ミがキ、内面ナテ・・タス・り、円盤充瞑 ほぼ完存 角閃石

弥・壺 中・普 灰責、にぶい黄橙 外面サテ・、内面ナテ・、外面にヘラ描の絵画状文様 体部細片

第82図  3区 S D03出 土遺物 1(1/4)
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で,体部中央部で鋭く屈曲している。外面の屈曲部には2方向からの刻み目を巡らせ,上

部にはヘラミガキを施している。脚部は端部を外側へ大きく拡張し,拡張した部分の上下

を強くナデている。外面にはヘラミガキを施し,内面下半はヘラケズリとなっている。体

部とは円盤充填である。302は壷の体部の中央部付近の細片であるが,外面にヘラ描きの

文様の一部が見られる。303は 日縁部は頸部から鋭 く屈曲し,端部を上下に拡張し外側に

幅広の面を作り6個 1単位の竹管文を施している。頸部には凹線が巡る。304は 日縁部端

部の内 0外・上をナデて方形に整形し,端部を下側へ少し拡張させている。頸部は内・外

面ともにハケロの後にヘラミガキを施している。内面には赤色顔料が付着している。305

| '.' 307

0 10cm

E

ミ T予

遺物番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態 。手法の特徴 残存率 備考

弥・壺 微・少 灰責褐 外面ナデ、内面ナデ 口径 1/2 角閃石・雲母

弥・壼 微 。少、中・ 少 にぶい黄褐 口縁ナテ
゛
、外面ハケロ→ミがキ、内面ハケロ→ミがキ 口径完存 角閃石・雲母、内(赤 )

弥・ 壺 粗・ 少、中・ 少 灰黄褐、にぶい責褐 口縁ナデ、外面 ミガキ、内面ナデ・指押え 口径 角閃石・雲母

弥 。甕 微・普 にぶい黄橙 外面ナデ・ハケロ、内面ナデ・ハケロ 口径 角閃石

弥・壺 細・普 灰、灰黄褐 外面 ミガキ、内面 ミガキ 体部 角閃石・雲母

弥 。壺 中・少 黒、明褐 外面ミガキ 。マメツ、内面ハケロ・指押え 体部 角閃石

第83図  3区 S D03出 土遺物 2(1/4)
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は口縁部は頸部から大きく横へ屈曲し,端部を上下に拡張している。頸部は外面にヘラミ

ガキを施した後に,下部に3条ほど棒状工具で強く引いている。体部もヘラミガキを施し,

その後に上側からヘラ圧痕文,櫛描き波状文,ヘ ラ描き波状文,櫛描き波状文をそれぞれ

施文している。さらに中央部の欠損部分のやや上には絵画状の文様が一部見られるが,内

容は不明である。306は二重回縁の壷の口縁部で,屈曲部の外面は突帯状に張り出してい

る。端部は外側へ拡張し,傾斜する面をもつ。日縁部外面には沈線を巡らせ,内面はハケ

日の後にナデている。他の一群より時期の下るものである。307は やや扁平な体部で,体

部中央部は横方向の,上半は縦方向のヘラミガキを施している。内面は棒状工具でナデつ

けるようなヘラミガキで,装飾的効果はない。308は横長な楕円形の体部で,外面に一部

ヘラミガキが残る。内面上半には指ナデと指押さえ痕が顕著で,下半にはハケロを施 して

いる。

309～ 319は甕で,こ のうち30903100312～3150317は口縁部端部を拡張 している。309

は体部の器壁は肥厚しており,外面にハケロを,内面には板ナデを施 している。310は 口

縁部内面に鋭い稜を形成して端部が肥厚している。311は全体に摩滅 しており,体部の上

部が肥厚している。312は 口縁部端部を下方に拡張し,拡張された下側の端部は丸く肥厚

している。口縁部は内側を強くナデており,体部は外面にハケロを,内面にはヘラケズリ

の後にナデている。313は 口縁部端部を上下に拡張している。日縁部内面を強く2段にナ

デており,凹線が形成されている。体部は外面にはヘラミガキ,内面にはヘラケズリをそ

れぞれ施している。314は 口縁部は端部を下方にやや拡張 しており,体部に比べて肥厚し

ている。体部は上半に最大径があり倒卵形である。外面は叩きの後にハケロを施し,内面

はヘラケズリの後に下半にハケロを施している。315は 日縁部端部を下方に拡張し傾斜す

る面を作る。体部外面はハケロの後にヘラミガキを,内面にはハケロを施 している。316

は口縁部は直線的に立ち上がり,体部は内・外面ともにハケロを施す。317は 口縁部端部

を大きく上下に拡張している。体部は上半で大きく張っており,外面はハケロの後に下半

部にヘラミガキを加えている。内面は最大径部分より上部では指押さえの後に若干のハケ

目を加えている。最大径部分より下部ではヘラケズリとなっている。318は 口縁部は直線

的で,体部は肥厚し外面にハケロを施している。319は 口径と器高がほぼ同じで, 日縁部

は短くなっている。外面は摩滅しており,内面は全体にナデている。

3200321は壺の底部と考えられるものである。320は体部外面と底部外面にヘラミガキ

を施している。内面は板ナデとなっている。321の底部は突出している。
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第84図  3区 S D03出 土遺物 3(1/4)
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遺物番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態 。手法の特徴 残存率 備考

弥・甕 中・少 にぶい黄 口縁ナデ、外面ハケロ、内面板ナデ 口径 1/7 角閃石

弥・甕 細 。普 にぶい黄褐 口縁ナデ、外面ハケロ、内面ナデ □径 1/4 角閃石・雲母

3 弥・甕 中 。少 灰 白 全体にマメツ 口径 1/6

3 弥・甕 中・少 にぶい黄橙、灰責 口縁ナデ、外面ハケロ、内面ケズ リ→ナデ 口径 1/4 角閃石・雲母

3 弥・ 甕 微・少 にぶい黄褐・黄褐・ 黒 口縁ナデ、外面 ミガキ、内面ケズ リ □径1/4 角閃石・雲母

3 弥・甕 細 。普 にぶい黄・黒 口縁サテ・、外面叩き→ハケロ、内面クス・り→ハケロ 完存 角閃石・雲母

3 5 弥・甕 微・ 多 褐灰 口縁サテ・、外面ハケロ→ミがキ、内面ナテ・・ハタロ □径 角閃石・雲母

6 弥 。甕 中 。多 にぶい褐・暗褐 □縁ナデ、外面ハケロ、内面ハケロ □径 角閃石

7 弥・ 甕 微・普 にぶい黄褐 □縁ナテ
゛
、外ハケロ→ミがキ、内指押え・夕だり・ハケロ □径 角閃石 。雲母

8 弥・甕 中・少 黒、灰黄・ 黒 口縁ナデ、外面ハケロ、内面ナデ □径

9 弥・甕 11 微・ 少 にぶい黄橙 外面マメツ、内面ナデ 全体2/3 雲母

3区 S D03出 土遺物 3観察表

0                   10Cm

第85図  3区 S D03出 土遺物4(1/4)

322～ 328は甕の底部と考えられるものである。323は 内面を板状工具で快 り取 っている。

324は体部外面はヘラミガキ,内面は板ナデである。325は底部のやや上に焼成後の穿孔が

1個ある。体部外面はヘラケズリの後ナデている。内面はヘラケズリで,底部付近は指押

ミ＼iご く

｀
＼

準
/1⊃

遺物番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態 。手法の特徴 残存率 備考

弥 。壼 中・普 にぶい黄褐 外面 ミガキ、内面板ナデ、底部外面 ミガキ 底径 1/2 角閃石・雲母

祢・壺 中・多 黒、明黄褐 外面マメツ、内面ナデ 底部完存

弥・甕 細・少 褐 外面ナデ、内面板ナデ 底部完存 角閃石

弥 。■ 細・ 普 灰、黒 。にぶい黄橙 外面ハケロ、内面板ナデ 底部完存 角閃石

弥 。甕 徴 。少 灰黄、浅黄・ 黒 外面 ミガキ、内面板ナデ 全体 1/2 角閃石

弥・ 甕 細 。少 にぶい黄褐・ 黒褐 外面クス・り→ナテ・、内面タス・り・指押え 底径 1/3 角閃石・雲母

弥・甕 細・普 暗灰黄、灰黄・ 黒 外面ロロき→ミがキ、内面ナテ・、底外面にヘラ記号 底部完存 角閃石・雲母

弥 。壺 細・少 黄褐、にぶい黄褐 外面 ミガキ、内面ケズ リ 底部完存 角閃石

弥・ 甕 細・普 フ・イ黄褐、褐灰・ 黒褐 外面口pき →板ナデ、内面板ナデ 底部完存 角閃石・雲母
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遺物番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態・手法の特徴 残存率 備考

弥・高杯 225 中 。普 にぶい黄褐 口縁ナデ、外面ケズ リ→ ミガキ、内面 ミガキ 口径2/3 角閃石・雲母

弥・高杯 細・普 にぶい黄橙 □縁ナデ、外面ケズ リ→ナデ、内面 ミガキ 口径 1/4 角閃石・雲母

弥 。高杯 微 。少 浅黄・ 灰 口縁ナデ、外面ケズ リ→ナデ、内面 ミガキ 全体 1/4 角閃石・雲母

弥 。高杯 中 。多 灰黄褐 □縁ナデ、杯外・内面 ミガキ、脚外面 ミガキ

、内面ケズ リ、円盤充根

□径1/2 角閃石

弥・高杯 中 。少 にぶい褐 口縁ナテ・、外・内面ミがキ、脚内面タス・り、円盤充根 口径 1/2 角閃石

弥・高杯 細・普 にぶい橙 口縁ナテ・、外面ミがキ、内面ミがキ、円盤充瞑 □径3/4 角閃石・雲母

335 弥・高杯 中 。普 橙 。にぶい黄橙 日縁ナテ・、外面ミがキ、内面ミがキ、円盤充猥 □径 1/3 角閃石・雲母

弥 。高杯 中・普 にぶい黄 外面ナデ、内面ナデ 口縁細片 雲母

弥 。高杯 粗・ 少、中・普 灰褐、黒・ にぶい橙 外面マメツ、内面ケズ リ 全体 1/4

弥 。高杯 微 。少 黒、にぶい責橙 外面 ミガキ、内面ナデ、棒状工具痕 脚部 1/6

弥 。高杯 中・普 灰黄褐 外面ナデ、 ミガキ、内面 しば り目・ ケズ リ 脚部完存 角閃石・雲母

第86図  3区 S D03出 土遺物 5(1/4)
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第87図  3区 S D03出 土遺物6(1/4)

さえとなっている。326は底部は輪台状に上げ底 となっており,底部外面にヘラ描 きの記

号が描かれている。体部の外面には縦方向の叩きの後にヘラミガキを施 している。327は

突出気味の底部で,体部外面はヘラミガキを,内面はヘラケズリを施 している。328は 底

部は突出し肥厚 している。体部外面は叩きの後に板ナデを施 している。

329～ 346は高外である。329は 口縁部は長 く大 きく外反 して立ち上がり,強 くナデてい

るため口縁部の内・外面には凹線が形成されている。外部の外面にはヘラケズリの後に多

角形のヘラミガキを,内面には格子状のヘラミガキをそれぞれ施 している。円盤充填となっ

ている。330～ 335は 口縁部が短 く立ち上がり,強いナデのため口縁部立ち上 り部外面には

鋭い稜を形成 している。日縁部端部は内 。外側に拡張 し上側に幅広の面を作るものである。

330は 口縁部端面に細い凹線を 3条巡 らす。外部外面はヘラケズリの後にナデ,内面はヘ

ラミガキを施 している。331は 口縁部端面に細い凹線が 3条巡 り, 日縁部立ち上 り部の内

・外面に沈線が 1条巡る。外部外面はヘラケズリの後にナデている。332は 口縁部端部を

内 0外側に大 きく拡張 し,端面に凹線を 3条巡 らす。外部 は両面 とも放射状にヘラミ

ガキを丁寧に施 し,内面の外部底部は横方向のヘラミガキを加えている。脚部の上部には

円形の透かし穴が 4個あるが,そ のうち 1個 は未貫通である。円盤充填となっている。333

遺物番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態・手法の特徴 残存率 備考

弥・高杯 細・少 黒褐・灰黄 外面ナデ・ ミガキ、内面 ミガキ 全体 1/6 角閃石・雲母

弥 。高杯 中・普 暗灰黄 外面 ミガキ、内面 ミガキ □径 1/4 角閃石・雲母

弥・ 高杯 微 。多 にぶい黄橙 外面ハケロ、内面ナデ 底径 1/2 角閃石

弥・ 高杯 7 細 。少 黄褐 外面ミがキ、内面ナテ・、脚部の上下に円盤充瞑 底径3/4 角閃石

弥・高杯 微・ 少 黒褐、黄灰 外面 ミガキ・ ナデ、内面板ナデ、円盤充颯 底径 1/8 角閃石・雲母

弥 。高杯 微 。少 黒褐 外面 ミガキ、内面ナデ 脚部3/4 角閃石・雲母

弥・高杯 粗・少、微・ 少 灰黄褐、にぶい黄褐 外面 ミガキ→ナデ、内面板ナデ、円盤充瞑 底径 1/4 角閃石
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は日縁部端面に凹線を3条巡らす。不部外面には放射状の,内面には多角形のヘラミガキ

をそれぞれ施している。脚部上端部の内面はヘラケズリとなっている。円盤充填である。

334は 口縁部端部を特に外側に大きく拡張する。335は 口縁部端面は傾斜し凹線を 2条巡ら

す。外部は両面とも多角形のヘラミガキを施す。336は 日縁部の細片である。口縁部は直

吻

遺物番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態・手法の特徴 残存率 備 考

弥・鉢 微・少 黒・ 黒褐 外面指押え・ナデ、内面指押え・ ナデ 全体2/3 角閃石・雲母

弥 。鉢 llB・ 少 にぶい黄橙、灰責褐 外面 ミガキ・ナデ、内面ナデ、円盤充填 脚部完存 角閃石・雲母

弥・鉢 細・ 多 暗灰黄、にぶい責 外面ミがキ、内面タス
゛
り→ミがキ、底部外面ミがキ 底部完存 角閃石、内(赤 )

弥・鉢 丸底 中・普 責褐 口縁ナデ、外面ケズ リ、内面 ミガキ 全体 1/2 角閃石 。雲母

弥・鉢 微・少 にぶい黄・ 黒褐 口縁ナデ、外面ハケロ、内面ナデ・ ミガキ 全体 1/6 角閃石・雲母

弥 。鉢 中・多 にぶい黄褐 □縁ナデ、外面ケズ リ、内面ハケロ→ ミガキ □径 1/1 角閃石・雲母

弥 。鉢 中・普 暗灰黄 外面ハケロ、内面ナデ 口径 1/5 角閃石

弥・鉢 細 。少 黄褐 口縁ナデ、外面ハケロ、内面 ミガキ □径 1/4 角閃石・雲母

3区 S D03出 土遺物 7
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立し端部を外側へ曲げている。口縁部外面には棒状浮文が現存で 3本ある。337は 脚部端

部を拡張している。脚部外面下部には櫛描きにより施文されている。338は 脚部端部内面

を強くナデている。また脚部内面には棒状工具の痕跡がある。円形の透かし穴が現存で 3

個ある。339は脚部端部を拡張させており,内面下半はヘラケズリを強く施 し器壁を快り

取っている。外面は下半にヘラミガキを施 している。340は 日縁部は丸みをもって立ち上

がる。日縁部内面には横方向のヘラミガキを,外部内面には放射状のヘラミガキを施 して

いる。341は 日縁部内 。外面に横方向のヘラミガキを,不部外面には放射状,内面には格

子状のヘラミガキをそれぞれ施している。342は脚部は短 く大きく開く。外面にはハケロ

を施し,円形の透かし穴が 2個 1単位で現存で 3単位ある。343は 不部側と脚部側の 2箇

所に円盤充填を行なっている。344は脚部は端部付近で大きく屈曲して横に開き,端部を

若干つまみ上げている。内面には板ナデを施 している。345は 脚部外面はヘラミガキであ

る。円形の透かし穴が現存で 3個ある。346は 厚手の脚部で,直線的に開き端部が若干外

側に開く。外面はヘラミガキの後にナデ,内面は板ナデとなっている。

347～ 354は鉢である。347は体部上部が内湾し,内 0外面全体に指押さえ痕が顕著であ

る。348は鉢の脚部と考えられるもので, 2個 1単位の円形の小さな透かし穴が 6単位あ

るが, このうちの6個 は未貫通である。脚部は短く直線的に開き,円盤充填の剥離 した痕

跡がある。349は鉢の底部で,体部の外面はヘラミガキ,内面はヘラケズリの後にヘラミ

ガキを施している。底部も内・外面ともにヘラミガキとなっている。内面に赤色顔料が若

干付着している。350は高不の不形の鉢で,日縁部は長 く外反気味に立ち上がる。日縁部

を強くナデており内面には凹線が形成されている。日縁部の立ち上り部は明瞭な稜がある。

体部は口縁部に比べて浅く丸底となっている。外面はヘラケズリ,内面はヘラミガキとなっ

ている。351も高不の不形の鉢で,日縁部は直線的に斜め上方に立ち上がる。日縁部立ち

上り部内面にはヘラミガキが施されている。体部は浅く,外面にハケロを施している。352

は大型の鉢で,日縁部は長く外反して立ち上がり,内 0外面を強くナデているために凹線

が形成されている。体部は外面にヘラケズリを,内面はハケロの後にヘラミガキを施 して

いる。353は体部は上部でやや内傾し,日縁部は端部を内・外側に拡張し上側に幅広の面

を作る。体部外面にはハケロを施している。354は下半は欠損しているが,体部上半は直

線的で,日縁部は外側に短く屈曲する。体部上部には凹線が施され,下部にはハケロが施

されている。内面にはヘラミガキが施されている。

355～ 357は器台である。355は 口縁部は大きく外反し,端部を上下に拡張させ強くナデ
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ている。内・外面ともにハケロを施し,大 きな円形の透かし穴が現存で 1個 ある。356は

下半部は欠損しているが,体部の幅は狭くなっている。日縁部端部を上方に拡張し,端面

には凹線を施した後に中に竹管文を施した円形浮文を貼り付けている。外面にはハケロを,

内面にはヘラミガキを施している。357は全体に弓なりに反っており,外面には全体にハ
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第89図  3区 S D03出 土遺物 8(1/4)

「、ルジ形%多

遺物番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態 。手法の特徴 残存率 備考

弥・器 台 中・普、粗 。少 にぶい黄橙 口縁ナデ、外面ハケロ、内面ハケロ 口径 1/4 角閃石 。雲母

356 弥・器台 微・多 にぶい責橙 外面ハケロ・ ナデ、内面 ミガキ 口径 1/4 角閃石 。雲母

弥 。器台 細 。少 ニフ・イ黄橙、ニフ・イ黄褐 外面ハケロ、内面板ナデ・ ナデ・ ハケロ 口径 1/4 角閃石

弥 。餃 中・多 にぶい赤褐・灰褐 外面マメツ、内面ケズ リ 全体4/5

弥 。広片□ 幅 H 厚15 中・普 黒褐、暗灰黄・ 黒 外面ミガキ、内面ミガキ、内面にこげが付着 全体 1/2 角閃石、側 (赤 )
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遺物番号 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 石材 形態 。手法の特徴 備考

石鏃 サヌカイト 平基

打製石庖丁 6 結晶片岩

打製石庖丁 結晶片岩

二次加工のある剣片 サヌカイト

スクレイパー サヌカイト

二次加工のある剥片・ 1 サヌカイト

第90図  3区 S D03出 土遺物 9(1/2)

-144-―



ケロを施している。内面は上部が板ナデ,下部がハケロとなっており,体部中央に長方形

の透かし穴が現存で 3個 ある。

358は甕の底部に穿孔して甑としたものである。底部は突出しており中央よりややずれ

た場所に穿孔している。外面は摩滅しているが,内面は全体にヘラケズリを施している。

359は把手付広片口皿である。甕か鉢を割って転用しているような形で,甕か鉢の底部

に相当する部分を奥側の把手部にしている。体部はほぼ水平だが先端部は若干上に上がっ

ている。体部の内・外面と把手部の内・外面ともにヘラミガキを丁寧に施している。内面

には何かを煮沸したと見られる焦げが付着している。また器壁の側縁部には赤色顔料が付

着している。

360～ 365は石器である。360は平基の打製石鏃である。3610362は 結晶片岩製の石庖丁

と考えられるが刃部の作りは弱い。363は剥片の下側に二次加工が見られる。364は欠損し

ており全体の形は不明であるが,下部に刃部を作り出しておリスクレイパーと考えられる。

365は片面に自然面を残した剥片を利用し,下部に刃部を作り出している。

以上S D03の 遺物を見てきたが,大部分は弥生時代後期初頭のものと考えられる。 しか

し30603290350な ど弥生時代終末～古墳時代初頭まで下る遺物もあるが, これらは後世

の混入と考えられ, S D03は弥生時代後期初頭の時期と考えたい。

S D04(第 81・ 91092図 )

3区の西部で, S D03と 重複して検出した溝である。S D04は S D03の西半分に重なり,

調査区の南壁際で東側に緩く曲がり調査区外に続く。溝は調査区南壁から北へ3.5mの と

ころで一部途切れており,溝の北部はS D03と ともにS R02に切られている。 S D04は S

D03の埋没後に掘削されており,幅0.9～ 3.lm,深 さ0.2～ 0.35mほ どである。埋土は南部

は暗茶褐色粘土,北部は上層に灰褐色粘質土,下層に黒色粘質土が堆積していた。 S D03

の埋土を掘削しているため,本来S D03に属する遺物も含まれていると考えられ,ま た逆

に本来S D04の遺物がS D03に 混入しているとも考えられる。S D03で 時期の下ると考え

られる30603290350の遺物は本来S D04の ものであった可能性が高い。

366～ 3680373は壺である。366は頸部は外反して外面に凹線を巡らせ,日縁部端部は丸

く収める。体部上半は張りはなく体部中央部付近に最大径がくる。頸部下半にはヘラ圧痕

文を施す。体部外面は摩滅しているが,上部には板状工具の小日の跡が残っている。367

は口縁部外面に幅広のヘラミガキが見られる。また頸部外面には摩滅した沈線が縦に4本
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遺物番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態 。手法の特徴 残存率 備考

弥・壺 中・普、粗 。少 にぶい黄 外面ナデ、内面ナデ 。指押え 口縁完存 角閃石

弥・壼 中・普 明褐 外面ナデ・ ミガキ、内面ナデ □縁完存 角閃石

弥・壼 中 。普、細 。多 灰白、浅賞橙 全体マメツ 口径

弥・甍 中・普 にぶい黄褐 外面ナデ・マメツ、内面ナデ □径 角閃石

弥・甕 中・普 にぶい黄橙 外面ナデ、内面ナデ □径 角閃石

弥・甕 細 。普 黄褐 外面ナデ、内面ナデ 口径 角閃石

弥・ 甕 中・ 少 オリープ褐、黄褐 外面ナデ、内面ナデ 。指押え □径 角閃石

弥・壺 中・普 褐灰、こフ・イ黄橙 外面叩き、内面板ナデ・ナデ 底径 1/2 角閃石

弥・甕 微・普 明褐 外面マメツ、内面ナデ、外面に沈線 2条 底径3/4 角閃石

弥・高杯 微・普 明黄褐 外面ナテ・、内面サテ・、円盤充根、円形透 し穴 5個 ほぼ完存 角閃石

弥・高杯 中 。少、細 。普 にぶい褐、にぶい黄相 杯部外面サテ・・タス・り、内面ナテ・・ミがキ、円盤充颯 体部4/5 角閃石

第91図  3区 S D04出 土遺物 1(1/4)
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遺物番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態 。手法の特徴 残存率 備考

377 弥・高杯 微・ 普 橙、にぶい黄褐 外面ナデ、内面ナデ・板ナデ 口径 1/8 角閃石

弥・高杯 320 租 。少、中・ 僣 にぶい黄、黄褐 外面口縁ナデ、内面マメツ 口径 1/7 角閃石

弥・ 高杯 微・多、中 。少 にぶい黄橙 外面マメツ、脚内面ナデ、円形透 し4個 脚部完存 角閃石

弥・ 甑 細・普、中・ 少 明褐 外面マメツ、内面ナデ 底部完存 角閃石

第92図  3区 S D04出 土遺物 2(1/4)

あるが,文様か絵画の一部かも知れない。368は 口縁部は頸部から横へ大きく屈曲し,端

部は下方に拡張している。全体に摩滅している。373は 壺の底部と考えられ,底部は肥厚

している。体部外面には叩きが施されている。

369～ 372・ 374は甕である。369は 口縁部端部が肥厚している。370は 口縁部は鋭 く横に

屈曲し,端部を下方に拡張させている。体部上部は屈曲して頸部のようになっており,内

面を強くナデている。371・ 372の 口縁部は短く鋭く屈曲し,端部を上下に拡張している。

374は底部であるが,やや突出気味である。

375～ 379は高不である。375は 口縁部は外部から鋭く屈曲して直線的に立ち上がる。脚

部は円筒状の脚柱部から大きく真横に開き,脚部の下部は接地している。脚部端部は外側

に面を作り,円形の透かし穴が 5個ある。全体にナデており,円盤充填である。この高不

は大部分がS D04か ら出土したが, S D03か ら出土したものとも接合している。376は 日

縁部は不部から丸みをもって屈曲し,直線的に立ち上がる。外部は外面はヘラケズリ,内

面は摩滅しているが一部にヘラミガキが残っている。脚部はエンタシス状の脚柱部から鋭

く屈曲して外側に開いている。脚部端部を強くナデており,脚部は全体に摩滅している。

377は 口縁部は外部から鈍い稜を形成して直線的に立ち上がり,端部は丸く収めている。

不部内面に板ナデの痕跡がある。外面はナデている。378は 日縁部は外部から丸みをもっ

て立ち上がり,強い2段のナデを施している。外部は全体に摩滅している。379は 脚部は

直線的に開き,円形の透かし穴が4個ある。外面は摩滅しており,内面上半は指による強

いナデ,下半は弱くナデている。
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380は甕の底部に穿孔して甑としたものである。

孔されている。

S K01(第93図～95図 )

3区の中央やや東寄りで, S D01と 重複 し

て検出した土坑である。S D01の調査区南壁

部分からS D01上を北に9mの所で, S D01

のB一 B'ベルトのすぐ南側に位置している。

土坑の平面形は一部不正形ながらも,長径1.

lm×短径1.Omの ほぼ隅丸方形となっている。

S D01の 埋没後に掘削されており,土坑の南

側部分の掘り込みは急で垂直に近くなってい

る。深さは0.65mで埋土は3層 に分かれる。

最上層は暗褐色粘土層であるが,土器の破片

が密集して堆積していた。中層である暗茶褐

底部はやや突出しており,中央部に穿

A―
15.50 A'

色粘土層には完形の大型の器台が 1個横向き  1.暗褐色粘土
2 暗茶褐色粘土

になって出土 した。器台は最下層にまで及ん  3.黒色粘土(粘性3虫レヽ
:

でいるが,そ れ自身の重みでやや沈んだもの

と考えられる。中層では器台以外の土器は出
第93図  3区 S K01平・断面図 (1/30)

土しなかった。最下層の黒色粘土層は極めて粘性が強く,高不を中心とする土器と全体に

線刻を巡らす壺などが出土している。また最下層からは木製品の細片が 2, 3点出土 した

が,器種は不明で図化には至らなかった。器台に対応する大型の壷は出土しなかったもの

の,完形の大型器台や脚部内面に煤のついた高不や線刻を施した特殊な壷などの出土から

考えて,普通の廃棄土坑とは異なる性格の土坑と考えたい。

出土遺物のうち38303850386・ 391・ 394～ 3960399は最下層出土,398は 中層出土, こ

れ以外は最上層出土となっている。

381～ 3850391は壺である。381は 口縁部端部を上下に拡張するが,特に上方への拡張が

強い。382の 口縁部は大きく開き,端部は下方に拡張している。また端面には竹管文を施

しているが,原体が割れているのか, 3本を組み合わせたのか竹管文は途中で 3箇所途切

れている。383は下部が欠損しているが,お そらく脚部が付く直口壺である。頸部は短く
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遺物番号 器種 □径 器高 底径 胎 土 色調 形態・手法の特徴 残存率 備考

弥・ 壺 中・多 オリープ褐 外面ナデ、内面ナデ 口径

弥・壺 細 。少 灰黄、にぶい責橙 外面ナデ、内面ナデ □径 角閃石・雲母

弥・壺 l 中 。普 浅黄 □縁ナテ・、外面ミがキ。マメツ、内面タス・り→ナテ・ 口径

弥 。壼 8 細・普 にぶい黄 。明褐 外面ナデ、内面ナデ □径 角閃石

弥 。壺 中・普 褐 外面ナデ、内面板ナデ、外面全体に線刻 底部完存 角閃石・雲母

弥・ 甕 9 微 。普 にぶい責橙・ 黒 口縁ナデ、外面ナデ、内面ケズ リ □縁完存 雲母

弥・ 甕 2 中・普 褐灰橙、橙 外面マメツ、内面板ナデ □径

弥・壺 中・少 にぶい橙、にぶい褐 外面ナデ、内面ナデ □径 角閃石・雲母

弥・ 甕 粗 。少 黒褐、にぶい黄褐 外面マメツ、内面指押え 口径 角閃石

弥・甕 4 中・ 少 黒褐 。にぶい責橙 □縁ナデ、外面ハケロ、内面ナデ 口径 角閃石

弥・壼 粗 。多 灰黄褐・ 黒 外面 ミガキ、内面ケズ リ 底都完存

弥・甕 微 。少 灰黄褐、褐灰 外面ナデ、内面ナデ 底部完存 角閃石

弥・壺 細・普 にぶい褐、にぶい赤棲 外面ナデ、内面指押え・ナデ 底径1/2

第94図  3区 S K01出 土遺物 1(1/4)
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上方に立ち上がり,上側に平坦な面を作り竹管文を施す。頸部には弱い凹線が巡り,円形

の穿孔が現存で 1個ある。体部は扁平な算盤玉形で,中央屈曲部には凹線を 1条巡らせ,

6個 1単位の竹管文を現存で 2単位施している。全体に摩滅しているが,体部外面にはヘ

ラミガキが一部見られる。内面はヘラケズリの後にナデている。384は 口縁部は頸部から

大きく横へ開き,端部を方形に作り出し竹管文を施す。日縁部内面には細かい凹線を巡ら

す。頸部外面には凹線を巡らし,内・外面ともにナデている。385は上部が欠損 している

ため全体の形状は不明であるが,下半は徳利のような形で外面に装飾を加えていることか

ら壷と考えた。外面にはヘラ描きで格子状の線刻を全体に巡らせているが,内容は不明で

ある。外面はナデ,内面は板ナデであるが板状工具の端部が当った痕跡が顕著である。底

部の立ち上り部は丸みを帯びており,体部中程がやや肥厚する。391は 壺の底部で,立ち

上り部は鋭くなっている。外面はヘラミガキ,内面はヘラケズリである。

386～ 390・ 3920393は甕である。386は 日縁部内面を指押さえで整形 しており,体部内

面はヘラケズリを施している。387は 口縁部端部を下方に拡張 している。3880389は 日縁

部端部を上方に拡張している。390は 口縁部は短 く,端部を上下に拡張 している。体部外

面にはハケロを施す。3920393は突出気味の底部である。

394～ 396は高不である。394は脚部は円筒状の脚柱部から屈曲して直線的に開く。脚部

端部はやや肥厚している。395は外部上部は欠損しているが,全体に内湾している。外部

外面はヘラミガキ,内面はナデている。脚部は短く「ハ」字形に開き,端部内側を強くナ

デている。396は 円筒状の長い脚柱部から鋭 く屈曲して直線的に開き,端部は上方に拡張

している。脚柱部外面はハケロの後にヘラミガキを丁寧に施し,内面はナデている。脚部

裾部は外面にヘラミガキを施し,円形の透かし穴が現存で 1個ある。また脚部裾部の内面

には煤が付着している。

397は小型の鉢で体部は直線的に開き,日縁部がやや肥厚している。体部外面はハケロ

の後に指押さえを加えている。底部は突出気味である。

398は大型の器台で,全体に弓なりに反っている。日縁部端部を下方に大きく拡張し,

外側に凹線を6条巡らせている。日縁部の上側には竹管文が施されている。脚部は端部は

肥厚しており,裾部外面に凹線を6条巡らせている。体部の上下に円形の透かし穴がそれ

ぞれ 9個ずつあり,透かし穴と透かし穴の間には沈線を6条巡らせている。全体に摩滅 し

ており調整は不明である。

399は蓋である。直線的に開き,端部は横へ屈曲して斜め上方につまみ上げる。円形の
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透かし穴が 2個 1単位で 2単位ある。高不の脚部を転用したものと思われ,上部をナデて

丁寧に仕上げている。外面はヘラミガキを施し,内面はナデている。

400は土玉で,直径2.7cmの 球形で中央部に両側から穿孔している。

≧Q
396

笏 ゝ ①
399

o tott
Fffi--f-_._

-

NE- .JCm

-

遺物番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態 。手法の特徴 残存率 備考

弥 。高杯 6 細 。少 黄褐 外面ナデ、内面ナデ、円盤充瞑 底部完存 角閃石

弥・ 高杯 中 。少、粗・ 少 にぶい黄褐 杯外面ミがキ、内面ナテ・、脚外面ナテ・、内面タス・リ脚部完存 角閃石

弥 。高杯 微・少 黒褐、黒褐・褐 外面ハケロ→ ミガキ、内面ナデ、円盤充填 底径 1/5

弥 。鉢 細・普 褐、にぶい黄褐 外面ハケロ、内面ナデ 。指押え 口径 1/4

弥・器台 中 。多 褐・ にぶい黄 全体にマメツ ほぼ完存 角閃石

弥 。蓋 微・少 黒、灰黄褐 外面 ミガキ、内面ナデ 体部4/5 角閃石・雲母

弥 。土玉 径27 微・普 褐 外面ナデ、両面から穿孔 完存 角閃石

第95図
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遺物番号 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 石材 形態 。手法の特徴 備考

スクレイパー l.7 サヌカイト

3区 S K01出 土遺物 2(1/2



401は スクレイパーで大型の剥片を使用し,下部に刃部を片側から作り出している。上

部は厚くなっており,両側から調整を加えている。

S K01の 遺物は層位的な時期差は認められず,弥生時代後期初頭と考えられる。

S R01(第96図～第111図 )

3区の北東部で検出した旧河道で,調査区内では旧河道の南側の肩のみを検出した。河

の中央やや北側には中州状の高まりがあり, これを境に北側と南側に河は分岐している。

南側の流れはS D01と S D02と の交点部分でこれらの溝を切って東西方向から北西方向

に向きを変えている。南側の流れは幅3。 5～7.Om,深 さは0.5mほ どで,最下層には粘性の

強い黒褐色粘土が堆積している。南側の流れは西側の屈曲部分でS D01と S D02を 切って

いるため,本来これらに属していた土器が西側を中心に多く出土した。しかし東側に向か

うほど土器は少なくなるため,本来S R01に伴う土器は少なかったものと思われる。

北側の流れは北側の肩を検出していないため幅は不明である。河が 2つ に分岐する部分

の北側の部分には,木杭を組み合わせて井堰を構築している。井堰は分岐点にあたる中州

状の高まり部分の東側の先端部に,先端を鋭利に尖らせた木杭を地山である青灰色粘土層

に縦方向に深く打ちつけて杭列を作っている。杭列は0.5mの間隔をあけて東西 2列に見

られるが,西側の杭列は残りが悪い。そして 2列の杭列の間に南北方向の横木を 1本渡し

ている。この横木は途中で枝分かれする自然木を利用しており, 2又に枝分かれした部分

の内側にも杭を打ちつけて横木を固定している。高まりの北側の水が流れる部分の杭の残

存状況は悪い。杭の多くは上側が欠損しており下部だけが地山内に残っており,地山に0。

2～0.3mほ ど打ちつけている。この北側の流れの埋土は中程で粘土と砂の互層となってお

り,水が頻繁に流れた痕跡がある。井堰から浮遊したと考えられる杭や木片が井堰の西側

に多く見られること,さ らに土器が井堰の東側の部分と井堰の内部にあり西側に無いこと

などから,井堰の東から西に向かって水が流れていたと考えられる。つまりこの井堰は取

水部分に構築されたものと言える。

402～ 421は壺である。402は 口縁部端部は外側に面をもち,刻み目が施されている。頸

部上半には凹線を巡らせ,下半にはヘラ圧痕文を施す。体部との境部分にはハケロが見ら

れる。403は 口縁部端部は上側に面をもち細い凹線が 1条巡る。頸部は上半が肥厚し,全

体にハケロを施した後に上半をナデて凹線を巡らす。404は 頸部は全体に外反 し上半に凹

線を巡らす。405～ 411は 口縁部端部を拡張するものである。405は 口縁部端部を下方に拡
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第96図  3区 S R01断面図,井堰平・立面図 (1/40)
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遺物番号 器種 □径 器 高 底径 胎 土 色調 形態 。手法の特徴 残存率 備 考

弥・壺 細 。少 にぶい黄橙・黒 外面ナデ・ハケロ、内面ナデ □縁完存 角閃石 。雲母

弥・壺 微 。少 暗灰黄 外面ハケロ→ナデ、内面ナデ □径 角閃石・雲母

弥・壼 中 。少 にぶい黄橙・褐灰 外面ナデ、内面ナデ・絞 り目 □径 角閃石

弥・壺 細 。多 にぶい黄褐 □縁ナデ、外面 ミガキ、内面ナデ □径 角閃石・雲母

弥・壺 中 。普 にぶい黄橙 外面ナデ、内面ナデ □径 角閃石・雲母

弥 ・ 壺 中・普 にぶい黄橙、灰黄褐 外面ナデ、内面マメツ □径 雲母

弥・壺 粗・少 にぶい黄橙 口縁ナデ、外面 ミガキ、内面ナデ 。指押え □径 角閃石

弥・壺 細 。少、中・ 少 にぶい黄褐、灰黄褐 □縁ナデ、外面ハケロ→ ミガキ、内面ナデ □径 1/4 角閃石 。雲母

弥・壺 微・少 にぶい褐 口縁ナデ、外面 ミガキ、内面ナデ □径1/3 角閃石・雲母

弥・壼 中・多 浅黄 □縁ナデ、外面ハケロ→ ミガキ、内面マメツ □径 1/3 角閃石

第97図  3区 S R01出 土遺物 1(1/4)
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遺物番号 器種 口径 器高 底径 胎 土 色調 形態 。手法の特徴 残存率 備考

弥・壺 中 。普 黒、にぶい黄褐 外面ハケロ、内面ナデ 体部細片 雲母

弥 。壼 細・ 多 褐 外面ナデ、内面ナデ、外面に文様 体部細片 角閃石

弥・壺 中 。少 にぶい責褐・黒 外面口pき 、内面タス・り→サテ
・

、外面にヘラ描き文様 体部細片 角閃石 。雲母

弥・壼 微 。少 灰責・黒 □縁ナデ、外面指押え・ ミガキ、内面ナデ □径 1/2 角閃石・雲母

弥・壺 微・多、中・少 灰黄褐 □縁ナデ、外面ハケロ→ ミガキ、内面ハケロ □径 1/3 角閃石・雲母

弥・壼 微・少 にぶい黄橙 □縁ナテ・、外面ハタロ、内面サテ・・指押え・ケス・リ口径2/5 角閃石・雲母

弥・壼 微・ 少 黒、黒・ にぶい橙 外面 ミガキ、内面板ナデ 体部 角閃石

弥 。壺 中 。少 にぶい賞 外面ハタロ・ ミがキ、内面ナテ・・ 指押え 。板ナテ・ 体部 角閃石・雲母

弥・壼 粗・ 少、中・普 にぶい黄褐 □縁ナテ・、外面ミがキ・マメツ、内面タス・り。指押え □径 角閃石

弥・壼 中 。多、粗 。多 明赤褐 。灰責 □縁外面ハケロ、頸部下部ハケロ、その他マメツ □径

第98図  3区 S R01出 土遺物 2(1/4)
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遺物番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態 。手法の特徴 残存率 備考

弥 。甕 中・普 暗灰黄・黒褐 □縁ナデ、外面口pき 、内面ナデ 口径 1/4 角閃石

弥・甕 中・ 少、細・ 少 にぶい黄褐 □縁ナテ・、外面ハケロ、内面几タロ→ナテ・・ケス・リ □径 1/3 角閃石

弥・甍 中 。少 にぶい黄橙 口縁ナデ、外面ハケロ、内面指押え・ ケズ リ 口径1/4 角閃石・雲母

弥・壺 粗 。少、細・ 少 にぶい黄橙 口縁ナデ、外面ハケロ、内面指押え、ナデ □径 1/6 角閃石・雲母、内 (赤 )

弥・壺 中・普 にぶい褐・ にぶい黄橙 口縁ナデ、外面 ミガキ、内面ケズ リ □径3/4 角閃石・雲母

弥・琵 微 。少 にぶい黄褐・ 黒 □縁ナデ、外面ハケロ、内面指押え 。ナデ 口径 1/6 角閃石 。雲母

弥・甕 微 。少 黒褐・ にぶい褐 口縁ナデ、外面ナデ、内面ケズ リ 口径 1/4 角閃石・雲母

弥・甕 中 。少 ニフ・イ黄橙、ニフ・イ黄褐 □縁ナデ、外面ナデ、内面指押え・ナデ □径 1/5 角閃石・雲母

弥 。甕 細・少 橙・ 黒褐 □縁ナテ・、外面ナテ
゛
、内面ナテ・・棒状工具のタス・リ □径 1/4 角閃石

弥・壺 微・普 にぶい褐 口縁ナテ・、外面ハケロ、内面指押え 。タス・リ □径 1/4 角閃石・雲母

弥・甕 細・普 にぶい責褐 □縁ナデ、外面ナデ、内面ナデ 。指押え 口径7/8 角閃石・雲母

3区 S R01出 土遺物 3(1/4)第99図
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張し,外側に円形浮文を 2個 1単位で貼り付け,そ の間に竹管文を 2個 1単位で施す。頸

部外面はヘラミガキである。406は 日縁部は頸部から大きく屈曲して開き,端部を上下に

拡張している。口縁部外面には凹線を施した後に3個 1単位の竹管文が現存で 2単位見ら

れる。頸部には凹線が 2条巡る。407は 日縁部端部を大きく上下に拡張 し,外面に傾斜す

る幅広の面を作る。そして端面には3個 1単位の竹管文が現存で 3単位ある。408は 口縁

部端部を上下に拡張するが,下側への拡張部分を肥厚させている。体部上部にはヘラミガ

キが施され,内面は指で縦方向に強くナデている。409は 頸部全体が大きく外反し,そ の

まま口縁部端部に至る。日縁部端部は下方に弱く拡張する。頸部外面にはハケロの後にヘ

ラミガキを施している。4100411は頸部は長く直線的に外傾し,日縁部端部は下部に粘土

を貼り足して下方に拡張させている。410は頸部外面にヘラミガキを丁寧に施 し,内面は

ナデている。411は 口縁部端部の下方への拡張部分は方形に肥厚している。頸部外面には

ハケロの後にヘラミガキを施している。412～ 414は体部の細片であるが,いずれも外面に

文様が施されている。412は櫛描き波状文である。413は 3本の線が角張ったS字状になっ

ており,中央の線は途中で切れておりやや平行に重ねて続けて引いている。 3本線の内側

には鋭角に屈曲した線刻の一部が見えるが全体の形は不明である。414は 4本の鳥の足の

ような記号が線刻されている。415は頸部は直線的でそのまま口縁部に至るが, 日縁部下

を強くナデているため深い凹線が内外に形成されている。頸部外面には指押さえの後にヘ

ラミガキを施している。416も頸部からそのまま口縁部に至り,日縁部を強くナデている。

体部上半は張りがなく,外面はハケロの後にヘラミガキを,内面はハケロを施している。

417は頸部が直線的に開いた後に口縁部が上方に立ち上がるが, 日縁部は強くナデている

ためやや外反している。日縁部の立ち上り部外面には断面方形の刻み目突帯を貼り付けて

いる。頸部外面にはハケロを施し,下部にはヘラ圧痕文を加えている。内面はナデている。

頸部と体部の接合部は細くなっており,体部外面にはハケロを施す。内面は粘土紐のつな

ぎ目が残り,一部ヘラケズリを施している。418は 体部は扁平で,中央屈曲部に断面三角

形の突帯を 2条貼り巡らせている。外面にはヘラミガキを施している。419も 扁平な体部

の壷で,外面中央部には横方向の,下部には縦方向のヘラミガキをそれぞれ施す。上半部

はハケロで,中央やや上側に刻み目を施している。内面上半は指で縦方向に強くナデてい

る。420は 内傾気味に屈曲する頸部から口縁部は大きく開き,端部は上方に肥厚させてい

る。体部は張りがあり,外面にはヘラミガキを施す。内面はヘラケズリの後に指押さえを

多く行なうが,爪の痕跡が多数残っている。421は頸部立ち上がり部の内面は鋭くなって
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遺物番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態 。手法の特徴 残存率 備考

弥・壺 細・ 多 にぶい黄橙 口縁ナデ、外面ナデ、内面ナデ・板ナデ □径 1/3 角閃石・雲母

弥 。甕 微・普 褐灰、ニフ・イ赤褐・灰権 回縁ナデ、外面ハケロ、内面指押え・ケズ リ 口径 1/8 角閃石・雲母

弥・ 壺 中・ 少、細・ 少 にぶい黄褐 □縁ナテ・、外面叩き→ナテ・、内面指押え・ナテ・ 口径 1/2 角閃石 。雲母

弥・壺 微・多 にぶい褐 口縁ナデ、外面ハケロ、内面ケズリ □径 1/3 角閃石

弥・ 甕 中・普 ニフ・イI13、 ニフ・イ黄褐・黒 口縁ナデ、外面ハケロ、内面ナデ 。ケズ リ 口径1/4 角閃石・雲母

弥・甕 粗・ 多 にぶい黄橙 口縁外面ハケロ、内面ナテ
゛
、外面マメツ、内面タス・リ口径 1/2 角閃石

弥・壺 中・ 多 浅黄 全体にマメツ 底部完存

弥・壺 中・普 灰黄、灰黄褐・黒 外面 ミガキ、内面ナデ 。板ナデ 底部完存 角閃石・雲母

弥・壼 中 。少 灰オリープ 。黒 外面板ナデ、内面ナデ、底部外面木の葉圧痕 底径 1/2 角閃石・雲母

弥 。壺 中 。少 ニフ・イ黄褐、ニフ・イ黄橙 外面マメツ、内面板ナデ 底径 1/2 角閃石

弥 。壼 5 細 。少 にぶい黄褐 外面 ミガキ、内面板ナデ 底部完存 角閃石・雲母

弥・壺 細・ 少 灰黄褐、灰黄 外面ナデ、内面ナデ 。指押え 底部完存 角閃石・雲母

弥・甕 微 。少 灰黄・黒褐 外面ナデ、内面ナデ 底部完存 雲母、内 (赤 )

弥 。壺 中 。多 にぶい褐・ 黒褐 外面マメツ、内面ケズ リ 底部完存 角閃石 。雲母

弥・ 甕 微 。少 黒褐・ にぶい褐、赤48 外面ハケロ、内面ケズ リ・板ナデ 底径 1/3 角閃石・雲母、内(赤 )

3区 S R01出 土遺物 4観察表

おり,頸部を後から貼りつけた痕跡がある。

439～ 444は壺の底部と考えられるものである。440の底部は突出している。441は底部は

非常に厚く,底部外面には木の葉の圧痕が付着している。443は 突出気味の底部で,体部

外面にはヘラミガキを,内面には板ナデを施している。

422～ 438は甕である。422は 口縁部端部は肥厚 し,体部外面に叩きを施す。423～ 435は

口縁部端部を拡張するものである。423は 口縁部は短く鋭 く屈曲し,端部を上下に拡張す

る。体部外面はハケロを施し,内面は口縁部直下はハケロの後にナデ,その下はヘラケズ

リを施している。424は体部外面にハケロを施 した後に一部ナデている。内面は上部にヘ

ラケズリが見られる。425は 口縁部端部は下方へ大きく拡張し,日縁部直下を強くナデて

頸部状になっている。体部外面にはハケロが見られる。口縁部内面から体部上部にかけて

赤色顔料が若干付着している。426は体部上半は大きく張って肥厚している。外面上部に

はヘラミガキが,内面にはヘラケズリがそれぞれ施されている。427は 日縁部直下が頸部

状に立ち上り,体部外面には粗いハケロを施す。428は 口縁部端部を上下に拡張し,端面

の上下部分にそれぞれ凹線を施すため,中央部分が突出している。体部内面は強くヘラケ

ズリを施し,器壁に凹凸が顕著である。429は 口縁部内面を 2段にナデている。430は体部

内面を棒状工具で削っている。431は 口縁部は丸みをもって屈曲するが,強 くナデている

ため器壁が非常に薄くなっている。体部はあまり張りがなく,外面にはハケロを,内面に

は指押さえとヘラケズリを施している。432は 日縁部端部を下方に拡張するが,拡張部の

内側に細い凹線を 1条巡らせている。体部の器壁は肥厚 している。433は 体部の張りはな

く,中央やや上側にヘラ圧痕文を施す。434は 体部外面はハケロ,内面はヘラケズリとな

っている。435は 口縁部端部を下方へ拡張し,日縁部内面を 2段にナデている。体部外面
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は叩きの後にナデている。436は体部外面は日縁部直下からハケロを施 し,内面は全体に

ヘラケズリを施す。437は下半は欠損しているものの,体部最大径は中央部にある。体部

外面は口縁部直下からハケロを施す。内面には粘土紐の接合痕が見られ,中央部以下にヘ

ラケズリを施している。438は 口縁部は体部に比べ肥厚 しており,外面にハケロが残る。

内面の口縁部直下には指押さえによる整形痕が残る。

445～ 447は甕の底部と考えたものである。447は 壺か鉢の可能性もある。外面にはハケ

目を施し,内面には強くヘラケズリを施す。

448～ 476は高琢である。448～ 452は 日縁部が短く立ち上がり,強いナデのため口縁部立

ち上り部外面には鋭い稜を形成している。日縁部端部は内・外側に拡張し,上側に幅広の

面を作るものである。448は外部内・外面はヘラミガキを施 し,円盤充填となっている。

口縁部端面は傾斜している。449は 日縁部外面と端面に凹線を巡らせ,屈曲部外面は突帯

状に突出している。外部内 0外面には多角形のヘラミガキを施す。450も 外部内・外面に

多角形のヘラミガキを施している。円盤充填である。451は 日縁部外面を 2段にナデてい

る。外部内・外面にはヘラミガキを格子状に施 している。円盤充填である。452は 日縁部

端面は傾斜し,日縁部内面に間隔の開いた縦方向のヘラミガキを施している。453～ 455は

口縁部が外部から直線的に立ち上がるものである。453は 口縁部と外部の内・外面にヘラ

ミガキを放射状に施すが,日縁部外面のヘラミガキは間隔が開いている。日縁部端部には

赤色顔料が付着している。4540455は 日縁部はほぼ上方に立ち上がり,不部内・外面に

ヘラミガキを放射状に施す。456～ 460は 口縁部が外反するものである。456は 日縁部は強

く外反し,内面上部に2段の強いナデを施す。外部は内・外面に多角形のヘラミガキを施

す。457は 日縁部は緩く外反し,外面に凹線が巡る。外部の外面には多角形の,内面には

格子状のヘラミガキをそれぞれ施す。458は 口縁部内面には強いナデによる凹線がある。

日縁部立ち上り部外面には3個 1単位の竹管文が現存で 3単位ある。外部は外面に多角形

の,内面には格子状のヘラミガキを施している。脚部は緩やかに開き,端部を肥厚させ外

面をナデている。脚部外面はヘラミガキの後に裾部をナデている。内面上半は板ナデ,下

半はヘラケズリとなっている。脚部には円形の小さな透かし穴が上段に3個,下段に3個

現存している。459は 日縁部は長く外反し,内面に強いナデによる凹線が形成されている。

外部外面はヘラケズリの後にヘラミガキを格子状に施している。内面はハケロの後にヘラ

ミガキを格子状に施している。脚部は欠損しているが差し込み法により接合していると考

えられる。460は 日縁部は長く大きく外反して開く。日縁部端部は下方に肥厚させており,
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遺物番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態 。手法の特徴 残存率 備考

弥・ 高杯 微・ 多、細・普 にぶい黄橙 □縁ナデ、外面 ミガキ、内面 ミガキ □径 1/5 角閃石・雲母

弥・ 高杯 細・少 黒褐 □縁ナデ、外面 ミガキ、内面 ミガキ □径2/3 角関石

弥 。高杯 中 。少 にぶい黄橙 口縁ナテ
・

、外面ミがキ、内面ミがキ、円盤充瞑 口径 1/8 角閃石・雲母

弥 。高杯 細 。多 にぶい黄褐 □縁サラ・、外面ミがキ、内面ハケロ→ミがキ、円盤充瞑 杯部 1/2 角閃石

弥 。高杯 中・ 少 にぶい褐・黒褐 口縁ナデ、外面 ミガキ、内面 ミガキ □径 角閃石・雲母

弥 。高杯 微・ 少 にぶい橙 外面 ミガキ、内面 ミガキ、日縁端 (赤 ) □径 角閃石。雲母

弥 。高杯 細・普 にぶい黄橙・ 黒 口縁ナデ、外面 ミガキ、内面 ミガキ □径 角閃石・雲母

弥 。高杯 細・普 にぶい黄褐 口縁ナデ、外面 ミガキ、内面 ミガキ □径 角閃石・雲母

弥・高杯 細・少 にぶい黄 口縁ナデ、外面 ミガキ、内面 ミガキ □径3/5 角閃石

弥 。高杯 微 。少 にぶい黄 □縁ナデ、外面 ミガキ、内面 ミガキ、円盤充根 □径 1/4 角閃石・雲母

弥 。高杯 微・少 にぶい黄橙 □縁ナテ・、杯 :ミがキ、脚外面ミがキ・ナテ・、内面板ナテ

。タス・り、円盤充填

口径 1/2・

底径 1/2

角閃石・雲母

弥・高杯 微・多 にぶい黄橙 □縁サテ・、外面タス・り→ミがキ、内面ハケロ→ミがキ、差

し込み法

杯部1/2 角閃石・雲母

弥・ 高杯 細・少 にぶい赤褐、橙 杯外面ハケロ→ナテ・・ ミがキ、内面ミがキ、脚外面ミ

がキ・サテ・、内面ケス・り・サテ・、円盤充填

脚部完存

杯都 1/2

角閃石・雲母、外内 (

赤 )

3区 S R01出 土遺物 5観察表

端面には赤色顔料が付着 している。日縁部外面はハケロの後にナデており,内面は細かい

ヘラミガキを放射状に丁寧に施 し,日縁部立ち上 り部内面を強 くナデている。日縁部内面

の上部には赤色顔料による指の先で付けたような円形の施文がある。日縁部立ち上 り部外

面は大きく突出し,外部は外面が多角形の,内面が格子状のヘラミガキをそれぞれ丁寧に

施す。脚部は円筒状の脚柱部から2段に鋭 く屈曲して端部に至る。屈曲部は突帯状に外側

に大きく突出している。脚柱部の外面は太いヘラミガキの後にナデており,内面はヘラケ

ズリとなっている。脚裾部の外面にはヘラミガキを間隔を開けて施 しているが,一部は螺

旋状になっている。内面はヘラケズリである。脚部端部は幅広で丁寧にナデており,外面

には赤色顔料を塗 っている。脚部裾部と端部には円形の透かし穴が交互に 7個ずつある。

全体に非常に丁寧な作 りで装飾を施 した高不である。461は 口縁部 と脚部下半は欠損 して

いる。外部内面は格子状のヘラミガキである。脚部外面は板ナデで面取 りを行ない,内面

はヘラケズリとなっている。脚部には円形の透か し穴が 4個 あり,円盤充填である。462

は脚柱部のみであるが,外面には 5～ 6条 1単位の沈線が 6単位巡 っている。内面には絞

り目がある。463～ 468は脚部端部を拡張するものである。463は 脚部端部直上に凹線を 1

条巡 らす。外面はナデ,内面はヘラケズリで円形の透かし穴が現存で 5個ある。464・ 465

は内面ヘラケズリで,円形の透かし穴が両者とも2個現存 している。465の 外面はハケロ

の後にナデている。466は脚部端部を上方へ大きく拡張 し,外側に面を作 っている。外面

はヘラミガキ,内面にはハケロが施されている。円筒状あるいはエンタシス状の脚柱部が

付 くものと思われる。467は脚部は下部で横に開 く。外面はヘラミガキの後に上部に沈線

を 2条施 している。内面はナデており,円盤充填である。468は 脚部は直線的に開き,外

面はヘラミガキ,内面はヘラケズリを施 している。大きな円形透かしが 2個並列 して現存
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遺物番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態・手法の特徴 残存率 備考

弥 。高杯 微・普 にぶい褐 杯ミがキ、脚外面板ナテ
゛
、内面ナテ・・タス・り、円盤充唄 全体2/3 角閃石 。雲母

弥・ 高杯 微・ 少 にぶい黄 外面ナテ・、内面 しばり日、脚上面に把手剥離痕 脚柱完存 角閃石・雲母

弥・ 高杯 細・ 少 褐 外面ナデ、内面ケズ リ 脚部2/3 角閃石

弥 。高杯 細 。普 にぶい黄褐、にぶい褐 外面ナデ、内面ケズ リ 脚部 1/2 角閃石

弥 。高杯 中 。少、細・普 にぶい黄褐 外面ハケロ→ナデ、内面ケズ リ 脚部 1/2 角閃石

弥 。高杯 20.0 中・普 にぶい褐・褐・ 黒 外面 ミガキ、内面ハケロ 脚部完存 角閃石・雲母

弥・ 高杯 微・多、細・普 にぶい黄橙 外面 ミガキ、内面ナデ 脚部 1/6 角閃石 。雲母

弥 。高杯 粗・少 灰責 外面 ミガキ、内面ケズ リ。ナデ、円盤充瞑 脚部 1/2 角閃石・雲母

弥・ 高杯 細・普 褐灰 外面板ナデ、内面ナデ、円盤充瞑 脚部完存 角閃石

弥・高杯 微 。普 にぶい褐 外面ミがキ・サテ・、内面板サテ・・ナテ・ 脚部完存 角閃石・雲母

弥 。高杯 中 。普 にぶい黄褐 杯外面ナテ・、内面ハケロ→ミがキ、脚板ナデ 脚部完存 角閃石、脚外面 (赤 )

弥・高杯 細・普 にぶい黄褐 外面板ナデ・ハケロ、内面ハケロ→ナデ 脚部 1/8 角閃石・雲母

弥 。高杯 細・ 普 灰黄褐、ニフ
・イ黄橙・褐灰 外面板ナデ→ ミガキ、内面指押え・ ナデ 脚部4/5 角閃石

弥 。高杯 4 中 。多、粗・普 橙・灰褐 杯外面ミがキ、内面マメツ、脚外面マメツ、内面ナテ・ 脚部 1/5 角閃石 。雲母

弥 。高杯 1 細・多 褐灰 外面上半マメツ・下半ナデ、内面ケズ リ 脚部3/4 角閃石・雲母

弥・ 高杯 細・ 少 黒、にぶい黄橙・ 黒 杯 :外面 ミガキ→ナデ・ 内面ナデ 脚 :外面

ナデ・内面ケズ リ・ナデ 円盤充瞑

脚部 1/3 角関石・雲母

第102図
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遺物番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態 。手法の特徴 残存率 備考

弥・鉢 粗・普、中・ 多 灰黄 口縁ナデ、外面ナデ、内面 ミガキ □径

弥・鉢 (22.5) 中・ 多 橙 □縁ナテ・、外面ナテ・・ハケロ、内面ハケロ→ミがキ 口径 内〈赤)

弥 。鉢 微 。多 にぶい責褐 口縁ナデ、外面ハケロ、内面ナデ 口径 角閃石・雲母、内(赤 )

弥・鉢 中・普 黄灰・黒褐 □縁ナテ
゛
、外面ハケロ→ナテ・、内面ナテ・→ミがキ □径 角閃石・雲母

弥・鉢 中・普 にぶい黄褐 外面ナデ・ハケロ、内面ハケロ→ ミガキ 口径 角閃石・雲母
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しており,円盤充填となっている。469は脚部は外反 しながら開き,外面には板ナデによ

る面取りを行なっている。円盤充填である。470は 脚部は外反 して開き外面にはヘラミガ

キを施している。471は脚部は内面に凹凸があるもののほぼ直線的に開き,脚部端部を強

くナデている。外面は板ナデによる面取りの後に,縦方向と端部に横方向に赤色顔料で施

文している。不部内面はハケロの後にヘラミガキを施 している。472は 脚部上部が若干内

湾している。外面の上部は板ナデ,下部はハケロを施し,内面には全体にハケロを施す。

円形の透かし穴が現存で 2個ある。473は脚部端部が横へ開く。外面には板ナデによる面

取りの後にヘラミガキを加えている。内面上部には絞り目と指押さえ痕が残る。円形の透

かし穴が 4個ある。474は脚部は直線的に開き,円形の透かし穴が上部に 2個,下部に 2

個現存する。外部外面に一部ヘラミガキが残る他は摩滅が著しい。475は 脚部は短いが器

壁は厚く安定している。外面はナデており,内面には全体にヘラケズリを施す。476は脚

部下半で弱く屈曲する。外面はナデで,内面はヘラケズリである。外部外面はヘラミガキ

の後にナデており,内面にはナデの凹凸が残る。円盤充填となっている。4750476と もに

壺か鉢の脚部の可能性もある。

477～ 491は鉢である。 477は体部は斜め上方に直線的に立ち上り,日縁部は直立 して上

側に平坦な面をもつ。日縁部外面を 2段にナデており,凹線が形成されている。底部は突

出しておりやや安定が悪い。外面はナデており,体部内面にはヘラミガキを施している。

478は体部は直線的に開く。日縁部は内湾しており,端部を内・外に拡張 し,内傾する面

を作り凹線を巡らす。また日縁部外面には間隔の開いた細かい凹線を 2条巡らせている。

体部外面の上半はナデており下半にはハケロを施している。内面はハケロの後にヘラミガ

キを施している。底部は上げ底で高台状になっている。体部の内面には赤色顔料が少々付

着している。479は 口縁部はほぼ直立し,端部は上面に緩 く内傾する面を作り沈線を 3条

施す。日縁部外面には凹線が 3条巡り,体部外面には粗いハケロを施す。内面に赤色顔料

が微量付着している。480は 口縁部は短く鋭 く立ち上り,内・外面を強くナデている。口

縁部端部は内 0外 に拡張し上側に面を作り,凹線を巡らす。体部外面はハケロの後にナデ

ている。481は 日縁部は短く口縁部外面を強くナデることによつて,端部を外側に拡張し

ている。体部外面にはハケロを施し,内面は口縁部以下にハケロの後にヘラミガキを施 し

ている。482～ 486は大型の鉢の底部である。482の 内面がナデて指押さえを施 している他

は,内・外面にヘラミガキを丁寧に施している。また482～ 486は いずれも内面に赤色顔料

が付着している。487は扁平なボウル状の体部に注ぎ口が 1箇所付 く。体部内面はハケロ
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の後にナデている。488は体部から口縁部は鋭 く屈曲して直線的に立ち上がる。日縁部内

面を強くナデており,内面には凹線が形成されている。体部外面にはヘラケズリを,内面

にはヘラミガキを施している。日縁部には注ぎ口と思われる突出部分がある。489は 体部

は直線的に開きそのまま口縁部端部に至る。490は 底部は突出し,指押さえにより整形 し

ている。体部外面にはハケロを施し,内面にはヘラケズリを施している。491は椀形の体

部に不整形に突出する脚部をもつ。体部は内・外面にヘラミガキを施し口縁部はややいび

つである。黒色土器の椀のようである。底部は指押さえにより乱雑に脚部を作っている。

/ノ
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遺物番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態 。手法の特徴 残存率 備考

弥・鉢 中 。多 黄灰・ 黒褐、にぶい黄 外面ハケロ、内面指押え・ ナデ 底部完存 角閃石。雲母、内 (赤 )

弥・鉢 微 。少 赤、黒 外面 ミガキ、内面 ミガキ 底径 1/2 角閃石。雲母、内(赤 )

弥・鉢 中・普 にぶい赤褐、灰黄褐 外面 ミガキ、内面 ミガキ・ ナデ 底径2/5 角閃石・雲母、内(赤 )

弥・鉢 細・ 少 灰黄褐・ 黒褐、黒 外面 ミガキ、内面 ミガキ 底径 1/6 角閃石・雲母、内(赤 )

弥・鉢 中・普 灰黄褐 。赤橙、灰・ 黒 外面 ミガキ、内面 ミガキ 底部完存 内(赤 )

弥・鉢 微・普 黄褐 外面ナデ、内面ハケロ→ナデ、注ぎ□ 1か所 全体 1/6 角閃石・雲母

弥・鉢 粗・多 にぶい褐 □縁ナデ、外面ケズ リ、内面 ミガキ □径 1/10 角閃石

弥・鉢 中・少 にぶい褐、黒褐・灰黄

褐

外面ナデ、内面指押え 底径3/4 角閃石・雲母

弥 。鉢 微・多、細少 にぶい黄橙 外面ハケロ・指押え、内面ケズ リ 底部完存 角閃石・雲母

弥・鉢 6 微・ 少 黒、黄灰・ 黒褐 外面指押え・ ミガキ、内面 ミガキ □径 1/2 角閃石 :雲母

第104図  3区 S R01出 土遺物 8(1/4)
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遺物番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態 。手法の特徴 残存率 備考

弥・器台 細・少 橙・ にぶい橙 外面ナデ、内面ナデ □径 1/4 角閃石

弥・器台 中・ 少 にぶい黄橙、灰黄褐 外面ナデ、内面ナデ 。指押え 口径 1/4 角閃石・雲母

弥・器台 中 。多 明褐、にぶい褐 。灰褐 外面 ミガキ、内面マメツ □径 1/2 角閃石

弥・器台 中・少 にぶい賞褐・ 黒 外面ナデ、内面ナデ 全体2/3 角閃石・雲母

弥・器台 中・ 少 にぶい橙 外面ハケロ→ナデ、内面ケズ リ 底径 1/2 角閃石・雲母

弥・器台 中・普、粗・タ 灰黄、にぶい黄橙 外面ナデ、内面ケズ リ 底径 1/3 角閃石

弥・器台 微 。多 にぶい褐 口縁ナテ・、外面ハタ・板ナテ・・サテ・、内面ハタ・タス・り→

ミカ
゛
キ

全体3/4 角閃石・雲母

弥・器台 細・普 にぶい黄橙 外面ナデ・ハケロ、内面ナデ 全体3/4 角閃石

第105図  3区 S R01出 土遺物 9(1/4)
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492～ 504は器台である。492は 口縁部端部を拡張 し,傾斜 した幅広の面を作り, 6個 1

単位の竹管文を現存で 2単位施している。493は体部からそのまま外反して口縁部に至り,

端部は上側をナデて方形に仕上げている。日縁部内面には細い凹線を 6条巡らせており,

その後に竹管文を施す。端部外面にはヘラ描きで 7本 1単位の施文を施す。体部外面には

現存で凹線が 7条巡っている。494は 口縁部は直線的で,端部を下方に拡張している。日

縁部内面には竹管文を巡らせている。495は 日縁部端部を全体に方形に肥厚させている。

端部上面には3個 1単位の竹管文を施 している。体部外面には凹線が現存で 8条巡る。

492～ 495は あるいは壷になる可能性もある。496は 脚部端部を拡張し、外側に面を作り凹

線を巡らす。また脚部外面にも凹線を巡らしている。外面はハケロの後にナデ,内面には

ヘラケズリを施す。体部の欠損部分に透かし穴の痕跡が 2箇所ある。497は 脚部端部は肥

厚しており,脚部外面に凹線を3条巡らせている。内面はヘラケズリである。長方形の透

かし穴の一部が 2箇所認められる。498は全体に弓なりに反っているが,脚部付近は直線

的になっており,日径が底径を上回っている。口縁部端部は上下に拡張しており,端面に

は板状工具の小口部分の圧痕により施文している。脚部の外面には凹線を巡らせている。

外面はハケロの後に,中央部以下に板ナデによる面取りを行なっている。内面は上部にハ

ケロを,下部にヘラケズリを施した後に,上部にヘラミガキを加えている。長方形の透か

し穴が4個ある。499は大型の器台で全体に弓なりに反っており, 日径が底径を上回って

いる。日縁部端部を下方に拡張している。端面にはヘラ描き波状文を 2条施した後に,円

形浮文を 2個 1単位で,現存で4単位貼り付けている。口縁部内面には外側にヘラ描き波

状文を2条施し,その内側に4個 1単位の竹管文を現存で 8単位施している。脚部端部は

外側へやや拡張している。体部外面にはハケロを施し,円形の大きな透かし穴が上部に 5

個,下部に6個現存 している。透かし穴の周囲を竹管文で飾っている。500は 器高11.6cm

と小型の器台で口径が底径を上回っている。脚部外面には凹線を巡らせ,端部は先細りに

なっている。日縁部端部直下を強くナデている。501は体部中央が細くなっており,外面

にはヘラミガキを,内面上部にはハケロを施している。円形の透かし穴が現存で1個ある。

502は 口縁部端部を上下に拡張する。内・外面ともにハケロの後にヘラミガキを施す。503

は全体に弓なりに反るが,均整のとれた形である。外面は全体にハケロを施し,内面は口

縁部と脚部にハケロが残る。中央部に長方形の透かし穴が 4個ある。504は 口縁部端部を

下方に拡張し,端面に円形浮文を貼り付けている。脚部端部はそのまま方形で収める。体

部は中央部が肥厚し,外面にヘラミガキが一部見られる。内面は中央部を指で,下部を板

―-169-



繹

蒙

0                 10cm

遺物番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態・手法の特徴 残存率 備考

弥・器台 細・普 にぶい黄橙 全体にマメツ 全体1/2 角閃石

弥・器台 中・ 多 にぶい黄褐 口縁ナデ、外面 ミガキ、内面ハケロ・ナデ 口径 1/2 角閃石

弥・器台 細・普 黄褐 外面ハケロ→ ミガキ、内面ハケロ→ ミガキ □径3/5 角閃石・雲母

弥・器台 中・普 にぶい黄褐 外面ハケロ、内面ハケロ・ナデ 全体2/3 角閃石

弥・器 台 中・ 多 にぶい黄褐 口縁ナテ・、外面サテ・・ミがキ、内面ナテ・・板サテ・ 全体 1/3 角閃石・ 雲母

第106図  3区 S R01出 土遺物10(1/4)

でナデている。長方形の透かし穴が上下に 4個ずつ現存 している。

505は 甑で底部は肥厚 している。内面には赤色顔料が付着 している。

506～ 508は水差 しである。506は体部上部に半円形の把手が 2個付いている。頸部は直

線的に開きそのまま口縁部端部に至る。日縁部外面に凹線を巡 らせ,頸部にはヘラミガキ

を施す。凹線の下部には一部にヘラ描き波状文が見 られる。頸部と体部の境にはヘラ圧痕

文があり,体部外面にはハケロを施す。内面には指押さえ痕がある。507は 把手部分の細

片で,把手は半円形である。508は半円形の把手が体部上部に現存で 1個 あるが,元々 1

個であったかどうかは不明である。体部外面にはハケロを施 している。
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第107図  3区 S R01出 土遺物11(1/4)

509は把手付広片口皿で,後側の把手部分の破片である。把手部分は体部よリー段高く

なっている。内面は全体に丁寧にヘラミガキを施し,外面はハケロの後にヘラミガキを施

している。内面と側縁部には赤色顔料が付着している。

510～ 515は石器で,510～ 512は打製石庖丁である。510は 側縁部のみで,挟 りは入れて

いないが調整を加えている。刃部と背部は直線になるものと思われる。上下とも若干潰れ

ており楔形石器の可能性もある。511は刃部は外湾で,背部は山形となっている。側縁部

には大きな剥離で粗い調整を加えている。刃部は使用のため潰れて摩滅している。512は

刃部は緩く外湾しており,背部はほぼ直線である。側縁部には両側に挟りを入れている。

刃部と背部は両側から調整を施している。513は スクレイパーで,下部と側縁には弱い摩

滅状の潰れが認められる。514は片側の側縁部が欠損 している。刃部は外湾しており,調

整剥離も少なく全体に雑な作りである。515は砥石で下部は欠損 しているものの長方形の

板状のものである。上部 1面 と側面 4面の合計 5面を使用している。

516～ 533は木製品で, このうち5250533以外は井堰を構築していた部材である。後の欠

損等で形や大きさが当初に比べて異ってしまったものもある。516～ 5250527・ 5280532

はいずれも芯持の丸太材を使用し,先端を鉛筆の芯先のように鋭利に尖らせて杭としたも

遺物番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態 。手法の特徴 残存率 備考

弥・飯 中・少 黒褐、灰黄・黄灰 外面ケズ リ・ナデ、内面ナデ 底部完存 角閃石・雲母、内(赤 )

弥 。水差 し 微・普 にぶい黄橙 。褐灰 □縁ナテ
゛
、外面ミがキ・ハタロ、内面指押え・サテ・ 口径完存 角閃石

弥・水差 し 微 。少 灰・灰黄 外面ハケロ、内面指押え・ケズ リ 体部細片 角閃石・雲母

弥・水差 し 微 。少 灰黄・灰黄褐 外面板ナデ・ハケロ、内面指押え・ナデ 全体1/3 角閃石

弥・広片ロ 幅58 長88 厚07 微・少 灰黄褐、にぶい黄褐 外ハケロ→ミがキ、内ミがキ、外面煤、側・内 (赤 ) 把手 1/4 角閃石・雲母、側・

内(赤〉
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遺物番号 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 石材 形態 。手法の特徴 備考

5 打製石庖丁 1.4 サヌカイト

5 打製石庖丁 サヌカイト 刃部の摩減著 しし

5 打製石庖丁 サヌカイト

5 スクレイパー サヌカイト

5 スクレイパー サヌカイト

5 5 砥石 流紋岩 ? 5面便用

第108図  3区 S R01出 土遺物12(1/2)
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第 109図  3区 S R01出 土遺物13(1/4)

一-173-―

0                 10Cm



Ｗ

ギ

ーー

向

＝

胴

―

‐
―‐

ん
―

0                 1ocm

第110図  3区 S R01出 土遺物14(1/4)
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第11'図  3区 S R01出 土遺物15(1/4)

のである。526は板目材を半切 して蒲鉾状にしたものの先端を鋭利に尖 らせて杭としたも

のである。529～ 531は板目材を方形に加工 したものの先端を鋭利に尖 らせて杭としたもの

である。533は丸太材を使用 し,先端部にくびれを入れて球状に作 り出 している。井堰の

西側で浮遊 した状態で出土 したものである。現存長で24.6cmあ り陽物にしては長 くなって

いるので,布巻具あるいは経巻具といった機織 り具の可能性がある。

以上 S R01出 土の遺物を見てきたが,先に述べたようにS R01は 西側で S D01と S D02

遺物番号 器種 現存長 最大幅 最大厚 木取 り 形態・手法の特徴 備考

杭 芯持

杭 芯持

杭 5 芯持

杭 5 芯持

杭 5 芯持

杭 芯持

杭 5 芯持

杭 7 芯持

杭 芯持

杭 芯持

杭 板 目 板日材を半載 したものを使用

杭 芯持

杭 芯持

杭 板 目

杭 板 目

杭 板 目

杭 芯持

杭 芯持 先端部を球状に作 り出す
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を切っているため両者の遺物が混入しているが,本来の遺物の多さから考えると大多数は

S D02の ものの可能性が高い。4210459が時期的に弥生時代終末ごろまで下ると考えられ

るが, この遺物をもってS R01の年代を決めるのは困難である。従ってS R01は 弥生時代

後期初頭のS D02以 降で,弥生時代終末までの時期幅で考えておきたい。

S R01で は水路が2つ に分岐する部分を検出し,そ の内北側の部分では取水部分に丼堰

を設けていることが判明した。弥生時代後期段階における人々の水への働きかけを知るこ

とが出来た貴重な資料と言える。

(2)近世の遺構・遺物

S R02(第 1120113図 )

3区の西部で検出した現在の古川にほぼ沿った南西―北東方向の旧河道である。検出し

た部分の中央付近で, S D03と S D04を切っている。旧河道は南側のラインを検出したの

みである。最大幅は調査区内で11.5mで,深 さは0.5mほ どである。埋土は砂層が中心で,

その間に粘質土が堆積している。また埋土にはマンガンや鉄分が沈着している部分が多く,

埋土の色も褐色系と灰色系の明るい色が多い。またS R02の東側でS D03と の間の部分は

遺物を全く含まない黒色系と茶色系の粘土が主に堆積している旧河道があり, この旧河道

をS R02と S D03が 切っている。現在の古川の近世段階の旧河道と考えられるものである。

遺物は近世の遺物が少量出土したにとどまる。534は磁器碗で,灰白色の精緻な胎土で

文様が一部見られる。535は備前焼の摺り鉢で,口縁部外面に粘土を継ぎ足して肥厚させ,

外面に沈線を巡らす。日縁部端部内面は段になっており,体部内面にはハケロの後におろ

し目を施している。

0                 10cm

/7535
遺物番号 器 種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態 。手法の特徴 残存率 備考

磁・ 碗 精緻 灰 白 全体にナデ □径1/8

備・す り鉢 細 。普 橙、赤灰 。橙 外面ナテ・、内面ナテ・・ハケロ→おろし目 □縁細片

第112図  3区 S R02出 土遺物 (1/4)
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第113図  3区 S R02断面図 (1/50)
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遺物番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態・手法の特徴 残存率 備考

弥・壼 中 。多 橙、にぶい橙 外面マメツ、内面ナデ 。指押え 底部完存 角閃石

弥・ 甕 中・普 にぶい黄橙、明赤褐 外面マメツ、内面ナデ 口径 1/5

弥 。高杯 中・多、粗・ 少 明褐 全体にマメツ、円盤充瞑 全体 1/3 角閃石・雲母

弥・鉢 細・普 にぶい黄褐・ 黒褐 外面ケズリ 。指押え、内面ナデ 底径3/4 角閃石・雲母

弥・器台 中・少、細・普 にぶい褐、明掲 外面ナデ、内面ナデ □径 1/4 角閃石 。雲母

弥・器台 中 。多 黄褐・ にぶい黄橙 外面ハ ケ ロ、 内面 ケズ リ→ ナデ 底径1/3 角閃石・雲母

遺物番号 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 石材 形態 。手法の特徴 備考

楔形石器 サヌカイト

二次加工のある剥片 サヌカイト

石 鍾 2519 砂岩
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(3)包含層出土遺物 (第 114図 )

536～ 544は 3区の包含層出土の遺物である。536は壺で体部は中央部が鋭 く屈曲し,算

盤玉形をしている。底部は突出し高台状に上げ底となっている。537は甕で回縁部端部を

上下に拡張する。538は高不で,日縁部は丸みをもって立ち上がり外面を強くナデている。

脚部は透かし穴部分で緩く屈曲して開き,端部は方形に収める。円形の透かし穴が現存で

3個 ある。円盤充填である。全体に摩滅 している。539は脚部は短 く直線的に開き,接地

面は安定している。体部は下部のみであるが外面にヘラケズリを施している。製塩土器の

可能性もあるが火を受けた痕跡もなく器壁も厚いことから鉢とした。540は器台で回縁部

を方形に仕上げる。口縁部の内・外面に竹管文を施し,内面には細い凹線を施す。体部外

面には凹線が巡り,あ るいは壺の可能性もある。541は器台の脚部で端部を上下に拡張 し

ている。外面にはハケロを施し,内面はヘラケズリの後にナデている。円形の大きな透か

し穴が現存で 2個 ある。542は楔形石器で下部と側縁の一部には潰れ痕がある。裁断面が

認められる。543は側縁部に部分的に調整が施されている。544は石錘で欠損しているが,

楕円形のものと思われる。上部を打ち欠いて挟りを入れている。

3.小結

3区は地形的には4区から続く微高地の縁辺部にあたり,現在の古川に向かって下って

行く。後述する4区で見られる集落の周辺部に相当し,調査区の南半分で掘立柱建物が 5

棟検出され,北半分では溝 0旧河道以外は検出されなかったことから,集落の中心は調査

区の南側と東側に広がるものと考えられる。掘立柱建物は2棟が重複しているものの,全

体に散在しており主軸方位などをみても規則的な配置は見られない。その他には溝・土坑・

旧河道を検出したが,全体に遺構は少ない。しかしS R01で は井堰を検出し,当時の人々

が積極的に水に働きかけ,水利を自分たちのものにして生産力を高めて行こうとした努力

が伺われ,貴重な資料と言えよう。

遺物は溝を中心に多量に出土した。特にS D02か らは原形を留める状態で出土し, SR

01と の交点部分では若干の混入があったが,全体的には良好な一括資料と考えられる。時

期的にも弥生時代後期初頭頃と考えられ,香川県ではこの時期の資料が少なかっただけに

注目すべきものと言える。またS K01の 資料も層位的に安定しており混入も考えられない

ため,良好な資料になるものと思われる。土器では他地域からの搬入品や模倣品が一定量

見られ,他地域の土器との並行関係を考える上でも重要である。また内面に赤色顔料が付
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着したものが多く,把手付広片口皿などが出土したことなど,上天神遺跡の性格を考える

手掛かりとなるようなものも出土している。

時期的には弥生時代中期中葉 (S D01),弥生時代後期初頭～前半,近世の遺構・遺物

が検出された。遺構などは4区の遺構とまとめて評価するべきで, このことにより上天神

遺跡の全体像が理解出来るものと思われる。
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第 4節  4区の調査

1.基本層序

4区は古川の東岸 (古川より約50m東方)で,三条池に北接する南北40m前後,東西約

130mに及ぶ調査区である。当該地区は現況で 4筆の水田に区画されている。地勢はわず

かながら北および西に下り,東西方向で最大0.45m,南北方向では0.35mの 比高がある。

因みに三条池東西縁および北縁は,香川郡条里を反映するとされる1町方格地割線にほぼ

合致している。

調査時にCラ インに接して東西方向に土層観察 トレンチを設定し,ほぼ地表下 lm,遺

構検出面下0.5～0.7m(標高14.6m前後)ま での堆積状況の確認を行なった。不十分なデー

タながらこのトレンチの所見から本区の基本層序を整理する。

本地区の基本層序は第1160117図に示している。なお,人為的な堆積あるいは撹拌を予

想できる④以高と,その形跡が確認できない⑤以下を区別して,便宜的に後者を地山層と

表現している。

①現耕作土

概ね黒灰色の砂礫混じリシルトからなり層厚0.1～ 0。 2mと ぁまり厚くない。本層中には

近世以降の遺物少量が混入するが,そ れ以前のものは極めて少ない。

②旧耕作土 (近世以降)

淡黄色～燈褐色シルト薄層の連続的な水平堆積層群である。現耕作土層に先行する段階

の耕作土残部の連続的堆積層と理解している。もっとも本層序が良好に観察できたC12区

では厚さ0.3mで 6層からなるが, この枚数,色調は地点によって差異がある。本層位の

存在は複数回の耕作面の更新 (=上昇)を反映するであろうが,全般的な層厚の薄さは当

該時期の本地区における土砂流入の乏しさを示すものであろう。包含される遺物には弥生

時代に遡るものも多いが,明 らかに近世以降に下る資料を含んでおり,堆積時期をこの段

階に想定する。なお近世以降の遺構とした資料はいずれもこれら層群と同質の埋土を基調

とし,そ のいくつかについては本層群中からの掘り込みを確認している。

③遺物包含層 (古墳時代～中世 0当該時期の耕作土層の可能性あり)

暗灰色～淡灰色の粘質土・細砂層で,最大でも0.lm弱の層厚を持つにすぎない。地点
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によつて微妙に色調 0土質に差異を認めるが明確に一線を画することは困難であった。本

層上面はかなり平坦であるが,地点によつて下面がひどく乱れ,細かい凹凸が顕著となる

点が特徴のひとつである。一部の地点でこうした下面の凹凸を平面的に追求したところ,

蹄趾状のくばみが錯綜している状態が確認できた。

古墳時代後期～鎌倉時代の遺物を少量包含するが,各時期資料の出土量に際立った差異

はない。本層はこの期間の形成と理解したい。なお方格地割り坪界線の溝 (S D020160

17)と床束を持つ掘立柱建物S B14の埋土は本層序と同質の堆積物を基調とする。また弥

生時代後期以前の遺物を多量に混入するが,そ れらは本来的には本層形成前に包含された

資料を多量に混入しているものであり,こ のこと自体本層序の性格を反映するものと考え

ている。

④縄文晩期～弥生後期遺構

土質は主に,周辺地山堆積層の違いに対応して差異がある。また当然,遺構の性格によつ

て混入物も異なるが,概ね黒褐色～暗褐色を呈し古墳時代以降のそれとは一見して区別で

きる。なお縄文晩期遺構と弥生時代後期遺構埋土は色調・土質共に識別しがたい。また当

該時期の包含層は残存していないとともに,両者は同一面で検出している。遅くとも③遺

物包含層形成時期までに当該時期地表面の最初の削平ないしは表層部分の撹拌が行なわれ

たと見てよいであろう。

⑤地山上層 1

暗褐色粘質土層。下位の地山上層 2に比べ,土質に根本的な差はないが,わずかながら

堆積物の粒度が小さくなる傾向が窺える。全般的な色調が上層 2よ り黒化している点から

区別した。この色調は本来的に本層上位に存在したであろう旧表土層の影響によるものと

考えられる。したがつて本層の残存部分は相対的に削平などの度合いが小さい部分といえ

よう。   ′

⑥地山上層 2

黄褐色～淡黄色シルト層。地山上層 1に見られた旧表土層の影響による黒化が本層位に

まで及んでいないことを除けばその差異は小さくまた漸移的である。なお本層位は西に向

かって,すなわち古川に近付くにつれて,微妙に堆積物が粗粒化する傾向が窺える。

⑦地山中層 (黒色帯)

主に,次に述べる地山下層の上面凹部に,その起伏に沿って局部的に認められる黒褐色

粘質土からなる層厚0.lm内外の薄層である。有機質を多量に含むと思われるが,肉眼視
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できる程度の植物遺体などは認められない。

③地山下層

淡灰色～青灰色の砂礫層で,そ の上面は確認 したかぎりでは0.7m前後の比高で緩やか

に起伏している。14区付近で,東西30m前後と,幅広い隆起が観察できる。本層位のレベ

ルにおいても現状では湧水を認めないが,井戸状遺構がいずれも本層まで掘り下げられて

いることは注意すべきであろう。

遺構・遺物包含層の残存状況から判断して,当該地区全域は一定程度の削平を想定でき

る。特にC13～ C15区北半部においてその度合いが著しい。また西端のBC-11012区 は

以東の地点よりも大きい。このことは同地点において地山下層砂礫層が遺構検出面に露呈

していることからも想定できる。

なお弥生時代以前の遺構・包含層に対する最初の削平は古墳時代後期前半まで遡る可能

性がある。③遺物包含層が堆積する地点においても下位の弥生時代遺構の残存状況は良好

ではないからである。同層は弥生時代以前のそれを削平ないしは撹拌して形成されたもの

と考えられる。さらに同層の形状からこの行為は当該地区全体の耕地化にともなう可能性

を考えている。そして同層の形成開始は最大古墳時代後期前半に遡る可能性をもつ。
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①耕作土

②床土。旧耕作土

③遺物包含層

|

:黒灰色細砂
:暗灰色細砂
:淡赤灰色細砂
:灰色細砂+褐色粒
:褐色細砂+褐色粒
:赤黄色細砂
:黄 自色細砂
:淡黄褐色細砂
:黄色細砂
:暗灰色弱粘質土

⑤地山上層

⑥地山中層

⑦地山下層 1

③地山下層 2

5 :淡褐色～黄褐色弱粘質土
5b:暗黄褐色弱粘質土
5C:黄褐色弱粘質土
6 :黒褐色粘質土
6b:黒褐色粘質土 (白 色粒含む)

6C:暗褐色粘質土
7 :灰黄色シル ト(やや粗粒)

7b:淡黄褐色細砂
8a:灰色砂礫層
8b:黄灰色砂礫層
8Ci灰色砂層

/80)第116図  4区基本層序 1(1

9     1 8a  ?m

(古墳時代～中世)

④遺構埋±    4 :黒 褐色～暗褐色粘質土
(縄文時代晩期～弥生時代後期)
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1 :黒灰色細砂
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2 :淡赤灰色細砂
2a:灰色細砂十褐色粒
2bi褐色細砂十褐色粒
2C:赤黄色細砂
2d:黄 白色細砂
2e:淡黄褐色細砂
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③遺物包含層
(古墳時代～中世)

④遺構埋±    4 :黒 褐色～暗褐色粘質土
(縄文時代晩期～弥生時代後期)

⑤地山上層

⑥地山中層

⑦地山下層 1

⑧地山下層 2

第117図  4区基本層序 2
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2.調査の成果

(1)縄文・弥生時代の遺構 。遺物

S H01(第 118～ 120図 )

4区中央部の竪穴住居群の北西部に位置する。竪穴住居S H03と 重複関係にあり,北東

には井戸状遺構 S K06007が近接する。また中世の掘立柱建物S B06も 重複している。

本住居は東西6。4m,南北 6mの ほぼ円形を呈し, ほぼ床面 レベルまで削平を受けてい

るが,竪穴の形状を把握できた唯一の例である。竪穴北側に幅約 3m,奥行0。7m程度の

張出部をもつ。この部分を含め床面積は約34.6ピ となる。張出部分だけC13区に属するた

め,当初竪穴住居付帯設備と認識せずに調査を進め,十分にその形状を把握できなかった。

主柱は6本からなり,概ね住居壁の内側約 lmに並び,間隔は1.9～ 2.6mを測る。主柱

掘り方の深さは0。 4～ 0。 5m程度である。主柱穴や中央穴に切り合いはないが,壁溝は二重

に巡る。壁に接した幅0.lm程度の小溝とそれより0。 2～ 0。 5m程度内側を巡る溝とがある。

後者は部位によって溝幅が極端に異なり,部分的にこれの底面にピット状の浅いくばみが

連続する。

床面中央部には長軸1.2m,短軸1.Omの卵形を呈する土坑がある。深さ0。 2mを 測り,埋

土中に少量の炭片を含む。

本住居に伴う遺物は多くない。床面 。中央穴・主柱穴から少量の遺物を分散的に認めた

に過ぎない。(1)～ (10)は床面・中央穴出土。(1)は小形の広口壺。小さい垂下口縁

形態の下端がやや開き気味になる。甕 (3)～ (5)は 口縁部の強い折り返しと痕跡的な

頸部に後期初頭の特徴を示すが,日縁部端部の摘み出しが弱い。また (5)は上方に摘み

上げるだけで下方への突出を完全に省く。拡張口縁形態の高不 (2)は上半部の外傾が極

端に強い。小形器台とした (6)～ (9)は外反の強い発達した口縁部を持つ直口壺の可

能性もある。外反が強くいずれも端面を強く内傾する。外反口縁の高不 (10)は後期初頭

の形態。大形鉢 (9)は 口縁部を鈍く肥厚して直下に鈍い凹線を施す形態。(11)～ (14)

は主柱穴出土。拡張口縁形態の高不 (11)は中位の屈曲が鈍い。大形甕 (12)は 口縁部を

強く肥厚するものの端部を弱く摘み上げる。「 く」字口縁の甕 (13)は 口縁部は薄く伸び

ており,やや後出的な形態の可能性がある。脚 (14)は脚端部の外反が小さく後期初頭の

形態を示す。

他に床面からガラス小玉 (16)を検出した。径4 mm,長 2 mmで,濃青色を呈する。(15)

は短冊型のスクレイパー。刃部の調整は粗雑である。石庖丁の可能性もあるが,背部の調
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第l18図  4区 S H01平・断面図 (i/8001/40)

一-193-―



/   1   ′

^
,       1

ir  6

‐
5

0                   10Cm

挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

1 広□壺 細・極多、中・

多

にぶい黄橙色 口縁部は緩やかに開き、端部は粘土帯を付 し

て板状垂下□縁。

角閃石極多 く合粗粒

)

2 高杯 細・極多 橙色 浅い外部。中位で強 く屈曲して段。上半部強

く外傾 して端部は外方に大きく引き出すと共

に内方も張 り出す。

角閃石極多、石英等

・赤色粒少

甕 細・極多 橙色 痕跡的な頸部から強 く折 り返 して□縁部は短

く開く。端部は鈍 く肥厚 して上下に摘み出す

。端面凹線。肩部内面指押さえ。

角閃石極多、雲母

4 甕 細・極多 明褐色 内傾する不明瞭な頸部から強 く折 り返 してロ

縁部は短 く開く。端部は鈍 く肥厚 して上下に

摘み出す。内面の強い横ナテ・により折 り返 し

部に鈍い稜。

角閃石極多、雲母

甕 細 。極多 にぶい橙色 口縁部は強く折り返して短く開く。端部は鈍

く肥厚して上方に強く摘み出す。端面沈線2

条。

角閃石極多

6 小形器台 ? 細・極多 橙 色 □縁部は強 く外反 して大きく開く。,端部は外

方に摘みつつ上方も突出する。

角閃石極多

7 小形器台 細・極多 明赤褐色 □縁部は強く外反 して大きく開く。端部は外

方に引き出して四角く納め、上方も突出する

。端面 。□縁部内面円形刺突文。

角閃石極多、雲母

8 小形器台 細・極多 橙色 □縁部は強く外反して開く。端部は外方に摘

み出すと共に上方も突出する。

角閃石極多

大形鉢 細・極多、中・

普

明黄褐色 やや内湾気味に立ち上が り端部は肥厚気味に

丸 く納める。外面口縁直下に鈍い凹線 1条。

外面内外面縦ミがキ。

角閃石極多、石英等

高外 細・極多 暗褐色 黒褐色 中位で強 く屈曲して鈍い段。上半部は外反気

味に短 く開く。端部は尖る。日縁部内面凹線

2条。

角閃石極多、雲母多

第119図  4区 S H01出 土遺物 1(1/4)
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整や短辺の快 りが不明瞭なので,ス クレイパーに分類 した。本住居は後期初頭に比定でき

る。

0                   10cm

U Scm

-

◎
　
①

∩

―Ｉ

Ｖ

Sゴ

朕冬ぎ

挿図番号 器種 □径 器高 1底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

11 高杯 細・極多 明赤褐色 中位で屈曲して細い凹線。上半部外傾 して端

部は内外に小さく摘む。頂部平坦面櫛描沈線

?上半部横ナデ、下半部内外面分割横ミがキ。

角閃石極多、石英等

・雲母

大形甕 細・極多、中・

多

橙色 痕跡的な頸部から緩やかに折 り返 して□縁部

は短い。端部は肥厚 して上方に強 く摘み出す

と共に下方もやや張る。肩部内面ハタ後指押さ

え。

角閃石極多 (合粗粒

)、 石英等多、雲母

1 甕 細・極多、中・

少

黒褐色 口縁部は緩やかに折 り返 して短い。端部は外

方に張 り気味に四角く納める。肩部内面指押

さえ。

角閃石極多、雲母多

、石英等少

脚 細・極多 明責褐色 脚部は綬やかに開き脚端で小さくやや反って

四角く納める。2孔 1対の中形円形透がし。

内面指押さえで絞り目残す。円盤充瞑

全周 角閃石極多、石英等

挿図番号 器種         1現 存長 1最大幅 1最大厚 1 重量 1石材 形態・手法の特徴 備考

1 スクレイパー    1 5.21 35 ,ヌカイト 右面稜部摩耗微弱

小玉 021 0041ガ ラス 濃青色 切断後丁寧に研磨・整形

第120図  4区 S HOi出 土遺物 2(1/401/2)
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第121図  4区 S H020 S K14平・ 断面図 (1/8001/40)
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S H02(第 1210122図 )

4区中央部の竪穴住居群西端に位置する。床面レベル以下まで削平が及ぶものの,か ろ

うじて北端部に局部的に幅0。 2mの浅い壁溝が残存する。これによって径 5m前後の円形

もしくは隅丸方形を呈する竪穴住居と復元することができる。

主柱は4本からなり,ほぼ壁溝の lm内側に位置するとみられる。柱間隔は2.1～ 2.7m

を測り,掘 り方の深さは0.3～ 0.5mと なる。床面中央部には楕円形を呈する長軸1.lm,短

tr~18

アリ/rら
｀

/′ )(´ 4

( /

多 妥
多

LT〒 〒 〒 _____二 お
m

挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

脚 細・極多、中・

多

橙色 低い脚部は強 く外反 して開 く。端部丸 く納め

る。 2孔 1対の円形透か し4方。やや粗雑。

全周 角閃石極多、赤色粒

多

1 脚 細・極多 褐色 脚裾部は強 く開き端部は小さく摘み上げる。 角閃石極多、石英等

・雲母

1 大形甕 細 。極多 橙色 口縁部強 く折 り返 して短 く開く。端部は鈍 く

肥厚 して上下に摘み出す。端面沈線 3条。ロ

縁部内面横ナテ
゛
で凹線。肩部内面指押さえ。

角閃石極多、雲母少

、赤色粒

大形鉢 細・極多、中・

普

黒褐色 にぶい黄橙色 □縁端部は丸 く納める。口pき 目残す。 角閃石極多、石英等

高鉢 細・極多、中・

多

赤褐色 黒褐色 中位で屈曲して口縁部は小さく内傾する。端

部は丸く納める。上半部横ナテ・、下半部外面

横ミがキ、内面放射状ミがキ。

角閃石極多、石英等

多

高杯 細・極多 黒褐色 中位で屈曲して上半部はやや外傾する。端部

は丸く納め、外面□縁部直下と屈曲部に鈍い

凹線。上半部横ナテ・、下半部外面放討状ミがキ。

角閃石極多、石英等

多

第122図  4区 S H02出 土遺物 (1/4)
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軸0.9mの 土坑がある。埋土中には若干の炭片を交え,土器片を含む。

なお推定壁際に,長楕円形土坑S K14が ある。他住居例と共に竪穴住居付帯土坑の可能

性がある。

出土遺物量は多くない。(17)(18)は 主柱穴出土。(17)は倒不形の低脚台。通有の高

不脚部に比べ,仕上げはかなり粗雑であるが,小円形透かし2孔 1対はここでも守られて

いる。(18)は柱状軸形態の高不裾部であろうが,脚端部の摘み出しは弱い。(19)(20)

は中央穴出土。大形甕 (19)は 白縁端部の摘み出しが顕著で,内面は強い横ナデの連続に

よって鈍い凹面が連続する。(20)の ように肥厚しない単純な口縁部形態は大形鉢に多く

ない。また外面口縁部付近まで叩き目を残す点も同様である。(21022)は 付帯土坑 S Kl

4出土の高邦。共に本地方では主流となる形態ではない。 ミガキ調整の手法も異なってい

る。

本住居も後期初頭に位置づけることができる。

S K14(第 121図 )

B13区北端で検出した土坑である。竪穴住居S H02主柱穴をはじめ,多 くの柱穴が密集

する地点に位置し,本土坑南端は一柱穴と重複する。検出位置から竪穴住居S H02の 付帯

土坑の可能性がある。南北方向の長方形土坑で,東西壁の立ち上がりはかなり急であるが,

南北端は緩やかに立ち上がる。長軸1.4m程度,短軸0.65m,深 さ0.4mを測る。埋土は4

層からなり,下部 2層 は黒灰色系統の粘質土,上半部 2層 は黒褐色系統の砂質土である。

下層より拳～小児頭大の川原石と共に高不等若干が出土している。

S H03(第 123図 )

4区中央部の竪穴住居群中にあり, S H04と は一部重複する。本資料も調査時に想定で

きずに,のちに図上から復元した資料である。本住居も著しい削平により竪穴本体は失っ

ており,柱穴列などから復元した資料である。主柱は6本からなり,ほぼ径 5mの 円弧上

を巡る。径 7m前後の円形住居が想定できるであろう。柱間隔は2.2m～2.7mで柱穴は深

さ0.2m程度残存している。南端 2基を除く4箇所では同規模の柱穴 2基が重複あるいは

隣接している。また柱穴列中央に径約0。6mの浅い皿状土坑 2基がやはり重複 している。

これらは位置関係から本住居の中央土坑と考えられ,主柱穴の重複とあわせて立て替えを

想定できる。

底部小片 (23)は薄作りの底部で縁辺部はやや張り気味となる。後期初頭に多い形態で

ある。
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挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

霊 ? 細・極多 橙色 黒褐色 薄作りの底部。内面タス・り後底面指押さえ。 角閃石極多、石英等

少

第123図  4区 S H03平 0断面図 (1/80)お よび出土遺物 (1/4)

S H04(第 124～ 128図 )

4区中央部の竪穴住居群中にあり,本住居を復元すると北西側のS H01お よび南側のS

H05と は確実に重複するであろう。

本住居は著しい削平によって竪穴本体は一切残存せず,規則的な柱穴列と中央土坑から

竪穴住居と推定した資料である。主柱は7な いしは8本が想定できる。東西5.5m,南北

4.5mの 楕円形に並ぶ。柱間間隔は1.9～ 3.Omと ゃやばらつき,柱穴は0。 3～ 0。4mの 深さで

残存している。これから径 8m内外のやや大形の円形住居を想定して良いであろう。また

各柱穴とも2～ 4基が重複ないし近接しており,変遷順序は明らかにしがたいが,第 125

図に示したように最低 4次にわたる主柱の改変が想定できる。ただし現状では中央土坑の

移動あるいは改変は確認できない。

中央土坑は径0.6mの 円柱状で中央にやや浮いた状態で完形の大形砥石を検出している。

また主柱穴列を取りまくようにほぼ同形同大の4基の長方形ないしは楕円形の小土坑 (S
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第125図  4区 S H04変遷想定図 (1/,20)

K15・ 16017018)が認められる。これらは位置関係から本住居付帯施設の可能性がある

が,必ず しも全てが同時併存と考える必要はない。さらに主柱穴列外の北東には約 3mの

間隔をおいて溝状遺構が位置する。

S K15

南西部の主柱穴列外側に位置する楕円形土坑である。長1.lm,幅 0.6m,深 さ0.15mを

測る。遺物は伴わない。

◎
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挿図番号 器種 口径 器 高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

甕 細・極多 明赤褐色 □縁部は強く折り返して短く開く。端部は小

さく上下に摘む。横ナテ・。

角閃石極多

甕 細 。極多 明赤褐色 □縁部は綬やかに折り返して短く外反。端部

は鈍い玉縁状に肥厚する。横ナテ・。

角閃石極多

大形鉢 細・極多 橙色 口縁端部は外方に張 り気味に四角く納める。

□縁部下に鈍い凹線。片□。

角閃石極多、石英等

少 赤色顔料

大形鉢 細 。極多 責橙色 口縁部は緩やかに内湾して端部は小さく内外

に摘み頂部平坦面。外面鈍い凹線。

角閃石極多、赤色粒

脚 細・極多 橙色 黒褐色 円柱状軸部で、脚頂部円盤充根。外部外面放

射状ミがキ、軸部内面横タス・り。

全周 角閃石極多、石英等

脚 細・極多 にぶい黄掲色 脚裾部は外反して強く開き、端部は張り気味

に四角く納める。円形透かし

角閃石極多

脚 細・極多、中 。

普

黒褐色 脚裾部は外反 して強 く開き、端部は鈍 く摘み

上げる。外面暗文風の縦ミがキ、内面横ハケ・横

ナテ・。 2孔 1対の大形円形透か し4方。

角閃石極多、石英等

・雲母

甕 細・極多 橙色 強く折り返した□縁部は短く開く。端部は鈍

く肥厚しつつ上下に小さく摘み出す。端面に

凹線

角閃石極多、石英等

多

把手付広片 細・極多 黒色 体側縁部。端部は四角く納める。内面ハケ。 角閃石極多 赤色鰺

料

高不 ? 細・極多、中・

普、粗・少

橙色 □縁部はほぼ直立 し、短部は肥厚 しつつ内外

に摘む。頂部に沈線 3条。

角閃石極多、石英零

多

脚 細・極多 褐色 脚頂部は円盤充瞑。外面縦ケス・り、外部内面放

射ミがキ

角閃石極多、雲母多

、石英等

脚 細・極多 黄橙色 脚裾部はよく開き端部は四角く納める。 2孔

1対の円形透か し

角閃石極多、石英等

・雲母

脚 細・極多、中・

多

橙色 脚裾の開きは小さい。端部は鈍 く肥厚 して端

面に凹線 2条。脚頂部は円盤充填。裾部にや

や大形の円形透か し。

角閃石極多、石英等

多

霊 ? 細・極多 明赤褐色 薄作りの底部。縁辺部は張 り出 して弱い窪み

底状。

角閃石極多

甕 IIB・ 極多、中 。

普

にぶい褐色 口縁部は強 く折 り返す。内面最大径部まで横

タス・り後、上半部指押 さえ。

角閃石極多、石英等

第126図  4区 S H04出 土遺物 1(1/4)
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挿図番号 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 石材 形態 。手法の特徴 備考

大形砥石 1360( 砂岩 両端面以外使用顕著で多角柱状

第127図  4区 S H04出 土遺物 2(1/4)



S K16

主柱穴列の北側で検出した。ほぼ東西に主軸を持つ長方形

土坑で,断面形は箱形を呈する。長軸1.15m,短軸0.7m,深

さ0。 2mを測る。埋土は2層で,上層は灰褐色,下層は黒褐

色の砂質土からなる。埋土上面付近に少量の土器小片と大形

砥石が伴う。

S K17

主柱穴列の南側で検出した小土坑である。東西方向に主軸

を持つ長楕円形の浅い土坑である。東西壁の立ち上がりは比

較的急であるが,南北端は緩やかに立ち上がる。長軸0.85m,

短軸0.5m,深 さ0.2mを測る。床面はほぼ平坦で,埋土は灰

褐色系の砂質土からなる。ごく微量の土器片を見るにすぎな

い。

S K18

西部の主柱穴列外側に位置する楕円形土坑である。長0.8

m,幅0.6m,深 さ0.2mを測る。埋土は灰褐色砂質土で遺物

は伴わない。

S D14

B14区北半部で検出した小溝である。 4区中央部の竪穴住

0 Scm

-l

o tott

-

挿図番号 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 石材 形態・手法の特徴 備考

大形砥石 砂岩 全面使用顕著で平滑、多角柱状 擦痕顕著 折損

打製石包丁 安山岩 縁辺部片面調整 扶 り部摩耗微弱 折損

第128図  4区 S H01出 土遺物 3(1/401/2)

―-204-―



居群中, S H02主柱穴列の北東に位置する。緩やかに南西に弧を描き,延長4.5m分 を確

認している。断面形は半円形で幅0.5～0.7m,深 さ0.15～ 0。2mを 測る。埋土は灰褐色土で

下層はやや粘性に富む。両端は比較的急激に立ち上がる形状を示すが,位置関係から竪穴

住居外周溝の残骸の可能性を指摘しておきたい。遺物は検出していない。

本住居に関連して中央土坑と柱穴から少量の遺物を検出しているが,付帯土坑ではわず

かにS K17か ら大形砥石 (40)が出土しただけである。甕 (24)は小片だが,日縁部がや

や伸び,端部の肥厚も弱いことから後期初頭でも新 しい様相といえる。(25)の 玉縁状に

肥厚した日縁部形態は他に例がない。(29)は小形でやや短い円柱状軸部を持つ形態の脚

裾部であろう。大形鉢 (27)は拡張口縁形態だが,肥厚・拡張及び口縁部直下の屈曲がか

なり鈍い。把手付広片口皿側縁部 (32)の内面ハケ調整は本器種では少ない調整である。

小形脚 (36)は鈍い端部肥厚があるが,内面横ケズリは施されず裾部の透かし孔はやや大

きい点で,脚端部を肥厚する形態と円錐状脚部形態の中間的な様相を持つ。以上の資料は

後期初頭でも新しい様相が強いものである。

また本住居では大形砥石 2点が出土した点は注意される。完形の砥石 (39)は 中央土坑

出土。方柱状の砂岩の全側面を使用しており,特に稜部に狭い使用面が並ぶ。使用面はお

おむね平坦である。

(40)は より明瞭な方柱状を呈する大形砥石であるが,両端を折損し,中央部が残るに

すぎない。やはり全面を使用し稜部は面取り状に狭い面が並ぶ。また各面とも横位の太い

擦痕が顕著である。(41)は安山岩系統の打製石庖丁。快り部を除き,縁辺は粗雑な片面

調整で仕上げる。

S H05(第 1290130図 )

4区中央部の竪穴住居群中にあり,北接するS H04と は重複する。本資料は調査時に想

定できずに,のちに図上から復元した資料である。本住居も著しい削平により竪穴本体は

失っており,柱穴列などから復元した資料である。主柱は5本からなり,ほぼ径 4mの 円

弧上に巡る。柱間隔は2.2m～ 2.7mで柱穴は深さ0.5m程度残存している。柱穴列中央より

やや東に偏した位置に径0.5mの浅い円柱状の掘込みがある。S H04と 同様の中央土坑の

可能性がある。また南端 2主柱間に位置する長方形土坑S K20は 位置関係から本住居付帯

施設の可能性がある。径 5m強の竪穴住居を復元できるであろう。

遺物は主柱穴から少量出土している。小形器台 (42)は鈍く肥厚した口縁端部を小さく

-205-―



上下に摘み出し,端面には短刻線文を施し,内面の分割横 ミガキをよく留めている。大形

甕 (43)は 日縁部を鈍く肥厚し,端部を強く摘み上げる形態。小形の直口壺 (44)は外面

板状工具によるナデ調整でやや粗雑。甕 (47)は 口縁部の肥厚・拡張が弱い点や丸みを帯

びた肩部の形状等からやや違和感のある形態。底部 (46)と 共に,片岩粒を含む胎土で明

らかな搬入品である。(48)は柱状片刃石斧片。側面まで丁寧な研磨が及ぶ。

本住居は後期初頭に属する。

9     1     4m
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第129図  4区 S H050
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挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

小形器台 細・極多、中・

少

明赤褐色 口縁部は強く外反して開く。端部は外方に摘

み出すと共に上方も突出する。端面は凹線後

ハタ原体刺突の6条 1単位の短刻線。内面分割

横ミがキ

角閃石極多、石英等

多

大形甕 細・極多、中・

普

明褐色 短 く内傾する頸部から口縁部は強 く折 り返 し

て短 く開く。端部は上方に摘み出すと共に下

方もやや張る。端面に凹線。肩部外面横ハタ、

内面上半部横ハケ後指押さえ。最大径以下横タス

・り。

角閃石極多 (含粗粒

)、 石英等・赤色粒

直口壼 細・極多、中・

普

橙色 体部は強 く張 り、外傾する日頸部は短い。端

部は丸く納める。頸基部に鈍い凹線 1条。外

面ナテ・調整だが凹凸やや顕著。内面下半部ナテ・

上げ、上半部指押さえ。

完存 角閃石極多、石英簿

高外 細・極多 橙色 中位で鈍く屈曲 して上半部は短 くやや外傾す

る。端部は丸 く納める。

角閃石極多、石英等

少

壺 ? 粗 。普 明褐灰色 底部縁辺が張 り出してわずかに窪み底状。外

面下端に指押さえ。

片岩 搬入品

甕 中 。普 浅黄橙色 □縁部は強 く折 り返 して短 く開く。端部は描

み上げて、狭い端面に凹線 1条、内面指押さ

え。

片岩・赤色粒 搬入

挿図番号 器種 現存長 1最大幅 1最大厚 1 重量 1石材 形態 。手法の特徴 備考

柱状片刃石斧 441 071 2. 671片 岩 側面も研磨顕著 先端部片

第 130図  4区 S H05出 土遺物 (1/401/2)
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S K19

B13区 の竪穴住居S H05主柱穴列の南西側で検出した土坑である。本土坑は検出位置か

ら見てS H05付帯施設の可能性がある。南北方向に主軸を持つ長楕円形の浅い土坑である。

長軸1.lm,短軸0.5m,深 さ0。 lmを測る。床面はほぼ平坦で埋土は単層である。ごく微量

の土器片を見るにすぎない。

S K20

B13区の竪穴住居S H05主柱穴列の南側で検出した土坑である。東西方向に主軸を持つ

長楕円形の土坑である。本土坑は検出位置から見てS H05付帯施設の可能性がある。壁の

立ち上がりは四周共に比較的緩やかで,床面はほぼ平坦である。長軸1.5m,短軸1.Om,

深さ0。32mを測る。埋土は大別して 2層 に区分できる。上層は灰褐色～黒褐色の砂質土か

らなり,下層は暗灰褐色の粘質土である。土坑中央部の下層中に上記した土器片の集中を

見る。

16.00

9     1     7m

第131図  4区 S H06平・断面図 (1/80)
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S H06(第 131図 )

4区中央部の竪穴住居・柱穴集中域中の,矩形に配された4柱穴を主柱として図上から

想定した参考資料である。深さ0.3～ 0.4mの 4穴 は南北2.6～2.7m,東西2.4mの 矩形に並

ぶ。柱穴列内に小穴はあるが,規模形状などから中央土坑としては特定しがたい。その外

の付帯施設も確認できず,甚だ不安定な資料であるが,可能性として提示しておく。遺物

は伴っていない。
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S H07(第 132図 )

本例 も後に図上復元 した参考資料で

ある。 4区中央部の竪穴住居群の北端

にあり,掘立柱建物 S B10と 重複する

位置になる。近世以降の撹乱により北

東隅の 1穴を欠 くが,本来的には径 4

m強の円弧上に並ぶ 5本の主柱からな

る竪穴住居と想定 している。柱間隔は

2.1～ 2.5mで ,各柱穴の残 りは0.2～0.3

m程度と良 くない。中央穴その他は一

切確認できていない。柱配置から想定

すれば径 5m強の円形住居となるであ

ろう。

少量の土器小片を柱穴から検出して

いる。大形鉢 (49)は 口縁部直下外面

に凹線 1条を施 した後に口縁端部を強

く横ナデしたために,凹線文はつぶれ

てややいびつになっている。

⑦

ｌ
ｌ
ｌ
‐

９一

T.N.

`

---Q--;=- ////
.u;r' 49

o tott

-

16.00

m

挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

鉢 細・極多 にぶい黄橙色 灰黄色 内湾気味に開き、日縁端部は肥厚気味に丸く

納める。外面直下に沈線2条。内面横ミがキ。

角閃石極多、石英響

少 赤色顔料

第132図  4区 S H07平・ 断面図 (1/80)および出土遺物 (1/4)
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第133図  4区 S H08平・断面図 (1/80)

S H08(第 133図 )

4区中央部の竪穴住居群北部にあり,復元上径 4m強の円弧上に配列された比較的整 っ

た 5柱穴から図上で想定 した資料である。

北端 1穴は未検出であるが,主柱は本来 6本からなるものと想定 している。柱間隔は2.0

～2.5mで各柱穴の残 りは0.2～0.3m程度と良 くない。中央穴その他は一切確認できていな

い。柱配置から想定すれば径 6m弱の円形住居となるであろう。遺物は伴わない。

S H09(第 134図 )

本例 も後に図上復元 した参考資料である。 4区中央部の竪穴住居群の北東部にある。径

4m弱の円弧上に並ぶ 6本の主柱からなる竪穴住居と想定 している。柱間隔は1.6～ 2。 lm

で,ややばらつく。各柱穴の残 りは0.1～ 0.2m程度 と良 くない。柱穴列の中央北側に小穴

16.00

-210-



00・ 91

―◎
＼

＼
＼

⑤   

―

16.00

鯰
麒
鶉
鯰
鯰
鯰
鰺
麒

〇
〇
．
Φ
【

があるが,規模から中央穴と

は見倣しがたい。その他の付

帯施設も一切確認できていな

い。柱配置から想定すれば径

5m強の円形住居となるであ

ろう。

柱穴から出土した高不 (5の

は,中位の屈曲が顕著で,上

半部の外傾及び口縁端部の外

方拡張が極端ではない点から,

後期初頭の古い様相とみなし

うる。

9     1     7m

S H10(第 135図 )

本例 も後に図上復元 した参考資料である。 4区中央部の竪穴住居群の東端にあり,大型

灌漑水路 S D16に 近接 しており, これとの共存は難 しい。東西にやや長い長径 4m弱の楕

円弧上に並ぶ 5本の主柱からなる竪穴住居と想定 している。柱間隔は2.0～ 2.7mで,ゃゃ

ばらつくが, これら柱穴列は他の柱穴群より離れた位置にまとまっておりこの他の組合せ

の想定はかなり困難な一群である。各柱穴の残 りは0.2m程度 と良 くない。中央穴その他

挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

高杯 細・極多 IH色 中位で強く屈曲して上半部短く直立。端部は

外方に摘み出すと共に内方も突出。頂部平坦

面沈線。上半部横ナテ・、下半部内外面横ミがキ。

角閃石極多、石英等

多

第134図  4区 S H09平・断面図 (1/80)および出土遺物 (1/4)
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は一切確認できていない。柱配置から想定すれば径 6m弱の円形住居となるであろう。遺

物は伴わないが, S D16が後期末葉まで機能することを考えると,本住居は同溝開削以前

に位置づけるべきであろう。
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第135図  4区 S H10平・断面図 (1/80)

SHll(第 136図 )

4区中央部の竪穴住居群の東端にあり,径 5m強のやや東西に長い楕円弧上に並ぶ 7柱

穴から図上で想定 した資料である。柱間隔は1.4～ 2.9mで ゃやバラツキが大 きい。各柱穴

の残 りは0.2～ 0.4m程度と良 くない。中央穴その他は一切確認できていない。柱配置から

想定すれば径 7m弱の円形住居となるであろう。遺物は伴わない。
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9     1     7m

第136図  4区 S Hll平・断面図 (1/80)

S B01(第 137図 )

4区西端,C ll区 で検出した掘立柱建物である。 4区中央の遺構集中区域の西限を画す

る南北溝S D08よ り約10m東方に位置する。周囲に同時期の遺構は希薄であるが, 3区東

端にも同様の主軸方位をもつ掘立柱建物群が連続するが,周囲に他種遺構は希薄である。

本建物は桁行 3間 (5。 lm),梁間 1間 (3.Om)の側柱建物で,主軸方位はN30° E,床

面積15.3Jを測る。なお北東隅柱穴は近世土坑と重複し残存しない。

柱穴掘り方は概ね0.5m角 の方形を呈するが,辺 は必ずしも建物軸と一致しない。残存

深は0.2m程度に過ぎない。残存する柱穴全て径0.lm前後の掘り方規模に比 して著 しく小

振りな柱痕を確認した。それらの下端レベルは標高15.2m前後でほぼ揃う。

なお柱痕位置から,建物両側とも桁方向の柱通りはかなり整い,梁間間隔もほぼ等 しい

ことが確認できるが,桁方向の柱間間隔は1.5～ 1.9mと ばらつきが大きく,両側があまり

対応していない。桁に直交した梁の架構は困難であろう。

高不 (51)は浅い外部で,わずかに外傾して立ち上がる形態。端部は拡張・肥厚せずに

丸く納める。主流となる形態ではないが,後期初頭に属する。
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1.黒色粘質土層
2.黒灰色粘質土層砂混じり
3.褐色砂層
4.黄白色細砂層 (S K03埋土)
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第137図  4区 S B01平・断面図 (1/80)および出土遺物 (:/4)

S B02(第 1380139図 )

4区西部,C12区で検出した南北棟建物である。 S D08016に よって東西を画された 4

区中央の遺構集中区域の西北隅に位置する。すぐ北に同様の規模・形状・主軸方位をもつ

S B03が あり,本建物柱穴が小規模溝S Dllの西端部を切っている。

本建物は桁行 3間 (5.4m),梁 間 1間 (2.7～2.8m)の 側柱建物で,主軸方位はN3°

E,床面積14.9nfを 測る。柱穴掘り方は径0.6m前後の略円形を呈 し,残存深は0。 2～ 0.3m

を測る。柱穴掘り方内に拳大の円礫多数を包含しており,掘 り方埋め戻しに円礫を多用し

た可能性があるが,本建物周辺は地山下層の砂礫層が微隆起し,遺構面にも拳大の円礫多

数が露出しているので断定はできない。柱痕は埋土の差異としては把握できなかったが,

多くの柱穴で中央部に径0.lm内 外の円柱状に礫の空隙部が認められるので, この部分を

9     1    19Cm

挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

高外 細・極多、中・

普

にぶい黄橙色 浅い外部。わずかに外傾 して立ち上がり端部

は尖る。杯外底面横タス・り、他横ナテ・。

角閃石極多、石英等
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柱位置と想定した。それらの下端レベルは標高15。 lm前後でほぼ揃う。

また建物両側とも桁方向の柱通りは比較的整い,梁間間隔もほぼ等しい。桁方向の柱間

間隔は1.6～ 2.Omと ばらつきが大きいが,両側はよく対応している。

掘立柱建物としては珍しく,西側南第 2穴等から何れも小片ではあるが比較的まとまっ

た遺物の出土を確認 した。直口壷 (52)は 口縁部にのみ不明瞭な凹線文を見る。大形鉢

(54)は 口縁部直下に不明瞭な凹線 1条。(55)は拡張口縁形態だが,端部の摘み出しは弱

く,上半部の本来の屈曲も口縁直下の幅広い凹線に変化している。(56～ 58)は浅い直立

口縁系統の高琢だが,端部の摘み出しや屈曲部が強調されている点で本来の形態が変化 し

つつある。小片だが拡張口縁形態の (59)も 日縁部の鈍化が認められる。また (60)は 調

整も考慮してとりあえず,開 きの弱い形態の小形器台脚部と見倣したが,端部形状などか

15.50

黎
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0

第 138図  4区 S B02平 0断面図 (1/80)
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らやや不安が残る。

明。内面横ケズリか

以上の資料の多く

直口壺口縁部の可能性もある。大形の円筒形を呈する (61)は 器種不

ら小形器台の可能性もあるが,端部形状に違和感がある。

は後期初頭でもより新しい様相が見て取れる。

フ8

そ―
   ―ワ ７

掬・`          |          ´  53

第139図  4区 S B02出 土遺物 (1/4)

S B03(第 140図 )

4区西部, C12区 で検出した南北棟建物である。 S

された 4区中央の遺構集中区域の西北隅に位置する。

0                    10cm

D08お よびS D16に よって東西を画

南側に同様の規模 0形状・主軸方位

覗

●
ミバ

挿図番号 器種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 形態上の特徴など 残存率 備考

直□壺 細・極多 橙色 口頸部は外反気味に立ち上が り、端部は丸 く

納める。口頸部縦ハケ後、上半部凹線。

角閃石極多

小形器台 細・極多 にぶい黄褐色 口縁部は強く外反して開く。端部は上下に招

み出して端面に凹線。内外面横ナテ
゛

角閃石極多、石英等

少

鉢 細 。極多 明黄褐色 黒褐色 口縁端部は丸く納め、外面直下に凹線 1条。

口pき 目残す。

角閃石極多

鉢 細・極多 黄褐色 やや内湾気味に立ち上が り端部は四角く納め

る。日縁部直下に凹線 1条。外面縦ミがキ、内

面横ハケ。

角閃石極多、石英等

多 赤色顔料

高杯 細 。極多 黒色 灰黄色 中位で屈曲して鈍い稜。上半部は短 く外傾。

端部は外方に張 り気味に四角く納める。内外

面ナテ・。口縁端部は丸 く納め、外面直下に凹線

1条。口pき 目残す。

角閃石極多

高杯 細・極多 明黄褐色 中位で屈曲して鈍い稜。上半部は短 く直立。

端部は外方に小さく摘み出す。

角閃石極多、石英等

高外 細・極多 にぶい黄色 中位で屈曲して鈍い稜。上半部短 く直立。端

部は外方に小さく摘み出す。横ナテ
゛
。

角関石極多、石英等

多

高杯 細 。極多 橙 色 上半部短 く外傾。端部は外方に引き出すと共

に内方も鈍 く突出。頂部平坦面凹線 3条。

角閃石極多、石英得

。雲母

小形器台 ? 細 。極多 橙色 黒色 やや反 り気味に伸び、端部尖る。内面タス・り。 角閃石種多

? 細・極多 明赤褐色 太めの口頸部。頸部は直立 し口縁都鈍 く外反

。端部は外方に張 り気味に四角く納める。内

面横タス・り。

角閃石極多、石英等
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をもつS B02が ある。

本建物は桁行 3間 (5。 7～ 8m),梁間 1間 (3.3～3.4m)の 側柱建物で,主軸方位はN

6° W,床面積19.3nfを 測る。柱穴掘り方は径0.5～ 0.7m前後で,形態は一定 しない。残

存深は0.1～ 0.2mと ,残存状態はよくない。西側 2穴を除く柱穴で,径0.lm前後の,掘 り

方規模に比して著しく小振りな柱痕を確認した。それらの下端レベルは標高15.4m前後で

比較的揃う。

建物両側とも桁方向の柱通りは比較的整う。梁間間隔は北に向かってわずかに広がる。

桁方向の柱間間隔は1.7～ 2.12mと ばらつきが大きく,両側があまり対応していない。桁に

直交した梁の架構は困難であろう。遺物は出土していない。
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第140図  4区 S B03平・断面図 (1/80)

S B04(第 141図 )

C13区で検出した南北棟建物である。野井戸が現存 じ建物全体を検出することができて

いない。北辺の 2穴および東辺の 3穴を確認 したにとどまる。また北辺はC13区北半地下

215.50
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げ部分にあり,柱穴底面がわずかに遺存するに過ぎない。本建物は4区中央部の遺構集中

区域の北西部にあり,西側には南北棟建物 S B02003が縦列し,南には東西小規模溝SD

llが走る。

本建物は現状では桁行 2間 (4.3m),梁間 1間 (3.lm)で主軸方位N4° Eの側柱建物

を想定できるが, S Dllが東側柱穴列の南延長方向にあつて, これによって柱穴が破壊さ

れている可能性,つ まり桁行 3間以上の建物となる可能性も考慮しておくほうがよい。柱

穴掘り方は径0.5～0.6m前後で略円形ないしは略方形を呈する。残存深は0.1～0.3mで下端

レベルは15.25m前後で揃っている。検出した4穴で他建物よりも一回り大形の径0.15～ 0。 2

-0  @ ◎一
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0                  10cm

挿図番号 器種 □径 器 高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

甕 細・ 極多 明赤褐色 口縁部は強く折り返して短く開く。端部は上

方に摘み出しつつ下方も突出。端面沈線 3条

角閃石極多

甕 ? 細・ 極多 黒褐色 橙色 薄作 りの底部。内面タス・り。 角閃石極多

高鉢 細・少、中 。多 橙色 中位で強 く屈曲して段。上半部短 く外傾。端

部は外方に引き出すと共に内方も突出。頂部

平坦面凹線 3条。

石英等多、角閃石少

搬入品

第141図  4区 S B04平・断面図 (1/80)お よび出土遺物 (1/4)
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■言

mの柱痕を確認した。桁方向の柱間間隔は2.1～ 2.2mを測る。

甕口縁部 (62)は肥厚せずに上下の摘み出しによって日縁部端面を作り出すどちらかと

いえば古い様相を示す。高琢 (64)は肥厚せずに内外に明瞭に摘み出して拡張口縁とする。

これらは後期初頭でも古い様相である。

S B05(第 142図 )

4区西部のB13区西端で検出した南北棟建物である。南北溝S D13と 重複関係にあり,

北側のS B04お よび北東方向のS B02003と ほぼ主軸方向を等しくする。つまりこれら4

棟の南北棟建物は4区中央部の竪穴住居密集区域の北東方向に群集していることになる。

現行水路によって西列 2穴は検出できていないが,桁行 2間 (4.8m),梁間1間 (3.lm)

の側柱建物を想定してよいであろう。主軸方位はN4° W,床面積14.9 nfを測る。柱穴掘

り方は径0.5m前後の略円形を呈し,残存深は0.2m前後とあまり残りはよくない。桁行方

向の柱間間隔は2.2～ 2.6mと やや差がある。東列南端柱穴が重複 しているが,本建物の改

修を示すものか確定できない。本建物に伴う遺物は確認していないが埋土と周辺遺構の関

係から弥生後期と推定できる。
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第142図  4区 S B05平・断面図 (1/80)

-219-



なお上記した4棟の南北棟建物はほぼ同形・同大の南北 2棟が東西 2列に並び形を取る。

本建物を含む東列は桁行 2間のやや小振りな建物であるのに対して,西列 2棟は共に桁行

き3間のやや大形の建物からなる。

%__〒 __二 _____髯
m

67

0                   1ocm

第143図  4区 S B07平・断面図 (1/80)お よび出土遺物 (1/4)

S B07(第 143図 )

4区中央部,C13014区南端部で検出した南北棟建物である。 4区中央部の竪穴住居・

掘立柱建物等の集中区域にあって掘立柱建物 S B08が 北接 し,井戸状遺構 S K05 006007

挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

広□壺 細・極多、中 。

多

橙 色 やや外傾する頸部から口縁部は弱く外反。端

部は鈍く肥厚しつつ外方に摘み出し、狭い端

面。

角閃石極多 (合粗粒

)、 石英等多

壺 細・極多 明赤褐色 口縁部は強 く折 り返 して短 く開く。端部は上

下に摘み出 して端面に櫛描沈線 3条。□縁割

内面の強い横ナテ
゛
で折 り返 し部に稜。

角閃石極多、石英等

多

寵 ? 細・極多 橙色 薄作りの底部。内面タス・り後底面指押さえ。 角関石極多
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がすぐ西側に並ぶ。また周辺に柱穴が錯綜し,本遺構は調査時には想定できなかった。整

理段階に図上で復元したものである。

それによれば本建物は桁行 2間 (3.5m),梁 間 1間 (2.2～ 2.5m)の 側柱建物で,主軸

方位はN47° E,床面積8.2Jと なる。柱穴掘り方は径0.3m前後の略円形を呈 し,残存深

は0.2～ 0.3mを 測り,下端レベルは標高15。 6m前後でほぼ揃う。

この想定では桁方向の柱間間隔は1.7～ 1.8mと ほぼ揃うが,柱通りは必ずしも整ってい

ない。以上の点から本建物は可能性としての提示に留めたい。

遺物は北西隅柱穴から少量検出されている。広口壺 (65)は,鈍 く肥厚しつつ端部を摘

み出す。この形態の広口壺は垂下口縁が多いが, これは典型的なそれではない。甕 (66)

は肥厚せずに端部を上下に摘み出す形態。後期初頭でもより古い様相である。

8_◎ ◎一

b_③
|

0-
16.00

m

7
/.′  68
0         5cm

―
挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

壺 ? 細・極多、中・

多

暗褐色 口縁部は外反して開き端部は丸く納める。横

ナテ・。

角閃石極多 (含粗粒

)、 雲母

第144図  4区 S B08平・断面図 (1/80)お よび出土遺物 (1/4)
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挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

壺 ? 細・極多、中 。

多

橙色 比較的薄作りの底部。外面縦ケス・り後縦ミがキ

内面螺旋状タス・り。

3/8 角閃石極多 (合粗粒

)、 石英等多

大形鉢 細・極多、中・

多

黄橙色 内湾気味に開き口縁部はほぼ直立 し、端部は

小さく摘み出す。外面□縁部横ハケ以下縦ハケ、

内面横タス・り後サテ・。

角閃石極多 (含粗粒

)、 石英等

高杯 細・極多 橙色 黒色 浅い外部。わずかに外傾 して立ち上が り端部

は小さく外方に摘む。

角閃石極多

脚 細 。極多、中・

多

明赤IB色 円柱状軸部で、裾部は強 く折 り返 して開 く。

脚頂部円盤充収。杯部外面放射状ケス・り後ミがキ

、軸部外面縦ミがキ、内面横タス・り。

全周 角閃石極多、石英等

・雲母多

第 145図  4区 S B09平・断面図 (1/80)お よび出土遺物 (1/4)
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S B08(第 144図 )

4区中央部,B14区で検出した建物である。 4区中央部の竪穴住居・掘立柱建物等の集

中区域にあって,本建物西南部は竪穴住居S H04の 復元範囲と重複する関係にある。本遺

構も調査時に想定できず,整理段階に図上で復元したものである。

本建物は桁行 2間 (3.Om),梁間 1間 (2.lm)の小形の側柱建物として想定できる。主

軸方位はN61° W,床面積6.3どを測る。柱穴掘り方は略円形を呈 し径0.3～ 0.5m前後とバ

ラツキが大きい。また残存深は0.2～ 0.3mで ,残 りはよくない。

桁方向の柱間間隔は1.8～ 1.9mで,柱通りも比較的良く,梁間間隔も大きく違わない。

(68)は強く外反した直口壺口縁部片であろう。後期初頭に位置づけられる。

S B09(第 145図 )

4区中央部,C14区で検出した東西棟建物である。小規模東西溝S Dllに 沿ってその南

側にあり,東側には東西棟建物S B10が ある。

なお本建物は北東隅柱穴を未確認であるが,他柱穴の配列状況から,桁行 2間 (5。 lm),

梁間 1間 (2.6m)の側柱建物を想定した。主軸方位はN83° W,床面積13.3nfを 測る。柱

穴掘り方は径0.5m前後で,形態は一定 しない。南側列では3穴 とも1～ 2基の他柱穴と

重複する。北側列 2穴ではいずれも掘り方内に拳大の円礫を見る。

また南側列ではいずれも径0.lm強の柱痕を確認した。これらの柱通りに問題はないが,

桁行間隔は揃わず梁間も東に向かって広がる傾向にある。

南側列の中央柱穴からやや大形の土器片を検出している。(70)は 口縁部が小さく外反

する大鉢で,全体形状から見て後出する形態と思われる。(72)脚 は円柱状軸部がやや短

く,軸頂部に鈍い凹線 1条を施し内面には横ケズリが認められる。装飾高不脚部の可能性

もある。

S B10(第 146図 )

4区中央部の,C14区北東で検出した東西棟建物である。小規模東西溝S Dllと 一部重

複する位置にあり,西側には東西棟建物S B09が ある。北側柱穴列は,地下げと近世以降

土坑によりかなり損なわれている。北側中央穴はまったく残存しない。

本建物は桁行 2間 (4.7m),梁 間 1間 (2.8～ 2.9m)の 側柱建物で,主軸方位はN84°

E,床面積13.4ピを測る。柱穴掘り方は径0.5m前後の略円形を呈し,残存深は0.3m前後
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を測る。南側列 3穴では径0.lm強の柱痕を確認している。それらの下端レベルは標高15。 1

m前後でほぼ揃い,柱通りも良い。また北東隅柱穴では底面に平石 2枚を敷く。

小形器台 (73)はわずかに脚端部を肥厚して外面に鈍い凹線文を連続させる。甕 (74)

はいわゆる「 く」字口縁を呈するが,日縁部は伸びていないので必ずしも後出的とみなす

必要はない。
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黒灰色弱粘質土(黄褐色プロックを若干含む)

黄灰色土混じり淡黒灰色弱粘質土

m

7
、
｀
  74

0                  10cm

挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

小形器台 細 。極多、中・

多

橙色 脚裾部の開き弱い。脚端上部を強く摘み出し

て、裾部外面と端面に凹線。内面横タス・り。中

位に方形透かし。

角閃石極多 (合粗粒

)、 石英等多

甕 細・極多、中・

多

明褐色 口縁部は弱く折り返して端部は上方に張り気

味に四角く納める。横ナテ・。

角閃石極多 (合粗粒

)、 石英等多

第146図  4区 S B10平・断面図 (1/80)お よび出土遺物 (1/4)
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S Bll(第 147図 )

4区中央部,B14区北端で検出した建物である。 4区中央部の竪穴住居・掘立柱建物等

の集中区域にあって掘立柱建物S B05が北接する。本遺構も調査時に想定できず,整理段

階に図上で復元したものである。

本建物は桁行 2間 (3.9m),梁間 1間 (3.0～ 3.lm)の側柱建物で梁間が相対的に広い。

主軸方位はN75° E,床面積11.7Jを測る。柱穴掘り方は径0.4m前後の略円形を呈 し,残

存深は0.3～ 0.5mを 測る。

桁方向の柱間間隔は1.8～ 2.Omで ,柱通りも比較的良く,梁間間隔も大きく違わない。

本建物に伴う遺物はない。
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第147図  4区 S Bll平・断面図 (1/80)

S B12(第 148図 )

4区東端,B16・ 17区で検出した掘立柱建物である。本建物はS D17東 方の掘立柱建物

群の一部である。建物南半部は調査区外に続 くため北西側柱穴列 3穴のみを確認 したにす

ぎない。
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主軸方位N83° Eの桁行 2間 (4.2m)以上の建物を想定することが可能である。確認

部分の柱間間隔は2.4m,2.5mと なる。柱穴掘り方は径0.6～0.9mの 隅丸方形もしくは長方

形を呈し,残存深は0.3m前後を測る。東側 2穴では掘り方底面に径0.2m弱 の円形の凹部

を検出している。柱基部を反映する可能性がある。

伴出遺物は,わずかに底部小片 (75)を検出したに過ぎず,時期決定が困難である。

16.00

1.暗茶褐色砂質土 (礫多い)

2.黒褐色粘質土

f｀   10帥

3.黒褐色粘質土(10mm大礫多い)
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挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

壺 ? 細・ 極多 にぶい黄色 薄作 りの底部で体部の張 り強い。内面ケス・り。 角閃石極多

第148図  4区 S B12平・断面図 (1/80)お よび出土遺物 (1/4)
S B13(第 149図 )

4区東端,B17区で検出した掘立柱建物である。本建物はS D17東方の掘立柱建物群の

一部である。

柱穴掘り方の配列が一定程度規則的であることや周辺の柱穴遺構の分布状態からみても

本遺構を,桁行 2間 (4.1～4.4m),梁 間 1間 (2.3～ 4m)で主軸方位 N71° E,床面積

11.OJの側柱建物と復元できる可能性は高いが,掘 り方寸法,形状や柱間間隔の格差が他

建物に比べ大きい。北西の 2穴は径0.4～0.5mの 隅丸方形を呈するが,他は一回り以上小

さい径0.2～ 0。 3m程度の略円形を呈する。また桁行方向でも柱間間隔は1.7～ 2.4mの バラツ

キがある。大形の 2穴以外は掘り方底面に突出した柱基部の凹部と見ることも可能である

が,それの下端レベルが揃っていない点が気に掛かる。

したがって本遺構の復元案は参考資料としての提示に留めたい。
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1.黄灰色土混じり黒褐色粘質土
2.茶褐色粘質土 (柱痕)

3.黒灰色粘質土
4.茶灰色砂礫混じり粘質土
5.黒褐色砂質土

0     1     2m

第149図  4区 S B13平・断面図 (1/80)

S B14(第 150図 )

4区東端,B17区で検出した南北棟建物である。本建物はS D17東 方の掘立柱建物群の

一部で,同群中のS B15の 1穴 と本建物の北東隅柱穴が重複する。

本建物は桁行 3間 (4.9m),梁間 1間 (2.9m)の側柱建物で,主軸方位はN67° E,床

面積14.2ピを測る。柱穴掘り方は径0.4m前後の略円形ないしは楕円形を呈 し,形態は一定

しない。残存深 も0.2～0.4mと一定 していない。

桁行方向の柱間は1.5～ 1.9mと ばらつくが,両側とも中間が最 も狭 くなる特徴を持つ。

本建物に伴う遺物は検出していない。

S B15(第 151図 )

4区東端,B17区で検出した南北棟建物である。本建物はS D17東 方の掘立柱建物群の

一部で,同群中のS B14北 東隅柱穴と本建物の西側列の 1穴が重複する。

本建物は桁行 2間 (3.8m),梁 間 1間 (2.7～3.3m)の 側柱建物で,主軸方位はN40°

E,床面積11.4ピを測る。柱穴掘 り方は径0.7～ 0.8m前後の隅丸方形を呈 し,残存深は0.4
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第150図  4区 S B14平・断面図 (1/80)

～0。 5m前後を測る。東側列等で掘り方に比べ著 しく小振りの径0。 lm強の柱痕を確認 して

いる。桁行方向の柱間間隔は1.7～ 2.lmと ばらつくが柱通りは比較的良い。梁間間隔は南

端で2.7mだ が,北端では3.3mと 開く。

伴出遺物は,わずかに底部縁辺部小片 (76)を伴うに過ぎない。

S B16(第 152図 )

4区東端,B O C17区で検出した南北棟建物である。本建物はS D17東方の掘立柱建物

群の一部である。建物東半部は現有道路下に続くため西側柱穴列 3穴のみを確認したにす

ぎない。

主軸方位N37° Eの桁行 2間 (4.2m),梁間2.5m以上の掘立柱建物が想定できる。柱間

間隔は2.Om,2.2mと なる。柱穴掘り方は径0.5～ 0.6mの 隅丸方形もしくは略円形を呈し,
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残存深は0。3m前後を測る。確認しえた柱痕はいずれも径0.lm前後と掘り方に比べ著 しく

小振りである。掘り方埋土には拳大以下の円礫を多く含む。前後で,形態は一定しない。

南側列では3穴とも1～ 2基の他柱穴と重複する。北側列 2穴ではいずれも掘り方内に拳

大の円礫を見る。本建物に伴う遺物は検出していない。

1.灰褐色砂礫混じり黒褐色粘質土
2.黒褐色粘質土 (柱痕)

3.暗茶褐色砂混じり粘質土
4.茶褐色砂混じり粘質土 (柱痕)

9     1     7m

01ク
|イち6Ю帥

挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

細・ 極多 橙色 底部縁辺。外面粗い縦ハタ。 角閃石極多、石英等

第151図  4区 S B15平・ 断面図 (1/80)お よび出土遺物 (1/4)
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1.暗褐灰色粘質土
2.暗黄褐色粘質土

::磨暦負雹毒響型讃じり黄褐色粘質土
5。 暗黄灰色粘質土
6.暗褐色粘質土(砂混じり)

第152図  4区 S B16平・断面図 (1/80)

S D01(第 1530154図 )

B ll区中央で検出した小溝である。周辺には同

時期の小規模な柱穴が散在する程度で,比較的遺

構分布は希薄である。幅0。4m,断面皿状で深さ0。 1

mを測る。緩やかに弧を描いて伸び,延長 5m程

を確認している。壁溝状の小溝であるが,周辺の

柱穴との関係から竪穴住居を想定することは困難

である。出土遺物は鉄器 1の他は少量の土器細片
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明褐灰色砂質土
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第153図  4区 S DOi平 0断面図 (1/200・ 1/40)

である。

甕 (77)は短い口縁部の端部を強く肥厚 して小さく摘み出す。 (78)は小形器台口縁部

か。外方に強 く引き出す。拡張口縁形態の高不 (79)は中位の屈曲がやや鈍い。 (81082)

は小形器台脚。脚端の肥厚は鈍いが端上部を小さく摘み出す。鈍 く脚端を肥厚 しつつ摘み

出す (80)はかなり小形であるが裾部凹線からすれば小形器台かも知れない。以上の資料

は後期初頭に位置づけられる。

鉄器 (83)は現存長4。 lcmを 測 り,身部は断面矩形の棒状を呈する。一端は強 く折 り曲

げて肥厚気味に丸 く納める。他端は欠損 している。刀子基部とも考えられるが,当該時期

にこのような形態が存在するか疑間がある。今のところ器種不明としておく。
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第154図

S D06(第 155～ 162図 )

B12区 で検出した北西―南東方向に

伸びる溝状遺構である。中央部で,南

折 して 2条に分岐するが西流は3m程

で消滅 している。 S D08東側に位置し,

中世溝 S D02004に切 られる。また北

半部はゆるく屈曲し,近世溝 S D05に

接 しつつ途切れている。断面皿状で,

溝幅0.75～ 1.lm,深さ0。 15～0.2mを 測

る。床面 レベルは標高15.2m前 後で,

4区 S D01出 土遺物 (1/40i/2)

15.50

15.50~~b'

o      5m

―

第155図  4区 S D06平・
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1.褐灰色砂質土
2.灰色砂礫

0                1m

挿図番号 器種 口 径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

甕 細・極多 明黄褐色 強く折り返して回縁部は短く開く。端部は鈍

く肥厚しつつ上方に摘み出すと共に下方も張

り出す。端面凹線。

角閃石極多

小形器台 ? 細・極多 責褐色 □縁部は強く外反して開く。端部は外方に大

きく引き出すと共に上方も突出する。端面凹

線。

角閃石極多、雲母

高外 細・極多 明赤褐色 中位で屈曲して鈍い稜。上半部は短 く直立 し

て端部は外方に摘み出 し、頂部に凹線

角閃石極多

小形器台 ? 細・極多 明責褐色 脚裾部は内湾気味によく開き、端部は鈍く肥

厚 しつつ下方に摘み出す と共に上方も小さく

突出する。裾部・端面に凹線。内面横タス・り。

角閃石極多

小形器台 ? 細・極多 明黄褐色 脚裾部はやや内湾気味によく開き、端部は鈍

く肥厚 しつつ上下に張 り出し、裾部・端面に

鈍い凹線。内面横ケス・り。

角閃石極多、雲母

小形器台 細・極多 明褐色 脚裾部は強く開き、端部は鈍く肥厚し上下に

張り出す。外面鈍い凹線、内面横タス・り。

角閃石極多

暉図番号 器種         1現 存長 1最大幅 1最大厚 1 重量 1材質 形態 備考

?          1 4.11 181 1 171鉄 基部は折り曲げて、端部を丸く納める。 刀子基部か ?

.ン
ヽ

た

断面図 (1/40001/40)



暉図番号 器種 口径 器 高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

直口壼 細・極多 橙色～にぶい橙色 口頸部はわずかに外反して立ち上がり、端割

尖る。肩上部に刺突文。頸部内面指押さえ、

肩部上端まで横タス・り。

全周 角閃石極多、石英等

直口壺 細・極多、粗・

少

にぶい黄橙色 張 りの強い体部から口頸部は緩やかに外反 し

て立ち上がる。端部は丸く納める。□頸部上

半内外面凹線、頸基部に斜線文。体部最大径

以下横タス・り後上半部指押さえ。

角閃石極多、石得よ

く粒 。石英等少

広□壼 細・極多 明黄褐色 口縁部は綬やかに外反 して開き、端部は粘上

帯を付 して板状の垂下口縁。端面沈線 3条後

2個 1対の円形浮文。

角閃石極多

直口壺 中・ 多 巨色 浅黄色 口頸部はやや外反気味に立ち上がり端部は外

方に強く摘み出すと共に内方も突出して頂部

に凹線と円形刺突文。

石英等多 搬入品

広□壺 細・極多 にぶい黄橙色 ほぼ直立する頸部から口縁部は強く折り返し

大きく開く。端部は外方に引き出すと共に上

方も小さく突出する。端面沈線 3条。頸部縦

ハケ後沈線、内面指押さえ。小形器台の可能性

角閃石極多、雲母・

石英等

広口壼 細・極多、中・

多

にぶい橙色 やや外傾する頸部から綬やかに折 り返 して日

縁部は短 く開く。端部は上下に摘み出して端

面凹線。頸部外面凹線。

角閃石極多、石英等

多

広□壺 細・極多、中・

多

にぶい責橙色 短 く直立する頸部から口縁部は強 く折 り返 し

て水平に短 く開く。端部は肥厚 して外方にや

や張る。端面沈線 2条。頸部外面縦ハケ後横ナテ

・
。肩部外面横ナテ・、内面横タス・り。

全周 角閃石極多、石英等

多

第156図  4区 S D06出 土遺物,(1/4)

微妙な床面比高から判断すると北流する可能性が高い。埋土は褐灰色砂質土で,検出遺物

量は比較的多い。

直口壺 (84)は 口頸部無文で,肩上端に刺突文を巡らす。(85)は上半部の凹線文・頸

基部斜線文のもっとも主流的な形態の直口壷。小形の広口壺 (86)は垂下口縁形態に多い

円形浮文が見られるが,日縁部下端がかなり開き,一般的なそれの形態とは異なる。直口
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挿図番号 器 種 口径 器高 底径 胎 土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

高杯 細・極多 にぶい黄橙色 中位で強く屈曲 して鈍い段。上半部短 くやや

外傾 して端部は外方に摘み出し頂部凹線。

角閃石極多

高杯 細 。極多 明黄褐色 浅い外部。中位で強 く屈曲 して段。上半部短

く外傾 して端部は外方に引き出すと共に内方

も突出する。頂部凹線。

角閃石極多

高杯 細・極多、中・

少

にぶい黄橙色 中位で強 く屈曲して段。上半部短 く外傾 し端

部は外方に摘み出して頂部に沈線 3条。上半

部外面横ナテ
゛
、内面横ミがキ、下半部外面放射状

ミがキ、内面横ミがキ。

角閃石極多、石英等

少

高杯 細 。極多 明黄褐色 中位で屈曲して上半部は短く直立する。端割

は外方に張り気味に四角く納める。横ナテ・:

角閃石極多

高外 細・極多 明黄褐色 中位で屈曲して鈍い稜。上半部は短 く直立す

る。端部は外方に張 り気味に四角く納める。

角閃石極多

高杯 細・極多 にぶい黄色 中位で強く屈曲して稜。上半部は外反して短

く立ち上がる。

角閃石極多、赤色粒

・石英等少
脚 細 。極多 明黄褐色 脚裾部は強く開き端部は鈍く肥厚し下方に招

み上方もやや張る。内面横ケス・り。円形透かし

角閃石極多

脚 細 。極多 黄褐色 脚裾部はやや内湾気味に開き、端部は肥厚し

つつ下方に引き出すと共に上方も鈍く突出。

端面凹線、内面横クス・り。

角閃石極多

脚 細・極多 明責褐色 中膨らみの円柱状軸部から強く折 り返 して裾

部は大きく開く。

全周 角閃石極多

脚 細 。極多、粗・

普

明黄褐色 円柱状の軸部で裾部は強 く折 り返 して開く。

頂部に円盤充颯剣落痕。軸部内面に縦位の粘

土接合痕あり。

全周 角閃石極多、石英等

・赤色粒

脚 細・極多、粗 。

普

橙 色 脚裾部は緩やかに開き端部は小さく反 り四角

く納める。 2孔 1対の円形透か し。円盤充瞑

角閃石極多、石英等

脚 細 。極多、中・

普

にぶい黄橙色 低脚台。強 く開いて端部は肥厚気味に丸く納

める。外面横ナテ・。内面横タス・り。

角閃石極多、石英等

・赤色粒
脚 細・極多 黄褐色 脚裾部はやや内湾気味に強く開き、端部は肥

厚しつつ上下に摘み出す。端面凹線、内面検

ケス・り。円形透かし。

角閃石極多

脚 細・極多 橙色 脚裾部はやや内湾気味に強 く開き、端部は肥

厚 して下方に摘み出し上方も鈍く突出。端面

凹線、内面横タス・り。2孔 1対の円形透か し。

角閃石極多

脚 細 。極多、中・

普

明褐色 脚裾部は強 く開き端部は鈍 く肥厚 して上下に

張る。内面横タス・り。

角閃石極多、石英鐸

。赤色粒

第 157図  4区 S D06出 土遺物 2(1/4)

-233-―



∝m 炒
∩

目

Ｕ
‐（〔〔〔̈̈〕））‐

挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

小形器台 細・極多 明黄褐色 □縁部は強く外反して大きく開く。端部は外

方に摘み出しつつ上方も鈍く突出する。□縁

部内面凹線。

角閃石極多

小形器台 細・極多、粗・

多

浅黄橙色 円筒状の軸部から緩やかに開いて端部は四角

く納める。裾部。端面に凹線。軸部に中形円

形透かし2段。

角閃石極多、石英等

多

小形器 台 細・極多 明黄褐色 脚裾部は外反 して大きく開き、端部は四角く

納める。裾部に凹線。内面横タス・り。

角閃石極多、雲母・

石英等

器台 細・ 極多、中・

多

灰黄色 脚裾部は緩やかに開き端部は小さく反って丸

く納める。 2孔 1対の大形円形透か し。

角閃石極多、石英等

多

器台 ? 細・極多、粗 。

多

明黄褐色 脚裾部は大きく開き端部は下方に小さく摘み

出す。

角閃石極多、石英等

多

大形器台 295 細・極多 明黄褐色 脚裾部は外反 して大きく開き、端部は鈍く肥

厚 して四角く納める。端面・裾部に凹線。中

位に長方形透か しと沈線、内面中位に指押さ

え顕著。

角閃石極多、雲母

土製紡垂車 細・極多 にぶい黄色 片面のみ軸
=L縁

辺が鈍く隆起する。裏面ミがキ完形 角閃石極多、雲母

第158図  4区 S D06出 土遺物 3(1/4)

壺 (87)は小形器台の一部や拡張口縁形態高不の口縁部形状に類似 した口縁端部の拡張を

持つ。頂部に円形刺突文を配する。(88)は上半部を強 く外反させる直口壺の系統上に位

置づけられる。この地方で後期中葉に盛興する薄手でやや長頸形態の広口壺の祖形の一つ

である。頸部の凹線文が沈線文に置き替わっている。頸部が外傾する形態の広口壺 (89)

も緩やかに折 り返 した先の口縁部がやや発達する点で新 しい様相を示す。短頸形態の広口

壷 (90)は端部の拡張が微弱で後出的な形態である。拡張口縁形態の高不 (91～ 93)は中

位の屈曲も強 く後期初頭の古い様相を持つ。直立口縁形態高不 (94095)は 上半部の外傾

や端部の摘み出しもまだ弱い形態である。 しかし (96)の ように外反口縁の発達 した明か

な後出形態も混 じっている。脚端部を肥厚する系統の脚部では下方への摘み出しが強い
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(97・ 98)と 上下に摘み出す (103・ 104)

が小さく, この系統では古い様相を示す。

の形態がみられる。(101)は 脚端部の反り返り

低脚台 (102)は 恐らく鉢か小形壺に付随する

.`121

1113

:ヽ、119

1ヽ16

挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

壺 細 。極多 明黄褐色 □縁部は強 く折 り返 して短い。端部は鈍く肥

厚 しつつ上方にやや張 り出 し四角く納める。

角閃石極多

甕 細・極多 にぶい褐色 □縁部は級やかに折 り返 して短い。端部は下

方に小さく摘む。外面□縁部直下指押さえ、

体部内面指押さえ。

角閃石極多

壺 細・極多 暗灰黄色 □縁部は外反して開き、端部四角く納める。

内面肩上端まで横タス・り。

角閃石極多

壺 細・極多、粗・

普

橙色 口縁部は緩やかに折り返して外反する。端観

は小さく摘み上げる。横ナテ・。

角閃石極多、石英等

甕 細・極多 明黄褐色 口縁部は強 く折 り返 して短 く開く。端部は■

方に摘み出 して端面凹線。

角閃石極多

壺 細・極多 明黄褐色 内傾する不明瞭な頸部から強 く折 り返 して口

縁部は短 く開く。端部は肥厚 しつつ上方に小

さく摘み出すと共に下方も張り出す。端面凹

線。日縁・頸部内面の横ナテ
゛
で折り返し部に

鈍い稜。

角閃石極多

甕 細 。極多 にぶい黄橙色 内傾する不明瞭な頸部から強く折り返し日縁

部は短く開く。端部は上方に摘み出す。□縁

・頸部内面の横サテ
゛
で折り返し部に鈍い稜。

角閃石極多、赤色糧

・石英等

甕 13・ 極多 明黄褐色 痕跡的な頸部から強 く折 り返 して□縁部は短

く開く。端部は肥厚 しつつ上方に摘み出 し下

方もやや張る。口縁・頸部内面の横ナテ
゛
で折

り返 し部に鈍い稜。内面指押さえ。

角閃石極多、雲母少

甕 細・極多 にぶい橙色 口縁部は強く折り返し開く。端部は鈍く肥厚

しつつ下方にやや張る。体部内面指押さえ。

角閃石極多、石英得

甕 細 。極多 にぶい黄色 口縁部は強 く折 り返 し短 く開く。端都は上方

に摘み出し端面直立。内面肩上端まで横ケス・リ

角閃石極多

甕 細・極多、中・

多

橙色 明褐灰色 口縁部は強 く折 り返 し短 く開 く。端部は肥厚

しつつ上方にやや張 り出 し四角く納める。体

部外面叩き目残す、内面肩上端まで横ケス・り。

角閃石極多、石英等

多

甕 細・極多 明黄褐色 にぶい黄橙

色

内傾する不明瞭な頸部から強 く折り返 して日

縁部は短 く開く。端部は肥厚 しつつ上方に小

さく摘み出すと共に下方も張り出す。端面凹

線。□縁・頸部内面の横ナテ
゛
で折り返し部に

鈍い稜。肩部内面指押さえ。

角閃石極多

第 159図  4区 S D06出 土遺物 4(1/4)
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第160図  4区 S D06出 土遺物 5(1/401/2)

ものであろう。中膨 らみの強い柱状脚 (99)は装飾高不の可能性が高い。柱状脚 (100)

は軸部下端の屈曲がかなり鈍い。(105)は 柱状脚裾部で,端部は鈍 く肥厚する。小形器台

(106)は日縁部は強 く外反 して発達するが,端部の肥厚・拡張は小さい。(107)は この種

の小形器台には珍 しく中位が柱状に長 く発達する。(108)は 端部を肥厚 しないが裾部に凹

／
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挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

甕 ? 細 。極多、中・

多

橙 色 薄作 りの底部。内面削り。 角閃石極多 (含粗粒

)、 雲母・赤色粒・

石英等

細・極多 明黄褐色 黒褐色 外面縦ハケ、内面縦ケス
・り。 角閃石極多、石英等

多

細・極多 明責褐色 やや突出気味の小形平底。外面板ナテ・、内面

指押さえとナデ。

全周 角閃石極多

細・極多 にぶい黄色 黒色 小さく円盤状に突出 した底部で、体部の張 り

強い。内面板ナテ・。

全 周 角閃石極多、雲母多

細・極多 明黄褐色 黒色 張 りの弱い体部で、薄作 りの底部。外面縦ミカ
°
キ、内面削り。

角閃石極多、雲母多

甕 ? 6. 細・極多、中・

普

明黄褐色 最大径は体上部で、痕跡的な頸部を持つ。内

面下半縦ケス・り、最大径部以上縦ハケ後肩上部指

押さえ。

角閃石極多、石英等

・赤色粒

挿図番号 器種 現存長 1最大幅 1最大厚 1 重量 1石材 形態・ 手法の特徴 備考

スクレイノ 1.11 2821,ヌ カイト 刃部片面調整 微弱 折損
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挿図番弓 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

大形鉢 細・極多 にぶい橙色 □縁部は小さく反って尖る。口縁部下に凹線

4条。外面縦ミがキ、内面検ミがキ。

角閃石極多 赤色顔

料

大形鉢 細・極多 にぶい橙色 明褐色 口縁端部は上方に張 り気味に四角く納める。

外面叩き目残る。内面横ミがキ。

角閃石極多、雲母

赤色顔料

大形鉢 細・極多、中・

普

灰褐色 やや内湾気味に開き口縁端部は上方に張 り気

味に四角く納める。底部薄い。外面下端に叩

き目残る。内面横ミがキ。

角閃石極多、石英等

赤色顔料

鉢 細・極多 黄褐色 緩く外傾して立ち上がり、端部は外方を張り

出して四角く納める。

角閃石極多、雲母多

、石英等 赤色顔料

把手付広片 細・極多、中・

普

にぶい橙色 片口部。□縁部は鈍く屈曲して開き、端部は

四角く納める。側縁端は四角く納める。体部

外面叩き目残る。

角閃石極多、赤色粒

赤色顔料

把手付広片

□皿

細・極多 浅黄色 把手部。立ち上がり部下端に耳柔状の把手部

を貼り足す。台形状に高く突出した立ち上が

り部はほぼ直立して丸く納める側縁端は四角

く納める。内面立ち上がり部横ミがキ、体部分

割縦ミがキ。外面体部縦ミがキ、把手部・立ち上

がり部指押さえ 。

角閃石極多、雲母多

赤色顔料

第161図  4区 S D06出 土遺物 6(1/4)
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挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

把手付広片

口皿

細・極多、中・

多

燈色 把手部。側縁端に貼り足した立ち上がり部上

半・把手部劇落。側縁端は四角く納める。体

部外面縦タス
゛
り。把手部指押さえ。体部内面の

側縁部縦ミがキ、端部横ミがキ。

角閃石極多
(含 粗粒)

第162図  4区 S D06出 土遺物7(1/4)

線が連続する。(109)は やや大形すぎるが (101)と 同系統の高不脚でも通用する形態で

ある。(112)は土製紡錘車。片面だけ丹念に磨く。「 く」字口縁甕のうち,(113el14)は

緩やかに折り返した日縁部は短く端部の張り出しも認められるので,後期初頭段階の小形

甕でよいだろう。しかし口縁部が発達し,強 く反り返るか直線的に伸びる (115011601210

123)は 明らかに後出的な形態である。また (117011801190124)の やや矮小化 した端

部形状は後期初頭でも新しい様相である。(122)は 口縁端部を直上に薄く摘み上げる形態

と上端まで達する横ケズリが特徴的である。(132～ 134)はバケツ形を呈するやや深日の

鉢。何れも内面は緻密な横 ミガキが見られるが,外面は対照的に粗雑な仕上げ方となる点

で,把手付広片口皿に類似することは注意したい。この系統の鉢では (134～ 135)の 口縁

部形態が一般的で,(132)の ような口縁部形態と凹線文施文の形態は少ない。把手付広片

口皿 (137)は舌状に発達した把手部を持つ。また (138)は檸檬形の平面形を比較的よく
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留める資料である。欠損しているが把手部が舌状に発達した形態であることがわかる。

(131)は 小形の横長剥片に粗雑な片面二次調整を加えたスクレイパー。

以上示したように本溝資料は後期初頭より新しい様相を中心に一定量の後出形態と少数

の初頭段階古相のものが混ざっている。

S D07(第 163～ 167図 )

C12区で検出した不定形落ち込みである。S D020 S D08間 にあって両溝に切られる。

全体形状は溝状に南北方向に細長い落ち込みで,南北方向は16m,東西は他遺構との重複

で不詳だが,概ね 3～3.5m程度と考えられる。南端部の南北3.5m,東西2.5mが平面楕円

形に土坑状に一際深くなる。深さは南端部の落ち込み部分で,0.5m,以北の浅い部分で0.

05～ 0。25mを測る。南端落ち込み部分では床面は地山下層砂礫層上面に達しており, この

付近に限ってこのレベル (標高約15m)で若干の湧水がある。

埋土は大別 2層 に区分できる。上層は暗赤褐色～黒色粘土で,弥生後期初頭の遺物を主

1蜘
a,

暗赤褐色粘質土層 (白 色細砂含む)

黒色粘土層 (自色細砂含む)

黒色粘土層
暗黒色細砂層
黒色砂層
黒色粘土層
黄褐色風化礫層
暗灰色粗砂層
暗灰褐色粘土層
(細砂含むS D01上 層小溝埋土)

暗褐色粘土層 (細砂含むS D01埋土)

灰白色粘質土層(S D02上層)

灰自色砂層(S D02下層)

黒灰色砂質土層 15.50

3b3Ъゴaゴ bゴb3a3a

0             5m

第163図  4区 S D07平・断面図 (1/20001/60)

15.50 b'6 .

7.

Fじ   bb 81
10.
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体とする。下層は黒色砂層で,南端部ではこの部分が黒色細砂層・黒色粘土層薄層の互層

状連続層となる。南端部を中心に下層は縄文時代晩期後半の遺物が主体で小量弥生後期資

料が混じる。したがって本落ち込みは縄文時代晩期に遡るが,完全埋没は弥生時代後期に

挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

甕 細・極多 にぶい責橙色 内傾する不明瞭な頸部から口縁部は小さく折

り返して端部は摘み上げる。

角閃石極多、雲母 。

石英等

大形鉢 ? 細 。極多 明褐色 にぶい黄褐色 中位で屈曲して鈍い段。上半部はやや外傾 し

て外方に摘み出すと共に内方も張 り出し、藤

部凹線。

角閃石極多、雲母

高杯 細・極多 橙色 中位で鈍く屈曲して上半部は外傾。端部は外

方に摘み出すと共に内方も突出。

角閃石極多

高杯 細・極多、中・

多

明費褐色 中位で屈曲して鈍い稜。上半部はやや外傾 し

て端部は外方に張 り気味に四角く納める。

角閃石極多、石英等

多

脚 細・極多 にぶい黄橙色 脚裾部はやや内湾気味によく開き、端部は肥

厚 しつつ下方に引き出し上方も強 く突出する

。端面沈線 3条。内面横タス・り。

角閃石極多

突帯文土器 中・普 にぶい黄橙色 端部は尖 り、口縁部に接 して断面三角形の低

い突帯。直下に縦位の 3条 1組の沈線

石英等

突帯文土器 中・普 にぶい黄橙色 端部は尖り、口縁部直下に断面台形の低い刻

み 目突帯。突帯下に箆描垂下沈線

石英等

突帯文土器 粗・ 多 浅黄橙色 端都は薄 く尖る。口縁直下に低い断面三角形

の突帯。

石英等多

突帯文土器 中・多 掲灰色 灰白色 外反 して開き端部は尖る。口縁直下に偏平な

突帯。

石英等多

突帯文土器 中・普 黄褐色 にぶい責色 口縁部はやや外反 して端部は尖る。日縁部直

下に断面台形の刻み 目突帯。

石英等

突帯文土器 中・ 多 にぶい橙色 端部は尖 り、口縁部に接 して偏平な刻み目突

帯。

石英等多

突帯文土器 粗 。普 にぶい賞色 端部は四角く納め、口縁直下に断面蒲鉾形の

低い突帯を付 し、口縁部外面は強い横ナテ・。

石英等

縄文晩期鉢

?

中・ 多 褐灰色 黒褐色 内外面横タス・り後横ミがキ。上部に沈線 1条。 石英等多

突帯文土器 中 。多 にぶい責橙色 灰白色 外面縦位の箆描並行沈線 石英等多

縄文晩期鉢 中・普 浅黄色 やや内湾気味に立ち上が り、綬い波状口縁。

端部四角く納める。外面横ミがキ、内面横ナデ。

石英等

第164図  4区 S D07出 土遺物 1(1/4)
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挿図番号 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 石材 形態 。手法の特徴 備考

スクレイパー 折損

打製石庖丁

'ヌ

カイト 刃部調整粗雑 折損

スクレイノ〈―
'ヌ

カイト 背部折 り取 り面 右面端部摩耗少 折損

石鍬 144.6

'ヌ

カイト 左面摩耗微33 基部折損

石鏃 2 1 1 サヌカイト 平基

石鏃 2 2

'ヌ

カイト 平基 先端部折損

石錐 1

'ヌ

カイト 基部折損

石 錐 5 1.1

'ヌ

カイト 基部側縁折 り取 り面 基部の一部折損

石確 6 サヌカイト 先端部折損

第165図  4区 S D07出 土遺物 2(1/2)
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障図番号 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 石材 形態・手法の特徴 備考

1 大形剥片打割 刃部以外折 り取 り面残す

石鍬 1 ―側縁折 り取 り面 両側縁潰 し 先端部折損

石鍬 1 基部折 り取 り面 先端部折損

石鍬 1 側縁潰し 先端部折損

第166図  4区 S D07出 土遺物 3(1/2)
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〕                  5cm

第167図  4区 S D07出 土遺物4(1/2)

(139)～ (143)は 上層の弥生後期資料。甕 (139)は 緩やかに折 り返 した日縁部はあ

挿図番号 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 石材 形態 。手法の特徴 備考

石鍬 左面先端部摩耗・擦痕顕著 基部折損

石鍬 1.1 左面摩耗顕著・ 刃部擦痕 基部折損

石鍬 摩耗顕著 右面刃部擦痕 側縁潰 し 基部折損

―-243-



まり開かず端部は肥厚拡張せずに小さく摘み上げる形態。高不 (141)は 中位の屈曲およ

び□縁部の拡張が鈍化しており後期初頭でも新しい様相である。(142)は中位の屈曲部に

稜を持ち上半部がやや開く形態。同様にやや新しい様相を示す。(143)は脚端部を肥厚す

る形態の脚だが,肥厚部上端の摘み出しがやや目立つ。

突帯文土器では断面台形のややしっかりした突帯 (148・ 145)と 断面蒲鉾形の低い突帯

(144・ 146・ 15201490150)が見られる。何れも突帯は日縁部直下にあり,日縁端部に刻み目

はない。また (1440145)に は突帯直下に縦位の並行沈線を施す。前者は山形の構成をも

つ。(152)も 同様の沈線文であろう。体部片 (151)は ケズリ後に内外面を緻密に横 ミガ

キする。破片上端で屈曲しその部分に浅い沈線をみる。鉢形を呈する (153)は 断続的に

口縁端部に押圧を加え,細かい波状口縁をなす。

(154)は刃部調整はほとんど片面加工で粗雑。(156)は 石鎌状のスクレイパーで,背

部は折り取り面のまま。(155)は明確に背部と刃部の作り分けが認められるので石庖丁と

した。石鍬 (157)は一方の側縁の調整が際だって粗雑。破損後再生か。石鏃 (158)は ノjヽ

形平基式。縁辺部の調整剥離は浅い。(159)は 先端部を折損するが大形石鏃。平基式。 (1

61・ 162)は石錐。(163)は 打割した大形剥片の縁辺に潰し状の調整を重ねる。石鍬 (1640

165)は大形剥片を打割して素材としたもので,基部あるいは側縁部に明瞭な折り取り面

を残している。基部片 (166)は 側縁の潰 し状の調整が丹念に及ぶ。(167)は 刃部を含め

縁辺部の調整剥離が浅く,際だって粗雑である。(1680169)も同様である。

S D08(第 168～213図 )

掘立柱建物群のすぐ西側に位置し,B O Cll区以西の別の掘立柱建物群とこれを隔てて

いる。本溝はC12区北部で消滅するが,こ れは後世の削平によるものと考えたい。この現

状の北端部付近で中世溝 S D02003,近 世溝S D05に切られる外,C12区南端付近では不

明遺構S D07を 切る。またB12区～C12区南半部分では本溝埋没後,西縁部に重複 して小

溝 (S D09)が開削されている。また井戸状遺構の可能性のあるS K03は B12区中央部で

重複している。

本溝の残存状況は全般的に良好ではない。当該地点に著しい削平が及んでいるためであ

る。北端部の溝幅が最も広く2.lmに達するが深さは0.15mに すぎない。以南では少しづつ

幅を減じながらも1.5～ 1.7m程度を保ち調査区南端では推定1.4m程度となる。溝深は逆に

大きくなりB12区南部では0。35mを測る。また溝床面レベルは周辺地勢とは逆に,南 に向
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“
型 b,

1.暗褐色粘質土
2.灰褐色砂質土
3.暗灰色砂礫
4.暗灰色粘質土
5.淡褐灰色砂質土

15.50

0           10m
0               1m

15.50

第168図  4区 S D08009平 0断面図 (1/40001/40)

かってわずかに下り,計測した範囲では南北端で約0。 lmの比高を持つ。

溝埋土の土質は周辺地山層のそれに応じて微妙に異なるが,概ね灰褐色～暗褐色を呈し,

粘性はあまり強くない。ほぼ単層で隙間ないほどに多量の弥生土器片等が投棄されている。

検出遺物量は極めて多いが,何れもかなり細片化しており完形に復元し得る資料はほとん

どない。これらはすでに本溝への投棄段階で,かなり破砕が進んでいた可能性が高い。南

半部 (B12区 )で は溝最下層に薄く暗灰色粘質土層を認めるがこの部分の遺物包含量は微

量である。

(170～ 176)は短頸系統の直口壺で,端部は丸く納め,外面無文で調整はやや粗雑である。

特に (170)は 口頸部外面に叩き目すらとどめる。(180)は 同系統の小形直口壺。体部は

中位で強く張り鈍い稜すら認められる。(173～ 175)は鈍い受口状口縁部を留める形態の

直口壷で口縁部外面は横ナデで端部は四角く納め,鈍い凹面をなす。(174)は 頸部の内外

面に細い縦 ミガキをやや疎らに施す。類例に乏 しい調整法である。(176～ 184)は同様に

やや短頸の形態であるが口頸部はやや長く緩やかに外反する。やはり凹線文などの加飾は
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0                   10cm

挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

直口壼 細 。極多、中・

多

にぶい黄橙色 短い口頸部は鈍く開く。端部は丸 く納める。

外面口頸部まで叩き目残す。口頸部内面横ナ,

・
、体上端部まで縦ケス・り。

角閃石極多、石英等

多

直口壼 細 。極多 灰黄色 短い口頸部は僅かに開き気味に立ち上がる。

端部は丸 く納める。頸基部に凹線 2条。□頸

部内面横ハケ後指押さえ。

角閃石極多

直口壼 細・極多、中 。

普

灰黄色 短い口頸部はやや外反 して立ち上が り、端割

は尖る。散漫な指押さえ。

角閃石極多 (含粗粒

)

直□壼 細・極多 にぶい黄橙色 太めの短い口頸部はやや開いて立ち上が り、

口縁部は33く 屈曲して直立する。端部は丸く

納める。屈曲部に鈍い段。横ナテ・。

角閃石極多

直□壺 細 。極多 灰責色 短い口頸部は緩 く開いて立ち上が り、上半部

で弱く内湾する。端部は四角く納める。外面

縦ミがキ、頸部と肩部で単位幅異なる。'内面疎

らな縦ミがキ。

角閃石極多

直口壺 細・極多、中・

普

にぶい賞色 短い口頸部は緩く外反して立ち上がり、口縁

部で33く 屈曲する。端部は外方に張り気味に

四角く納める。横ナテ・。

角閃石極多、石英等

直口壼 細・極多 灰賞褐色 口頸部はやや外反 して立ち上が り端部は尖る

。外面縦ハタ、内面指押さえ。

角閃石極多

直口壼 細・極多、中 。

普

にぶい責橙色 口頸部は緩 く開き、端部は丸 く納める。 角閃石極多、石英等

直口壼 細・極多 灰責褐色 口頸部は弱く外反 して立ち上が り、端部は四

角く納める。外面縦ハク後上下端横ナテ・、内面

やや散漫な指押さえ。

角閃石極多

直口壺 細 。極多、中・

多

にぶい費橙色 体部最大径は低い。日頸部は短 く直線的に弱

く開く。端部は丸く納める。日頸部横ナテ
゛
、

内面肩都中位まで横ケス・り、以上は指押さえ。

角閃石極多、石英等

多

直口壼 細・極多、粗・

普

橙色 にぶい黄色 体中位で強 く張 り、最大径部に鈍い凹線。短

い口径部はやや開いて立ち上が り、端部は丸

く納める。体部外面縦ハタ、内面体中位以上指

押さえ顕著。

角閃石極多 (合粗粒

)

直口壺 細 。極多 灰黄色 短い口頸部はほぼ直立して端部は四角く納枕

る。肩部内面横クス・り後指押さえ。

角閃石極多、

石英等

雲母多

第169図  4区 S D08出 土遺物 1(1/4)
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挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

直□壺 細・極多 にぶい黄橙色 口頸部は緩やかに外反 して立ち上が り、端部

は内外に小さく摘む。外面頸部縦ハケ後□縁都

横ナテ・、内面頸部指押さえ後□縁部横ハタ。

角関石極多、雲母多

直□壼 111 細・極多 にぶい黄色 口頸部は緩やかに外反 して立ち上が り、端諏

は四角く納める。外面縦ハタ、内面横ハケ。

角閃石極多、赤色和

・石英等

直□壺 細・極多 明褐色 口頸部はやや反 り気味に立ち上が り、端部は

外方に張 り気味に四角く納める。

角閃石極多

直□壺 細・極多 浅黄色 口頸部はやや反 り気味に立ち上が り、端部は

丸 く納める。内面肩部上端に指押さえ。

角閃石極多、石英等

直口壼 細・極多 暗灰黄色 □頸部は僅かに開き気味に立ち上がる。端部

は鈍く肥厚 して内外に小さく摘む。端面凹線

。外面凹線、頸基部に刺突文。

雲母極多、角閃石多

搬入品 ?

直□壼 細 。少 灰白色 短い口頸部はやや開き気味に立ち上がる。端

部は外方に鈍 く摘み出し、内方も突出。端部

・外面凹線、内面指押さえ。

石英等少 搬入品

直□壼 細・極多 灰黄色 口頸部は緩やかに反り返って立ち上がる。端

部は強く外方に摘み出し内方も鈍く突出。頂

部凹線。外面鈍い凹線、内面上半部横ナテ・、

下半部指押さえ。

角閃石極多

直口壼 122 細・極多 明褐色 □頸部は緩やかに外反 して立ち上がり、端部

は尖る。日頸部上半は内外面共に鈍い凹線。

下半部外面斜線文、内面指押さえ。

角閃石極多

直口壼 細 。極多 にぶい黄橙色 口頸部は緩やかに反 って立ち上が り、端部は

尖る。□縁部内面 と口頸部外面上半は不明瞭

な凹線が連続する。頸基部斜線文。内面上半

部横ナデ、下半部指押さえ。

角閃石極多、雲母

直□壼 11 細・極多 にぶい黄色 □頸部はやや反 り気味に立ち上がり、端部は

尖る。内外面鈍い凹線。

角閃石極多

直□壼 細・ 極多 明褐色 口頸部は緩やかに外反 して立ち上がり、端部

は尖る。外面縦ハケ後上半部鈍い凹線、下半部

ハケ原体刺突の斜線文 2段、内面指押さえ。

角閃石極多

直口壼 細・極多 にぶい黄橙色 口頸部は緩やかに外反 して立ち上が り、端部

は丸 く納める。外面上半部鈍い凹線。

角閃石極多、石英零

・雲母少

第170図  4区 S D08出 土遺物 2(1/4)
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挿図番号 器種 □ 径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

直口壼 細・ 極多 にぶい黄橙色 太めの口頸部はほぼ直立 し、上端部で弱く反

って丸 く納める。外面縦ハケ後並行沈線。

角閃石極多

直□壺 細・極多 にぶい黄橙色 太めの日頸部は緩やかに開いて立ち上が り、

端部は丸く納める。外面縦ミがキ後口縁部鈍い

凹線、内面ナテ・。

角閃石極多、石英等

。赤色粒

直口壺 細・ 極多 にぶい黄橙色 頸部から緩やかに外反して口縁部は大きく開

く。端部は鈍く肥厚して外方に引き出し上部

も鈍く突出。端面円形刺突文、日縁部内面凹

線後円形刺突文。頸部外面縦ハケ後凹線、基部

に斜線文2段。頸部内面指押さえ顕著。

角閃石極多

直□壺 細・極多 にぶい黄橙色 □縁部は強く折り返して大きく開く。端部は

小さく上方に摘み出し下部も強く張り出す。

端面鈍い凹線。頸部凹線。頸部内面指押さえ

角閃石極多、石英等

多

直口壺 細・極多 にぶい黄橙色 口頸部は外反 して立ち上が り、端部は丸 く納

める。外面縦ハタ後、上半部内外面鈍い凹線。

下半部外面斜線文 2段、内面指押さえ。

角閃石極多

直□壺 細 。極多 灰黄褐色 頸部はやや開き気味に立ち上がる。縦ハク後下

半不ハケ原体刺突の斜線文 2段、上半部凹線、

体部分割横ミがキ、内面指押さえ。

角閃石極多、雲母

直□壺 細・ 極多 にぶい黄橙色 最大径が高 く、肩部が強 く張 った体部から頸

部は細く伸びる。頸下半部にハケ原体剌突の斜

線文 2段、中位と基部に凹線。体部外面縦ハタ

後上半部分割横ミがキ。内面最大頸部横ミがキ後

、肩部・頸部指押さえ。

角閃石極多、雲母

第 171図  4区 S D08出 土遺物 3(1/4)
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見ない。(182～ 185)は 口頸部が長く伸びるが無文となるもの。この形態で加飾を見ない

例は多くない。外反のやや強い (1820183)は 日頸部内外面をハケ調整で仕上げる。(186

～188)は 口縁端部を肥厚気味に摘み出し,日頸部に凹線文を施す。この形態では凹線文

がより形骸的なことが多く,頸下半部にハケ原体押圧の斜線文を持たない。せいぜい (18

6)の ように基部に刺突文を巡らすだけである。(189)～ (193)は後期初頭にもっとも主

流的な直口壺の系統で,緩やかに外反して下半部に1な いし2段の斜線文を巡らせ,日縁

端部は尖る。(194)は 僅かに外反する直口形態だが,凹線文に代えて沈線文を巡らせるも

ので,少なくとも本遺跡では類例がない。(195)は やや太頸の直口形態で口縁部下に限っ

て鈍い凹線文を見る。外面を緻密な縦 ミガキで仕上げる点も通有の形態とは異なるところ

である。(196)(197)は 上半部で強く外反し,日縁部が大きく発達する形態である。□縁

端部の肥厚 。拡張もきわめて顕著で,形状・施文共に小形器台のそれに酷似する。実は,

後期中葉に盛興する薄作りの特徴的な広口壷は,後期初頭の広口壺諸形態からは成立し得

ず, このように上半部の外反を極端に強めた形態の,直口壺の系統から発生することがこ

の資料からよくわかる。後期中葉のその系統の広口壷にしばしば認められる頸部の加飾や

口縁端部の形状は素直にこれらから引き継がれている。

(201～206)は比較的口縁部が開く短頸壺の諸形態。口縁部の開きの弱い (201)は 搬

入品で,頸部内面に刺突文を配する。頸下半部に斜線文を持つ (204)(205)は 口縁部が

大きく開き,頸部に斜線文を配する形態。(205)の 形態は中期末までは一定量認められる

が,後期に入ってはほとんど続かないものである。(207)は 下方に摘み出した狭い口縁端

面に横位の「ハ」字状短刻線を配す。(209)～ (213)は太めの短 く直立 した頸部を持つ

広口壷で,強 く折り返した口縁部は短く,肥厚しつつ端部は小さく摘み出す。頸部の凹線

施文を基本とし,(210)(211)の ように日縁部内面・端面に円形刺突文等を加えることも

珍しくない。(214～ 216)は やや外傾する頸部から口縁部を短く折り返す形態で,日縁端

部は鈍く肥厚するが摘み出しは弱く,頸部には並行沈線文が連続する。(218～ 225)は垂

下口縁形態の広口壷。(218～220)の 小形品とそれ以外の大型品がある。この形態では凹

線文が発達せずに円形浮文・刺突文が多用される点が特徴である。また (2240225)の よ

うに頸部に縦 ミガキを施すことも他系統の壺にない特徴といえる。(221)は 頸基部に低い

突帯を付し,肩部に櫛描波状文を巡らす。本系統では時折このように加飾の発達したもの

も見られる。日縁部の外反がやや強い (219)(222)は やや新しい様相といえる。大形壺

の大部分は垂下口縁形態を採用し,む しろ中期末段階から継続するような (226)(227)
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の口頸部形態は多くない。

(228)の 特異な複合口縁形態は,こ の段階では本地方を含めた中部瀬戸内諸地方以東

では一般化しない。瀬戸内西部地方ないしは九州東部地方に求めるべき形態であろう。た

だし本例は搬入品ではない。また (229)は 明らかな搬入品で本地方では見ない形態であ

第172図  4区 S D08出 土遺物 4(1/4)

挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

短頸壺 中・普 黄灰色 短い口頸部は緩やかに外反 して立ち上がり、

端部は内外に張 り出す。頸部内面に 7個 1対

の小刺突文。体部外面縦タス・り、内面上端まで

横クス・り。

石英等 搬入品

短頸壼 細 。極多 にぶい黄橙色 緩やかに折り返した口頸部は直線的に短く開

く。端部は内外に小さく摘み出す。外面縦ハケ

後横サテ・で叩き目残る。内面体上端部まで横ケ

ス・り。

角閃石極多、石英等

多

短頸壺 細・極多 明褐色 口頸部は僅かに外反 して立ち上がる。端部は

小さく下方に摘んで端面凹線。頸基部に刺突

文。内面体上端部までタス・り。

角閃石極多

短頸壺 細・極多 にぶい黄褐色 短い口頸部は級やかに外反 して開き、端部は

鈍 く肥厚 し上下に小さく描み出す。端面鈍い

凹線。外面縦ハケ後横ナテ
゛
、頸基部ハケ原体刺突

の斜線文。肩上部指押さえ。

角閃石極多、雲母多

短頸壺 細・ 多、中・ 多 にぶい黄橙色 □縁部は緩やかに折 り返 して開き、端部は僅

かに肥厚 し上方に摘み出し、下方も強 く張 り

出す。端面鈍い凹線。頸基部に斜線文。横ナテ

石英等多、角閃石多

搬入品 ?

短頸壺 細 。極多、中・

多

明黄褐色 強 く張 った肩部から、短い口頸部は外反して

開 く。端部は小さく上下に摘み出して端面凹

線。、頸部外面縦ハケ後口頸部横ナテ・、肩部外

面縦ハケ、内面指押さえ。

角閃石極多、石英等

多

短頸壼 細 。中 浅黄橙色 短い日頸部は緩 く開いて立ち上が り、端部は

下方に摘み出し、上部も小さく突出。端面横

位の「ハ」字状刺突文。横ナテ・。

石英等・赤色粒 搬

入品

短頸壼 細・極多、中・ にぶい橙色 強く張った肩部から、短い口頸部は外反気味

に開く。端部は小さく上下に摘み出して端面

凹線。、頸部外面縦ハケ後□頸部横ナテ・、肩部

外面縦ハケ、内面上端まで横肖1り 。

角閃石極多、石英等

-250-―



さヽ212

ミ`ヽ 213

l     i 1 214

0                 10Cm
:′  216

マヽ
)

)｀ ノ

慕

挿図番号 器種 □径 器 高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

広□壼 細・極多 にぶい黄色 太めのやや短い頸部から強く折 り返 して口編

部は短いが水平に開く。端部は鈍 く肥厚 し上

方に摘み出し下方も強 く張る。端面 。日縁日

内面鈍い凹線。頸部凹線ご

角閃石極多

広口壼 細・極多 にぶい黄橙色 太めの短い頸部から口縁部は強 く折 り返 して

短いが水平に開く。端部は肥厚 し下方に強 く

摘み出 し上部も突出。端面鈍い凹線。頸部外

面、日縁部頭上部内面凹線、端面 。日縁部内

面円形刺突文。頸基部内面横ハケ後指押さえ。

角閃石極多、雲母多

広□壼 細・極多 にぶい黄橙色 太めの短い頸部から□縁部は強く折り返して

水平に開く。端部は鈍く肥厚し上下に摘み出

す。端面鈍い凹線後端面 。日縁部内面円形刺

突文。頸部凹線。

角閃石極多、雲母多

広□壺 細 。極多 灰責色 肩部は強く張り、太めのほぼ直立する頸部か

ら強く折り返して口縁部は短いが水平に開く

。端部は鈍く肥厚し上下に摘み出す。端面 。

口縁部内面鈍い凹線後円形刺突文。頸部凹線

角閃石極多、雲母

広□壺 細・極多 橙色 太めの短い頸部から強 く折 り返 して□縁部は

短 く開 く。端部は鈍 く肥厚 しつつ上下に摘み

出 し、端面鈍い凹線。頸部鈍い凹線、肩部内

面指押さえ。

角閃石極多

広 口壼 中 。多 灰白色 やや開き気味の頸部から緩 く折 り返 して短い

口縁部をなす。端部は肥厚 して上下に張 り出

す。端面鈍い凹線、頸部外面並行沈線。外面

横ナテ・。

全周 石英等多 搬入品

広□壼 細・極多 褐色 やや外傾する頸部から緩やかに折り返し口縁

部は短く開く。端部は小さく上下に摘み出す

。端面鈍い凹線。頸部凹線。

角閃石極多

広口壼 細 。極多 灰黄褐色 口縁部は強く外反して開き、端部は上下に小

さく摘みЩす。端面鈍い凹線、頸部凹線、横

角閃石極多、雲母多

壼 3 細・極多 灰黄色 体中位でよく張り、最大径部で鈍い稜。内面

下半螺旋状のサテ・、中位横ナテ・、上半部指押さ

え。

全周 角閃石極多、雲母多

、石英等・赤色粒少

第173図  4区 S D08出 土遺物 5(1/4)
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挿図番号 器 種 □径 器 高 底径 胎 土 色 調 形態上の特徴など 残存率 備 考

広口壼 細・極多 橙色 短い口頸部は強く開き、端部は板状の粘土帯

を付して垂下口縁をなす。端面刺突文。

角閃石極多、石英等

広口壼 細・極多 にぶい橙色 太めの頚部から口縁部は強 く折り返 して短い

が水平に開く。端部はatく 肥厚 し下方に強 く

摘み出し上部も突出。端面鈍い凹線後円形浮

文。頸部外面縦ハケ、内面指押さえ。

角閃石極多

広口壼 細・極多 にぶい黄褐色 頸部はやや開き気味に立ち上がり、日縁部は

緩 く外反 して短 く開く。端部は小さく上下に

摘み出す。端面鈍い凹線後 2個 1対の円形浮

文。外面縦ハタ後横ナテ
゛
、内面横ナテ

゛
。

角閃石極多、雲母多

広口壼 細・ 極多 にぶい責橙色 強 く張 った体部で頸基部に低い突帯 1条。肩

上部に櫛描波状文。内面指押さえ。

角閃石極多、赤色粒

少

広口壼 細・極多 橙色 □頸部は外反 して開き、端部に板状の粘土帯

を付 し垂下口縁をなす。端面不明瞭な凹線後

3個 1対の円形刺突文。

角閃石極多、雲母・

石英等

広口壺 細・極多、中・

普

灰黄褐色 口頸部は緩やかに開き、端部は断面三角形の

粘土帯を付 して垂下口縁をなす。端面円形刺

突文。

角関石極多 (合粗粒

)

広□壼 細・極多 暗褐色 口頸部は緩やかに外反 して端部に断面三角形

の粘土帯を付 し垂下口縁をなす。口縁部横サラ

・
、頸部外面縦ミがキ。

角閃石極多

広 口壺 細・極多 橙 色 口頸部は緩やかに外反 して開き、端部に断面

三角形の粘土帯を付 し垂下口縁をなす。端面

2個 1対の円形浮文、頸部鈍い凹線後縦ミがキ

角閃石極多

広□壼 細・ 極多 にぶい黄橙色 強 く折 り返 して口縁部は短いが水平に開く。

端部は大きく上下に摘み出す。端面鈍い凹線

後 8条程度 1対の短刻線。横ナテ・。

角閃石極多、雲母

広口壼 細・極多 にぶい黄橙色 緩く外傾する頸部から強く折り返して口縁部

は短いが水平に開く。端部は鈍く肥厚し上下

に摘み出す。端面鈍い凹線後ハケ原体刺突文。

外面縦ハケ後横ナテ
゛
、内面横ナテ・。

角閃石極多、雲母・

石英等

4区 S D08出 土遺物 6(1/4)第174図

-252-―



!、

(×

、)、J
■ヽ

ぃ、、、
２２９

0 10cm

-

挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎 土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

壼 細・極多 灰黄色 口頸部は強 く外反 して大きく開く。日縁上部

に粘土帯を付 して、強 く内傾する幅広の端面

を作り出す。横ナテ・。

角閃石極多

壼 中 。多 灰白色 よく張 った体部から口頸部はやや外反気味に

大きく開き、端部は鈍く肥厚 して上方に大き

く摘み出す。端面凹線、頸基部に頂部に横位

の「ハ」字状押圧を加えた突帯 1条。体部内

面散漫な指押さえ。

石英等多 搬入品

壼 細・極多 にぶい黄橙色 褐灰色 やや外傾する頸部から綬やかに外反 して口縁

部は短い。端部は鈍 く肥厚 し上方に摘み出す

。端面 。口縁部内面 。頸部外面凹線。肩部外

面ミがキ、内面肩上部までタス・り後頸部指押さえ

角閃石極多、雲母多

壼 中・ 多 灰白色 太めの短い口頸部は緩やかに外反 して開きや

や肥厚 した日縁部で小さく屈曲 して直立する

。上端は四角く納め、屈曲部は下方に摘み出

す。端面凹線、外面縦ハケ後ハタ原体刺突。内面

ttナテ・。

石英等多 搬入品

232 壼 細・極多 黄橙色 長胴形の体部で最大径は低い。体上半部には

低い突帯を連続的に付 しその間を強 くなでる

。内面サデ調整で上端部に指押さえ。

雲母・石英等極多

搬入品

第175図  4区 S D08出 土遺物 7(1/4)
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挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

細頸壼 細 。極多 にぶい黄色 扁平な算盤玉形の体部。最大径部の上下に低

い矩形の突帯 2条。突帯間に櫛描波状文。内

面下半横ナテ
゛
、中位以上指押さえ顕著。

角閃石極多、石英等

多、雲母少

細頸壼 細・極多 にぶい黄橙色 中位で強 く張 った扁平球状の体部に僅かに開

き気味に伸びる細い口頸部。最大径部には小

形の突帯 3条 を持ち、その間を強くなでる。

頸基部に低い突帯 1条。外面縦ミがキ、上半部

に叩き目残る。内面最大径以下横ナテ・、以上

指押さえ。頸部内面ナテ・。

角閃石極多、雲母

鉢 細・極多 灰黄褐色 体下部の最大径で緩やかに湾曲して内傾する

。端部は小さく反 り気味に四角く納める。外

面直下波状文 1条。最大径部に低い突帯。外

面上半縦ミがキ、下半部横ミがキ。内面下半部横

タス・り、上半部横ハケ。台付鉢の可能性。

角閃石極多

無頚壺 細・極多 にぶい黄橙色 強 く張 った体部から口頸部は短 く直立 して端

部は丸 く納める。頸部に紐通 し孔。肩部内面

指押さえ。

角閃石極多

無頸壼 細・極多 灰黄褐色 やや扁平な強 く張った体部。中位の最大径部

に鈍い稜。短い口頸部はやや開き端部は外方

に摘み出す。頸部の相対する 2方 に2孔 1対

の紐通孔。頸部凹線。体部外面下半縦ミがキ、

内面下半縦タス・り、中位以上横タス・り後、最大径

部指押さえ。

角閃石極多、雲母、

赤色粒少

無頸壼 細・極多 橙色 やや扁平な体部で中位で強 く張る。最大径部

に鈍い稜。□縁部は強 く折 り返 して短い。端

部は僅かに肥厚気味に四角く納める。内面下

半部縦タス・り後、中位横ケス・り。上半部指押さえ

角閃石極多、石英等

多

鉢 細・極多、中・

多

灰責色 やや扁平な体部で中位で強 く張 り、最大径部

に鈍い稜。□縁部は緩やかに折 り返 して短い

。端部は小さく上方に折 り曲げて丸 く納める

。外面叩き目顕著に残る。内面中位まで横ケス
・り後上半部散漫な指押さえ。

角閃石極多、石英等

多

無頸壼 細・極多 にぶい責橙色 肩部は強 く張 り、その上端部は折 り曲げずに

鈍 く肥厚 してそのまま丸 く納め口縁部となす

。肩上部の相対する 2方 に2孔 1対の紐通孔

。肩部外面に「 V」 字の箆描記号文。内面指

押さえ。

角閃石極多、雲母多

第176図  4区 S D08出 土遺物 8(1/4)
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挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

朝鮮系無文

土器 ?

中・普 浅黄橙色 口縁端部は粘土帯を付して断面隅丸方形に肥

厚する。外面わずかに指押さえ。

石英等 搬入品 朝

鮮系無文土器 ?

壼 細・ 少、中・普 橙色 口頸部は緩やかに外反 して開き、端部は丸く

納める。

石英等、角閃石少

搬入品

広□壼 細・極多 灰黄色 太めの短い頸部から強く折 り返 して口縁部は

短いが水平に開 く。端部は鈍く肥厚 し上下に

小さく摘み出す。端面鈍い凹線。横ナテ・。

角閃石極多、石英等

・雲母

広□壺 ? 細・極多 灰黄色 やや不明瞭な短い頸部から強く折 り返 し□縁

部は短 く開く。端部は上方に摘み出 し下方も

突出。頸部横ナテ
゛
、肩部縦ハケ、内面指腹押さ

え。

角閃石極多

広口壼 ? 細・極多 灰黄褐色 太めの短い頸部から強 く折 り返 して□縁部は

短い。端部は下方に摘み出し、上端 も突出。

頸部外面縦ハケ後横ナテ・、肩部内面横ハタ後指押

さえ。

角閃石極多、雲母

広□壼 ? 細・極多 灰黄褐色 太めの短い頸部から強 く折 り返 して口縁部は

短い。端部は鈍 く肥厚 して上下に張る。端面

凹線。外面口pき 目顕著に残る。内面肩都中位

まで横ケス・り後指押さえ。

角閃石極多、赤色粒

少

広口壺 細・極多 明褐色 直立する頸部から強く折り返して□縁部は大

きく水平に開く。端部は小さく上方に摘み出

し、日縁部内面凹線。横ナテ・。

角閃石極多、石英等

・赤色粒

壼 9 細・極多、中・

普

橙 色 □頸部は緩やかに外反 して立ち上が り、端割

は上方に張 り気味に四角く納める。頸部外面

口pき 目残す。内面指押さえ顕著。

角閃石極多、石英等

・赤色粒

第177図  4区 S D08出 土遺物 9(1/4)

ある。西部瀬戸内地方に類例がある。(230)は (214)～ (216)の 形態に近い大形壷だが,

口縁端部形態はやはり瀬戸内西部に多い形態である。搬入品大形壺 (231)の 口縁部形態

も同様である。(232)は 卵形を呈する体上半部に小突帯を貼付 した後にその間を強 く横ナ

デし,微隆起線が連続する特異な形状をもつ。やや長胴化 した卵形の壺体部に小突帯を連

続させること自体は当該時期前後の東部九州地方に類例を見るが,本例と同一の形態はな

いようである。やはり搬入品である。

(233)は 細頸壷で扁平な体中位の 2条 の突帯間がやや広 く,そ の部分に櫛描波状文を

施す。(234)と 共に内面上半部に顕著な指押さえを残すことは本器種に多い。(235)は 低

―-255-
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挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

壺 細・極多 明褐色 壼肩部。箆描沈線による矢印状の記号文。内

面下半横クス・り、上半部指押さえ。

角閃石極多

壺 細 。極多 にぶい黄橙色 壺肩部。筐描沈線による矢印状の記号文。外

面ナテ・。内面下半横ケス・り、上半部指押さえ。

角閃石極多、石英等

壼 細・極多 橙色 壼肩部。箆描沈線による「 V」 字状の記号文

。内面最大径部まで横クス・り以上指押さえ。

角閃石極多

壺 細・極多 にぶい黄褐色 壼肩部。並行する箆描沈線 3条の記号文。内

面横タス・り。

角閃石極多

壺 細 。極多 黒褐色 壺肩部。並行する箆描沈線 3条の記号文。 角閃石極多、石英等

多

254 壺 細・ 極多 黄橙色 壺肩部。並行する鐘描沈線 3条の記号文。外

面縦ミがキで肩上端部を押圧、内面指押さえ。

角閃石極多

壼 細・極多 にぶい黄褐色 壼肩部。箆描沈線による弧線 と短刻線を組み

合わせた記号文。外面最大径以下縦ミがキ、内

面上半部指押さえ、最大径以下横タス・り。

角閃石極多

壼 細 。極多 にぶい黄褐色 壺肩部。箆描沈線による弧線と短刻線を組み

合わせた記号文。

角閃石極多

壼 細・極多 にぶい黄橙色 壺肩上部:箆描沈線による弧線と短刻線を組

み合わせた記号文。外面頸基部に鈍い凹線。

角閃石極多、雲母

壼 細・極多 灰黄褐色 壺肩部。櫛描沈線の弧線と細密な綾杉文を組

み合わせた文様構成。

角閃石極多

壺 細・極多 灰黄色 壼肩部。縦位の細密な綾杉状の構成を持つ。

上端は複数の沈線が放射状に広が り、右方に

重複した弧線2条 (円形刺突文の可能性もあ

る。)力くある。小片で、上下端も摩減してい

るため全体構成不詳。絵画の一部の可能性も

ある。外面ミがキ、内面タス・り。

角閃石極多、雲母多

第178図  4区 S D08出 土遺物10(1/4)
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い最大径部に低い突帯を付し,日縁部には波状文を見る。ブランデーグラス形の鉢でおそ

らく脚台が付く。無頸壺 (236～240)は やや扁平な強く張った体部を持つ。本器種に箱形

ないしは円盤状の蓋が伴うと考えられる。(235)は 本地方ではほとんど見ない形態。

(241)は 日縁端部を巻き込んで,玉縁状に肥厚させる。朝鮮「系」無文土器の可能性

があり,注意を要する。本例と前期壺口縁部 (242)は 重複するS D07か らの混入と考え

たい。朝鮮「系」無文土器と本溝資料との年代的隔絶が大きい。(247)は後期中葉以降に

下る薄作りの広口壺。やや粗雑な (248)も 後出形態で後期中葉までは下るであろう。(243)

～ (246)は ごく短く直立する頸部を持つ。広口壺頸部としては貧弱であるが,一般の甕

「頸部」とは様相を異にする。頸部凹線文その他の加飾はなく, 日縁部の拡張は鈍い。肩

部に叩き目を明瞭に残す (246)は後出形態であろう。(249～ 257)は壺肩部の記号文。

ィ:紗
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第 179図  4区 S D08出 土遺物ll(1/4)
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挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

甕 細・極多 暗灰黄色 不明瞭な短い頸部から強 く折 り返 して口縁部

は短 く開く。端部は鈍 く肥厚 し下方に大きく

摘み出して上方も小さく突出。端面鈍い凹線

。肩部外面縦ハケ、内面肩部指押さえ、頸部横

ナテ・。                                    ′

角閃石極多、雲母

甕 細・極多 にぶい橙色 不明瞭な頸部から強く折り返して口縁部は短

く開く。端部は鈍く肥厚しつつ上方に摘み出

し下方も強く張り出して端面は強く内傾。肩

部外面縦ハケ、内面指押さえ。

角閃石極多

理 細・極多 褐色 不明瞭な短い頸部から□縁部は強く折り返し

て短く開く。日縁・頸部内面の強い横ナテ
゛
で

折り返し部に鈍い稜。端部は鈍く肥厚し上方

に摘み出して下端も突出。端面鈍い凹線。肩

部内面縦タス・り後指押さえ、頸部横ナテ・。

角閃石極多

甕 細・極多 にぶい黄橙色 不明瞭な短い頸部から折り返して口縁部は短

く開く。端部は鈍く肥厚し上方にやや張る。

端面鈍い凹線。肩部外面縦ハケ、肩部内面下半

横タス・り後上半部指押さえ。

角閃石極多

甕 細・極多 明褐色 口縁部は強 く折 り返 して短い。端部は上下に

摘み出し端面凹線。肩部外面縦ハケ後横ハケ、内

面肩部下半横タス・り後指押さえ。

角閃石極多

壺 細・極多 橙色 にぶい黄橙色 痕跡的な頸部から□縁部は強く折り返 し、端

部は鈍 く肥厚 して上下に摘み出す。日縁・頸

部内面の強い横ナテ
゛
で折 り返 し部に稜。端面

凹線、肩部内面横タス
・り。

角閃石極多

壺 細・極多 にぶい黄橙色 口縁部は強 く折 り返 して短 く開く。端部は上

方に摘み出し下方も小さく突出。端面凹線。

肩部外面縦ハケ、内面指押さえ。

角閃石極多、雲母多

甕 細・極多 にぶい黄橙色 痕跡的な頸部から強く折り返して口縁部は短

く開く。□縁・頸部内面の強い横ナテ・で折り

返し部に鈍い稜と頸部内面凹面。端部は鈍く

肥厚して小さく上下に摘み出す。端面鈍い凹

線。外面横ハク、内面肩部縦ハタ後指押さえ。頸

部横ナテ・。

角閃石極多

壺 細・極多 橙色 口縁部は強 く折 り返 して短 く開く。端部は上

下に摘み出して端面鈍い凹線。肩部外面縦ハケ

、内面指押さえ。

角閃石極多、雲母少

第179図 観察表

「矢印状」,「並行短線」,「弧線 +短刻線」の種類がある。より複雑な表現を示す (258)

(259)は 上記 した記号文とは異なり,よ り大きな図構成の一部であろう。

甕では (260～283)が最 も主流的な形態。痕跡的な頸部から口縁部を強 く折 り返す。内

面ケズリ調整は肩下半部までしか達 しない。肩部内面は指押さえもしくはナデでやや大型

品を中心にハケ調整もある。日縁端部は鈍 く肥厚 しつつ上下に摘み出し,上方拡張が相対

的に強い形態 (276等)が多いが,(283)の ように強 く下方に摘み出す形態 もある。体部

外面に叩き目を残すものも少なくないが,原則的にハケ調整その他で消そうとしている。

(284～294)は折 り返 しが緩やかで「頸部」を認めない。また口縁部の拡張は弱 く,「 く」

字状に近いか下方拡張が目立つ。(289)(290)等は内面ケズリも肩上端まで達 している。

(28402850289)は 搬入品である。 これらは吉備南部地方の当該時期の甕形態に近い。

(291)～ (294)は 「 く」字状を呈する日縁部 も発達 しつつあり,明 らかに後出形態であ

る。(293)は 搬入品。(295～ 299)は上記 した主流的な形態を引き継 ぐが,日縁部がやや

伸びると共に端部拡張が退化 しており,後期初頭の新 しい様相を示す。 (300～ 303)は発
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挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

甕 細・極多 橙色 痕跡的な頸部から強 く折 り返 して口縁部は短

く開 く。口縁・頸部内面の強い横ナテ
゛
で折 り

返 し部に鈍い稜。端部は上方に小さく摘み出

し下方も突出。端面鈍い凹線。外面縦ハタで叩

き目残す。内面肩部下半まで横タス・り後上半部

横ハタ後に指押さえ。頸部横ナテ・。

角閃石極多

甕 細・極多 暗灰黄色 口縁部は強 く折 り返 して短 く開く。□縁・頸

部内面の強い横ナテ
゛
で折 り返 し部に鈍い稜。

端部は鈍 く肥厚 し上下に小さく摘み出す。外

面縦ハケ後部分的に指押さえ。内面指押さえ。

角閃石極多、石英等

多

壺 細・極多 にぶい黄色 痕跡的な頸部から強く折り返して□縁部は短

く開く。日縁・頸部内面の強い横ナテ
゛
で折り

返し部に鈍い稜。端部は鈍く肥厚して小さく

上下に摘み出す。端面鈍い凹線。外面縦ハケ後

上端横ナテ・、内面肩部中位まで横ケス・り後指押

さえ。

角閃石極多、雲母多

甕 細・極多 にぶい黄橙色 不明瞭な短い頸部から口縁部は強 く折 り返 し

て短 く開く。端部は鈍く肥厚 し上方に摘み出

し下方も張り出す。端面鈍い凹線。肩部外面

縦ハケ、内面指押さえ。

角閃石極多

甕 細・極多 灰責色 不明瞭な短い頸部から口縁部は強 く折 り返 し

て短 く開く。端部は鈍 く肥厚 し上方に小さく

摘み出し下方も張 り出す。端面鈍い凹線。肩

部外面縦ハタ、内面指押さえ。

角閃石極多、雲母多

甕 細・極多 にぶい黄色 不明瞭な内傾する頸部から強 く折 り返 してロ

縁部は短 く開く。端部は鈍 く肥厚 し上方に摘

み出 して下方も小さく突出。端面鈍い凹線。

肩部外面縦ハタ、内面指押さえ。

角閃石極多、雲母

壺 細・極多 にぶい黄褐色 口縁部は強 く折 り返 して短 く開く。端部は鈍

く肥厚 し上下を小さく摘み出して端面凹線。

肩部外面縦ハケ後上端部横ナテ・、内面横ハケ後指

押さえ。

角閃石極多

甕 細・極多 明褐色 口縁部は強 く折 り返 して短 く開 く。端部は鈍

く肥厚 し上方に摘み出 し下方も小さく突出。

端面凹線。肩部外面縦几ケ、内面横ハケ。指押さ

え。

角閃石極多、石英等

第180図  4区 S D08出 土遺物12(1/4)
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挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

甕 細 。極多 赤褐色 不明瞭な短い頸部から口縁部は強く折り返し

て短く開く。□縁・頸部内面の強い横ナテ
゛
で

頸部内面は凹面をなして折り返し部に鈍い稜

。端部は鈍く肥厚し上下に小さく摘み出す。

端面鈍い凹線。肩部内面指腹押さえ、上端部

横ナテ・。

角関石極多

甕 細・極多 明褐色 不明瞭な短い頸部から口縁部は強 く折 り返 し

て短 く開 く。日縁・頸部内面の強い横ナテ
゛
で

頸部内面は凹面をなして折り返 し部に鈍い稜

。端部は鈍 く肥厚 し上下に小さく摘み出す。

端面鈍い凹線。外面縦ハタで頸部まで叩き目残

る。肩部内面指腹押さえで、下端部指頭押さ

え、頸部横ナテ・。

角閃石極多

壺 細・極多 にぶい黄橙色 不明瞭な短い頸部から□縁部は強 く折 り返 し

て短 く開 く。日縁・頸部内面の強い横ナテ
゛
で

折 り返 し部に鈍い稜。端部は鈍 く肥厚 し上下

に小さく摘み出す。外面口pき 日残す。肩部内

面指腹押さえ、上端部横ナテ・。

角閃石極多、石英等

・雲母

甕 細・極多 灰黄褐色 痕跡的な頸部から強 く折 り返 して□縁部は短

く開 く。□縁 。頸部内面の強い横ナテ
゛
で折 り

返 し部に鈍い稜。端部は鈍く肥厚 して上下に

摘み出す。端面鈍い凹線。内面肩部指押さえ

。頸部横ナテ
゛
。

角閃石極多

壺 細・極多 浅黄色  灰黄色 不明瞭な短い頸部から強 く折 り返 して口縁割

は短 く開く。端部は鈍 く肥厚 して小さく上下

に摘み出す。端面鈍い凹線。外面縦ハタで叩き

目残す。内面肩部下半まで横タス
゛
り後指押さえ

、上半部指腹押さえ。

角閃石極多、石英等

多

甕 細・極多 黒褐色 褐灰色 不明瞭な短い頸部から強 く折 り返 して口縁部

は短 く開く。端部は肥厚 し上下に小さく摘み

出す。端面鈍い凹線。肩部外面縦ハケで、叩き

目残る。、内面肩部下半まで横タス・り後指押さ

え、頸部横ナテ・。

角閃石極多、雲母少

甕 細・極多 にぶい橙色 不明瞭な短い頸部から□縁部は強 く折 り返 し

て短 く開く。端部は鈍く肥厚 し下方に強 く摘

み出し上方もやや突出。端面鈍い凹線。肩部

外面縦ハタ、内面横ハケ後指押さえ。頸部強い横

ナテ
゛
で凹面。

角関石極多

第181図  4区 S D08出 土遺物13(1/4)
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挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

甕 細・ 少、粗・普 灰白色 綬やかに折り返した日縁部は短く端部は四角

く納める。

石英等、赤色粒少

搬入品

甕 細・ 多、中・普 灰 白色 緩やかに折り返 した□縁部は短 く端部は四角

く納める。内面上端まで横タス・り。

赤色粒多、石英等

搬入品

甕 細・極多、中 。

普

灰黄褐色 緩やかに折 り返 した日縁部は短い。端部は上

下に小さく摘む。外面上端部叩き目残る。内

面上端まで縦タス・り。

角閃石極多、石英等

甕 細・極多 灰責褐色 よく張った肩部から口縁部は強く折り返し開

く。端部は鈍く肥厚気味に丸く納める。外面

横ナテ
゛
、内面上端まで横タス・り。

角閃石極多

甕 細・極多 責灰色 緩やかに折 り返 した日縁部は短 く、端部は四

角く納める。内面体部上端まで横ケス・り。

角閃石極多

甕 粗・ 多 灰白色 強く張った肩部から口縁部は緩やかに折り返

し、端部は外方に摘み出しつつ上方も突出。

内面肩部上端まで横タス・り。

石英等多 搬入品

甕 細・極多、中・

多

明赤褐色 口縁部は強く折り返して短く開く。端部は鈍

く肥厚して下方に大きく摘み出しt上部も突

出。肩部内面横タス・り後上半部指押さえ。

角閃石極多、石英等

多、雲母多

甕 細・極多、中 。

少

橙色 黄灰色 □縁部は強く折り返して短く外反して開く。

端部は下方に張り出す。内面上端まで横ケス・リ

角閃石極多、赤色粒

少

甕 細 。極多 にぶい黄橙色 緩やかに折り返した口縁部は短く開く。端部

は上下に張り気味に四角く納める。体部外面
口pき 目残る。内面指押さえ。

角閃石極多、石英等

甕 細・少 灰白色 張りの弱い体部から強 く折 り返 した□縁部は

短いが水平に開く。端部は小さく上方に摘み

出す。内面横クス・り。

石英等少 搬入品

甕 細・極多 にぶい黄橙色 張 りの弱い体部から緩やかに折 り返 した□縁

部は短い。端部は上方に張 り気味に四角く納

める。外面サテ・、内面中位まで横ケス・り後上半部

散漫な指押さえ。

角閃石極多

第 i82図  4区 S D08出 土遺物14(1/4)
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奪 l

挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 臓考

壺 細・極多 にぶい黄橙色 痕跡的な頸部から強 く折 り返 して口縁部は短

く開く。端部は下方に摘み出して上方も突出

。端面鈍い凹線。内面指押さえ。

角閃石極多

甕 20.5 細・極多 にぶい橙色 強く折り返して日縁部は短く開く。端部は上

方に摘み出し下端も突出。端面凹線。外面縦

ハタ、内面肩部下半まで横タス・り、上端部横ナテ・

角閃石極多

壺 細・ 極多 明赤褐色 口縁部は強 く折 り返 して短 く開く。端部は鈍

く肥厚 し上下を小さく摘み出す。端面凹線。

肩部外面縦ハタ後上端部横ナテ
゛
、内面横ハク後指

押さえ。

角閃石極多

壺 細・ 極多、粗・

中

にぶい黄色 強く張 った肩部から口縁部は強 く折り返 して

端部は上下に小さく摘み出す。外面縦ハタ、内

面肩部上半まで横タス
゛
り。

角閃石極多 (含粗粒

)

甕 細・極多 黄褐色 口縁部は痕跡的な頸部から強 く折 り返 して開

く。端部は鈍 く肥厚 して上下に張 り出す。端

面鈍い凹線。外面縦ハケ、内面肩部下半まで横

ケス・り後指押さえ。

角閃石極多

壺 22.8 細・極多 橙色 二重口縁。張 りの弱い体部から□縁部強 く折

り返 し水平に開く。ほぼ直立する短い立上 り

部の上端は丸 く納め、端面鈍い凹線。内面指

押さえ。

角閃石極多

甕 22.6 細・極多、中 。

普、粗・普

にぶい責橙色 二重口縁。張りの弱い口縁部強く折り返し水

平に開く。ほぼ直立する短い立上り部の上端

は丸く納め、端面凹線2条。肩部外面縦ハタ。

内面指押さえ・横ナテ
゛
。

角閃石極多 (合粗粒

)、 石英等多 (含粗

粒)

壺 細・ 極多 にぶい責色 二重回縁。張りの弱い口縁部強く折り返し水

平に開く。ほぼ直立する短い立上り部の上端

は丸く納め、端面凹線3条。肩部外面縦ハケで

叩き目顕著に残る。内面指押さえ後横ハタ。

角閃石極多、石英等

多

甕 細・極多 にぶい責橙色 二重口縁。張 りの弱い体部から口縁部強 く折

り返 し水平に開く。ほぼ直立する短い立上 り

部の上端は丸く納め、端面凹線 2条。内面指

押さえ。

角閃石極多

第 183図  4区 S D08出 土遺物15(1/4)
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挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

甕 細・極多 黒褐色 明褐灰色 口縁部は強 く折 り返 して開 く。端部は簿く捐

み上げ尖る。外面縦ハタ、内面上端まで横タス・ 1

角閃石極多、雲母多

壺 細・ 極多 暗褐色 浅責色 最大径の低い体部から□縁部は強く折り返し

て開く。端部は薄く上方に摘み上げ尖る。外

面叩き目顕著に残る。内面横タス・り後上端部指

押さえ。

角閃石極多、石英等

・雲母

甕 細・極多 にぶい黄色 張 りの弱い体部から口縁部は強く折 り返 して

短 く開く。端部は薄 く上方に摘み上げ尖る。

外面口pき 目顕著に残る。内面縦ケス・り後上端部

指押さえ。

角閃石極多、石英等

・赤色粒多

甕 細・極多 灰責褐色 □縁部は強 く折 り返 し、端部は薄 く摘み上け

尖る。外面縦ハケ、内面縦タス・り後上端部指押さ

え。

角閃石極多、石英等

多

甕 細・ 極多 灰黄褐色 □縁部は強く折り返して開く。端部は上下に

小さく摘み出す。体部外面叩き日残る。内面

上端まで縦ケス・り後上半部指押さえ。

角閃石極多、赤色粒

甕 細・極多 にぶい黄橙色 口縁部は強く折り返し、端部は薄く摘み上げ

て尖る。端面鈍い凹線。日縁部内面の強い根

ナテ
゛
で折り返し部に明瞭な稜。肩部内面指押

さえ。

角閃石極多

壺 細・極多 明褐色 □縁部は強く折 り返 し、端部は薄 く摘み上げ

て尖る。端面鈍い凹線。口縁部内面の強い横

ナテ
゛
と体部のタス・りで折 り返 し部に明瞭な稜ら

外面縦ハケ、内面上端まで横タス・り。

角閃石極多、石英等

甕 細・極多 褐色 最大径の低い体部から口縁部は強く折り返し

て開く。端部は薄く上方に摘み上げ尖る。外

面縦ハケ、内面上端まで粗い縦タス・り。

角閃石極多、石英等

多

甕 細・ 極多 にぶい黄褐色 □縁部は強く折り返して短く開く。端部は小

さく上方に摘み出し下端もやや突出。外面叩

き目顕著に残る。内面縦ナテ・後指押さえ。

角閃石極多

第184図  4区 S D08出 土遺物16(1/4)
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達 した受口状口縁を持ち,直立する立ち上がり部外面には鈍い凹線を見る。最大径の低い

体部形状とケズリを欠いた内面調整も併せて特異な系統といえる。(304～ 307),(309～ 311)

は明瞭な受口状は呈さないものの口縁端部を薄 く上方に摘み出す形態。内面肩上部まで削

り上げて外面に叩き目を顕著に残す点や,体部形状の点でやはり特異な一群である。以上

2系統は本地方の伝統的な甕形態から導き出すことが困難な形態であり,よ り東方諸地方

との関係を考慮すべきであろう。ただし, この系統の搬入品を確認 しないことは注意を要

する。(3080312)は これらと一見類似するが,後出形態である。

挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

大形甕 22〔 細・極多 にぶい黄橙色 緩やかに折 り返 した口縁部は粘土帯を付 して

鈍 く肥厚。端面沈線 2条。片部内面横タス・り後

上端部指押さえ。

角閃石極多

大形壺 細 。少、中 。多 灰黄色 痕跡的な頸部から口縁部は強く折り返し、端

部は大きく上下に摘み出す。日縁・頸部内面

の強い横ナテ
゛
で折り返し部に稜。端面凹線、

肩部外面縦ハケ、内面横ハケ。

石英等多、角閃石・

雲母少 搬入品

大形壺 細・極多、
粗・少

にぶい燈色 痕跡的な頸部から口縁部は強く折り返し、端

部は大きく上方に摘み出し、下端も張る。□

縁部内面は強い横ナテ
゛
で凹面をなし折り返し

部も稜。端面凹線、肩部外面縦ハタ、内面指押

さえ。

角閃石多、赤色粒、
石英等少

壺 ? 細・極多 灰責褐色 外面顕著な格子 目叩き、内面ナテ・。 角閃石極多、雲母、

石英等少

壺 ? 細・極多、中・

少

灰賞褐色 にぶい黄褐

色

外面顕著な格子 目叩き、内面ナテ・。 角閃石極多、雲母多

、石英等・赤色粒少

甕 ? 細 。極多、粗・

少

にぶい黄色 口縁部は強 く折 り返 して開き、肩上部内面に

接合痕。外面顕著な格子 目叩き。

角閃石極多 (合粗粒

)、 雲母多

壺 ? 細・極多、中・

少

灰黄褐色 外面顕著な格子 目叩き、内面ナテ・。 角閃石極多、赤色粒

、石英等・雲母少

第185図  4区 S D08出 土遺物17(1/4)
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挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

高杯 細・極多 にぶい黄褐色 中位で屈曲して鈍い段。上半部は短 く外傾。

端部は外方に摘み出し内方も強く突出。頂割

凹線。外面上半部横ナテ・、下半部放射状ミがキ

、内面放射状ミがキ。円盤充瞑。

角閃石極多

高外 細・極多 明褐色 中位で強 く屈曲 して鈍い段。上半部は外傾。

端部は鈍 くEE厚 して内方に突出し、外方も張

り出す。頂部凹線。上半部横ナテ・、下半部外

面横ケス・り、内面分割横ミがキ

角閃石極多

高外 細・極多 にぶい黄橙色 中位で強 く屈曲 して鈍い段。上半部は外傾。

端部は強 く外方に摘み出し内方も突出。頂割

凹線。上半部横ナテ・、下半部分割横ミがキ。

角閃石極多、雲母多

高外 細 。極多 にぶい黄橙色 口縁部は緩く屈曲してやや外傾。屈曲部に鈍

い段。端部は鈍く肥厚し外方に摘み出す。□

縁部横ナテ・。下半都外面放射状ミがキ、円盤充

瞑。

角閃石極多

高杯 細・極多 にぶい黄橙色 中位で強 く屈曲 して明瞭な段。上半部は短 く

ほぼ直立。端部は鈍く肥厚 して強 く外方に摘

み出す。頂部凹線。上半部横サテ
゛
、下半部外

面横ミがキ後放射状ミがキ、内面横ミがキ。

角閃石極多、雲母

高外 細・極多、中 。

普

にぶい明褐色 中位で屈曲して鈍い段。上半部はやや外傾。

端部は強 く外方に摘み出し頂部凹線。円盤充

瞑。

角閃石極多、石英等

赤色粒少

高杯 細・極多 にぶい褐色 中位で強く屈曲して鈍い段。上半部は短く外

傾。端部は鈍く肥厚して外方に摘み出す。頂

部凹線。上半部横ナテ・、下半部分割横ミがキ。

角閃石極多

高不 細・極多 灰賞褐色 中位で強 く屈曲して鈍い段。上半部は外傾。

端部は鈍く肥厚 して強 く外方に摘み出し内方

も饉かに突出。頂部凹線。上半部横ナテ・、下

半部外面放射状ミがキ、内面横ミがキ後縦ミがキ。

角閃石極多

高沐 細・極多 明褐色 中位で強 く屈曲して鈍い段。上半部は外傾。

端部は鈍 く肥厚 して外方に強 く摘み出す。頂

部凹線。

角閃石極多

第186図  4区 S D08出 土遺物18(1/4)
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挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

高外 細・極多 明褐色 中位で強く屈曲して鈍い段。上半部は外傾。

端部は鈍く肥厚して内外に強く摘み出す。頂

部凹線。上半部横ナテ
゛
、下半部外面横タス・り。

角閃石極多

高跡 細 。極多 にぶい黄橙色 中位で綬 く屈曲 して鈍い段。上半部は外傾。

端部は鈍 く肥厚 し外方に摘み出し内方もやや

突出。頂部凹線。内面横ナテ・。

角閃石極多、雲母多

高杯 細・極多 にぶい黄褐色 中位で強 く屈曲して鈍い段。上半部は外傾。

端部は鈍 く肥厚 して外方に摘み出し、内方も

突出。頂部凹線。上半部横ナデ、下半部分割

横ミがキ。

角閃石極多、雲母多

高杯 細・極多 にぶい黄橙色 中位で強 く屈曲して明瞭な段。上半部はやや

外傾。端部は鈍 く肥厚 して強 く外方に摘み出

し内方も僅かに突出。頂部凹線。上半部横ナテ

・
、下半部外面横ミがキ、内面分割横ミがキ。

角閃石極多、雲母多

高杯 細・極多 灰黄色 中位で緩 く屈曲して上半部は短 く外反。端割

は丸 く納める。上半部横ナテ
゛
で外面鈍い凹線

。下半部外面横ハケ後縦ハケ、内面縦ハタ。

角閃石極多

高不 細・極多 明褐色 中位で強 く屈曲して鈍い段に 3個 1対の円形

刺突文。上半部は緩 く外反して開き端部は尖

る。上半部横ナテ・で内外面鈍い凹線。下半部

外面分割横ミがキ。

角閃石極多、雲母多

高杯 細・極多 にぶい褐色 中位で強 く屈曲して鈍い段に3個 1対の円形

刺突文。上半部はやや外反 して開き端部は丸

く納める。上半部横ナテ
゛
で内面凹線。

角閃石極多、石英等

高杯 細・極多 にぶい黄橙色 中位で屈曲 して鈍い段。上半部はやや外反 し

て端部は尖る。上半部横ナテ
゛
で外面鈍い凹線

。下半部内面分書J横ミがキ。

角閃石極多、赤色粒

少

高外 細 。極多 にぶい黄橙色 中位で強 く屈曲して鈍い段に3個 1対の円形

刺突文。上半部は短 く外反 して開き、端部は

尖る。上反部横ナテ・、下半部横ミがキ。

角閃石極多、雲母

高杯 細・極多 にぶい黄橙色 中位で屈曲して鈍い稜。上半部は直立して端

部は鈍く尖る。上半部外面不明瞭な凹線。

角閃石極多、雲母

第187図  4区 S D08出 土遺物19(1/4)
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挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

高不 細・極多 橙色 中位で緩 く屈曲 して上半部は短 く直立。端部

は四角く納める。上半部横ナテ
゛
、下半部外面

放射状ミがキ、内面横クス・り後疎らな放射状ミがキ

角閃石極多

高杯 細・極多 にぶい橙色 中位で綬 く屈曲 して上半部は短 くやや外傾。

端部は四角く納める。

角閃石極多

高杯 細・極多 にぶい橙色 中位で屈曲 して狭い凹線。上半部はやや外傾

し端部は小さく反って丸く納める。□縁部直

下凹線。上半部横ナテ・、下半部外面横タス・り、

内面放射状ミがキ。

角閃石極多

高杯 細・極多 灰黄褐色 中位で屈曲 して上半部やや外傾。端部は外方

に小さく摘みつつ四角く納める。上半部横ナラ
・

、下半部放射状ミがキ。

角閃石極多、石英僧

。赤色粒少 赤色酵

料 ?

高外 26 5 細・極多 橙色 中位で綬やかに屈曲して上半部直立。端部は

外方に小さく摘み出す。外面下半部横ケス・り。

角閃石極多、石英鋸

・赤色粒少
高不 28.4 細・極多 にぶい黄橙色 中位で屈曲 して鈍い稜。上半部はやや外傾 し

端部は外方にやや張 り出す。

角閃石極多

装飾高杯 細・極多、中・

少

褐灰色 中位で強 く屈曲 して明瞭な段部に沈線 2条。

上半部は外反 し口縁部は強 く開 く。外面上半

部縦ミがキ、下半部横ミがキ、内面□縁部縦ミがキ

、上半部下部ナテ・、下半部横ミがキ。円盤充収。

角閃石極多、雲母多

、石英等

装飾高杯 細・極多、中 。

少、粗 。少

灰黄色 中位で強 く屈曲して断面矩形の突帯 1条。上

面に刻み 目。上半部は強く外反 して開く。外

面上半部横ナテ・、下半部横ミがキ。内面上半部

分割横ミがキ、下半部横ミがキ。

角閃石極多 (合粗和

)、 雲母、石英等少

装飾高杯 細・極多 明黄褐色 中位で強 く屈曲して強い稜。上半部は中程で

緩やかに湾曲して開く。外面下半指ナテ・。

角閃石極多、雲母多

装飾高杯 細・極多 灰黄褐色 中位の鈍い屈曲部に断面三角形の突帯 2条。

外面横ナテ・。

角閃石極多、赤色和

少 赤色顔料

第188図  4区 S D08出 土遺物20(1/4)
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第189図  4区 S D08出 土遺物21(1/4)

大形甕の基本形状は (314・ 315)の ように当該時期の甕のもっとも主流的な形態を引き

継ぎ,端部形状などをやや強調 したものが一般的である。その点で (313)の 口縁部形態

は特異なものである。(316～319)は 格子目状の叩き目例。圧倒的大多数は並行叩きであ

るが,少数例格子目叩きが混ざる。

口縁部拡張形態の高外では中位で強 く屈曲して上半部はやや外傾する形態が多い。端部

は鈍 く肥厚 しつつ外方に摘み出し,少なからず内方にも突出するものが多い。(330)は中

挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

高不 細・極多 にぶい責褐色 灰黄褐

色

中位で緩 く屈曲 して上半部は短 く直立。端部

は小さく外方に摘み出 して頂部狭い平坦面。

上半部横ナテ・で外面鈍い凹線。下半部横ミがキ

角閃石極多

高杯 細・極多、中 。

少

黒褐色 中位で屈曲 して鈍い稜。上半部はやや外傾 し

端部は小さく外方に摘みつつ四角く納める。

外面下半部横ミがキ、他横ナテ・。

角閃石極多、石英等

少

高不 細・極多、中・

多

にぶい黄橙色 中位で緩 く屈曲 して鈍い稜。上半部は短 くや

や外傾 して端部は外方に張 り出す。下半部外

面横ケス・り。

角閃石極多、石英等

多

高外 細・極多 にぶい黄橙色 中位で屈曲して鈍い段。上半部は強 く外反 し

て開き、端部は尖る。上半部横ナラ
°
で内面上

部凹線。下半部外面横タス・り。

角閃石極多

高外 253 細・極多 灰黄褐色 中位で屈曲して鈍い段で、突出部に狭い凹線

。上半部は外反 して開き端部は四角く納める

。上半部内面横ナテ
゛
後疎 らな縦ミがキ。

角閃石極多、石英等

装飾高外 細・極多 灰黄色 脚裾部有段。屈曲部に小型の断面矩形の突帯

。脚端部はやや外反 して、外方に張 り気味に

四角く納める。端面鈍い凹線。外面横ナデ、

内面横タス・り。下段 2孔 1対の円形透かし3方

、上段円形透か し3方。

角閃石極多

装飾高杯 細・極多 にぶい黄褐色 脚裾部有段。屈曲部に断面矩形の突帯。脚端

部は強 く外反 して肥厚気味に四角く納める。

裾上段部に円形透か し。上半部外面放射状ミカ
°
キ、内面横ケス・り、下半部横ナテ・。

角閃石極多
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挿図番号 器種 □径 器高 ぼ径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

脚 細・極多 灰黄褐色 脚部は緩やかに外反 して開く。外面縦ミがキ、

内面横タス
・り、中位に小形円形透か し。杯部分

割横ミがキ。円盤充瞑。

角閃石極多、石英等

脚 細 。極多 にぶい責褐色 脚裾部は強 く外反 して開き、端部は肥厚 して

上部を小さく摘み出す。端面凹線。外面軸部

縦ミがキ、内面横ケス・り、円形透か し。

角閃石極多、石英響

少

脚 細・極多 灰黄褐色 脚裾部は緩やかに外反 して開き、端部は肥厚

しつつ下方に摘み出し、上端も外方に鈍 く突

出。端面鈍い凹線。内面横タス・り。 2孔 1対の

小形円形透か し。

角閃石極多

脚 細 。極多 にぶい責橙色 脚裾部は緩やかに外反して開き、端部は鈍く

肥厚しつつ上下に張り出す。外面縦ミがキ、内

面横タス・り、 2孔 1対の円形透かし。

角閃石極多

脚 細・極多 灰黄13色 脚裾部は緩やかに外反 して開き、端部は鈍 く

外反 して上部は外方に突出。端面鈍い凹線 1

条。内面横タス・り。

角閃石極多

脚 細・極多 にぶい黄橙色 脚裾部は緩やかに外反 して開き、端部は肥厚

しつつ下方に小さく突出。端面鈍い凹線。内

面横ケス・り。小形の円形透かし。

角閃石極多、雲母

脚 細・極多 にぶい黄褐色 脚裾部は緩やかに外反 して開き、端部は肥厚

しつつ下方に摘み出し、上端も外方に突出。

端面鈍い凹線。内面横クス・り。 2孔 1対の小形

円形透か し。

角閃石極多、雲母多

脚 細・ 多、中 。多 にぶい黄橙色 脚裾部は級やかに外反 して開き、端部は肥厚

しつつ下方に摘み出し、上端も外方に突出。

端面鈍い凹線。内面横ケス・り。小形の円形透か

し。

石英等多、角閃石多

搬入品 ?

脚 細・極多 にぶい黄褐色 脚裾部は緩やかに外反 して開き、端部は肥厚

しつつ下方に摘み出し、上端も外方に突出。

端面鈍い凹線。内面横ケス・り。

角閃石極多

脚 細 。極多 にぶい橙色 脚裾部は緩やかに外反 して開き、端部は肥厚

しつつ内外に摘み出す。端面鈍い凹線。内面

横タス・り。小形円形透か し。

角閃石極多

卿 細・極多 にぶい黄橙色 脚裾部は緩やかに外反 して開き、端部は肥厚

しつつ下方に摘み出し、上端も外方に鈍 く突

出。端面鈍い凹線。内面横タス・り。小形の円形

透か し。

角閃石極多、雲母

4区 S D08出 土遺物22(1/4)第190図
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挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

脚 細 。極多 灰責褐色 脚裾部は外反 して緩やか開き、端部は鈍く肥

厚 しつつ下方に摘み出 し上部も強 く突出。内

面下半横タス・り、中位に円形透か し。円盤充瞑

部劇落。

全周 角閃石極多、雲母・

赤色粒

脚 細・極多 にぶい黄橙色 脚裾部は強 く外反 して開き、端部は強 く上方

に摘み出す。外面縦ミがキ。櫛描並行沈線 4段

・櫛描垂下沈線 と裾部に2孔 1対の円形透か

し。軸部に縦列 6孔の円形透か し2夕 U。 内面

絞 り目顕著、円盤充瞑部剣落。

角閃石極多

脚 細・極多 にぶい黄褐色 脚裾部は緩やかに開き、端部は肥厚して下方

に摘み出し上部も強く突出。端面凹線、内面

横ケス・り、円形透かし。

角閃石極多、雲母

脚 細・極多 明褐色 脚裾部は緩やかに外反 して開き、端部は肥厚

しつつ上端を外方に強 く突出。端面鈍い凹線

。内面横タス・り。小形の円形透か し2段。

角閃石極多

脚 細・極多 にぶい赤褐色 脚裾部は緩やかに外反 して開き、端部は肥厚

しつつ内外に小さく摘み出す。端面鈍い凹線

。内面横ケス・り。外面 3孔 1対の円形透か し。

角閃石極多

脚 細 。極多 褐灰色 柱状軸部から強く折 り返 して裾部は強 く開く

。外面縦ミがキ、内面ナテ
゛
で、裾部円形透か し

角閃石極多

脚 細 。極多、中・

多

灰黄色 柱状軸部から強 く折 り返 して裾部は強 く開く

。軸部外面縦ミがキ。

全周 角閃石極多、石英等

多、雲母

脚 細・極多 にぶい黄橙色 柱状軸部から強 く折 り返 して裾部は強 く開く

。外面縦ミがキ。内面ナテ
゛
、杯部内面分割横ミが

キ。頂部円盤充根。

全 周 角閃石極多、石英等

・雲母少

脚 細・極多 灰賞色 脚裾部は外反して強く開き、端部は上方に機

み出す。外面縦ミがキ、内面横ナテ
゛
。

角閃石極多

脚 細・極多 にぶい黄橙色 脚裾部は強く開き端部は小さく反って摘み上

げる。外面縦ハケ、内面横ハケ。脚端部付近に小

形の円形透かし

角閃石極多

脚 畑・極多 褐灰色 脚裾部ば強く開き、端部は小さく反って丸く

納める。

角閃石極多、雲母、

赤色粒少

脚 細 。極多 灰責色 円柱状の軸部から折 り返 して脚裾部は強 く開

き端部は小さく反って摘み上げる。裾部に中

形の円形透か し。

角閃石極多、雲母

脚 細・極多 にぶい費褐色 脚裾部は強 く外反 して開き、端部は鈍く肥厚

しつつ上下端を摘み出す。円形透か し。

角閃石極多、雲母多

脚 細・極多 灰褐色 脚裾部は強 く開き端部は小さく反って四角く

納める。円形透か し。

角閃石極多

4区 S D08出 土遺物23(1/4)第191図
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位の屈曲が極端に弱いが, これは新しい様相ではなく後期初頭の例外的な資料であろう。

同様に端部の摘み出しがやや鈍い (321)な ども全体的な形状からすれば新 しい様相とは

言い切れない。また本形態では,外部上半部は横ナデし,下半部内外面を分割横 ミガキで

仕上げる (外面には先行して横ケズリ調整がある。)こ とを基本とし,(320)(323)の よ

挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

脚 細・極多 灰黄褐色 強く絞 りこまれた脚上部から緩やかに開 く。

外面縦ハタ後櫛描並行沈線 3条 と中型円形透か

し2段。

角閃石極多

脚 細・極多、中・

多

にぶい黄橙色 脚部は緩 く開き、端部は小さく反つて尖る。

外面縦ミがキ、内面指押さえ。

角閃石極多、雲母多

、赤色粒

脚 細・極多、中・

少

褐色 脚部はよく開き、端部はやや反って四角く納

める。中型円形透かし2段 4方。

角閃石極多、石英等

・赤色粒少
脚 細・極多、中・

多

にぶい橙色 脚部は緩 く開き、端部は小さく反って丸 く納

める。外面上半部縦ハケ、内面指押さえ顕著。

裾部大形円形透か し。

角閃石極多、石英等

多

脚 細 。極多 灰黄褐色 脚裾部で強く外反して開き、端部は四角く納

ゆる。外面上部縦ハク、裾部縦ミがキ、内面上部

横タス
゛
り。裾部に2孔 1対の円形透かし。

角閃石極多、雲母・

赤色粒

脚 細・極多 灰黄色 脚部は強 く外反 して開き、端部は小さく反 り

気味に丸 く納める。中位に中型円形透か し4

方。

全周 角閃石極多、雲母少

脚 細 。極多 灰黄褐色 脚裾部は緩やかに外反 して小さく開き、端都

は小さく内外に摘み気味に四角く納める。外

面横ナテ・、内面指押さえ。

角閃石極多、雲母多

脚 細・極多 灰黄褐色 脚裾部で綬やかに屈曲して開き、端部は四角
く納める。外面縦ハタ、大形の円形透かし。

角閃石極多

脚 細・極多 灰黄色 低脚台。強 く開き端部は鈍 く肥厚 して丸 く納

める。裾部凹線。 2列 に配 した 8個 1単位の

刺突文 4方。貫通 しない。内面横タス・り、円盤

充収部劇落。

角閃石極多

脚 細・極多 灰黄色 倒杯形の低脚台。体部は強 く開く。脚部は強

く開いて丸 く納める。外面指押さえ、内面横

ケス・り。

全周 角閃石極多、赤色粒

多

第192図  4区 S D08出 土遺物24(1/4)
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うに放射状 ミガキは多くない。

(334～338)の外反口縁高不は後出的なものではない。(334)等の屈曲部の円形刺突文

や上半部内面の凹線文は本形態では一般的な加飾である。(333)は 上半部凹線文は同様で

あるが,屈曲部がかなり鈍い違和感のある形態である。(338)は おそらく本形態のもっと

も古い様相を示すもので,ほ とんど後期初頭段階までは残存しないものである。口縁端部

を尖り気味に丸く納める点は中期末のこの系統の本来の形態にはほとんど認められない様

相である。この資料を介することによつて本形態は中期末段階の高外からの連続がうまく

理解できるのである。

(339～344)は 直立口縁系統の高不。日縁端部を明瞭に四角く納める形態 (340)等 と,

張り出し気味に丸く納める (341)等がある。いずれも不下半部内面は放射状 ミガキが基

本である。また (3410343)の ように口縁部直下や屈曲部に細く弱い凹線文を施すのは本

形態の古い様相らしい。

(345～348)は 装飾高不外部。屈曲部は強い稜を成すか突帯を付して強調 し,上半部は

強く外反して開く。断面三角形の小突帯 2条を付す (348)の 屈曲部形状は類例が少ない。

(349～351)も 直立口縁系統の高不だが,端部の摘み出しが強く,やや外傾する新 しい

様相といえる。(352)(353)は 発達した外反口縁で明らかな後出形態である。前者は典型

的な下川津B類高不で強く発達した日縁部形態から後期後葉に下ると思われる。(354)

(355)は装飾高不脚部。(355)は 裾部が強く外反して開きつつあり新しい様相である。

(356)～ (370)は脚端部を肥厚させる形態。肥厚して端部を上下にやや摘み出すこと

が多い。端部の肥厚が鈍い (359)はやや新しい様相であろう。(363)の 形状は違和感が

ないが,胎土からみて搬入品である。脚端上部を強く摘み出す形態 (367～ 370)は本地方

では発達しない。吉備南部地方の特徴である。(368)は搬入品ではないが,櫛描沈線と縦

列配置の円形透かしおよび上端部を摘み出した脚端部形状は明らかに吉備南部地方の様相

である。

(375～380)は 柱状軸部を持つ形態。裾部は強く開いて端部を小さく摘み上げることが

多い。脚端部を肥厚する系統では内面横ケズリを原則とするが,本系統では原則的にそれ

を見ない。

(381～384)は 円錐形脚部形態。やや大形の円形透かしが多い。(381)の ような沈線文

はこの形態でも少ない。やはり内面横ケズリは発達しない。(385～ 388)は 円錐形脚の裾

部が発達したもので後出的な形態である。低脚台 (389)(390)は 鉢もしくは小形壺に対
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挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎 土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

小形器台 細・極多 にぶい責橙色 □縁部は強く外反して開く。端部は外方に引

き出して四角く納める。端面短刻線。口縁部

内面凹線。軸部縦ハタ後上部に沈線 2条。口縁

部に小型の円形透かし。

角閃石極多、雲母少

小形器台 細・極多 にぶい責橙色 □縁部で強 く外反 して開く。端部は鈍 く肥厚

して外方に摘み出し、上部も鈍く突出。端面

円形刺突文、日縁部内面・軸部外面凹線。

角閃石極多、雲母多

小形器台 細・極多 褐色 口縁部で強く外反して開く。端部は外方に引

き出して四角く納める。端面短刻線。日縁部

内面凹線後円形刺突文・軸部凹線。

角閃石極多

小形器台 細・極多 にぶい責橙色 口縁部は強く外反して開く。端部は外方に引

き出して四角く納める。端面短刻線。□縁部

内面凹線後円形刺突文。軸部凹線。

角閃石極多、赤色粒

・石英等

小形器台 ? 細・極多 にぶい黄橙色 □縁部で強 く外反 して開く。端部は四角く納

める。日縁部内面・軸部凹線、端上部短刻線

。内面指押さえ。

角閃石極多、赤色粒

小形器台 細 。極多 灰黄褐色 □頸部は強 く外反 して大きく開き、端部は上

方に小さく摘み出し、下部も張 り出す。端面

鈍い凹線後 3個 1対の円形剌突文、口縁部内

面 2個 1対の円形刺突文。外面縦几ケ後横ナテ・

、内面横ミがキ。

角閃石極多、石英等

小形器台 細・極多 黄褐色 口縁部は強 く外反 して開く。端部は鈍 く肥厚

して端面に櫛描波状文。頂部凹線。横ナテ・。

角閃石極多

小形器台 細・極多 灰責褐色 口縁部は強く外反して大きく開く。端部は小

さく上下に摘み出し端面8条 1対の端刻線。

日縁部外面分割横ミがキ後軸部縦ミがキ。内面横

ナテ・。

角閃石極多、雲母う

第 193図  4区 S D08出 土遺物25(1/4)
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挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

小形器台 細・極多 にぶい橙色 口縁部は強く外反して開く。端部は肥厚し上

下に摘み出す。端面鈍い凹線後 2段に配した

6個 1対の円形刺突文。中位に大形の円形透

かし。

角閃石極多

小形器台 細・極多 にぶい黄橙色 口縁部は強 く外反 して大きく開き、端部は強

く上下に摘み出す。端面凹線後 2段に配 した

6個 1対の円形刺突文。外面縦ミがキ、内面分

割横ミがキ。

角閃石極多

小形器台 細・極多 にぶい褐色 □縁部は強 く外反 して大きく開く:端部は上

方に突出して下方もよく張 り出す。端面鈍い

凹線 。2個 1対の円形刺突文。内面上半部横

ミがキ、中位に長方形透かし。

角閃石極多、雲母少

小形器台 ? 細・極多 にぶい費褐色 口縁部は強く開き、端部は下部が鈍く突出。

端面鈍い凹線後2条 1対の棒状浮文。横ナデ

角閃石極多、雲母多

小形器台 細・極多、中・

多

にぶい黄橙色 □頸部は緩やかに外反して開き、端部は小さ

く上下に摘み出す。端面鈍い凹線後棒状浮文

・円形浮文。内面横ミがキ。

角閃石極多、石英等

多

小形器台 細・極多 にぶい黄褐色 口縁部は強 く外反 して開く。端部は鈍く肥厚

し上下に摘み出し端面 8条 1対の端刻線。軸

部長方形透か し。

角閃石極多、雲母多

小形器台 20 6 細・極多 にぶい橙色 口縁部は強く外反して大きく開く。端部は鈍

く肥厚し上下に摘み出し端面 7条 1対の箆描

端刻線。外面横ナテ・、内面分割横ミがキ。

角閃石極多

小形器台 細・極多 にぶい黄橙色 口頸部は級やかに外反して開き、端部は下方

に大きく摘み出し上部も突出。端面鈍い凹線

後 7条 1対の短刻線。内面分割横ミがキ、外面

横ナテ・。

角閃石極多、石英等

・雲母

小形器台 細・極多 橙色 口頸部は強く外反して大きく開き、端部は上

方に摘み出し下部もやや突出。端面鈍い凹線

後ハケ原体刺突文。外面不明瞭な凹線、内面分

割横ミがキ。

角閃石極多・雲母多

第194図  4区 S D08出 土遺物26(1/4)
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挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

小形器台 細・極多、粗・

少

灰黄褐色 口縁部は強く外反して大きく開く。端部は大

きく外方に引き出し、上部も鈍く突出。端面

鈍い凹線。

角閃石極多、雲母多

、石英等少

小形器台 細・極多 にぶい黄橙色 □頸部は強 く外反 して大きく開く。端部は鈍

く肥厚 し下方に大きく摘み出 し上部も突出。

口縁部内面凹線。横ナテ・。

角閃石極多、石英等

小形器台 細・ 極多 にぶい黄橙色 円柱状の軸部から折 り返 して口縁部は大きく

開く。端部は下方に摘み出し、上部も突出。

端面鈍い凹線後 8条 1対のハケ原体刺突文。外

面軸部縦ハタ後口縁部横ナテ
゛
、内面横ミがキ。中

位に長方形透か し。

角閃石極多、雲母

小形器台 細 。極多、中・

多

明赤褐色 円柱状の軸部から口縁部は強く折り返して大

きく開く。端部は大きく上下に摘み出す。端

面凹線、軸上部に並行沈線、中位に大形円形

透かし。

角閃石極多、石英等

多

小形器台 ? 細・極多 にぶい黄橙色 口縁部は強く外反して大きく開き、端部は外

方に大きく摘み出し、上部も突出。端面鈍い

凹線後円形刺突文。日縁部内外面不明瞭な凹

線。軸部に沈線 2条。

角閃石極多、雲母・

石英等

小形器台 細 。極多 明褐色 太い柱状の軸部から緩く外反して脚裾部の開

きは弱い。端部は鈍く肥厚して四角く納める

。端面 。裾部凹線。中位に長方形透かし。裾

部内面横ケス・り、中位指押さえ顕著。

角閃石極多

小形器台 細・極多 にぶい黄橙色 脚裾部は外反 して開く。端部は鈍 く肥厚 しつ

つ外方に鈍 く突出。端面・裾部 。中位に凹線

。内面横ケス・り、長方形透か し。

角閃石極多

小形器台 細・極多、中・

多

明褐色 脚裾部は外反して強く開く。端部は鈍く肥厚

し外方に強く摘み出す。裾部鈍い凹線、内面

む賢タス・り。

角閃石極多、赤色粒

多、石英等・雲母少

小形器台 細 。極多 にぶい責橙色 脚裾部は強く外反して開く。端部は鈍く肥厚

しつつ外方に張り出す。外面縦ハケ後裾部凹線

。内面横ケス・り。長方形透かし。

角閃石極多、石英等

・ 赤色粒

第195図  4区 S D08出 土遺物27(1/4)
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挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎 土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

大形器台 細・極多 にぶい黄色 明褐灰色 □縁部は大きく外反 して開 く。端部は鈍く肥

厚 しつつ外方に大きく引き出して上部も突出

。端面 。日縁部外面凹線。軸上部に大形円形

透か し。外面指ナテ・、日縁部内面鈍い凹線、

上半部横タス・り後指押さえ。中位横ナテ
゛
。

全周 角閃石極多、石英等

・雲母 赤色顔料

大形器台 ? 中 。多 浅黄橙色 小型の断面矩形の突帯を付す。突帯下に山形

文・並行沈線を組み合わせた網 目状の文様を

めぐらす。内面指押さえ。

石英等、赤色粒多

搬入品

大形器台 細・極多、中 。

多

褐色 口縁部は外反 して大きく開く。端部は強 く上

下に摘み出す。端面鈍い凹線・ 8個 1対 2段

の円形刺突文。日縁部外面鈍い凹線。外面縦

ミがキ、内面横ケス・り後上部横ミがキ、中位以下指

押さえ。中位に大形円形透かし。透か しを8

条 1単位の沈線文が螺旋状に取 り巻 く。

角閃石極多、石英等

多 赤色顔料

4区 S D08出 土遺物28(1/4)第196図
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挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

大形器台 ? 細 。中、粗 。多 灰黄色 口縁部は大きく水平に開き、端部は強く上下

に摘み出す。端面鈍い凹線後2段 に配した円

形刺突文。口縁部外面短刻線。

石英等多、角閃石少

搬入品

大形器台 細・ 極多、中・

普

にぶい黄色 口縁部は外反 して開き、端部は板状の粘土帯

を付 して垂下□縁をなす。端面凹線後 3個 1

対の素文の円形浮文。

角閃石極多 (含粗欄

)

大形器台 細・極多 にぶい橙色 □縁部は大きく水平に開き、端部は板状の粘

土帯を付して垂下口縁をなす。端面凹線、横

ナテ・。

角閃石極多、雪母

器台 ? 細・極多、中・

少、粗・ 少

にぶい橙色 口縁部は強く外反 して大きく開く。端部に粘

土帯を付して鈍い垂下口縁。端面凹線 2条。

横ナテ
゛
。

角閃石極多 (含粗粒

)、 石英等少

小形器台 細・極多 灰責褐色 脚裾部は鈍 く外反 してやや開 く。外面縦ハケ、

内面横ハケ。脚端部に長方形創 り込み 8方、中

位に長方形透かし。

角閃石極多、雲母多

、赤色粒

器 台 細・極多、中・

普

灰責褐色 脚裾部は緩く外反して開き、端部は肥厚して

上部を小さく摘み出す。外面縦ミがキ後裾部凹

線。内面横タス・り。

角閃石極多、石英等

器 台 細・極多・中・

多

にぶい褐色 円柱状の軸部から強く外反して裾部は短く開

く。端部は小さく摘み上げる。軸部に大形の

隅丸長方形透かし、内面指押さえ顕著

角閃石極多、石英等

多

第 197図  4区 S D08出 土遺物29(1/4)
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挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

小形器台 細・極多、中・

少

にぶい黄橙色 級やかに外反 して上下に開く。中位に題描沈

線 9条、上下に長方形透か し。内面横タス・り後

、上半部縦ナテ・。

角閃石極多、雲母、

石英等 。赤色粒少

小形署台 細 。極多 灰黄色 脚裾部で綬やかに開き、端部は鈍く内外に捕

み出す。端面 。裾部凹線。外面縦ハタ、内面翻

ハケ。中型円形透かし6方。

角閃石極多

器台 23.0 細・極多 にぶい黄橙色 脚裾部は強 く外反 して大きく開 く。端部は日E

厚 し鈍 く上方に摘む。裾部下半凹線、内面積

ケス・り。

角閃石極多、雲母多

、石英等

小形器台 細・極多、中・

多

にぶい黄褐色 脚裾部は強 く外反 して大きく開 く。端部はや

や肥厚 して四角く納める。脚裾部 。中位に斜

い凹線
`内

面下半横ケス・り、中位指押さえ顕増

。円形透か し2段、下段は大形。

角閃石極多、石英等

多、赤色粒

大形器台 細 。極多、中・

普

にぶい黄褐色 脚裾部は外反 して大きく開く。端部は鈍く肥

厚 しつつ下方に摘み出 し上部も外方に突出。

端面 。裾部凹線。

角閃石極多、石英等

大形器台 細 。極多 にぶい褐色 脚裾部で強く外反して開き、端部は強く上方

に摘み出す。中位と裾部に重描並行沈線。裾

部に大型円形透かし。中位内面指押さえ顕著

角閃石極多、雲母少

第 198図
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0                 10cm

挿図番月 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

大形器台 細・極多 にぶい賞橙色 □縁部は大きく開き、端部は鈍 く肥厚 しつつ

上方に強 く摘み出す。端面鈍い凹線。

角閃石極多、石英等

・赤色粒

大形器台 細 。極多 褐色 灰貴色 口頸部は強 く開き、口縁上部に断面三角形に

粘土帯を付 して強 く内傾する幅広の端面を作

り出す。端面に筐描複線山形文。内面積ナテ
゛

、内面縦ハタと指押さえ。

角関石極多、石英等

多

大形器台 27.0 中 。多 灰白色 口縁部は強 く外反 して大きく開 く。端部は強

く外方に引き出し、上部 も突出。端面凹線、

外面縦ハケ.客裾部は級やかに外反 して開き、

脚端部は小さく折 り返 して外方にのびる。裾

部凹線。中位外面縦ハタ後筐描並行沈線 2段、

中型円形透か し2段。内面指押さえ。

石英等多、赤色粒

搬入品

細 。極多 にぶい賞褐色 口縁部はやや外反 して開き、端部は四角く諄

める。外面縦ミカ
゛
キ後口縁部下に沈線 6条。

角閃石極多、雲母多

器台 細・普、中 。多 浅貴橙色 脚部の開ききわめて弱い。端部はやや肥厚し

外方に張り気味に四角く納める。裾部下端凹

線。内面中位指押さえ。

石英等多、赤色粒

搬入品

器 台 細 。極多、中・

多

明賞褐色 灰黄褐色 中位で強く屈曲して、上半部は強 く外反 して

開く。屈曲部の段に沈線 2条。外面上半部縦

ミがキ、下半部横ミカ
゛
キ、内面上部縦ミがキ、下半

部横ミがキ。円盤充颯。

角閃石極多、雲母 。

石英等多

第199図  4区 S D08出 土遺物31(1/4)
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442

挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

大形鉢 細・極多 黒色 灰黄褐色 鈍く湾曲して口縁部は短くやや外傾。湾曲部

に痕跡的な段。端部は強く外方に摘み出し内

方も突出。頂部凹線。上半部横ナテ・、内面下

半部横ハケ。

角閃石極多

大形鉢 細・極多 にぶい黄褐色 鈍く屈曲して口縁部は短くやや外傾。端部は

強く外方に引き出し、内方も鈍く突出。頂部

凹線。

角閃石極多、雲母多

、赤色粒少

大形鉢 細・極多 にぶい黄褐色 鈍 く湾曲して口縁部は短 く外傾。湾曲部に鈍

い段。端部は強 く外方に引き出し内方も突出

。頂部凹線。上半部横ナテ・、内面下半部横・

斜ハケ。

角閃石極多、雲母・

赤色粒少

大形鉢 細・極多、粗・

普

明赤褐色 底部は比較的薄作 り。鈍 く屈曲して口縁部は

ほぼ直立。端部は内外に摘み出 して頂部凹線

。□縁部横ナテ
゛
で、内面鈍い凹線、外面縦タス・

り後縦ミがキ、内面斜ミがキ。

角閃石極多 (含粗粒

)赤色顔料

第200図  4区 S D08出 土遺物32(1/4)
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挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

鉢 細・極多 褐色 口縁部は緩やかに内湾 して開き、端部は四角

く納める。外面口縁部直下沈線 1条。内面横

ミがキ後下半部放肘状ミがキ。

角閃石極多 赤色酵

料

大形鉢 細・極多 明褐色 口縁部は緩やかに内湾して端部は丸く納める

。外面口縁部凹線、叩き目残る。

角閃石極多、石英零

多 赤色顔料

大形鉢 細・極多、中・

多

にぶい黄橙色 口縁部は綬やかに内湾し、端部は肥厚気味に

四角く納める。端面 。□縁部外面に鈍い凹線

。外面横タス・り、内面上半部横ミがキ後下半部縦

ミがキ。

角閃石極多、石英等

多、赤色粒

鉢 細 。極多 灰黄色 □縁部で緩く屈曲して端部は丸く納める。縦

ミカ
゛
キ。

角閃石極多 赤色顔

料

鉢 細・極多 にぶい黄橙色 体側縁部。端部は強 く内湾 して四角く納める

。外面縦タス・り後ナテ・、一部縦ミがキ。内面ナテ・。

角閃石極多、雲母

赤色顔料

大形鉢 細 。極多 浅黄色 中位で鈍 く屈曲 して上半部はやや内傾。端部

は内外に張 り気味に四角く納める。上半部横

ミカ
゛
キ。

角閃石極多、石英等

赤色顔料

大形鉢 細・極多 橙色 にぶい褐色 口縁部は鈍 く肥厚 しつつ内外に張 り出す。片 角閃石極多 赤色顔

料

第201図  4区 S D08出 土遺物33(1/4)
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挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

大形鉢 細・極多 浅賞色 やや内湾気味に開き端部は四角く納める。弱

い片口。外面凹線、内面縦ミがキ、片口部は横

ミカ・キ。

角閃石極多、雲母多

赤色顔料

大形鉢 細・極多 灰黄褐色 中位で鈍く屈曲して上半部は直立。口縁端部

は外方に張り気味に四角く納める。上半部横

ナテ
゛
で、内外に鈍い凹線。下半部外面叩き目

残す。内面積ミがキ。

角閃石極多、雲母

大形鉢 細・極多 灰賛褐色 口縁部は小さく折り返して外反。端部は四角

く納める。横ミがキ。

角閃石極多、雲母、

石英等少 赤色顔料

大形鉢 細 。極多 灰黄色 口縁部は綬 く外反 して端部は丸 く納める。ロ

縁都直下凹線。外面縦ケス・り後横ナテ・。内面横ハ

ケ後横ミがキ。

角閃石極多、雲母多

赤色顔料

大形鉢 畑 。極多 にぶい賞橙色 綬やかに湾曲して立ち上がり、端部は外方に

鈍く摘み出すと共に内方も張る。外面縦ハタで

、叩き目残る。内面ハケ後粗雑な縦ミがキ。

角閃石極多 赤色顔

料

小形鉢 細・極多 灰賞褐色 内湾気味に開き端部は丸く納める。外面指摘

さえ、内面横ナテ・。

角閃石極多、赤色粒

少

小形鉢 細・極多 暗赤褐色 明黄褐色 半球形の体部で、口縁部は屈曲して短 く開く

。端部は四角く納める。体部外面縦ハケ、内面

緻密な横ハケ。

角閃石極多、雪母多

小形鉢 8 5 細・極多 にぶい賞橙色 鈍い突出底から内湾気味に強 く開き、口縁端

部は丸 く納める。外面叩き目残す。内面指押

さえ。

全周 角閃石極多、雲母タ

第202図  4区 S D08出 土遺物34(1/4)
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暉図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

鉢 7 細 。極多 にぶい責色 灰賞色 わずかに内湾気味に立ち上が り、端部は外方

に鈍く突出。大形の底部は薄い。外面縦ね°リ
後縦ミがキ。内面ミがキ。

角閃石極多 赤色顔

料

鉢 細・極多、中・

普

灰賞褐色 級やかに開き、端部は丸 く納める。内面横ミカ
°
キ、鈍い片口。

角閃石極多、石英等

、赤色粒少 赤色顔

料

鉢 細・極多、中・

多

明褐色～灰賞色 灰費

色

わずかに内湾気味に開き、底部は薄い。口縁

端部は四角く納める。外面縦タス・り、内面螺旋

状ミがキ。

角閃石極多 (含粗報

)赤色顔料

細・極多 灰賞褐色 底部縁辺に叩き日残す。底都中央に焼威後穿

=L。

角閃石極多、雲母

大形鉢 細・極多、中・

普

暗褐色 薄作りの底部で外面縦ミがキ、内面横ミがキ。 角閃石極多、石英智

赤色顔料

大形鉢 細・極多 褐色 底部はやや薄い。外面縁辺部指押さえ、体部

縦ミがキ、内面積ミがキ。

角閃石極多 赤色鰺

料

細・極多 黒褐色 にぶい費橙色 やや突出気味の底部で外縁部は鈍 く張る。外

面ロロき目残 し、下端部指押さえ。底都中央に

焼成後穿孔。

角閃石極多

細・極多、中・

普

にぶい黄橙色 薄い底部。外面縦ミがキ、内面縦タス・り。 ほぼ全周 角閃石極多、石英督

赤色顔料

大形鉢 細 。極多、中・

多

暗褐色 底部は鈍く突出して分厚い。外面叩き目顕増

に残る。内面縦ミがキ。

ほぼ全周 角閃石極多 (合粗和

) 赤色顔料

大形鉢 細 。極多、粗 。

普

灰責褐色 比較的薄作 りの底都。外面叩き目顕著に残す

。底部外縁部は斜位の叩き目後指押さえ。底

部外面も叩き目。

全周 角閃石極多 (含粗租

)

大形鉢 細 。極多 灰賞褐色 体部は直線的に開き底部はかなり薄い。内面

横ミがキ。

角閃石極多、雲母

赤色顔料
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【 互 ∃ 董 壺 D472

469

第204図  4区 S D08出 土遺物36(1/4)

(391)～ (416)は小形器台。(391～ 395)は外反は強いがあまり大きく開かない形態

で,本来の鈍く肥厚しつつ強く外方に引き出した口縁端部形状が簡略化されている。この

形態では端面短刻線と内面円形刺突文の組み合わせが多い。(396～ 407)1事 口縁端部を鉾

く肥厚しつつ小さく上下に摘み出す。端面に3～ 6個 1対の円形刺突文か短刻線文を施し,

日縁部内面は凹線文を含めてあまり施文しない。(397)は 端面に櫛描波状文を施 し,日縁

端部形状も違和感のある形態である。また (402・ 403)の ように棒状浮文を加える例も多

くない。(408～412)は 鈍く肥厚した口縁端部を外方に強く摘み出すが,(391～395)ほ ど

端部が簡略化しないもの。やはり内面への施文はない。小形器台脚部の場合,端部の拡張

は弱く,鈍 く肥厚させる程度で日立って摘み出すことは少ない。外面は裾部に凹線文を連

続させることが多い (413～416)。

小形器台脚部 (424)(437)は 開きの弱い円筒形の脚部形態を持つもので,類例は多く

ない。前者は脚端に方形の切り込みを配する。また後者は搬入品である。大形器台では形

態上の変化もより大きい。(421)(422)は 顕著な垂下口縁をなす。(433)(434)は 口縁部

形態だけから見れば西部瀬戸内的な様相といえる。(418)は中位に矩形の小突帯を付 して

器表を網目状に配した細い箆描文で飾る。(419)は器台中位の大形円形透かしの周辺に弧

一
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挿図番号 器 種 口 径 器 高 底径 胎 土 色 調 形態上の特徴など 残存率 備考

蓋 7 1,0 細 。極多 にぶい賞褐色 円盤状を呈し、縁辺部の相対する2方 に2孔

1対の紐通孔。指押さえ。

角閃石極多、石英縛

多

蓋 細・極多 明灰責色 円盤状を呈 し、中心部がやや厚い。端部は尖

り、外縁部の相対する 2方に2孔 1対の紐通

孔。指押さえ。

角閃石極多

蓋 細・極多 暗褐色 円盤状を呈し、中心部がやや厚い。端部は丸

く納め、外縁部に2孔 1対の紐通孔。指押さ

え。

角閃石極多

蓋 細・極多 灰黄色 箱形を呈 し、端部は鈍 く肥厚。内外面指押さ

え顕著でやや粗雑。

角閃石極多

蓋 細・極多、中・

普    .
灰責色 円盤状を呈 し、縁辺部は短 く摘み出して垂下

。頂部の相対する 2方 に2孔 1対の紐通孔。

端部横ナテ・、頂部ミがキ。

角閃石極多、石英等

多、雲母極多

蓋 細・極多 明褐色 頂部が鈍く隆起 して低い栽頭円錐形。頂部縁

辺は薄 く摘み出す。端部は丸 く納め、縁辺部

の相対する 2方 に2孔 1対の紐通孔。

角閃石極多、雲母多

ミニチュア

土器

細 。極多 黄褐色 いわゆる手づ くね成形で粗雑。底部縁辺・ ロ

縁端部は乱雑に摘み出す。

ほぼ完形 角閃石極多、雲母多
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0 10cm

挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

直口壺 ? 細・多、中 。多 にぶい黄檀色 横位の環状把手、断面隅丸方形状、把手は体

部に差 し込み固定する。直口形態の壼肩部か

雲母・石英等多 搬

入品

大形鉢 細・極多、中・

多

灰黄褐色 縦位の環状把手、断面積円形、大形鉢把手か 角閃石極多 (合組粒

)、 石英等多

把手付広片

□皿

細・極多 にぶい黄橙色 灰賞相

色

片口部。日縁部は緩 く反りかえって伸び、端

部は四角く納める。外面叩き目残る。内面推

押さえ。

角閃石極多、雲母多

、石英等 。赤色粒

赤色顔料

把手 付広片

口皿

細・極多 にぶい黄色 片口部。□縁部は強 く反 りかえって短い。端

部丸 く納める。側縁端部は内外に張り気味に

四角く納める。外面叩き目残る。内面ミがキ。

角閃石極多、雲母少

赤色顔料

把手付広片

□皿

細・極多 灰黄褐色 片口部。□縁部は強 く反 りかえって短 く開き

、端部は肥厚気味に丸 く納める。側縁端部四

角く納める。外面叩き目残る。内面横ミがキ。

角閃石極多、雲母多

赤色顔料

把手 付広片

口皿

細・極多 褐色 片口部。日縁部は緩 く屈曲して伸びる。端剖

は肥厚気味に四角く納める。内面横ミがキ。

角閃石極多 赤色顔

料

把手 付広片

□皿

細・極多 橙色 体側縁部。端部は四角く納める。外面縦ナテ・ 角閃石極多、石英等

多 赤色顔料

把手付広片

口皿

細・極多 にぶい黄橙色 体側縁部。端部は四角く納める。外面縦タス・リ

、内面縦ミがキ。

角閃石極多、雲母多

赤色顔料

第205図  4区 S D08出 土遺物37(1/4)
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4区 S D08出 土遺物38(1/4)

挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

把手付広 片

口皿

細 。極多、中・

多

にぶい費橙色 把手都。低い半円形に突出した立ち上がり部

下縁から舌状の把手部が薄く伸びる。

角閃石極多、石英零

多 赤色顔料

把手付広 片

口皿

細・極多 灰黄褐色 把手部。半円形に突出した立ち上が り部下縁

から耳桑状の把手部が伸びる。指押さえ。

角閃石極多、雲母

赤色顔料

把手付広片

口皿

細・極多、中・

少

灰責色 把手部。耳柔状に発達した把手部はやや内湾

する。低く半円形に突出した立ち上がり部は

ほぼ直立する。外面縦ナテ
゛
で把手部指押さえ

。内面ナテ・。

角閃石極多、石英等

少 赤色顔料

把手付広 片

口皿

細・極多、

中・普
灰黄色 把手部。耳桑状に発達した把手部は強く内湾

する。半円形に突出した立ち上がり部はほぼ

直立して肥厚気味に丸く納める。把手部指押

さえ、同内面部分的に横ミがキ、内面底面・立

ち上がり部横ミがキ、側面縦ミがキ。

角閃石極多、

石英等

第206図
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挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

把手 付広 片

口皿

細・極多、 黄灰色 把手部。耳梁状の短い把手部はやや内湾 して

四角く納める。わずかに突出した低い立ち上

が り部は直立 して端部を丸く納める。側縁部

は四角く納める。外面縦ナテ・。内面横ミがキ。

端面ナテ・。

角閃石極多、

赤色顔料

把手付広片 細 。極多 にぶい黄橙色 把手部。体部端を緩 く折 り返 して耳柔状に発

達 した把手部は分厚い。把手基部から貼り足

した立ち上がり部は半円形に突出して外反し

て伸び、端部は尖る。体部外面縦ナテ・。把手

部、立ち上がり部指押さえ。

角閃石極多 赤色鰺

料

把手 付広片

□皿

細・極多 にぶい黄橙色 把手部。把手部は立ち上がり部下縁から短 く

伸びて端部は四角く納める。立ち上が り部側

落。

角閃石極多、雲母・

石英等多 赤色顔料

第207図  4区 S D08出 土遺物39(1/4)
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0                  10Cm

暉図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

把手付広片 細・極多、
中・少

灰褐色 把手部。立ち上が り部下端を外方に引き出 し

て痕跡的な把手部 となす。半円形に突出した

立ち上がり部はやや外反して伸び、肥厚気味

に丸く納める。外面体部ロロき目残る。把手部

・立ち上がり部指押さえ。内面縦ミがキ。

角閃石極多、

石英等少、

赤色顔料

把手 付広 片

口皿

細・極多 黄橙色 把手部。体部端を緩 く折 り返 した把手部は分

厚 く短い。把手基部から貼り足 した立ち上が

り部は剥落。体部外面縦ナテ
゛
。内面横ミがキ。

把手部指押さえ。

角閃石極多 赤色醸

料

第208図  4区 S D08出 土遺物40(1/4)

状の繊細な並行沈線を螺旋状に組む文様が認められるが,器表の剥落が著 しく文様構成の

全貌は知 り得ない。(438)は 脚裾部の上面観がややいびつな多角形を呈する。叩き目をと

どめる点でも粗雑な作 りである。

大形鉢 (439)～ (442)は 拡張口縁高不と同様の口縁部形態をもつ。 (442)で は僅かに

屈曲が鈍 くなっているが,口縁端部の拡張はいずれも顕著で,後期初頭の古い様相を守 っ

ている。(443)は やや小振 りで口縁部に 1条沈線文を見る。 (444～ 447)は鈍 く内湾 して

外面に不明瞭な凹線を見る。(4480451)は鈍い屈曲部がある。(452～ 454)は 口縁部を小

さく外反させる形態。端部を薄 く尖 らす (453)と 四角 く納める (452)が ある。小形鉢

一-288-―



(455～457)は いずれも後期中葉以降に下る後出的な形態ばかりである。

(458～468)は バケッ形を呈するやや深目の鉢。この種の形態では (458～ 460)の よう

に単純な口縁部形態をとることが一般的である。また内面は緻密に磨くが外面はケズリ仕

上げ (460)や,叩 き目の顕著な残存 (467)は 珍しくない。また体部同様に底部を薄く仕

上げることも特徴である。

(469～471)は 円盤状を呈する蓋。縁辺部に2孔 1対の紐通孔がある。(472)は紐通孔

もなくやや粗雑であるが形状から箱形の蓋と分類した。(474)は 低い笠形の蓋。頂部は緩

く窪む。(475)は 椀形の粗雑なミニチュア土器である。内外面に指押さえを顕著に残す。

(476)は横位の環状把手。直口壺もしくは無頸壷肩部に付くものか。(477)は縦位の環状

把手。大形の把手付鉢であろう。(478～481)は 把手付広片口皿片田部。(4790480)は 短

いが強く屈曲する。(4820483)は同側縁部片。端部は単純に四角く納める。把手部 (484

～487)は 耳架状に大きく発達した形態。立ち上がり部は半月形に緩やかに直立する。

ロ ー
盆―

一`〔て
ヽが

多

′

493

0                 10

第209図  4区 S D08出 土遺物41(1/4)

挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

把手付広片

口皿

細・極多 にぶい黄褐色 把手部。把手部は半円形に突出 した立ち上が

り部下縁を鈍 く摘み出すのみ。把手部指押さ

え。体部外面縦ナテ・、内面縦ミがキ。

角閃石極多 赤色顔

料

把手付広片 細 。極多、中 。

多

にぶい黄褐色 把手部。把手部は低い台形状に発達 した立ち

上が り部の下端を縁取る鈍い突起にすぎない

。立ち上がり部はわずかに外傾して肥厚気味

に丸く納める。外面立ち上がり部指押さえ、

体部縦タス・り、内面横ミがキ。

角閃石極多、雲母・

石英等多 赤色顔料
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陣図番号 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 石材 形態 。手法の特徴 備考

石鏃 l サヌカイト 平基

石鏃 2. サヌカイト 平基

石鏃

'ヌ

カイト 凸基 先端部折損

石鏃 2 サヌカイト 平基 先端部折損

2 サヌカイト 左面稜部摩耗微弱 大形石鏃の可能性 ? 折損

打製石庖丁 サヌカイト 背部潰 し 短辺扶 りなし 折損

スクレイノく― 5` サヌカイト 刃部やや内湾 両端折損

打製石庖丁 背部・扶 り部潰 し、刃部調整粗雑

打製石庖丁 7 リヌカイト 刃部調整粗雑 右面稜部摩耗微弱 両端折損

打製石庖丁 7 サヌカイト 背部折 り取 り面 短辺扶 り 左面刃部摩耗微33 折損

打製石庖丁 サヌカイト 折損後再利用? 刃部片面調整 左面稜部摩耗微弱

第210図  4区 S D08出 土遺物42(1/2)
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挿図番号 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 石材 形態 。手法の特徴 備考

打製石庖丁 0 片岩 折損

打製石庖丁 安山岩系 折損

打製石庖丁 安山岩系 縁辺部調整粗雑 右面刃部一部摩耗少 折損

有溝石錘 砂岩 短面に擦 り切 りの溝

石鍬 1

'ヌ

カイト 両側縁潰 し 左面稜部摩耗 両端折損

石鍬 ,ヌカイト 両側縁漬 し 両端折損

石鍬 1

'ヌ

カイト 側縁・基部潰 し 左面稜部摩耗微弱 先端一部折損

第211図  4区 S D08出 土遺物43(1/2)

-291-



0 Scm

-
(488～490)は把手部がやや小さい形態。また (488)では内面の緻密な分割横 ミガキがよ

くわかる。(491)～ (494)では把手部は立ち上がり部下縁の鈍い隆起にすぎない。

以上示したS D08の土器資料では後期初頭の資料を中心とするが, ごく少量後期中葉に

下る後出形態を含む。これは本溝埋没後に設けられた小溝S D09資料が混入したものであ

ろう。なお本溝の後期初頭資料はそれの古い様相を中心とするが少量より新しい特徴を備

えた資料を交えている。

検出した石器類の大多数は土器資料が示すように後期初頭に属するであろうが,縄文晩

暉図番号 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 石材 形態 。手法の特徴 備考

石鍬 両側縁漬 し 先端部折損

石鍬 10.6 基部折 り取り面 先端部両面摩耗 。擦痕

第212図  4区 S D08出 土遺物44(1/2)
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期～弥生前期のS D07と一部重複しており,実際ごく少量であるがそれに所属するであろ

う土器が混在することはすでに示したとおりである。出土状況から分別は困難であるが石

器についても同様のことを考慮しなければならないであろう。

(495)は小形の平基式石鏃。調整剥離は深く,比較的整っている。(496)は 同様に小

形平基式だが,調整剥離は浅く縁辺部全体に及んでいない。未製品の可能性がある。(497)

は扁平な凸基式。やはり調整は浅い。(498)は先端部欠損の大形石鏃。平基式である。

(499)は小剥片に浅い調整を加え木葉形を呈する。石鏃としては大形すぎるのでとりあえ

ずスクレイパーとした。(501)は 石鎌状のスクレイパーか。背部と刃部の作り分けはあま

り明瞭ではない。(500)は 小形品で快りも見られないが,明瞭な背潰し調整を見るので石

庖丁とした。(5020503)は粗雑だが快り部を作り出し,背部の調整も比較的丁寧。ただ

し刃部は粗雑な作りである。(504)は 打割した大形剥片を素材としてかなり分厚い。背部

は折り取り面のまま。(505)は 折損後,再加工を企てているが十分ではない。(506)は 板

状の片岩自然礫を素材とし,縁辺部を成形 して打製石庖丁とする。(507・ 508)は安山岩

［［Ｍいい［】日日‐‐日日‐‐‐‐い日〕ソ

0 Scm

-

516

◎

Θ

挿図番号 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 石材 形態 。手法の特徴 備考

石鍬 1

'ヌ

カイト 左面先端側縁摩耗顕著・ 刃部擦痕 側縁部漬 し 基部折損

石鍬 1 右面摩耗顕著・刃部擦痕 先端部片

挿図番号 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 材質 色調・形態 備考

102( 小玉 ガラス 淡青色 ややいびつに切断。研磨

第213図  4区 S D08出 土遺物45(1/2)
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系の石材を使用する。(507)は 片岩製打製石庖丁と同様に板状自然礫の縁辺部の若干の成

形で仕上げるが,(508)は珍しく,丁寧な加工が深くまで及ぶ。(509)は砂岩製有溝石錘。

石鍬 (5100511)は側縁部の潰し調整が丁寧。(512)は 小形品で形態も整わないが,左面

に微弱な磨耗を認める。(513)は 打割した大形剥片を素材とし,調整剥離は深く及ばない。

(514)は中位のくびれた鈍い分銅形を呈する。

この他にガラス小玉 (1029)を 検出した。径4 mm,長 2.5mmで 淡青色を呈する。

S D09(第 214～ 216図 )

S D08西縁部の上面で確認した小溝。幅0.7m,深 さ0.2mを はかる。断面形は皿状を呈

して,埋土は単層で淡褐灰色砂質土からなる。S D08埋没後にその位置をほぼ踏襲 して設

けられた小規模溝である。より削平の著しい調査区北部では確認できない。遺物の出土量

はあまり多くない。

(517)は鈍い受口状形態をもつ直口壺,日頸部は短く明瞭な凹線文は見ない。直口壺

(518)はわずかに外反して伸びる形態だが,凹線文を見ない。(519)は緩 く外反 して比較

的長く伸びる日頸部形態には珍しく端部を四角く納める。内面に顕著な指押さえを上端部

までとどめる点も多くの直口壺とは異なる。(520)は 下半部に短い斜線文を 2段に配 して

口縁端部は薄く尖る。(521)は 小片だが,比較的口縁部が開くので甕よりも広口壺と見る

べきだろう。小形器台 (523)は 中位に並行沈線文を配し上下に大形円形透かしを穿つが,

脚裾部は無文で端部の肥厚・拡張もない。主流的な形態ではない。(525)は拡張の弱い口

縁端部に円形浮文貼付の痕跡が残る。小形器台への浮文の採用は多くない。(5260527)

は口縁部は強く外反して大きく開くが,端部の肥厚 0拡張は簡略化した形態になっている。

(528)は 内外面に円形刺突文を配するが,日縁部は肥厚するものの摘み出しは弱い。「 く」

字口縁の甕 (529)(532)は 日縁部が直線的に伸びる形状を示し,少なくとも後期中葉以

降の後出する形態である。(530)は 端部の拡張が鈍化しているが,後期初頭の新 しい様相

で把握できるであろう。大形甕 (531)も 肥厚した口縁端部の摘み出しと端面の凹線文の

略化に新しい様相を見ることができる。(533)は直立口縁高不の系統に位置するが上半部

の外傾と端部の摘み出しは後期初頭でもかなり新しい様相である。同様に拡張口縁形態の

(536)(537)で の屈曲部の退化と上半部外傾傾向も新しい様相を示す。(534)は 後期初頭

段階の外反口縁形態高不である。(538)はかなり深めとなるので大形鉢の可能性も残る。

脚 (539)は 後期中葉以降の形態であろう。(540)は 柱状脚形態の裾部。脚端部は鈍く肥

―-294-―



Y

本_た

t́´し

ふヽ

522

0                 10cm

需
却
漱
掛
鱒

挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎 土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

直口壺 細 。極多 明褐色 やや外反する短い頸部から鈍 く屈曲して回縁

部は弱く内湾。端部丸 く納める。横ナテ・。

角閃石極多

直口壺 細 。極多 灰黄色 □顕部はわずかに反って立ち上がり端部はカ

く納める。内面指押さえ。

角閃石極多

直口壺 細・極多 橙色 □頸部は外反気味に立ち上が り端部は内方に

張 り気味に四角く納める。外面凹線、内面指

押さえ。

角閃石極多、石英等

多

直口壺 細・極多 橙 色 口顕部はわずかに外反気味に立ち上がり、端

部は尖る。外面上半部凹線、下半部に斜線文

2段。内面上半部鈍い凹線

角閃石極多

広口壼 細・極多 橙色 口縁部は強 く折 り返 して短 く水平に開く。端

部は肥厚 しつつ上下に摘み出す。

角閃石極多、雲母

広□壼 細・極多 にぶい黄橙色 短 く内傾する頸部から強 く折 り返 して□縁部

は短 く開 く。端部は鈍 く肥厚 しつつ上下に摘

み出す。端面凹線。

角閃石極多

小形器台 細・極多 にぶい黄色 脚裾部は緩やかに外反 して開き端部は四角く

納める。中位に並行沈線、上下に大形円形透

か し各 5方、 6方。内面中位指押さえ顕著。

角閃石極多

大形器台 細・極多 明責褐色 中位に櫛描並行沈線と大形の長方形透か し。

内面絞 り目残る。

角閃石極多、石英等

・雲母

小形器台 細 。極多、粗・

普

にぶい黄橙色 橙色 □縁部は外反 して開き、端部は上下に小さく

摘む。端面沈線 2条 と2個 1対の円形浮文。

角閃石極多、雪母多

、石英等

小形器台 細・極多 明責褐色 □縁部は強 く外反 して大きく開く。端部は上

下に張 り気味に四角く納める。口縁部内面凹

線。

角閃石極多、雲母多

小形器台 細・極多 にぶい賞橙色 口縁部は強 く外反 して開く。端部は四角く納

める。日縁部内面凹線。

角閃石極多

小形器台 細・極多 にぶい黄橙色 口縁部は強 く外反 して開く。端部は鈍く肥厚

して上方に小さく摘む。端面凹線と2段 に配

した 6個 1対の刺突文。口縁部内面 2個 1対

の円形刺突文。

角閃石極多

第214図  4区 S D09出 土遺物 1(1/4)
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厚しつつ小さく摘み上げる。脚端部を肥厚する形態 (541～ 543)はいずれも脚端部の肥厚 0

拡張が鈍化しつつある新しい様相を示す。また (542)は 裾部に垂下沈線を持ち,僅かな

がら脚端上部の突出を強調した吉備南部地方に連絡する様相を持つ。(5440545)は 装飾

高不脚部。本器種は変化が激しいが,後期初頭段階では総じて脚裾部が大きく発達してい

ない。蓋 (546)は小形の笠状を呈し頂部と縁辺部に紐通孔を穿つ。

以上示したS D09資料は後期初頭でも新しい様相を中心とし,一定量,後期中葉以降に

後出する形態を交えている。量的には後者が少ないが本溝の時期を示すと考えることが合

理的である。廃絶時に多量の遺物を投棄された後期初頭段階のS D08に 重複して設定され

た本溝にそれの遺物が多量に混入するのはむしろ当然であろう。

0                 10cm

挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

甕 細・極多 にぶい黄橙色 □縁部は強 く折 り返 して開 く。端部は小さく

内方に摘み気味に四角く納める。肩部内面指

押さえ。

角閃石極多

壺 細・極多 明赤褐色 痕跡的な頸部から強 く折 り返 して口縁部は短

く開 く。端部は摘み上げる。口縁 。頸部内面

は強い横ナテ
゛
で凹面連続。肩部内面縦ケス・り後

指押さえ。

角閃石極多、石英等

・雲母

大形甕 細・極多 にぶい黄褐色 黒褐色 痕跡的な頸部から強 く折り返 して口縁部は短

い。端部は肥厚 しつつ上下に摘み出して端部

凹線。外面縦ハケ

角閃石極多

壺 細・極多 にぶい黄橙色 明褐色 口縁部は強く折 り返 して短 く開 く。端部は鈍

く肥厚 しつつ内外にやや張る。肩部内面下半

まで横タス
゛
り後指押さえ。

角閃石極多、石英等

・雲母

第215図  4区 S D09出 土遺物 2(1/4)
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挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

高鉢 細・極多、中 。

普

明褐色 中位で鈍く屈曲して上半部はやや外傾。端部

は外方に張り気味に四角く納める。横ナテ・
角閃石極多、石英等

・雲母
高外 細・極多 にぶい褐色 中位で強く屈曲して鈍い段。上半部はやや反

り気味に外傾 して端部は尖る。

角閃石極多、雲母

高杯 細・極多 にぶい黄橙色 明赤褐

色

中位で強 く屈曲 して稜。上半部は短 く立ち上

がり端部は外方に摘み出すと共に内方もわず

かに突出する。頂部凹線。

角閃石極多

高杯 細 。極多 明褐色 中位で鈍 く屈曲 して上半部は外傾。端部は外

方に摘み出すと共に内方も小さく突出する。

上半部横ナテ・、下半部外面横クス・り、内面横ミがキ

角閃石極多、雲母 。

赤色粒

高不 細・極多 浅黄色 中位で屈曲して上半蔀は短く外傾。端部は外

方に摘み出すと共に内方も小さく突出。

角閃石極多、石英等

多
高杯 細・極多 橙色 中位で屈曲 して鈍い段。上半部は直立 して端

部は外方に摘み出すと共に内方も突出して頂

部沈線 3条。外面下半横タス・り。

角閃石極多、石英等

・赤色粒

脚 細 。極多 橙色 脚裾部は外反 して開き、端部四角く納める。

内面横タス・り。

角閃石極多、石英等

脚 細 。極多 明黄褐色 脚裾部は強 く開き、端部は肥厚気味に小さく

反って摘み上げる。脚端部に中形円形透か し

12方

角閃石極多

脚 細 。極多 黄褐色 脚裾部は外反 して開き、端部は肥厚 し上下に

張る。端面凹線。 2孔 1対の円形透かし。内

面横ケス・り。

角閃石極多、雲母

脚 細 。極多 黒褐色 にぶい橙色 脚裾部は強く開いて端部は肥厚しつつ摘み上

げる。箆描垂下沈線。内面横ケス・リ

角閃石極多

脚 細 。極多 橙色 脚裾部は内湾気味に強く開き、端部は肥厚し

て上下にやや張る。端面凹線。内面横ケス・り。

角閃石極多

装飾高杯 細・極多 にぶい黄橙色 脚裾部有段。屈曲部鈍 く突出して端部は四角

く納める。上部に中形円形透か し。

角閃石極多

装飾高杯 細 。極多 にぶい黄橙色 脚裾部有段。屈曲部に稜。裾上端部に大形円

形透か し。

角閃石極多、石英等

多
蓋 細 。極多 にぶい橙色 栽頭円錐形を塁する。頂部はやや窪み、端部

は丸 く納める。裾部の相対する 2方 に 2孔 1

対の紐通孔、頂部に横位の貫通孔 2孔。

角閃石極多、石英等
・赤色粒

菫 細・極多 浅黄色 円盤状を呈 し端部は小さく下方に摘み出す。

縁辺部の相対する2方 に 2孔 1対の紐通孔。

角閃石極多、雲母 。

石英等

第216図  4区 S D09出 土遺物 3(1/4)
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S D10(第2170218図 )

BOC-12区で検出した浅い溝状遺構。S D08の東隣に位置し, S K02と 重複する関係

にある。ただし周辺の削平も著しく本溝は最大幅2m,深 さ0。 15mで長さ5m弱程が舌状

に残存するにすぎず,隣接遺構などとの前後関係は判断しがたい。

甕 (548)は 口縁部がやや伸びて端部の摘み出しも鈍化した後期初頭の新しい様相。(550)

は小片だが,やや発達した形状の「く」字口縁甕と見られる。直立口縁形態高不 (551)

は屈曲部に強い稜を持たず,日縁端部も張り出し気味に丸く納める後期初頭の古い様相を

示す。脚 (552)は 端部肥厚・拡張が弱く柱状軸形態にしてもやや新 しいものであろう。

大形器台 (553)は 軸部から強く折り返して日縁部が大きく開く形態。日縁端部は上下に

強く摘み出す。中位に長方形透かし4方を穿ち,上下に細かい凹線文が連続する。小形器

台脚 (554)は 脚端部を鈍く肥厚しつつ四角く納め外面に凹線文が連続するもっとも主流

的な形態。 これに対 して

(555)は 裾部の開きが弱く

端部はほとんど肥厚せずに

四角く納める。この種の形

態は多くない。

これらは後期初頭に位置

づけられる資料である。

15.70

0          1m1.暗褐色粘質土層

0 1 2m
中

第217図  4区 S D10平・断面図 (1/20001/40)

S Dll(第2190220図 )

C12～ 14区で,検出した小規模な溝状遺構である。C12区中部から南東方向に伸びたの

ち,同区東端付近で大きく折れて東に直線的に伸びる。延長約 45m分を検出しているが

両端は削平によつて失われている。C12～ 14区の掘立柱建物間を縫って走り, C-12区 で

はS B02と重複している。断面半円形を呈し,最 も良好な部分で深さ0.3mを測る。東西

両端で,床面 レベルに0。 lmの比高があり,そ れからすれば東方に流下することになる。

この形状は取・排水路と見るよりも集落内の区画施設とみなすべきであろう。竪穴住居群

が本溝の南側に集中することは注意した方がよい。

(556)は 強く開いた短頸形態の壺口縁部。端部を鈍く肥厚させる。拡張口縁形態高不

(557)は 口縁端部を強く外方に引き出すが,内方は突出しない。また中位の屈曲がやや鈍

い。脚 (558)は 脚端上部を強く摘み出し垂下沈線文を見る。吉備南部地方に多い形態で
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0                 10cm

暉図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

甕 細 。極多 橙 色 痕跡的な頸部から強く折り返して□縁部は短

く開く。端部は鈍く肥厚して上下に摘み出し

て端面に凹線。

角閃石極多

甕 細・極多 橙色 強 く折 り返 して日縁部は短 く開く。端部は小

さく上下に摘む。横ナテ・により折 り返 し部に

鈍い稜。

角閃石極多

秘 細・極多 暗灰黄色 □縁部は短く開き、端部は鈍く肥厚して四角

く納める。

角閃石極多

高杯 細・ 極多 黒褐色 中位で屈曲 して鈍い稜。上半部はやや外傾 し

て端部は小さく外方に摘み出して丸 く納める

。□縁部直下に細い凹線 1条。

角閃石極多、雲母多

脚 細・極多 橙色 脚裾部は強く開き端部は小さく摘み上げる。 角閃石極多、石英等

・赤色粒

大形器台 細 。極多、中・

普

にぶい黄褐色 やや外傾する軸部から強く折り返して□縁部

は大きく開く。端部は上下に摘み出して端面

に沈線 5軸部上下に凹線文、中位に長方形透

かし。日縁部横ナテ・、軸部内面指押さえ顕著

角閃石極多、石英等

・赤色粒

小形器台 細・極多 明褐色 脚裾は強く開いて端部は鈍く肥厚しつつ四角

く納める。外面凹線、内面横タス・り。

角閃石極多

大形器台 細 。極多 にぶい黄橙色 脚裾部はわずかに開き端部は内外に張り気味

に四角く納めるご外面縦ハケ後裾部に凹線2条

、内面横タス・り後中位にハタ。中位に大形円形透

かし。

角閃石極多、石英等

多

第218図  4区 S D10出 土遺物 (1/4)

ある。(559)も 脚端部を肥厚して下方に伸ばすものの端上部の突出も大きい。(561)は 柱

状脚形態の裾部で大形の円形透かしを見る。甕 (5620563)は肥厚した口縁端部の摘み出

しがやや鈍くなっている。大形甕 (564)の薄く摘み上げて端面が直立する日縁部形態は

一般的ではない。内面横ケズリは上端まで達 している。鉢 (565)は 口縁部を小さく折り

ヽ
~

]__ヘ
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返す形態。(568)は同系統の鉢

だが,日縁屈曲部がやや伸びて

おり,丸みを帯びた体部形状と

共に後出的な形態といえる。

(566)は バケツ状を呈する深め

の大形鉢口縁部片の可能性が高

いが,把手付広片口皿側縁部片

でもよい。(567)は 把手付小形

鉢。明瞭に突出しないものの底

部はやや分厚い。

以上の資料は鉢 (568)が後

出する可能性を持つ他は後期初

頭に位置づけられるものである。

S D12(第 221図 )

B O C12区で,検出した長約

2.5mの小規模な溝状遺構であ

る。 4区中央部の竪穴住居群 0

掘立柱建物群間に位置し,周囲

1[L」塾9a,

1.黒灰色粘質土層 (砂礫含む)

2.黄褐色粘質土プロック混入黒色粘質土
3.黒褐色砂質土
4.黒色粘質土 (ノ1ヽ礫混じり)

0           10m

第219図  4区 S Dll平・断面図 (1/40001/40)

1型
b,

には柱穴多数が分布する。断面形状はU字形に近 く,幅0.4m,深 さは約0.15mを 測る。埋

土は 2層で褐灰色砂質土と黄褐色砂質土からなる。埋土から弥生後期の遺構と考えられる

が遺物は出土 していない。南北両端も比較的急な立ち上がりを示 しており,む しろ長楕円

形の土坑と見るべきかもしれない。

S D13(第 222図 )

B13区西端で検出した南北方向の小溝である。 4区中央の竪穴住居群西側にあり,掘立

柱建物 S B05と 重複する。延長4.5mを確認 している。直線的に伸び北端は現行水路に切

られる。断面皿形で,幅0.2m,深 さ0。05mを測る小溝である。遺物は検出していない。

ミ` , S K04
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第220図  4区 S Dll出 土遺物 (1/4)
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挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

短頸壺 畑・極多 明褐色 □縁部は短 く開き端部は鈍 く肥厚 して丸 く納

める。内面指押さえ。

角閃石極多、石英等

高杯 細・極多 明赤褐色 中位で強 く屈曲して上半部は短 く直立する。

端部は外方に摘み出し頂部に沈線 2条。

角閃石極多、石英等

多

脚 細・極多 赤褐色 脚裾部は強く開く。端部上端を強く摘み出す

。内面横タス・り。2孔 1対の中形円形透かしと

3条 1組の垂下沈線。

角閃石極多、石英等

559 脚 細・極多 明赤褐色 脚裾部は内湾気味によく開き、端部は肥厚 し

つつ下方に引き出し、上部もよく突出する。

裾部・端面鈍い凹線、内面横ケス・り。円形透か

し

角閃石極多、石英等

脚 畑・極多 明褐色 脚裾部は内湾気味に開き端部は肥厚しつつ下

方に摘み出し、上方も突出する。内面横ケス・リ

角閃石極多

脚 細・極多 黄褐色 脚裾部は強く開き、端部は四角く納める。横

ナテ・。中形円形透かし。

角閃石極多

甕 細・極多 明褐色 強く折り返して口縁部は短く開く。端部は小

さく上下に摘む。

角閃石・石英等極多

壺 細・極多、中・

少

橙色 痕跡的な頸部から強 く折 り返 して□縁部は短

く開く。端部は鈍 く肥厚 して上方に摘み出す

と共に下方も張 り出す。端面凹線。外面横ナテ

角閃石極多、石英等

。赤色粒少

甕 細・極多 赤褐色 黒褐色 強 く折 り返 して口縁部は短 く開く。端部は強

くつまみ上げて下方も小さく突出直立する端

面に櫛描沈線。外面縦ハケ後横ナテ・、内面肩上端

まで横タス・り。

角閃石極多、石英等

・雲母多

鉢 細・極多 橙色 口縁部は短 く折 り返 して端部は四角く納める

。横サテ・。内面縦タス・り後斜位のサテ・。

角閃石極多、赤色粒

鉢 ? 細 。極多 橙色 やや内湾気味に開き、端部は上方に張 り気味

に四角く納める。

角閃石極多、石英等

把手付鉢 細・極多 明赤褐色 やや突出気味の底部で縁辺部指押さえ。縦位

の環状把手剥落根

角閃石極多、石英等

鉢 細・極多 橙色 黒色 やや内湾気味に弱く開き、日縁部は強く折り

返して開く。端部は肥厚気味に四角く納める

。口縁部横ナテ・、体部外面叩き目残す。内面

縦タス・り後斜位のサテ・。

角閃石極多、石英等

569 大形器台 細・ 極多 橙色 脚裾部は強 く外反して開く。端部は上方に摘

み出すと共に下方もやや張る。端面沈線 3条

。外面横ナテ・、内面横タス・り。

角閃石極多
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第221図  4区 S D12平・断面図 (1/200・ 1/40)
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鴨

第222図  4区 S Dl鋼二・断面図 (1/20001/401

S D15(第 223図 )

B14区東端で検出した小規模な南北溝。削平によって溝下部のみが南北に分断されて残

存 している。大形溝 S D16の 西岸にあつてほぼこれと並行する。現状では幅0.3m,深 さ0.1

mで浅い皿状を呈する。

甕 (570)は小片だが,日縁部を鈍く肥厚して上下に摘み

出す形態を示す。後期初頭に位置付けられる。

S D16(第224～ 288図 )

B O C15区 で検出した2～ 4条の分岐・合流しつつ並走す

る大形南北溝群である。これらは互いに密接に関連し,後述

するように少なくとも3回の改修を経て弥生時代後期初頭か

ら古墳時代初頭にかけて機能した大形水路と考える。この点

で,開削時期こそ及ばないものの 1区 S D01お よび付帯溝群

と同様の性格を想定できる。

全体としては最大部分で幅7.7m,深 さ0。 7を測る。溝群の

最終埋没面はゆるく窪み,そ の部分にはおおよそ平安期を下

限とする灰白色包含層が薄く堆積する。またC区北半部は削

平と後世の撹乱土坑群によって損なわれ残存状況は良好では

挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

壺 細・極多 明黄褐色 強く折り返して□縁部は短く開く。端部は鈍

く肥厚しつつ上方に摘み出すと共に下方もや

や張る。端面凹線。

角閃石極多

第223図  4区 S D15平・断面図 (1/20001/40),出 土遺物 (1/4)
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1.暗灰色土 (耕作土)

2.暗灰褐色土(旧耕作土)

3.明灰褐色土
4.灰色砂質土 (古墳時代～中世包含層)

5.茶褐色砂質土 (撹乱土抗)

6.暗褐灰色粘質土
7.黒色粘土
8.黒灰色粘土
9.暗褐色粘土
10.黒褐色粘土 (粗砂含む)

11.暗褐灰色粘質土
12.暗灰色粘土 (褐色粒含む)

13.暗茶灰色砂質土
14.暗褐灰色シル ト
15.暗茶灰色シル ト
16.黒褐色粘土 (砂含む)

17.暗黄褐色砂質土
18.暗黄褐色砂質土 (粗砂含む)

19.暗黄褐色粘土
20.暗褐色粘土
21.暗褐灰色砂
22.淡褐色砂質土 (撹乱土抗)

23.暗黄褐色砂質土 (撹乱土抗 )

b一一

15.50a'

15.50
-一  b'

h一 、意ぶヾ型 h'

1型 c,i_ん 型 i,

15.50

1■ 50f,

15.50
-― g'

0       1       2m

+D15

0           10m

第224図  4区 S D16平・断面図 (1/40001/40)
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第225図  4区 S D16a～ C・ i溝想定図 (1/8001/150

ない。なお本溝は4区中央部に密集する竪穴住居・

掘立柱建物群の東限を画する位置にあり,本溝群

から4区東端のS D17や 掘立柱建物群までの東西

20～30mの間は弥生時代後期の遺構は皆無に近い。

最終段階には,東から itte a溝・ btte C溝

の 4条が併存する。断面形状は緩やかな「 V」 字

形を呈する。 a(幅0.75m,深さ0.25m)・ b(幅0.75m,深さ0。 15m)溝 は調査区北半部

で分岐しつつ, C(幅 0.85m,深さ0.15m)溝 と並行 して北走する。また a・ b溝 とC溝

の境は調査区南端で急激に緩やかになっており,調査区のすぐ南側でaob溝とC溝 も分

岐したものと思われる。なお a・ beC溝の床面レベルはわずかずっ違えており, a溝が

最も低く, b溝がこれに次ぐ。調査区中央でa.b溝から分岐する i溝 (幅 0.25m,深 さ

0.15m)は 他 3溝より小形で床面レベルも高く,東北方向に離れてゆく。これらの埋土は

黒色～黒褐色粘土層で,下層とは明瞭に区別できる。なお a・ boC溝からの遺物出土量

は多くないが, i溝ではややまとまった量の大形片を検出している。

15.50

0      +D1510m

L
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第226図  4区 S D 16e3～ e6溝想定図 (1/80e1/150

西縁部の C溝下部に部分的に認められる暗褐灰

色堆積層はこの直前段階溝 (d溝)残部 と考えら

れる。半ば以上を C溝に削 られるが,調査区南端

で確認 した範囲では幅2.5m以上の規模が想定でき,

床面 レベルはこの部分で15。 2mと なる。前後時期

の状況から想定 して本溝 も単独で存在 したとは考

えがたいが,最終段階溝によって破壊されて確認できない。

調査区南端と中央部で断片的に確認したに過ぎないが, これらの下部の堆積層から2な

いし3条の溝群 (e溝)が確認できる。後出する諸溝と同程度の規模と床面のレベル差が

想定できる。なお小規模なh溝 は堆積状況からみてこの段階に伴う可能性が高く,最終段

階a.bOc溝 開削時に取水口を北に移動して先に見た i溝 となったものであろう。

調査段階ではdOe溝の遺物を必ずしも良好に分離できなかったが, d溝の遺物量は少

なく, e溝北部でややまとまる傾向がある。

十 D15

0                10m
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第227図  4区 S D 16el・ e2° h溝想定図 (i/80・ i/150)

最下層に堆積する薄い粗砂層は本溝群当初の堆

積層で初回の改修 (e溝)時 に除去されずに残存

した部分である。本層には最も濃密に遺物を包含

する。この分布範囲が開削時の溝床面を辛うじて

留めており,その緩やかな横断面方向の起伏によっ

て本溝が開削当初から複条水路が並走・分岐する

構造であったことが想定できる。

以上を整理すると, f溝→ e.h溝→ d溝→a.b.COi溝 の4段階の変遷が想定で

きる。先行する諸段階の様相は断片的にしか知り得ないが,最終段階で示されるように大

形水路が,下流に向かって徐々に分岐する構造を各段階に復元してよいであろう。分岐点

で,井堰状の構造物は確認していないが,微妙な床面高低差を保持した水路の分岐は慎重

な配水管理をも想定させる。

9    +P“ Fm

し,寺
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第228図  4区 S D16d溝想定図 (1/8001/150)

(571～ 578)は a溝出土遺物。 (571)は 日頸部

がやや発達 した短頸壺。日縁端部の拡張はやや鈍

く,頸基部に斜線文を配する。 (572)は 簡略化 し

た口縁部形態の小形器台。甕 (573・ 574)は 口縁

端部の拡張が鈍 く後期初頭でも新 しい様相である。

拡張口縁形態の高不 (575)は 後期初頭の古 い様

相を保つ。(576)は 大形鉢。外面はケズリ調整をとどめる。(577)は 短い柱状軸部を持つ

脚。裾部は短い。(578)は 端部肥厚が弱 く後期初頭でも新 しい様相である。

(579～581)は b溝出土遺物。(579)は 細頸壺体部で,最大径部に小突帯 3条を付す。

甕 (580)は 口縁端部を僅かに肥厚 して上下に摘み出す。

(582～587)は C溝出土遺物。後出形態の下川津 B類甕 (585)以 外は後期初頭に属す

る。上半部が強 く外傾 し屈曲部がやや鈍 くなった拡張口縁形態高不 (582)は その中でも

新 しい様相を示す。
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第229図  4区 S D16f溝 想定図 (1/8001/150)

(588～598)は 分岐点以南の a・ b溝出土遺物。

外反口縁の高外 (588)は 後期前葉以降の後出形

態である。拡張口縁形態の高不 (589)は端部拡

張と屈曲がやや鈍い。 (590)は 直立口縁形態高不

だが,端部を強 く摘み出す点は後期初頭でも新 し

い様相である。(591)は 無頸壺。器台脚 (592)は

端部拡張が弱い。大形鉢 (594)は 中位で鈍 く屈曲して上半部は僅かながら反り返る。後

期中葉以降に盛興する下川津B類大形鉢の祖形となろう。甕 (596・ 597)は 口縁部がやや

伸び,端部の拡張が鈍いことから後期初頭の新 しい様相とみなしうる。底部 (598)に は

焼成後の穿孔が認められる。このような例は本遺跡資料ではあまり多くない。

(599～606)は調査時に明確に分離し得なかったaobOC溝 出土遺物。肥厚部が脱落

している垂下□縁形態の広口壺 (599)は 口縁部の外反が発達 しており,後期初頭のやや

新しい様相である。(600)は 中位の屈曲部が鍔状に強く突出した形態。小形の装飾高不と

考えるが,本地方では類例に乏しい。日縁部の折り返しが緩やかな「 く」字口縁甕 (601)

0          +D1510m

」L
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魏、 10cm

挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

短頸壺 細・ 極多 浅黄色 やや外傾する頸部から緩 く折 り返 して□縁部

は短 く開く。端部は上下に摘み出して端面凹

線。頸基部にハケ原体刺突の斜線文。

角閃石極多、石英等

小形器台 細・極多 にぶい黄橙色 口縁部は強 く外反 して大きく開く。端部は下

方に摘み出しつつ上部も張 り出す。端面凹線

。円形刺突文。

角閃石極多、雲母多

甕 細・ 極多 明赤褐色 痕跡的な頸部から口縁部は強 く折り返 して短

く開く。日縁・頸部内面の強い横ナテ
゛
で折 り

返 し部に鈍い稜。端部は肥厚 しつつ上下に摘

み出す。端面凹線。

角閃石極多

壺 細・ 極多 明黄褐色 不明瞭な短い頸部から口縁部は強く折り返し

て短く開く。端部は下方に摘み出しつつ上方

も突出。端面鈍い凹線。内面指押さえ。

角閃石極多、雲母

高不 細・極多 にぶい橙色 中位で強 く屈曲して鈍い段。上半部外傾。端

部は外方に摘み出 しつつ内方も張 り出す。頂

部凹線。円盤充瞑。脚部内面横ケス・り。

角閃石極多

大形鉢 ? 細・極多 明黄褐色 大形の突出底で体部はよく開く。底部縁辺に

口pき 目残る。体部外面縦タス・り、内底面指押さ

え、体部指ナテ・。

角閃石極多、雲母多

脚 6.6 細 。極多 にぶい黄色 短い柱状軸部から折 り返 し裾部は短 く開く

端部は丸 く納める。内面横ナテ・。

角閃石極多、雲母多

脚 細・極多 明褐色 脚部は級やかに外反 して端部は鈍く肥厚 しつ

つ四角く納める。円形透か し2段。

角閃石極多、雲母多

細頸壺 細・極多 明黄褐色 扁平な体部で強 く張る最大径部に突帯 3条。

突帯間は強 く横ナテ・。内面指押さえ顕著。

角閃石極多

壺 細・極多 にぶい黄褐色 □縁部は強く折り返して短く開く。□縁・頸

部内面の強い横ナテ
゛
で折り返し部に鈍い稜。

端部は鈍く肥厚しつつ上下に摘み出す。

角閃石極多

大形器台 細・ 極多 にぶい黄橙色 口縁部は強 く外反 し大きく開く。端部は鈍 く

肥厚 して上下に摘み出す。端面凹線。横ナテ・
角閃石極多

第230図  4区 S D16a溝出土遺物・ b溝出土遺物 (1/4)
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挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

高杯 細・極多 黄褐色 中位で強 く屈曲して強い稜。上半部外傾。端

部は外方に摘み出 しつつ内方も突出。上半部

横ナデ、下半部外面横ケス・り。

角閃石極多、雲母多

高杯 細・ 極多 黄褐色 中位で強 く屈曲して上半都外傾。屈曲部鈍い

凹線。

角閃石極多

小形器台 細・極多 にぶい責橙色 □縁部は強 く外反 して大きく開く。端部は下

方に摘み出しつつ上方も強 く突出。端面凹線
。5条 1対の短刻線。内面横ミがキ。

角関石極多、雲母多

甕 細・極多 明褐色 痕跡的な頸部から口縁部は強 く折 り返 し短 く

開く。日縁 。頸部内面の強い横ナテ
゛
で折 り返

し部に鈍い稜。端部は微かにつまみ上げる。

内面肩都中位まで横クス・り。

角閃石極多、自色糊

多 B類甕

壺 細 。極多 明褐色 不明瞭な短い頸部から口縁部は強 く折 り返 し

て短 く開く。端部は鈍 く肥厚 しつつ上下に摘

み出して端面凹線。内面指押さえ。

角閃石極多、雲母多

壺 細・ 極多 にぶい責褐色 短い頸部から口縁部は強 く折 り返 して短 く開

く。日縁・頸部内面の強い横サテ
゛
で折 り返 し

部に鈍い稜・頸部内面凹面。端部は鈍く上方

に摘み出し下方も張 り出す。

角閃石極多

高杯 細・ 極多 明黄褐色 中位で強 く屈曲して鈍い稜。上半部は短 く外

反 し端部は外方に張 り気味に四角く納める。

角閃石極多、雲母多

高杯 細・極多 灰黄色 中位で強 く屈曲し鈍い段。上半部外傾。端都

は外方に鈍 く摘み出すと共に内方も張る。上

半部横ナテ・、下半部分割横ミがキ。

角閃石極多、雲母多

高外 細・極多 にぶい黄橙色 中位で強 く屈曲して上半部は短 くやや外傾。

端部は小さく外方に摘み出す。頂部凹線。上

半部横ナテ
゛
、下半部外面横ミがキ。

角閃石極多、雪母多

無頸壼 細 。極多 灰責色 強く張 った体上端部を小さく折 り返す。口縁

端部は丸 く納める。外面体上部横ミがキ後以下

縦ミがキ。

角閃石極多、雲母多

器 台 細 。極多 にぶい黄橙色 脚裾部は強 く開き、端部は四角く納める。端

面凹線。横ナテ・。

角閃石極多

器台 細・極多 明褐色 脚裾部は大きく開き、端部は小さく上方に突

出。裾部外面凹線、内面横ケス・り。

角閃石極多、雲母多

第231図  4区 S D16c溝 出土遺物・ ab溝出土遺物 1(1/4)
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挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

大形鉢 細・極多 にぶい黄色 級 く屈曲 して鈍い段。□縁部は反 り気味に立

ち上がる。端部は鈍 く肥厚 し丸 く納める。上

半部横ナテ・外面凹線、下半部外面斜ミがキ。

角閃石極多、雲母多

大形鉢 細・極多 浅黄色 緩 く屈曲し口縁部やや内傾 して立ち上がる。

端部は四角く納める。口縁部外面凹線 3条。

角閃石極多

甕 細・極多 明赤褐色 口縁部は強 く折 り返 して短 く開 く。端部は下

方に摘み出しつつ上方も突出。端面凹線。肩

部内面指押さえ。

角閃石極多、雲母多

甕 細・極多 褐色 不明瞭な内傾する頸部から口縁部は強 く折 り

返 し短 く開く。□縁・頸部内面の強い横ナテ・

で折 り返 し部に鈍い稜。端部は上方に摘み出

しつつ下方も張 り出す。

角閃石極多

細 。極多、中・

多

にぶい黄色 鈍い突出底で、体部は内湾気味に開く。外面

下部に口pき 目残る。底都中央に焼成後穿孔。

全周 角閃石極多、石英等

多

広口壺 細・極多 暗褐色 口頸部は強 く外反 して開く。端部に貼付 した

粘土帯剣落。外面縦ハケ後横ナテ・。

角閃石極多

装飾高杯 細・ 極多 褐色 屈曲部は鍔状に強 く突出して尖る。上半部直

立。外面突出部横ナテ
゛
、他縦ハタ、内面横ナテ・。

角閃石極多

甕 細・極多 にぶい褐色 口縁部は級 く折 り返 して短い。端部は下方に

張 り気味に四角く納める。

角閃石極多

甕 細・極多 黄13色 短 くやや内傾する頸部から口縁部は強 く折 り

返 し短 く開 く。□縁・頸部内面の強い横ナデ

で屈曲部に鈍い稜。端部は鈍 く肥厚 しつつ上

下に張 り出 し、端面凹線。外面縦ハケ、内面肩

部下半まで校ケス・り、上半部指押さえ。

角閃石極多

甕 細 。極多 橙色 口縁部は強 く折 り返 し短 く開 く。日縁・頸割

内面の強い横ナテ
゛
で屈曲部に鈍い稜。端部は

鈍く肥厚 して上下に摘み出し端面鈍い凹線。

角閃石極多

甕 細・極多 褐色 不明瞭な短い頸部から口縁部は強 く折 り返 し

て短 く開く。日縁・頸部内面の強い横ナテ
゛
で

屈曲部に鈍い稜・頸部凹面。端部は鈍 く肥厚

しつつ上下に摘み出し端面凹線。体部内面指

押さえ。

角閃石極多

第232図  4区 S D16ab溝出土遺物 2・ abc溝 出土遺物 1(1/4)
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挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

ミニチュア

土器

細・極多 明褐色 いわゆる手づくねのミニチュア土器。摘み出して

短い口頸部を作る。□縁部は整わず指押さえ

顕著。

ほぼ完形 角閃石極多、石英等

、雲母少

把手付広片 細・極多、
中・普

黄褐色 把手部。把手部は痕跡的に、立ち上がり部下

端をわずかに張り出すのみ。台形状に低く突

出した立ち上がり部は外傾して伸び、肥厚気

味に四角く納める。外面把手部・立ち上がり

部指押さえ。体部ロロき目残る。内面立ち上が

り部横ミがキ、体部縦ミがキ。

角閃石極多、石英等

赤色粒、赤色顔料

広口壼 細・極多 灰黄色 直立する頸部から強く折り返して口縁部は短

く開く。端部は鈍く摘み上げる。頸部上半に

波状文の一部残存。内面指押さえ。

角閃石極多、雲母多

広口壼 細・極多 にぶい賞橙色 短い頸部から級 く折 り返 して口縁部は開く。

端部は上方に摘み出 して下方も張る。頸部円

形刺突文。

角閃石極多

広口壺 細・極多 黄褐色 短い頸部から強 く折 り返 し回縁部は短 く水平

に開く。端部は下方に大きく摘み出 して上部

も突出。端面凹線 。3個 1対の円形刺突文。

頸部凹線。横ナテ・。

角閃石極多、雲母多

短頸壼 細・極多 にぶい橙色 やや外傾する頸部から緩やかに折り返して日

縁部は短く開く。端部は外方に鈍く描み出し

て端面凹線。願基部に斜線文2段。

角閃石極多、石英等

大形鉢 細・極多 橙色 やや内湾気味に開き、口縁端部は鈍く肥厚し
て内方に張り出す。外面□縁部直下鈍い凹線
1条。口pき 目残る。

角閃石極多

第233図  4区 S D 16abc溝出土遺物 201溝出土遺物 1(1/4)
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挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

高鉢 細・極多 黄褐色 中位で強 く屈曲し鈍い段に3個 1対の円形刺

突文。上半部は短 く外反 して端部尖る。上半

部横ナテ
゛
、内面鈍い凹線、下半部外面横ミがキ

角閃石極多、雲母多

高杯 細・極多 橙色 中位で強 く屈曲。上半部は外傾。端部は外方

に摘み出し内方も小さく突出。頂部凹線。

角閃石極多、雲母多

高不 細 。極多 にぶい橙色 浅い外部。強 く屈曲 し上半部やや外傾。端割

外方に張 り気味に丸 く納める。上半部横ナテ・
角閃石極多

高杯 細・極多 黄褐色 中位で強 く屈曲して鈍い段。上半部は外傾。

端部は外方に摘み出 し内方も小さく突出。下

半部外面検タス・り、他横ナテ・。

角閃石極多、雲母多

小形器台 細・極多 黄褐色 脚裾部を緩やかに開 く。端部は鈍 く肥厚 しつ

つ上方に摘み出す。端面 。裾部外面凹線。内

面横ケス・り。   _

角閃石極多、雲母多

甕 細・極多 明褐色 口縁部は強 く折 り返 して開く。屈曲部に鈍い

稜。端部は上方に薄 く摘み出す。内面横タス・リ

後、体上端部指押さえ。

角閃石極多

甕 細・極多 明赤褐色 □縁部は強く折り返 し開 く。屈曲部鈍い稜。

端部丸 く納める。外面口縁部・体上端部指押

さえ顕著、内面横タス・り後、体上端部指押さえ

角閃石極多

壺 細・極多 にぶい黄色 不明瞭な内傾する頸部から口縁部は強く折り

返して短く開く。端部は鈍く肥厚しつつ上下

に摘み出し端面凹線。体部内面指押さえ。

角閃石極多

甕 細・ 極多 にぶい黄色 不明瞭な内傾する頭部から口縁部は強 く折 り

返 して短 く開く。端部は鈍 く肥厚 しつつ上下

に摘み出 し端面凹線。体部内面指押さえ。

角閃石極多、雲母多

第234図  4区 S D16i溝出土遺物2(1/4)

は他の甕 (602～604)と 同様に後期初頭に位置づけられる。把手付広片口皿 (606)は 明

瞭な把手部を持たず立ち上がり部の下半縁辺をわずかに張 り出すにすぎない。
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挿図番号 器 種 □径 器高 底径 胎土 色 調 形態上の特徴など 残存率 備考

直口壺 細・極多 にぶい赤褐色 口頸部は外反気味に立ち上が り端部丸 く納め

る。外面縦ハケ後上位に凹線。基部に斜線文。

日縁部内面凹線、頸部内面中位縦ハタ、下位指

押さえ。

全周 角閃石極多

622 直口壼 細・極多 黄褐色 口頸部は外反気味に立ち上が り端部尖る。外

面縦ハケ後中位以上凹線。基部ハケ原体刺突の斜

線文。□縁部内面凹線、頸部内面指押さえ。

角閃石極多、石英等

多

623 直口壼 細・極多 褐色 張 りの弱い体部で口頸部上半弱く開く。端部

は丸 く納める。頸基部に爪形状の斜線文。体

部外面縦ミがキ、内面上端まで縦タス・り後頸部内

面下半指押さえ。

角閃石極多、石英等

多

直口壺 細・極多 浅黄色 やや扁平な強 く張る体部。口頸部は反 り気味

に立ち上が り端部尖る。口縁部内外面凹線。

頸部外面縦ハケ後ハケ原体刺突の斜線文。内面指

押さえ。体部外面縦ハケ後下半部縦ミがキ、中位

横ミがキ、内面上半部指押さえ、中位横タス・り。

角閃石極多、雲母・

石英等

直□壼 細 。極多 明黄褐色 口頸部はやや外反 して立ち上が り端部は鈍 く

肥厚 しつつ内外に小さく摘み出す。端面凹線
。4個 1対の円形刺突文。外面凹線。日縁都

内面凹線、頸部内面指押さえ。

角閃石極多、雲母・

石英等

直□壺 細・極多、中・

多

褐色 □頸部は上端で綬やかに外反する。端部は斜

く外方に摘み出すと共に上方も小さく突出。

端面凹線。外面横ナテ
゛
、内面指押さえで絞 り

日顕著。

角閃石極多、石英等

多

広口壺 中・多 灰白色 やや外反気味に立ち上がる頸部から級やかに

折 り返 して口縁部は短 く開く。端部は上方に

摘み出すと共に下方も強 く張 り出す。端面凹

線。頸部外面縦ハケ後並行沈線、内面横ハケ後部

分的に横ミがキ。

全周 石英等多、赤色粒

搬入品

628 細頸壼 細 。極多 にぶい黄橙色 黒褐色 強 く張 った扁平な体部。最大径部に幅広の低

い突帯。頂部を強 く横ナテ
・

。内面最大径部指

押さえ顕著。上半部ナテ
・

。

角閃石極多 赤色顔

料

第235図  4区 S D 16dOe溝出土遺物 1(1/4)
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(607～620)は i溝出土遺物。広口壺 (607)は頸部が長 く伸び口縁部がやや萎縮 した

形態。端部形態も退化している。前葉まで下る後出的な形態である。(608)は類例の乏 し

い形態だが,日縁端部の形状などから見て同様に後出するものであろう。広口壺 (609)

は日縁端部を下方に引き延ばす。短頸壺 (610)は むしろ中期末までに盛興する形態で後

期まで残存することはあまり多くない。大形鉢 (611)は 口縁部を鈍く肥厚 して納める形

態で外面に叩き目を残す。(612)は 後期初頭段階の外反口縁高外である。拡張口縁高不の

うち (613)は後期初頭でも新しい様相である。甕 (617)は 直上に薄く摘み上げて尖る日

縁端部形態が特徴的で,内面ケズリも上端まで達している。一定量後期初頭に存在する系

統の甕である。「く」字口縁甕 (618)は 明らかに後出的な形態である。また甕 (6190620)

は後期初頭に位置づけられるもののやや伸びた日縁部は新しい様相といえる。

以上示したように新段階のa・ b・ Coi溝では一定量の後期中葉以降の資料が認めら

れることに注意したい。後期初頭段階の資料が明らかに過半以上を占めることは間違いな

いが,先行する溝を改修した本溝にその段階の遺物が混入することは当然である。また後

期前葉以降隣接する集落が廃絶ないしは極端に縮小しているのでその時期以降の遺物量が

少ないこともまた当然といえよう。むしろ少数ながらも確認できる後期中葉以降の資料が

重要であり,そ れらが新段階溝群の時期を示すと考えられる。

(621～703)は dOe溝出土遺物。直口壷 (62106220624)は 口頸部の外反がやや強

く頸下半部にハケ原体押圧の斜線文を配する。(623)は やや短頸形態だが外反が比較的強

く,基部に爪形状の刺突文を配する。(625)は 口縁端部を肥厚する形態の直口壺。端面に

円形刺突文を有する。(626)は直口壷 (625)の後出形態であろうか。あまり見ないもの

である。(627)は 外傾頸部形態の広口壺の新しい様相を示すものであろうか。頸部凹線は

沈線文に転化している。搬入品である。(628)は 細頸壺体部。やはり内面上半部には指押

さえが顕著である。(629～633)は小形の垂下口縁形態広口壷。日縁部下端がやや開くも

のが多い。(633)は やや後出するかもしれない。(635)は 明らかな後出形態であるが,せ

いぜい後期中葉までである。広口壷 (6360637)は強く屈曲して口縁部が大きく開く形態

を持ち,頸部が再び短くなりつつある。後期中葉以降盛興する薄作りの広口壺の系統に属

し後期後葉まで下り得る後出的な形態である。また立ち上がり部が強く外反する二重回縁

壺 (638)は おそらく古墳時代初頭に下る資料であろう。(639)は 広口壺と直口壺の口頸

部形態を上下に組み合わせた複段口縁の壷。弥生中期後半の吉備地方の例を初源として,

後期段階には讃岐地方でも散発的に認められるが決して一般的な形態ではない。下川津遺
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跡や奥10号墓資料に,本例より後出する形態であるが類例がある。本例は上段の肥厚 した

口縁端部形態や下段の広口形態から,後期初頭に位置付けられるであろう。甕 (6400641)

は口縁部がやや伸びると共に端部の拡張が鈍化しており後期初頭でも新しい様相に属する。

一方,甕 (642～647)の発達した口縁端部形態等は後期初頭でも古い様相を示す。とくに

大形甕 (649)や 甕 (645)等の口縁部を肥厚することなく端部を大きく摘み出す形状は中

期末段階に近い様相でさえある。「 く」字口縁甕でも折り返 しが緩やかで端部を鈍く肥厚

する (648)は 後期初頭に位置づけてよいだろう。しかし短い口縁部を強く外反させた(651

0                  10cm

第236図  4区 S D 16dOe溝出土遺物 2(1/4)

「

挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

629 広□壺 細・極多 にぶい黄橙色 口縁部は緩やかに外反 して短い。端部は鈍く

下方に摘み出し端面円形刺突文、日縁部内面

櫛描波状文。外面縦ハケ後横ナテ・、内面横ハケ。

全周 角関石極多

広□壺 中・多 灰白色 □頸部はやや外傾 して立ち上が り、口縁端部

は短 く外方に折 り返 して丸く納める。

石英等多 搬入品

広口壼 細 。極多 にぶい責橙色 □縁部は緩やかに外反 して開き、端部は粘土

帯を付 して垂下口縁。端面櫛描波状文 。2個

1対の円形浮文。外面縦ハケ、内面横ナテ・。

角閃石極多、雲母・

石英等

632 広□壼 細・極多 にぶい黄褐色 やや外反する短い口頸部で口縁端部は粘土帯

を付して方形に強く肥厚する。横ナテ
゛
。

角閃石極多、雪母多

633 広□壼 細・極多 にぶい賞褐色 級やかに外反する口頸部は短い。端部は強 く

外方に摘み出す。端面・肩上端に3個 1対の

円形刺突文。体部内面指押さえ。

角閃石極多

広口壼 細・極多、中・

普

明褐色 中位に最大径を持つ小形の体部。頸部直立。

肩部 2個 1対の円形浮文。外面下半縦ミがキ。

内面指押さえ。

全 周 角閃石極多、石英等

。赤色粒

広□壺 細・極多、粗 。

多

橙色 よく張 った体部で頸部はやや開き気味に立ち

上が り、緩やかに折 り返 した日縁部は短い。

端部四角く納める。頸部内面指押さえ。体部

内面上端指押さえ後肩部横タス・り以下縦タス・り。

全周 角閃石極多、石英等

多
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挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

広□壼 細・極多 にぶい橙色 直立する頸部から強く折り返して□縁部は直

線的に開く。端部は小さく摘み上げて日縁部

内面凹線。頸部内面横ハケ。

角閃石極多、石英等

・雲母

広口壼 細 。極多 にぶい橙色 直立する頸部から強 く折 り返 し鈍い稜。□縁

部は大きく開く。端部は小さく摘み上げる。

口縁部内面凹線。頸部外面縦ハケ、内面指押さ

え。

角閃石極多、石英等

多 B類壼

二重回縁壺 細 。極多 明黄褐色 二重口縁。短 く直立する頸部から強 く折 り返

して□縁部は短 く水平に開く。立上 り部は強

く外反して開き下端に鈍い段。頸部外面縦ハケ

後検ナテ・。

全周 雲母極多、角閃石多

搬入品

複段□縁壼 細 。少、中 。多 にぶい橙色 複段口縁。外傾する顕部から強 く折 り返 して

下段の口縁部は水平に短 く開 く。端部は下方

に摘み出すと共に上方も突出。上段口頸部は

折 り返 し部から緩 く反 り気味に立ち上が り端

部は外方に摘み出 して頂部凹線。

石英等多、赤色粒・

角閃石少 搬入品

甕 細 。極多 黄褐色 痕跡的な頸部から口縁部は強 く折 り返 し短 く

開く。端部は鈍 く肥厚 しつつ上下に小さく摘

み出して端面鈍い凹線。外面縦ハタ、内面指押

さえ。

角閃石極多、雲母

甕 細・極多 明黄褐色 不明瞭な短く内傾する頸部から強く折り返し

□縁部は短く開く。端部は鈍く肥厚しつつ上

下に摘み出し端面凹線。日縁・頸部内面の強

い横ナテ
゛
で折り返し部に稜。内面指押さえ。

角閃石極多、雲母多

壺 細・極多 にぶい黄橙色 不明瞭な短 く内傾する頸部から口縁部は強 く

折 り返 して短 く開く。端部は上下に小さく摘

み出し端面凹線。日縁・頸部内面の強い横ナテ
°
で折 り返 し部稜。外面縦ハケ、内面指押さえ

角閃石極多

甕 細 。極多 灰黄褐色 痕跡的な頸部から□縁部は強く折り返して短

く開く。端部は上下に摘み出し端面凹線。ロ

縁 。頸部内面の強い横ナテ
゛
で折り返し部に稜

。外面横ナテ・、内面指押さえ。

角閃石極多

第237図  4区 S D 16dOe溝出土遺物 3(1/4)
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0                    1ocm

挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎 土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

甕 細・極多 灰責色 □縁部は強く折り返して短く開く。端部は肥

厚しつつ上方に摘み出すと共に下方も張り出

す。端面凹線。外面縦ハタ、内面横タス・り後体上

端指押さえ。

角閃石極多

甕 細 。極多 にぶい黄橙色 不明瞭な短 く内傾する頸部から口縁部は強く

折 り返 して短 く開 く。端部は上下に摘み出し

て端面凹線。外面縦ハケ、内面指押さえ。

角閃石極多

甕 細 。極多 オリーフ・褐色 痕跡的な頸部から折 り返 し口縁部は短 く開く

。端部は下方に摘み出すと共に上方も突出。

端面鈍い凹線。外面縦ハケ、内面指押さえ。

角閃石極多

甕 細・極多 にぶい責橙色 口縁都強く折り返し短い。端部は鈍く肥厚し

上下に摘み出す。体部外面縦ハケ、内面横ハケ。

角閃石極多

甕 細・極多 にぶい黄褐色 口縁部は級やかに折り返して短く開く。端部

は鈍く肥厚して下方に張る。縦ハケ

角閃石極多

大形甕 細・普、粗 。普 浅黄色 口縁部は強 く折 り返 して短 く開く。端部は上

下に強 く摘み出し端面凹線。

石英尋・ 角閃石 掬

入品 ?

甕 細 。極多、中・

多

にぶい橙色 二重回縁。日縁部強 く折り返 し水平に開く。

短い立上 り部の上端は丸く納め、端面凹線。

体部外面縦ハタで叩き目残る。内面指押さえ。

角閃石極多、石英等

多

甕 細・極多 にぶい黄橙色 口縁部は強 く折 り返 し短 く開く。端部は下方

に小さく描み気味に四角く納める。外面縦ハケ

後縦ミがキ、体上端に斜線文。内面指押さえ。

角閃石極多

壺 細・極多 にぶい黄橙色 口縁部は強 く折 り返 して短 く外反。端部は下

方に張 り気味に四角く納める。日縁部内面横

ハタ、体部内面縦ケス・り。

角閃石極多

甕 細 。極多 黄褐色 口縁部強 く外反 して短 く開く。端部肥厚気味

に丸 く納める。外面叩き目残る。内面横ナテ・
角閃石極多

甕 細・極多 明赤褐色 張りの弱い体部から口縁部は強く折り返して

開く。端部は四角く納める。外面□縁部直下

指押さえ顕著、内面横ナテ・。

角閃石極多

4区 S D 16dOe溝 出土遺物 4(i/4)
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0                   10Cm

挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

655 高杯 細・ 極多 明赤褐色 黒色 中位で強く屈曲して上半部は外傾。端部は内

外に張り出す。上半部横ナテ
゛

角閃石極多、石英等

高外 細 。極多 灰黄褐色 中位で強 く屈曲して鈍い段。上半部はやや外

傾 して端部は内方に摘み出すと共に外方も張

り出す。頂部凹線。上半部横ナテ
゛
、下半部分

割横ミがキ。

角閃石極多

高杯 細・極多 にぶい責橙色 中位で強 く屈曲して鈍い段。上半部は外傾。

端部は外方に摘み出し内方も突出。頂部凹線

。上半部横ナデ、下半部分割横ミがキ。円盤充瞑

角閃石極多、雲母 。

石英等

高杯 細・極多 浅黄色 中位で級 く屈曲して上半部は外傾。端部は内

外に摘み出す。

角閃石極多

高杯 細・極多 にぶい黄橙色 中位で強 く屈曲 して鈍い段。上半部やや外傾

。端部は外方に摘み出すと共に内方も突出。

頂部凹線。上半部横ナテ
゛
、下半部外面横タス・リ

後横ミがキ、内面分割横ミがキ。

角閃石極多

高外 細 。極多 にぶい黄色 中位で強 く屈曲し上半部やや外傾。端部は外

方に小さく摘み出す。上半部外面横ナテ・、他

横ミがキ。

角閃石極多、雲母

高杯 細・極多 にぶい黄橙色 中位で強 く屈曲 して鈍い段。上半部は強 く外

傾 し端部外方に摘み出す。上半部外面横ナテ・

、内面横ミがキ、下半部外面横タス・り後横ミがキ、内

面横ミがキ。

角閃石極多

脚 細・極多 灰黄色 中位で強 く屈曲して鈍い段、下半部は分割横

ミがキ。円盤充娯。脚裾部は緩やかに開き、端

部は鈍 く肥厚 しつつ下方に摘み出す と共に上

部も外方に小さく突出。端面凹線。外面縦ミカ
°
キ、内面横タス・り。

角閃石極多

高外 細・極多 にぶい黄橙色 中位で強 く屈曲 して鈍い段。上半部は短 く直

立。端部は外方に摘み出し内方も張る。頂部

凹線。上半部横ナテ
゛
、下半部分割横ミがキ。円盤

充填。脚部は緩やかに開き端部は鈍く肥厚 し

つつ外方に鈍 く摘む。端面凹線。外面縦ミがキ

、内面横タス・り。円形透か し2段。

全 周 角閃石極多

第239図  4区 S D 16dOe溝出土遺物 5(1/4)
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マ

～654)は 後出形態である。 肩上部に刺突文を配する (651)は 丸みを帯びるものの張り

の弱い体部形状や肩部まで達する外面縦 ミガキの点 もあわせて一般的なものではない。

(650)は 明瞭な受口状口縁をもつ形態。この系統によく見るように外面に叩き目を残 し,

内面調整はケズリを欠 く。

挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

高杯 細・極多 褐色 中位で強 く屈曲 して鈍い段。上半部は反 り気

味に短 く開 く。端部は丸 く納める。上半部横

ナテ・、外面凹線、下半部分割横ミがキ。

角閃石極多

高杯 細・極多 にぶい黄橙色 中位で強く屈曲して鈍い段。上半部は短 く外

反 して端部は尖る。上半部外面凹線。外面下

半部横タス・り。

角閃石極多、石英響

・雲母

高杯 細・極多 にぶい橙色 中位で強 く屈曲し鈍い段に 3個 1対の円形刺

突文。上半部外反。端部は尖る。上半部横ナラ
・、下半部分割横ミがキ。円盤充填。脚裾部は

緩やかに開き、端部は鈍 く肥厚 しつつ下方に

摘み出すと共に上方も小さく突出。端面凹線

。外面縦ミがキ、内面横ケス・り。円形透か し2段

で、下段は 2孔 1対。

全周 角閃石極多

脚 中・普 黄橙色 脚裾部は緩やかに開き端部は鈍 く肥厚 しつつ

上方に摘み出す。端面凹線。内面横タス・り。

赤色粒・石英等 搬

入品

脚 細・極多、中 。

普、粗 。少

灰責色 脚裾部は外反して開き端部は肥厚して下方に

摘み出す。外面横ナテ・、内面横タス・り。円形透

かし2段。

角閃石極多

脚 細・極多 にぶい責橙色 脚裾部は緩やかに開き、端部は鈍 く肥厚 しつ

つ下方に摘み出 して上部も突出。端面凹線。

外面縦ミがキ、内面横ケス・り。円形透が し3段、

下段は 2孔 1対。

全 周 角閃石極多

脚 細 。極多、中・

多

にぶい賞橙色 脚裾部は外反 して開き端部は鈍く肥厚 して上

方に小さく突出。端面凹線。脚部外面上部縦

ミがキ、内面横タス
゛
り。外部外面分割横ミがキ。円

形透か し2段、下段は 2孔 1対。

ほぼ全周 角閃石極多、石英等

多

脚 細・極多 浅責色 脚裾部は外反して開き端部は肥厚しつつ下方

に摘み出すと共に上方も突出。端面凹線。内

面横ケス・り。円形透かし2段。

角閃石極多

第240図  4区 S D 16dOe溝出土遺物 6(1/4)
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拡張口縁形態の高不 (655～663)で は不上半部が強く外傾して中位の屈曲がやや鈍いど

ちらかといえば後期初頭でもやや新しい様相を備えたものが多いが,何れも不部調整は内

外面分割横 ミガキを原則とする。(666)は この種の外反口縁高不の脚部が,拡張口縁のそ

れと同様の形態を持つこと示す。拡張口縁および後期初頭段階の外反口縁形態外部に対応

0                  10Cm

681

4区 S D 16dOe溝出土遺物 7(1/4)

挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

高杯 27.8 細・極多 褐色 中位で屈曲して鈍い稜。上半部はやや外傾 し

て端部は丸く納める。横ナテ・

角閃石極多、石英等

高外 細・極多 灰責色 中位で屈曲して上半部はやや外傾。端部は丸

く納める。上半部外面鈍い凹線。横ナテ・
角閃石極多

高不 細・極多 にぶい黄橙色 緩やかに屈曲 して上半部はやや反る。端部は

丸 く納める。下半部外面横ミがキ。他横ナテ・。

角閃石極多、赤色粒

・雲母

脚 細 。極多 にぶい橙色 柱状の軸部から折 り返 して□縁部はやや反 り

気味に強 く開く。端部は小さく摘み上げる。

軸部外面縦ハケ後横サテ・。内面横ナテ
・

。裾部 2孔

1対の円形透か し。円盤充瞑。

角閃石極多

脚 細 。極多、中・

普

灰責色 柱状の軸部。中形円形透か し4方 2段。内面

横タス・り、円盤充瞑

全周 角閃石極多、赤色粒

脚 ? 細 。極多 灰黄色 柱状軸部から緩 く折 り返 し裾部は短 く開く。

内面横タス・り。頂部に円盤充填劇落痕有るが支

脚の可能性も

全周 角閃石極多

脚 中 。多、粗 。少 橙色 強く絞り込んだ細身の軸部。櫛描並行沈線。

円盤充填

全周 石英等多、赤色粒

搬入品

脚 細 。極多、中 。

普

褐色 脚部は緩 く開き端部は小さく反り尖る。内面

指押さえ。 3段 に配 した中形円形透か し4方

角閃石極多、石英等

脚 細・極多 浅黄色 脚部は緩 く開き端部は小さく反って丸 く納め

る。外面ミがキ、内面指押さえ。中形円形透か

し。円盤充根。

角閃石極多、雲母・

赤色粒

脚 細 。極多 浅黄色 脚部は緩 く開き端部は小さく反って尖る。中

形円形透か し。

角閃石極多、雲母多

第241図
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する,端部を肥厚する脚 (662～671)も 肥厚部が鈍化 した新 しい様相が多いことと一致す

る。この脚部形態では裾部に 2孔 1対の小円形透かしを穿つのが原則である。脚上部にも

挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

脚 細・極多 褐色 短い柱状軸部から綬 く折 り返 し裾部は短 く開

く。端部は四角く納める。軸部内面横タス・り。

円盤充颯

角関石極多、石英等

多

脚 細・極多、中・

普

灰黄色 短い柱状軸部から強 く折 り返 し裾部は短 く開

く。端部は小さく摘み上がる。裾部外面縦ミカ
°
キ、他横ナテ・。裾部円形透か し

角閃石極多、石英等

脚 細 。極多 褐灰色 短い柱状軸部から強 く折 り返 して裾部は内湾

気味に短 く開く。端部は丸 く納める。軸部外

面縦ミがキ、内面横タス・り、裾部横ナテ
゛
。円盤充唄

角閃石極多

装飾高杯 細・極多 灰黄色 水平に開く杯下半部から強く屈曲してやや張
り出す。上半部は中位で折り返し回縁部は強
く開く。端部丸く納める。脚裾都有段、屈曲
鈍く突出。端部は小さく反って丸く納める。

全周 角閃石極多

蓋 2 細・極多 橙色 円盤状を呈 し中心部が鉦状に突出。端部は上

方に張 り気味に四角く納める。縁辺の相対す

る位置に2孔 1対の紐通孔

完形 角閃石極多

器台 ? 細・極多 にぶい褐色 口縁端部は強 く外方に摘み出す と共に上方も

突出。端面沈線。内面横ハケ後横ナテ・。

角閃石極多 赤色酵

料

大形器台 細・極多 にぶい黄褐色 口縁部は外反 して大きく開き端部は上下に機

み出す。端面凹線。外面横ナテ・、内面縦ハケ。

角閃石極多

大形器台 細・極多 にぶい黄橙色 □縁部は外反 して開き、端部は粘土帯を付し

て板状垂下□縁。端面凹線。外面縦ハケ、日縁

部内面横ミがキ。中位のミがキは不定方向。中位

に大形円形透か し。

角閃石極多

第242図  4区 S D 16dOe溝出土遺物 8(1/4)
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同様の小円孔を加え 2段構成を採ることも少ないが,(669)の ように多孔とするものは少

ない。端上部を強く摘み出した違和感のある形態 (667)は 搬入品。(672～ 674)は 直立口

縁形態の高不。(674)は 上半部が外傾しつつ端部が外に反る新しい様相を持つ。(678)は

胎土からみて明らかな搬入品である。強く絞り込んだ細身の脚部に櫛描並行沈線を施し,

内面ケズリや透かし孔はない。瀬戸内西半部に多い形態であろうか。(675)は 円柱状脚部

だが,軸部下端の折り返しがやや鈍くなっている。(676)は 軸部に円形透かしを多く配し,

内面横ケズリ。装飾高不の可能性がある。(677)は円柱状軸部を持つが,裾部が著 しく矮

）ヽ

挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

大形器台 細・極多、中・

普

褐色 柱状の軸部から折 り返 して日縁部は大きく開

く。端部は鈍 く下方に摘み出し上方も突出。

端面凹線。軸部は縦ハケ後、箆描並行沈線 3段

と大形の長方形透か し。口縁部横ナデ、軸部

内面指押さえ顕著。

角閃石極多、石英等

大形器台 細・極多 明黄褐色 脚裾部は強く外反し大きく開く。端部は小さ

く摘み上げる。裾部大形円形透かし。横ナテ・
角閃石極多、雲母

器台 細・極多 にぶい黄橙色 やや内傾する軸部から緩やかに折り返 して裾

部は大きく開 く。端部は上下に張 り気味に四

角く納める。端面凹線。内面中位横タス・り、裾

部横ハタ。中位に中形円形透か し4方。

角閃石極多

大形器台 細・極多 灰白色 脚裾部は外反して開き、端部は上方に鈍く描

み出す。外面縦ハケ後縦ミがキ、裾部凹線。大形

円形透かし2段。

角閃石極多

第243図  4区 S D 16dOe溝出土遺物 9(1/4)
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挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

大形鉢 細 。極多 にぶい黄色 □縁部は強 く折 り返 して短 く水平に開き、端

部は丸 く納める。屈曲部凹線。外面疎 らな縦

ミがキ、内面横ミがキ。

角閃石極多 赤色顔

料

昧 細・極多、中 。

普、粗 。少

にぶい黄橙色 中位で屈曲して上半部はやや外傾。端部は丸

く納める。下半部外面横ケス・り。

角閃石極多、雲母・

赤色粒

大形鉢 細・極多 にぶい責橙色 中位で強 く屈曲 して鈍い段。上半部外傾。端

部は尖る。上半部横ナテ・、内面凹線。下半部

外面横ケス・り、内面分割横ミがキ。

角閃石極多、石英等

多 B類大鉢

大形鉢 細・極多、中、

多

暗褐色 分厚い突出気味の底部。外面口pき 目残る。 ほぼ全周 角閃石極多 (合粗粒

)赤色顔料

小形鉢 細・極多 灰黄色 やや内湾 して開き端部は丸く納める。日縁部

横ナテ・、以下指押さえ。

角閃石極多

把手付広片

□皿

細・極多 灰責褐色 片口部。□縁部は鈍く屈曲して伸び、端部は

四角く納める。側縁部は四角く納める。体部

外面縦タス・り、片□部横ナテ・。内面横ミがキ。

角閃石極多、雪母多

赤色顔料

把手付広片

□皿

細・極多 灰黄褐色 把手部。把手部は短 く半円形に開き、指押さ

え顕著。低い半円形に突出 した立ち上が り部

はやや外傾 して伸び、端部は丸 く納める。外

面指押さえ、内面横ミがキで下端部指押さえ、

体部外面縦ナテ・、内面縦ミがキ。

角閃石極多、雲母

赤色顔料

第244図  4区 S D 16dOe溝出土遺物10(1/4)
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小化している。高不脚部ではなく,支脚かもしれない。脚 (679～681)は円錐形を呈 し,

脚端部を小さく外反させる形態。円形透かしはやや大形で (679)の ような縦列配置の多

孔透かしも見られる。(682～684)は 短い円柱状軸部を持つ脚部形態。軸部下端の折り返

しが緩やかで,裾部の小円孔が小さい。また脚端部の形状は長軸の形態ほど画一的ではな

い。(685)は ミニチュアの装飾高不。透かし孔等の加飾は認められないが,そ の形態をよ

挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

把手付広片

口皿

細・極多 にぶい黄橙色 把手部。把手部は立ち上がり部下縁を鈍く摘

み出すのみ。立ち上がり部はやや内湾して伸

び肥厚気味に尖る。外面ナデ、内面横ミがキ。

角閃石極多、雲母

赤色顔料

把手付広片

□皿

細 。極多 にぶい黄橙色 把手部。立ち上が り部下端を外方に摘み出し

短い把手部。半円形に突出した立ち上が り部

は外傾 して伸び、肥厚気味に四角く納める。

外面指押さえ。内面横ミがキ。

角閃石極多 赤色顔

料

鉢 ? 細・極多 灰黄褐色 灰責色 器種不明。広口皿把手部か。立ち上が り部下

縁を鈍 く摘み出すのみ。やや外傾する立ち上

がり部上半剥落。外面縦ミがキ、内面横ミがキ。

やや上げ底状の鉢底部の可能性も。

石英等・角閃石多

赤色顔料 搬入品 ?

第245図  4区 S D16d・ e溝出土遺物11(1/4)
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く留めている。脚裾部が強く外反して開く形態は後期初頭の新相以降のものである。

大形器台 (687)は 口縁端部下に粘土帯を付すが,端面に鈍い凹線を加えて凹面をなし,

通有の垂下口縁形態とは異なる。(688)は 大きく開くが口縁端部の拡張は弱く単純な形態

にとどまる。(689)は 鈍い垂下口縁形態を成すが端面には凹線文を見る。(690)は 中位の

円柱状軸部が長く発達した形態で,急激に折り返して口縁部は開く。日縁端部はあまり発

達しない。軸部には3段の並行沈線文帯を配 し,長方形透かしを穿つ。大形器台脚 (691

～693)は いずれも端部の肥厚拡張はほとんどない。また本溝資料では大形器台透かし孔

の形状は明らかに円形が卓越している。

大形鉢 (694)は 口縁部の折り返しがきつい。日縁部を小さく外反させる系統のやや新

しい様相か。(695)は 高不にしては深すぎるので鉢とした。多い形態ではない。(696)は

典型的な下川津B類のやや後出的な形態を示す。小形鉢 (698)は 後期中葉以降の後出す

る形態である。(699)は 把手付広片口皿。片口部はやや長く発達 している。(700～ 702)

の把手部はいずれもあまり大きく発達していない。(703)は 搬入品。把手付広片口皿で間

違いなければ同器種では唯一例となるが, この資料では側縁から立ち上がり部にかけて残

存する端部がなく確証にかける。調整の点からしても底部縁辺が張り出す形態の鉢底部片

とみなすことは十分可能である。

以上示したように中 0古段階d～ e溝資料も新段階溝群同様に過半以上を後期初頭段階

資料が占めるがやはリー定量の後期中葉以降の資料が認められる。同段階溝の時期はやは

りそれらが示すとみるべきであろう。

(704～710)は h溝出土遺物。やや短頸形態の直口壷 (704)は 口頸部がやや薄手で鈍

く外反して端部は四角く納める。短い円柱状軸部を持つ (706)は 裾部の折り返 しが緩や

かで短い。拡張口縁高不 (705)は 端部拡張は鈍いが,中位の屈曲は十分強いので,新 し

い様相と見なくてもよいだろう。器台 (707)は 端面に棒状浮文と円形刺突文を加える。

大形鉢 (708)は 強く内湾して端部も内外に摘み出す中期末段階の特徴をとどめるが,外

面凹線の鈍さからやはり後期段階に位置づけてよい。(709)は かすかに肥厚する日縁部直

下に浅い沈線 1条を施す。後期初頭でも新しい様相に位置づけるべきであろう。把手付広

片口皿 (710)は 把手部の作り出しは不明瞭で立ち上がり部下半の縁辺がわずかに突出す

る程度にすぎない。

(711～959)は最下層の f溝 出土遺物。(711～ 713)は 口縁部に退化 した受口状形態を

残す直口壷。(713)の 円形刺突文のように口縁部に加飾する例はこの形態では他に見られ
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挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

直□壼 細・極多 にぶい黄橙色 口頸部は33く 外反して立ち上がり、端部は小

さく外方に摘む。外面縦ハタ、内面指押さえ。

角閃石極多

高坪 細 。極多 黄褐色 中位で強 く屈曲し鈍い段。上半部外傾。端部

は外方に摘み出し内方も張る。上半部横サテ・

、下半部外面横ミがキ、内面分割横ミがキ。円盤充

瞑

角閃石極多

脚 細・極多、中 。

普

にぶい褐色 短い柱状軸部から強 く折 り返 して裾部は短 く

開く。端部は丸 く納める。軸部内面横タス・り。

裾部円形透か し。円盤充填

角閃石極多、石英等

大形器台 ? 細・極多、中・

多

明黄褐色 口縁部は級やかに開き、端部は内外に摘み出

す。端面凹線・ 5個 1対の円形浮文 。2本 1

対の棒状浮文。横ナテ
゛
。

角閃石極多、石英等

多

大形鉢 細・極多、中・

多

灰黄色 鈍く屈曲して口縁部は短くやや内傾する。端

部は小さく外方に摘み出すと共に内方も張り

出す。日縁部外面凹線、内面横ミがキ、下半割

外面横タス・り。

角閃石極多、石英等

多、雲母

大形鉢 細・極多 黄褐色 やや外傾 して立ち上が り、端部は外方に張 り

気味に四角く納める。外面口縁部直下に沈線

1条。

角閃石極多、雲母多

赤色顔料

把手付広片

口皿

細・極多、中・

普

黄褐色 把手部。把手部は痕跡的な立ち上がり部下端

の突起にすぎない。低い半円形に突出する立

ち上がり部は直立して伸び、端部は四角く納

める。外面指押さえ。内面横ミがキ。

角閃石極多、雲母多

、石英等 赤色顔料

第246図  4区 S D16h溝出土遺物 (1/4)
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挿図番号 器種 口径 器 高 底径 胎 土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

直口壺 細・極多 黒褐色 にぶい黄橙色 □顕部はやや反り気味に短 く立ち上が り、鈍

く屈曲して回縁部は短 く直立。端部は四角く

納める。日縁部外面凹線、頸部外面細かい垂

下沈線、内面指押さえ顕著。

角閃石極多

直口壼 細・極多 にぶい責褐色 綬 く外反する頸部から鈍く屈曲して日縁部は

短 く直立。端部は丸 く納める。外面縦ハケ後横

ナテ・。内面口縁部横几夕、頸部指押さえ。

角閃石極多

直口壼 細 。極多 灰黄褐色 頸部はやや外傾 して立ち上がリロ縁部は鈍 く

内湾。端部丸 く納める。□縁部直下円形刺突

文。日縁部外面横ハケ、頸部縦ハク、内面積ナテ・

角閃石極多

直□壼 細・極多 にぶい黄橙色 やや外反気味に立ち上がる日頸部は短い。端

部は外方に摘み気味に四角く納める。外面縦

ミがキ、内面指押さえ。

角閃石極多

直□壼 細・極多 にぶい黄橙色 □頸部はやや反 り気味に短 く立ち上がる。端

部は内外に小さく摘む。横ナテ
゛
。

角閃石極多

直□壺 細・極多 灰黄色 □頸部は外傾 して立ち上が り、端部は四角く

納める。外面縦ハタで上部に口pき 目残る。内面

指押さえ。

角閃石極多

直□壺 細・極多 明黄褐色 口頸部は緩 く外反 して立ち上が り端部は外方

に張 り気味に四角く納める。縦ハケ。外面上部

に叩き目残る。

角閃石極多

直口壼 細・極多 灰黄色 口頸部は短 く立ち上がり端部はやや反って四

角く納める。外面縦ハケ、内面指押さえで接合

痕顕著

角閃石極多

短頸壺 細・極多 暗灰責色 口頸部は外反気味に短 く立ち上がる。端部は

鈍く肥厚 しつつ外方にやや張る。端面凹線。

肩上端刺突文。日頸部横ナテ・、肩部内面横ハケ

角閃石極多

短頸壺 細・極多 にぶい橙色 口頸部はやや外傾して短く立ち上がる。端都

は鈍く外方に摘み出す。端面凹線。外面縦ハケ

頸基部刺突文。内面横ハタ。

角閃石極多、石英等

多

4区 S D16f溝 出土遺物 1(1/4)第247図
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挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎 土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

直□壼 細・極多、中・

普

暗褐色 口頸部は外反気味に短 く立ち上が り、端部は

外方に張 り気味に四角く納める。端面・外面

凹線。外面頸基部縦ハケ、内面横ハケ後横ナテ
゛

角閃石極多、石英等

直口壺 細・ 極多 灰黄色 口頸部は外反 して立ち上が り端部は尖る。内

外面凹線。

角閃石極多

直口壺 細・ 多 浅黄色 □頸部は外反気味に立ち上がり、端部は外方

に鈍く摘み出し内方も突出。外面凹線。内面

下半部指押さえ。

石英等多 搬入品

直口壺 細 。極多 にぶい責褐色 □頸部は外反気味に立ち上がり端部は外方に

張り気味に四角く納める。外面縦ハク後凹線。

内面下半部指押さえ。

1/12 角閃石極多

直□壼 細・極多 黒褐色 口頸部はやや反 り気味に立ち上がる。端部は

外方に張 り気味に四角く納める。口縁部外面

凹線、頸部縦ハケ。内面指押さえ、絞 り目残る

角閃石極多

直口壺 細 。普 灰白色 口頸部は級く外反して立ち上がり、端部は外

方に小さく摘み出すと共に内方も突出。頸部

外面横ハケ、他横ナテ・。

赤色粒 。石英等 機

入品

直口壼 細・極多、中 。

普

明褐色 ほぼ直立する頸部から口縁部はやや反る。端

部は丸く納める。□縁部直下沈線 2条。□頸

部横ナテ・、体部内面上端まで横タス・り。

角閃石極多 (合粗粒

)

直□壼 細・極多 黄褐色 ほぼ直立する頸部から回縁部はやや反る。端

部は丸く納める。頸部はハケ原体刺突の斜線文

2段。頸部内面指押さえ。

角閃石極多

729 直口壼 細 。極多 にぶい黄褐色 □頸部は緩 く外反 して立ち上がる。端部は尖

る。外面縦ハケ後口縁部鈍い凹線。頸部ハケ原体

刺突の斜線文 2段。頸部内面指押さえ。

角閃石極多、雲母

直□壷 12.0 細・極多 灰黄色 □頸部は外反 して立ち上が り端部は内方にJ

さく突出し四角く納める。外面縦ハタ後凹線、

頸基部ハケ原体刺突の斜線文。内面指押さえ。

角閃石極多

直口壺 細・ 極多 にぶい黄褐色 □頸部はやや外反 して立ち上が り、端部は丸

く納める。日縁部外面凹線、頸部外面斜線文

2段。内面指押さえ。

角閃石極多、雲母多

直 口壼 細・極多、中 。

普

灰責色 口頸部は外反気味に立ち上がる。外面凹線、

基部に斜線文。内面指押さえ。

角 閃 石 穐 多 、 石 癸 胃

第248図  4区 S D16f溝 出土遺物 2(1/4)
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暉図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

直□壼 細・極多 褐灰色 □縁部は強く外反して短く開く。端部は外方

に引き出して四角く納める。上部も小さく突

出。端面 。□縁部内面凹線・円形刺突文。外

面凹線。

角閃石極多、雲母多

直□壼 細・極多 灰黄褐色 口縁部は緩 く外反 して立ち上がる。端部は外

方に摘み出 しつつ内方も小さく突出。端面凹

線。外面縦ハケ後凹線、頸基部ハケ原体刺突の斜

線文。頸部内面横ハタ後指押さえ。

角閃石極多

広口壼 細・極多 灰黄褐色 太めの短い頸部から強く折り返して日縁部は

短く開く。端部は上下に小さく摘む。外面縦

ハケ後頸基部にハタ原体刺突の斜線文。内面肩部

まで横タス・り後肩上部以上指押さえ。

角閃石極多

短頸壼 細・極多 灰黄色 □頸部は強く外反して短く開く。端部は小さ

く上下に摘み出して端面凹線。外面叩き目残

る。内面粗い横ハタ。

角閃石極多

短頸壼 細・極多 浅黄色 外反する口縁部は短い。端部は下方に摘み出

すと共に上方も突出。端面沈線3条。横ナテ・
角閃石極多、雲母

広□壼 中・多 灰責色 やや外傾する頸部から□縁部は強 く折 り返 し

て短い。端部は下方に摘み出 して上部も小さ

く突出。端面凹線。頸部外面箆描並行沈線。

石英等多 搬入品

短頸壼 細・ 極多、中・

普

にぶい黄橙色 外反する□縁部は短い。端部は上下に摘み出

して端面凹線。外面横ナテ・、内面頸基部まで

横タス・り、頸部横ハケ。

角閃石極多、石英鋸

壼 中・多 灰黄色 口縁部は強 く外反 して開 く。端部は大きく外

方に引き出し上方も突出。端面凹線。□頸部

横ナテ・、体部外面縦ハケ、内面上端まで横タス・り。

石英等多 搬入品

4区 S D16f溝 出土遺物 3(1/4)第249図
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挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

広□壼 細・極多 にぶい黄橙色 やや内傾する頸部から強く折 り返 して口縁部

は短 く水平に開く。端部は肥厚 しつつ外方に

摘み出すと共に上方もやや突出。端面凹線後

、端面・□縁部内面円形刺突文。頸部内外面

凹線。頸上端に 2孔 1対の紐通孔。

角閃石極多

広□壼 細・極多 灰白色 短い頸部から強 く折 り返 して日縁部は短 く開

く。端部は下方に摘み出して端面凹線 。円形

刺突文。頸部外面縦ハケ後沈線。

角閃石極多

広□壼 細・極多 にぶい赤褐色 短 くやや内傾する頸部から口縁部は強 く折 り

返 して短 く開く。端部は鈍 く肥厚 しつつ上下

に摘み出す。端面凹線後 6条 1対の短刻線。

頸部外面鈍い凹線。

角閃石極多

広□壼 細・極多 にぶい黄橙色 ほぼ直立する頸部から強く折り返して□縁部

は短く水平に開く。端部は上方に摘み出すと

共に下方も張り出す。端面凹線。頸部外面縦

ハケ後凹線。

角閃石極多、石英等

広□壼 細・極多 灰黄色 やや内傾する頸部から□縁部は強く折り返し

て短く開く。端部は下方に強く摘み出して上

部も鈍く突出。端面凹線。頸部外面凹線。

角閃石極多

広口壼 細・極多 灰黄褐色 やや内傾する短い頸部から強く折り返して□

縁部は短く開く。端部は上下に摘み出し端面

鈍い凹線・ 3個 1対の円形刺突文。横ナラ・、

頸部凹線。

角閃石極多、石英等

・雲母

広□壺 細・極多 にぶい黄橙色 やや内傾する頸部から強 く折 り返 して口縁部

は短 く開く。端部は上下に摘み出 して鈍い凹

線後 4個 1対の円形刺突文。頸部凹線。

角閃石極多

広□壼 細・極多 にぶい責橙色 内傾する頸部から強く折 り返 して口縁部は短

く開く。端部は上下に摘み出 して端面凹線 。

2段 に配 した 6個 1対の円形刺突文。外面頸

部横サテ・、体部横ハケ、内面頸部横ハケ・横ナデ、

体上端まで横タス・り。

角閃石極多

壼 細・極多、中・

普、粗・少

浅黄橙色 □縁部は緩やかに折 り返 して短い。端部は肥

厚 しつつ内方に小さく摘み気味に四角く納め

る。端面凹線。肩上部刺突文。外面ナテ
・

、内

面縦クス・り。

搬入品

広□壼 細・極多、中・

多

灰黄褐色 短 く外傾する頸部か ら緩 く折 り返 した日縁部

は短い。端部は鈍 く肥厚 しつつ上下に摘み出

す。端面凹線 。2段 に配 した円形刺突文

角閃石極多、石英等

多 搬入品 ?

4区 S D16f溝 出土遺物 4(1/4)第250図
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挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

広□壺 ? 細 。極多 にぶい黄橙色 口頸部は級やかに開き端部は粘土帯を付 して

断面三角形の垂下口縁。端面櫛描波状文、外

面縦ハケ、内面横ナテ・。

角閃石極多

広□壺 ? 細・極多 褐 色 外傾する頸部から口縁部は小さく折り返す。

端面横ハケ、日縁部内面 。端面円形刺突文。横

ナテ・.

角閃石極多

広□壼 ? 細・極多 灰黄褐色 端部に粘土帯を付 し断面三角形の垂下□縁。

端面に素文の円形浮文

角関石極多

広口壺 細・極多 にぶい黄橙色 緩やかに外反 して開き、端部は粘土帯を付 し

て板状垂下口縁。端面円形浮文、日縁部内面

櫛描波状文。頸部外面縦ミがキ、内面横ミがキ。

角閃石極多

広□壼 細・極多 灰黄色 □縁部は緩やかに外反 して開き、端部は粘土

帯を付し板状の垂下□縁。端面円形刺突文。

頸部斜ハケ後縦ミがキ。内面指押さえ。

角閃石極多

広口壼 細・極多 浅黄色 □縁部は緩やかに外反 して開き、端部は粘土

帯を付し板状垂下□縁。外面縦ハタ、内面横ハケ

角閃石極多

広 □壷 細・極多 明黄褐色 外傾する日縁端部は強 く外方に:|き 出して端

面に凹線と3個 1対の円形浮文。外面縦ハタ、

内面横ミがキ。

角閃石極多

広日壼 細・極多 にぶい責橙色 ほぼ直立する頸部から綬やかに外反 して短 く

開 く。端部は粘土帯を付 して断面三角形の垂

下□縁。端面 3個 1対の円形浮文。□縁部内

面横ミがキ、他横ナテ・。

角閃石極多

広口壼 細・極多 にぶい黄橙色 口頸部は緩やかに外反 して開く。端部は粘土

帯を付して垂下口縁。端面円形刺突文。頸部

外面縦ミがキ、内面横ミがキ、肩部外面縦ハタ。

全周 角閃石極多

第251図  4区 S D16f溝 出土遺物 5(1/4)
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ない。(714～718)は 口頸部のやや短い形態で端部は四角く納める。凹線文が見られない

だけでなく,外面は縦ハケないしは縦 ミガキで仕上げ横ナデすら施されない。前記した受

け口状口縁の系統も同様である。短頸壷 (7190720)は 口頸部の外反はあまり強くない。

端部の拡張は弱い。両例とも頸基部に刺突文を巡らす。日頸部に凹線文を巡らす形態のう

ち,(72107230724・ 7260730)は 口縁端部を四角く納めるか鈍く肥厚する。口縁端部を

肥厚しつつ顕著に摘み出すが (723)は 搬入品である。この系統の直□壷では外面の凹線

がより退化して細いものが多い。(730)の ように下半部に斜線文を巡らしながら端部を四

角く納める例は少ない。通常は (7290731)の ように薄く尖ることが多い。なお本溝資料

ではこの系統の直口壷で,本遺跡の他資料と異なり,斜線文施文範囲が長く逆に凹線文部

分が狭い例が多い。極端な例では (728)の ように凹線文を失うものすらある。(7330734)

は口頸部上半が強く外反して開き,口縁端部は肥厚して摘み出す形態。(733)で は日縁部

内外に円形刺突文を施し,小形器台のある種のものに近い。(737・ 738)は外傾頸部形態

の広口壺で,日縁端部を強く下方に引き出し頸部に細い並行沈線文を持つ (738)は 搬入

品。口縁端部を強く外方に引き出し頸部が不明瞭な (740)は 搬入品。瀬戸内西部地方に

類似形態を見る。太めの短い頸部を持つ広口壷で (735)の ようにハケ原体押圧の斜線文

を巡らす例はあまりない。広口壺で斜線文をよく持つ類とは系統が異なる。この系統の広

口壺では通常は (741～750)の ように頸部文様は凹線文が基本となる。また口縁端面には

円形刺突文や短刻線文をよく見る。肩上部に刺突文を配する (749)は 搬入品で (740)同

様に瀬戸内西部にまま見る形態である。(751～ 762)は垂下口縁形態の広口壷。大型品と

小形品とがある。日縁端面は円形浮文・刺突文で加飾することが多く,(7510761)等 の

ように櫛描波状文を施す場合もある。垂下口縁形態の広口壺では (759)の ように頸部外

面を縦 ミガキで仕上げることは少なくなく,他系統の広口壺に多い横ナデ調整はあまり見

ない。その点で (760)はやや特異なものである。この形態に珍しく頸基部に凹線 3条を

施す。(763)は d・ e溝の (639)同様の複段口縁形態であるが,下段口縁部の形状は一

般的な広口壺の口縁部形態と異なる。(764)は 小形の無頸壺。(765)は小形の細頸壷で,

体部高がやや大きいようである。

甕 (766～ 790)は痕跡的な頸部から口縁部を強く折り返し,鈍 く肥厚した口縁端部を上

下に摘み出す形態。内面ケズリは肩下半部までしか及ばないことが多い。大形甕 (787～

789)も基本形状は変わらない。同様の形態をもちつつも日縁端部の拡張の弱い (779～ 781)

は後期初頭でも新しい様相を示す。口縁部の折り返しが弱い (7900791)は ,搬入品では
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ないが内面肩上部まで及ぶケズリと共に,吉備南部地方の様相に近いものである。明瞭な

受口状口縁を持つ (794～798)の うち,(796～798)は 内面ケズリ調整を欠くなど,他の

受口状口縁甕と同様の特徴を持つ。しかし (7940795)は 日縁立ち上がり部や折り返 しの

形状,及び内面に削り調整を見る点で異なる。また (795)は 搬入品である。(7920793)

は基本的な形状こそ後期初頭の主流的な形態を持つが,日縁端部を直上に摘み上げて受け

熙 ゝ
属0                   10cm

4区 S D16f溝 出土遺物 6(1/4)

挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

広□壺 細・極多 明黄褐色 □頸部は外反 して大きく開く。端部は下方に

摘み出すと共に上方も小さく突出。端面凹線
。円形浮文。外面縦ハタ後頸基部に凹線。内面

□頸部横ナテ・、肩部指押さえ。

角閃石極多、石英等

広□壺 細 。極多、中 。

昔

橙色 □頸部は強 く外反 して開き、端部に粘土帯を

付 して断面三角形の垂下口縁。端面櫛描波状

文と2個 1対の円形浮文。肩部に櫛描並行沈

線・波状文。頸部外面縦ハク、内面横ナデ。

角閃石極多、石英督

広□壺 細・極多 にぶい黄色 強く張る肩部と直立する頸部。外面縦ハケ後肩

部櫛描並行沈線・波状文。内面頸部横ナテ・、

肩部指押さえ。

角閃石極多、雲母多

複段□縁壺 細・極多 にぶい橙色 複段口縁。やや内傾する頸部から強 く折 り返

して口縁部は水平に開く。端部は上方に強く

引き出し下方も摘む。外傾する端面に円形刺

突文。折 り返 し部から上段口縁が取り付く。

角閃石極多

無頸壺 細・極多、中・

普

明褐色 やや扁平な体部は強 く張 って最大径部に鈍い

稜。口縁部小さく折 り返 し丸 く納める。肩上

部 2孔 1対の紐通孔。外面下半部縦ミがキ、内

面下半部指押さえとナテ・、上半部横ハケ後指押さ

え。

完形 角閃石極多、石英等

細頸壼 細・極多 褐色 張 りの強い扁平な体部。最大径部に突出度の

高い断面矩形の突帯。外面横ミがキ、内面指押

さえ顕著。

角閃石極多、石英等

・雲母

第252図
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挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

甕 細・極多 にぶい赤褐色 短い不明瞭な頸部から□縁部は強く折 り返 し

て短 く開く。端部は鈍 く肥厚 しつつ上下に摘

み端面凹線。□縁・頸部内面の強い横ナテ・で

折り返 し部に鈍い稜。体部外面縦ハケ、肩部内

面指押さえ。

角閃石極多、石英等

甕 細・極多 黒褐色 にぶい黄橙色 不明瞭な頸部から口縁部は強 く折 り返 し短 く

開く。端部は下方に摘み出すと共に上方も突

出する。端面凹線。外面縦ハケ上端部横ナテ
゛
、

内面指押 さえ、上端部横ナテ・。

角閃石極多

壺 細 。極多 にぶい黄橙色 不明瞭な頸部から口縁部は強く折り返して短

く開く。端部は上下に摘み端面凹線。外面縦

ハタ後横ナテ・。内面肩上部まで横タス・り。

角閃石極多

甕 細・極多 にぶい黄橙色 不明瞭な頸部から口縁部は折 り返 し短 く開き

、端部は上下に摘み出す。端面凹線。外面縦

ハケ上端部横ナテ・、内面指押さえ、上端部横ナテ・

角閃石極多

甕 細・極多 にぶい黄橙色 内傾する不明瞭な頸部から口縁部は強 く折 り

返 し短 く開く。端部は鈍く肥厚 しつつ上下に

小さく摘み出す。口縁・頸部内面強い横ナテ・

で折 り返 し部に稜。外面縦ハケ、頸部以下叩き

目残る。内面指押さえ。

角閃石極多、石英等

多

甕 細 。極多 灰黄色 黄灰色 不明瞭な頸部から口縁部は強く折り返して短

く開く。端部は上下に摘み出す。端面凹線。

外面縦ハケ上端部横ナテ・、内面肩部下端まで横ケ

ス・り後、指押さえ、上端部横ナテ
゛
。

角閃石極多、雲母多

甕 細・極多 にぶい黄橙色 内傾する不明瞭な頸部から口縁部は強 く折 り

返 して短 く開く。端部は上下に摘み出す。端

面凹線。外面縦几ケ後横サテ・。内面指押さえで

頸部横ハタ。

角閃石極多

甕 細 。極多 にぶい黄橙色 不明瞭な頸部から□縁部は強く折り返し短く

開く。端部は肥厚して上下に摘み端面凹線。

外面縦ハタ後横ハケ。内面指押さえ。

角閃石極多

細・極多 にぶい責褐色 外面縦ミがキ、内面タス・り。 角閃石極多

7 細・極多 黄褐色 縁辺部がやや張 り気味で、若千の窪み底。中

央部に焼成後穿孔

角閃石極多、雲母

細 。極多 灰責褐色 明黄褐色 縁辺部を摘み出して鈍い窪み底。縁辺部指押

さえ顕著、内面ケス・り。

角閃石極多、雪母

細 。極多 にぶい黄褐色 小振 りだが厚手の突出気味の底部。外面下端

横ナテ・、以上縦ハタ、内面縦ケス・り。

角閃石極多

第253図  4区 S D16f溝 出土遺物 7(1/4)
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0                  10cm

挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

甕 ? 細・極多 灰黄褐色 短くやや内傾する頸部から□縁部は強く折り

返し短く開く。端部は鈍く肥厚し上下に摘み

出し端面凹線。体部外面縦ハケ、内面頸部強い

横ナデで凹面。体上部検ハケ後肩部指押さえ。

角閃石極多、石英等

壺 細 。極多 にぶい黄橙色 不明瞭な頸部から□縁部は強く折 り返 し短 く

開く。端部は上下に摘み端面凹線。日縁 。頸

部内面の強い横ナテ
゛
で折 り返 し部に鈍い稜。

体部外面縦ハケ、内面指押さえ。

角閃石極多

甕 細 。極多 にぶい責褐色 不明瞭な頸部から□縁部は強く折 り返 して開

く。端部は小さく上方に摘む。外面ロロき目残

る。肩部下端まで横タス・り、以上指押さえ。

角閃石極多

甍 細 。極多 にぶい黄橙色 不明瞭な頸部から口縁部は強く折り返し短く

開く。端部は肥厚して上下に摘み端面凹線。

内面中位までタス・り後指押さえ。

角閃石極多

甕 細・極多 にぶい黄橙色 口縁部は強 く折 り返 して短 く開く。端部は肥

厚 しつつ上方に摘み出す と共に下方も突出。

端面凹線。外面縦ハケ、内面横ハタ。

角閃石極多

甕 細・極多 灰黄褐色 口縁部は強く折り返し短く開く。端部は鈍く

肥厚し上下に摘み出す。端面凹線。横ナテ・。

角閃石極多

壺 細・極多 にぶい責橙色 不明瞭な頸部から口縁部は強 く折 り返 して短

く開く。端部は下方に摘み出すと共に上方も

突出する。□縁 。頸部内面強い横ナテ
゛
で折 り

返 し部に稜。端面凹線。内面指押さえ。

角閃石極多

甕 細・極多 にぶい橙色 不明瞭な短 く内傾する頸部から強 く折 り返 し

て日縁部は短 く開く。端部は鈍く肥厚 しつつ

上下に摘み出して端面凹線。口縁・頸部内面

の強い横ナテ
゛
で折り返し部に稜。外宙口pき 目

残る。内面肩上部まで横タス・り。

角閃石極多、雲母多

甕 細 。極多 にぶい黄橙色 不明瞭な頸部から口縁部は強 く折 り返 して短

く開く。端部は鈍く肥厚 しつつ上下に摘み出

す。端面凹線。外面縦ハタ上端部横ナテ・、内面

指押さえ、上端部横ナテ・。

角閃石極多

第254図  4区 S D16f溝 出土遺物 8(1/4)
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挿図番号 器種 口 径 器 高 底径 胎 土 色 調 形態上の特徴など 残存率 備 考

大形壺 細・極多 にぶい黄褐色 □縁部は強 く折 り返 して短 く開く。端部は上

下に摘み出す。端面凹線。外面縦ハケ、内面指

押さえ。

角閃石極多

大形壺 25.5 細・極多 灰黄褐色 □縁部は強く折り返し短く開く。端部は上下

に大きく摘み出す。端面凹線。内面横ナテ・。

角閃石極多

大形壼 細・極多 褐色 □縁部は強 く折 り返 して短 く開く。端部は鈍

く肥厚 しつつ上下に摘み出す。端面凹線。外

面縦ハケ。内面指押さえ。

角閃石極多

壺 細・極多 暗褐色 口縁部は綬やかに折 り返 し短い。端部は肥厚

しつつ上方に摘み出すと共に下方も突出。端

面凹線。外面縦ハケ、内面体上部まで横ケス・り。

角閃石極多

甕 細・極多 にぶい責色 口縁部は級やかに折 り返 して短い。端部は上

下に摘み出 して端面凹線。外面縦ハケ、内面体

上部まで縦タス
゛
り。

角閃石極多

甕 細・極多 黒褐色 口縁部は強く折り返して短く開く。端部は上

下に摘み出して直立する端面凹線。

角閃石極多

壺 細・極多 にぶい黄橙色 口縁部は強 く折 り返 して短 く開く。端部は上

方に摘み出すと共に下方も突出する。端面沈

線。内面積タス・り、上端部横ナテ・。

角閃石極多、石英等

多

甕 細・極多 にぶい橙色 二重回縁。日縁部は強く折り返 し短 く開く。

やや内傾する立上 り部上端は丸 く納め、下端

も張る。端面凹線。肩部内面横タス・り。

角閃石極多

甕 細・普、中・極

多

褐灰色 灰黄色 二重口縁。強 く折 り返 して短 く水平に開 く。

ほぼ直立する立上り部の上端は丸 く納める。

端面沈線。内面横ケヌ・り、

石英等極多、角閃石

・雲母 搬入品

壺 細・極多 明褐色 二重回縁。日縁部は強 く折 り返 し短 く開 く。

短い立上 り部の上端は丸く納め、下端も張る

。端面凹線。

角閃石極多、雲母多

甕 細・極多 にぶい黄橙色 二重回縁。口縁部は強 く折 り返 し短 く開く。

やや内傾する短い立上 り部の上端は丸 く納め

下端も張る。端面凹線。□縁部内面横ハケ。

角閃石極多

甕 細・極多 黒褐色 にぶい責橙色 二重口縁。口縁部は強 く折 り返 し短 く開 く。

立上 り部は反り気味で上端は丸 く納め、下端

は強 く張る。端面凹線。外面縦ハタで叩き目残

る。内面ナテ・。

角閃石極多

4区 S D16f溝 出土遺物 9(1/4)
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第256図  4区 S D16f溝 出土遺物10(1/4)

状口縁に似た形態を持つ。「 く」字口縁甕のうち,日縁部が短 く,折 り返 しも緩やかな

(7990800)は後期初頭に位置づけられるが,よ り発達 した (8010809)は 後出的な形態

であろう。また口縁部の短い (803)は 片岩粒を含む胎土で阿波地方からの搬入品である。

挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

799 甕 細 。極多 にぶい黄橙色 □縁部は強 く折 り返 して短 く開く。端部は下

方に張 り気味に四角く納める。外面横ナテ・、

内面横ケス・り。

角閃石極多

甕 細・ 極多 にぶい黄橙色 口縁部は綬 く小さく折 り返す。端部は上方に

張り気味に四角く納める。端面沈線。体部内

面縦タス・り、上端部指押さえ。

角閃石極多

壺 細・極多 にぶい黄褐色 強く折り返した日縁部は短く外反する。端割

は小さく上下に摘む。体部内外縦ケス・り後、内

面上端部指押さえ

角閃石極多

甕 細・極多、中・

多

浅賞色 口縁部は強く折り返して開く。端部は下方に

突出気味に四角く納める。外面叩き目残す。

体部内面縦タス・り、上端部指押さえ。

角閃石極多、石英等

多

甕 細 。少 灰白色 口縁部は強 く折 り返 して短い。端部は四角く

納める。外面縦ハケ。

片岩少 搬入品

甕 細・極多 灰黄色 口縁部は強 く折 り返 して短 く開く。端部は上

方に張 り気味に四角く納める。横ナテ・、内面

部分的にハケ状条線

角閃石極多、石英智

壼 中・ 多 灰白色 口縁部は強 く折 り返 し外反 して開く。端部丸

く納める。外面斜ハケ。内面上端まで横ケス・り。

石英等多 搬入品

甕 細・普 淡黄色 口縁部は強く折 り返 して開く。端部は上方に

摘み気味に四角く納める。

石英等 搬入品

甕 細・極多 灰費色 明黄褐色 □縁部は強く折 り返 して短 く反る。端部は■

下に摘み気味に四角く納める。外面板ナテ・で

上端部に叩き目残る。内面□縁部横ハタ、体上

部まで縦ケス・り後上端部指押さえ。

角閃石極多

壺 細 。極多、中 。

普

にぶい黄褐色 口縁部は強 く折 り返 し短 く開 く。端部は上方

に摘み気味に四角く納める。外面口pき 目残る

。内面肩上部まで横タス・り。上端部指押さえ。

角閃石極多、石英響

甕 細・極多 にぶい黄褐色 口縁部は綬 く小さく折 り返す。端部は内外に

摘み出す。外面縦ハタで叩き目残る。体部内面

横タス・り後指押さえ。

角閃石極多、石英待

多
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この他 (8050806)も胎土から搬入品と判断できる。

(810)は直立口縁形態高不の系統であるが,上半部がやや開き口縁端部を外方に強く

張り出すやや後出的な形態である。(811)は 日縁端部を鈍く肥厚するが中位の屈曲がない

特異な形態。頂部に鈍い凹線を加えることから拡張口縁形態に関係するものであろうが,

例外的な器形である。(812～814)は 拡張口縁形態の系統だが,端部の摘み出しがきわめ

て弱い。上半部の外傾が強まったり中位の屈曲がやや鈍くなっているので後期初頭でもか

なり新しい様相である。(815～820)は上半部の外傾も弱く端部は鈍く肥厚しつつ内外に

摘み出す形態。(821～823)は上半部が強く外傾するが中位の屈曲はしっかりしている。

(824)の 中位の屈曲を完全に失った形態は例外的なものである。後期初頭段階の装飾高不

は内容が画一的ではなく,大形器台と共に個体差が激しい器種であるが,そ れにしても

(825)の 形態は特異なものである。中位の屈曲と上半部の外反がきわめて弱い。装飾高不

脚 (826～830)は ,脚裾部は多少外反するもののまだ大きく発達していない段階のもので

ある。(827)は 脚端部に半円形の切り込みを有する。(831～838)は 直立口縁形態の高不。

(831)の ように口縁端部を丸く納めるものと (833)の ように四角く納めるものとがある。

後者では中位の屈曲がやや強く鈍い稜を持つものもある。この系統の高不では下半部放射

状 ミガキを原則とする。上半部外面に鈍い凹線を持つ (837)は この系統の祖形の一つで

ある中期末の高不形態の特徴をよくとどめる。上半部が外傾する (8380839)は この系統

の新しい様相である。また上半部が長く伸び緩く外反する (841)は 後期前葉以降の後出

的な形態である。(842～844)は後期初頭段階に属する外反口縁形態の唯一の系統。 (843)

のように屈曲部に3個 1対の円形刺突文を有することが多い。後期前葉以降の下川津B類

高跡の祖形で,屈曲部の形状と未発達な不上半部の形状でそれと区別できる。(845)は 後

期初頭からせいぜい前葉まで少数見られる形態である。浅い琢部で口縁部は小さいが強く

内湾する。

脚 (846～854)は 脚端部を肥厚させる形態。一般に脚端上部の突出は鈍い。その部分を

強く外方に引き出す形態は同時期の吉備南部地方の特色である。また (851～854)の よう

な脚部の施文も同地方に多く讃岐地方ではきわめて少ない。(851・ 8530854)は搬入品で

ある。本溝資料では (846～850)に 見るように脚端部の肥厚は全般的にやや鈍いものが多

い。この点は後期初頭のやや新しい様相である。(855・ 856)は 円錐状脚部形態。脚端部

の小さい外反が特色である。また裾部の円形透かしもやや大形となる。裾部のやや発達 し

た (857)は この系統の後出的な形態である。(858)は 短い柱状軸部を持つ形態に近いが,
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挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

高外 細・極多 橙色 中位で強 く屈曲 して上半部は短 くやや外傾。

端部は外方に張 り出す。下半部外面横ケス・り。

角閃石極多、石英等

・赤色粒
高杯 細 。極多 暗褐色 中位で級やかに湾曲して上半部は直立。端部

は鈍く]E厚 して内方に張り出す。端面凹線。

上半部外面太い凹線。横ナテ・

角閃石極多

高杯 細・極多 にぶい黄橙色 中位で強 く屈曲して鈍い段。上半部は外傾 じ

て短い。端部は鈍く肥厚 しつつ内外に小さく

摘む。端面凹線。上半部横ナテ・、下半部外面

横タス・り、内面放射状ミがキ。

角閃石極多

高杯 細 。極多 明赤褐色 中位で強 く屈曲 して稜。上半部はやや外傾 し

て端部は鈍く肥厚 して外方に張 り気味に四角

く納める。頂部凹線。上半部横ナテ・、下半部

内面放射状ミがキ

角閃石極多、石英響

多

高杯 細・極多 にぶい黄橙色 中位で強 く屈曲 して鈍い段。上半部はやや外

傾 して端部は内方に小さく突出すると共に外

方もやや張る。端面凹線、上半部外面横ナテ
゛

、内面横ハタ。下半部外面横タス
゛
り後分割横ミがキ

、内面分割横ミがキ。

角閃石極多、雲母

高杯 222 細 。極多 褐色 中位で強く屈曲して鈍い段。上半部は外傾し

て端部は外方に摘み出すと共に内方もやや張

る。端面凹線、上半部横ナテ・、下半部外面横ケ

ス・り後横ミがキ、内面横ミがキ。

角閃石極多

高杯 細・極多 黒色 灰黄褐色 中位で強く屈曲して鈍い段。上半部はほぼ直

立して端部は内外に摘み出す。端面凹線、上

半部横ナテ・、下半部外面分割横ミがキ。

角閃石極多

高杯 細・極多、中・

普

にぶい黄橙色 中位で強く屈曲して鈍い段。上半部外傾。端

部内外に摘み出す。頂部凹線。上半部横ナテ
゛

角閃石極多、雲母多

、石英等
高不 細・極多 褐灰色 中位で強 く屈曲して鈍い段。上半部はやや外

傾 して端部は内外に摘み出す。端面凹線、上

半部横ナテ
゛
、下半部分割横ミがキ。

角閃石極多

高杯 細・極多、中・

多

にぶい黄色 中位で強 く屈曲して鈍い段。上半部はやや外

傾 して端部は内方に摘み出 し外方も張る。頂

部凹線。上半部横ナテ、下半部内面横ミがキ。

角閃石極多、石英僧

多

高杯 細・極多 にぶい黄橙色 中位で強く屈曲して鈍い段。上半部外傾。端

部は外方に引き出し内方も突出。端面凹線。

角閃石極多

4区 S D16f溝 出土遺物11(1/4)
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挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

高外 細 。極多 にぶい黄橙色 浅い外部。中位で強 く屈曲 して鈍い段。上半

部は強 く外傾 して端部は外方に引き出すと共

に内方も突出。頂部凹線。上半部検サテ、下半

部外面横ケス
゛
り後分割横ミがキ。内面分割横ミがキ。

角閃石極多、雲母多

高杯 細・極多 にぶい褐色 中位で強 く屈曲して鈍い段。上半部やや外傾

。端部は外方に引き出し内方も突出する。頂

部凹線。上半部横ナテ
゛
、下半部横ミカ

゛
キ

角閃石極多、雲母多

高杯 細・極多、中・

多

にぶい黄橙色 中位で強 く屈曲して鈍い段。上半部は外傾 し

て端部は外方に摘み出すと共に内方も突出。

頂部凹線。上半部横ナテ・、下半部外面分割横ミ

がキ、内面横ミがキ。円盤充瞑

角閃石極多 (含粗粒

)

高杯 細・極多 浅責色 浅い皿状の外部。屈曲部は退化 して鈍い凹線

1条。端部は外方に摘み出す と共に内方も小

さく突出。横ナテ・。円盤充填

角閃石極多

装飾高杯 細 。極多 にぶい責褐色 中位で緩やかに屈曲 して上半部外傾。端部は

小さく外方に折 り返 して丸 く納める。屈曲部

に断面矩形の突帯。外面横ミがキ、内面横ナテ・。

角閃石極多

装飾高杯 細・極多 にぶい橙色 脚裾部有段。屈曲部に小形の突帯。脚端部は

小さく反って丸く納める。横ナテ・
角閃石極多

装飾高杯 畑・極多 灰黄色 脚裾部有段。屈曲部に突帯。裾部は外反 して

端部は丸 く納める。脚端部に大形の半円形 く

り込み。外面縦ミがキ、内面積ナテ・。

角閃石極多

装飾高杯 細・極多 灰黄褐色 脚裾部有段。屈曲部に断面矩形の低い突帯。

端部は外方に張 り気味に四角く納める。上部

に円形透か し、下部に長方形透か し。内面上

部横ケス・り。

角閃石極多

装飾高杯 細・極多 褐色 脚裾部有段。屈曲部に突帯。裾部は外反。 角閃石極多、石英等

装飾高杯 細・極多 にぶい黄褐色 脚裾部はやや退化 した有段。鈍い屈曲部に断

面三角形の小突帯。端部は鈍 く肥厚 して内外

に張る。内面横タス・り。

角閃石極多

第258図  4区 S D16f溝 出土遺物12(1/4)
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陣図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

高杯 細・極多 淡橙色 中位で屈曲して上半部はほぼ直立。端部は外

方に張 り気味に丸 く納める。外面横ナテ・。内

面疎 らな放射状ミがキ。

角閃石極多

高杯 細・極多 浅黄色 中位で級やかに屈曲。上半部は直立 して端部

は外方に張 り気味に四角く納める。上半部外

面横ナミがキ、内面横ハケ、下半部外面横ケス・り、内

面横ナテ・。

角閃石極多

高杯 細・極多 暗褐色 中位で屈曲して鈍い稜。上半部は直立 して端

部は外方に突出気味に四角く納める。上半部

横ナテ・。下半部放射状ミがキ。

角閃石極多、石英等

多

高杯 232 細・極多、中・

多

暗褐色 中位で屈曲 して鈍い稜。上半部はほぼ直立 し

て端部は外方に突出気味に四角く納める。上

半部横ナテ・。下半部外面横タス・り、内面放射状ミカ
°
キ。

角閃石極多、石英等

多

高杯 細・極多 黒色 中位で屈曲して上半部は短 くやや外傾。端部

は丸 く納める。上半部横ナテ
゛
後下端横ミがキ、

下半部外面横タス・り後内外面放射状ミがキ。

角閃石極多

836 高鉢 細 。極多 褐色 にぶい黄褐色 中位で屈曲して稜。上半部は短 く直立 して端

部は四角く納める。上半部横ナテ・で、外面鈍

い凹線。下半部内面放射状ミがキ。

角閃石極多、石英等

高杯 細・極多 黒褐色 中位で強く屈曲して鈍い段。上半部はやや外

傾して端部は外方に張り気味に四角く納める

。上半部横ナデ、下半部内面放射状ミがキ。

角閃石極多、石英等

多

高杯 細・極多 にぶい黄色 にぶい褐

色

中位で緩やかに屈曲。上半部はやや外傾 して

端部は外方に張 り気味に丸 く納める。上半部

横サテ・後下端横ナミがキ、下半部外面横タス・り後、

内外面放射状ミがキ。

角閃石極多、赤色粒

高杯 細・極多 灰黄色 中位で屈曲 して鈍い段。上半部は短 く外反 し

て端部は尖る。外面上半部縦ミがキ、下半部斜ミ

がキ、内面放射状ミがキ。

角閃石極多

高杯 細・極多 橙色 緩やかに湾曲して上半部は外傾。端部は外方

に突出気味に丸 く納める。外面横ナテ・。内面

横ハケ後横ナテ・。

角閃石極多

高杯 細・極多 灰黄色 中位で級やかに屈曲 して鈍い稜。上半部は外

反して端部は外方に突出気味に丸 く納める。

上半部外面縦ミがキ。内面横ナテ・。下半部放射状

ミカ
゛
キ。

角閃石極多、石英等

・雲母多

第259図  4区 S D16f溝 出土遺物13(1/4)
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挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

高 杯 細・極多 橙 色 中位で強 く屈曲して鈍い段。上半部は短 く外

反 して端部は尖る。下半部内面放討状ミがキ。

角閃石極多、石英簿

。赤色粒

高外 細・極多 にぶい黄橙色 中位で強 く屈曲 して鈍い段に 3個 1対の円形

刺突文。上半部は外反 し端部は丸 く納める。

上半部横ナテ・、内面凹線。下半部外面横ケス・リ

後分割横ミがキ。内面分割横ミがキ。

角閃石極多、石英等

多

高外 細・極多 にぶい褐色 中位で強 く屈曲して稜。上半部は外反 して端

部は尖る。上半部横ナテ・、下半部分割横ミがキ。

角閃石極多

高杯 細・極多、中・

多

にぶい黄褐色 強 く屈曲 して上半部は短 く内傾。端部は丸 く

納める。上半部横ナテ・、下半部外面横ミがキ。

角閃石極多、石英等

多

脚 細・極多 にぶい費橙色 脚裾部は緩やかに開く。端部は肥厚 し内外に

張る。端面凹線。内面横タス・り。円形透か し。

角閃石極多

脚 細 。極多 にぶい黄橙色 脚裾部は緩やかに外反 して開 く。端部は鈍 く

肥厚 しつつ下方に小さく摘む。端面凹線。内

面横ケス・り。2孔 1対の円形透か し。

角閃石極多

脚 細 。極多 褐色 脚裾部は強 く開く。端部は鈍く肥厚 し上部が

小さく突出。端面凹線ち円形透かし 2段、下

段 2孔 1対。内面横タス・り。

角閃石極多

脚 細・極多 にぶい責橙色 脚裾部は外反 して開く。端部は鈍 く肥厚 しつ

つ下方に摘み出すと共に上部も鈍 く突出。端

面凹線円形透か し2段。内面検タス・り。

角閃石極多

脚 細・極多 にぶい黄橙色 脚裾部は緩やかに外反 して開く。端部は鈍 く

肥厚 しつつ上方に突出して下方も張る。端面

凹線。外面上部縦ミがキ、内面横タス・り。

角閃石極多

脚 中・多 にぶい責色 脚裾部は級やかに外反 して開く。端部は上下

に小さく摘む。内面横ケス・り。櫛描並行沈線 3

段と櫛描垂下沈線

石英等多、火山ガラ

ス ?搬入品

脚 細・極多 にぶい黄褐色 脚裾部は強く外反して開く。端部は下方に小

さく摘み出す。端面凹線。裾部箆描並行沈線

と垂下沈線。内面横タス・り。

角閃石極多

脚 細・普 灰白色 脚裾部を大きく開く。端部は鈍 く肥厚 しつつ

上部を外方に強 く摘み出す。外面垂下沈線。

内面横ケス・り。

石英等 搬入品

脚 細・普 明褐灰色 脚裾部は強 く外反 して開 く。端部は鈍 く肥厚

しつつ上部を外方に摘み出す。裾部に円形剌

突文。内面横タス・り。

石英等 搬入品

第260図  4区 S D16f溝 出土遺物14(1/4)
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暉図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

脚 細・極多 灰黄褐色 脚裾部は緩 く開き、端部は小さく反って丸 く

納める。外面縦ミがキ、内面下半横ハタ。 2個 1

対の円形透か し。

角閃石極多、雲母

脚 細・極多 にぶい黄褐色 脚部は緩 く外反 して開き端部四角く納める。

内面横ケス・り。2段 に配 した 4孔 1対の中形円

形透か し4方。

全周 角閃石極多、石英等

多

脚 細・極多 にぶい黄橙色 脚裾部は緩 く開き、端部は小さく反って肥厚

気味に丸 く納める。内面横タス・り。中形円形透

か し5方。

角閃石極多、石英等

・雲母多

脚 細・極多 にぶい黄褐色 短い柱状軸部から緩やかに折 り返 して裾部は

強 く開く。端部は丸 く納める。軸部外面縦ミカ
°
キ、内面横タス・り、裾部横ナテ・。 2孔 1対の円形

透か し3方。

角閃石極多

脚 細・極多 にぶい赤褐色 柱状の軸部から強 く折 り返 して裾部は大きく

開く。端部は上下に小さく摘み出す。外面横

ナテ・、内面裾部横ハケ。円形透か し。

角閃石極多

脚 ? 細・極多、中・

多

褐色 脚裾部の開き弱い。端部は外方に張 り気味に

四角く納める。内面横タス・り。

角閃石極多、石英等

多
脚 細・極多 灰黄褐色 円筒形脚台。端部丸 く納める。外面沈線 2条

。脚上部の相対する位置に円孔。内面横ミがキ

角関石極多

製塩土器 細・極多、中・

極多

にぶい黄橙色 円筒形の脚台部は強 く押さえつけて下端がや

やつぶれる。外面指押さえ、内面ナテ
゛
。

全周 角閃石・石英等極多

製塩土器 細・極多、中・

多

黄褐色 賞灰色 円筒形の脚台部は下端やや開く。外面縦タス・リ

後脚端部押さえ。内面指押さえ後下端部横タス
・り、円盤充堰

角閃石極多、石英等

多

筒状土製品 細・極多 灰黄褐色 厚手の円筒形を呈 し一端は四角く納める。粘

土帯を二重に巻いて成形。他端に向かってわ

ずかに開き薄くなる。相対する2方に小貫通

孔。外面指サテ・、内面ナテ・。

全周 角閃石極多

支脚 122 細・極多 橙色 柱状軸部の上部は鈍く開き、一方を浅く半円

形にくり込む。端部は丸く納める。裾部も小

さく開き端部は丸く納める。軸部ナテ・、上下端
は指押さえ。

全周 角閃石極多

蓋 1 細・極多 にぶい黄橙色 栽頭円錐形を呈する。やや突出気味の頂部は

分厚い。端部は外方に張 り気味に丸 く納める
`

外面ナテ・、内面螺旋状ミがキ。

ほぼ完存 角閃石極多

蓋 細・極多 オリーフ
・

褐色 頂部がわずかに隆起した円盤状。端部は小さ
く下方に摘み出す。内面ミがキ。紐通孔

角閃石極多

蓋 細・極多 浅黄橙色 円盤状を呈する。端部は小さく下方に摘み出

し端面横ハケ。外面横ミがキ、内面横ハケ後横ミがキ。

角閃石極多

第261図  4区 S D16f溝 出土遺物15(1/4)
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挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

小形器台 細・ 極多 暗褐色 口縁部は強 く外反 して開く。端部下方に張 り

気味に四角く納める。端面凹線。外面縦ハケ、

日縁部内面分割横ミがキ。中位に中形円形透か

しと筐描垂下沈線 2条

角閃石極多

小形器台 細 。多 にぶい黄褐色 口縁部は緩やかに外反 して開き、端部は内外

に摘み出す。端面・外面凹線。

角閃石・石英等多

搬入品

小形器台 細・極多 灰褐色 口縁部は強く外反 して開く。端部は下方に摘

み出す と共に上方も小さく突出。端面鈍い凹

線・ 6条 1対の短刻線。外面沈線、内面分割

横ミがキ。中位に中形円形透か しと箆描垂下沈

線 2条

角閃石極多、石英等

小形器台 細・極多 褐色 口縁部は強 く折 り返 して大きく水平に開 く。

端部は下方に引き出し上方も鈍 く突出。端面

ハケ原体刺突文。

角閃石極多

小形器台 細 。極多 灰責色 口縁部は強く外反して大きく開く。端部は上

下に摘み出して端面5条 1対の短刻線。

角閃石極多

小形器台 細・極多 灰責褐色 口縁部は強 く外反 して開く。端部は上下に小

さく摘み出 して端面凹線。外面縦ハケ、内面横

ミがキ。中位に長方形透か し

角閃石極多、雲母

小形器台 細 。極多 灰黄色 口縁部は強く折り返して短く水平に開く。端

部は上下に張る。端面凹線 。円形浮文。頸部

に大形円形透かし。

角閃石極多、石英等

多

小形器台 細・極多 にぶい責橙色 口縁部は強く折り返して短く水平に開く。端

部は強く下方に引き出して端面櫛描並行沈線

・円形浮文

角閃石極多

小形器台 細・極多 にぶい黄橙色 口縁部は強 く外反 して開く。端部は下方に張

り気味に四角く納める。端面凹線、口縁部内

面凹線・ 円形刺突文。外面縦ハケ後沈線、内面

指押さえ。中位に中形円形透か しと箆描垂下

沈線 2条

角閃石極多、雲母

小形器台 細・極多 にぶい黄橙色 □縁部は強く外反して開く。端部は鈍く肥厚

しつつ上下に小さく摘み出す。端面凹線と6

個 1対の円形刺突文。外面横ナテ
゛
、内面分割

横ミがキ。

角閃石極多

879 小形器台 細・極多 にぶい責色 口縁部は外反 して開き、端部は外方に摘み出

し内方も小さく突出。端面 。内外面凹線。

角閃石極多

第262図  4区 S D16f溝 出土遺物16(1/4)
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挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考
大形器台 ? 細・極多、中・

多

灰黄褐色 やや外傾する頸部から緩く折れて口縁部は開

く。端部は上下に摘み出して端面沈線 3条 と

3個 1対の円形刺突文。頸部外面縦ハケ後並行

沈線。内面指押さえと横ナテ・。

角閃石極多、石英等

多

大形器台 細・極多 灰黄褐色 外傾する日縁端部は強く外方に引き出す。端

面3個 1対の円形刺突文。外面横ナテ・、内面

横ミがキ。

角閃石極多

大形器台 細・極多、中・

多

にぶい黄橙色 口縁部は外反して大きく開き端部は下方に摘

み出すとともに上方も小さく突出。端面沈線c

口縁部内面横ハタ後分横ミがキ、外面縦ハケ。

角閃石極多、石英等

多

大形器台 細・極多 浅黄色 口縁部は強 く外反 して開き、端部は下方に小

さく摘む。端面鈍い凹線。外面縦ハケ後中位に

沈線 3条、内面上半部横ハケ、下半部横タス・り。

角閃石極多

大形器台 細・極多 にぶい橙色 口縁部は大きく水平に開き端部は上下に摘み

出す。端面凹線後4個 1対の円形刺突文と棒

状浮文。

角閃石極多

第263図  4区 S D16f溝 出土遺物17(1/4)
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挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

大形器台 IIB。 極多、中 。

普

明褐色 口縁部は強 く外反 して大きく開く。端部は下

方に張 り気味に四角く納める。端面凹線、日

縁部内面円形刺突文。横サテ・。

角閃石極多、石英等

多、雲母

大形器台 細 。極多 にぶい黄色 口縁部は外反 して大きく開き、端部は鈍くB巴

厚 しつつ下方に張 り上方も小さく突出。端面

沈線・ 2個 1対の円形浮文。□縁部内面円形

刺突文。横ハケ

角閃石極多

大形器台 細・ 極多 灰黄褐色 □縁部は外反 して大きく開き、端部は外方に

引き出しつつ上方もやや突出する。口縁部内

面・端面に円形刺突文。横ナテ
・

。

角閃石極多、雲母

大形器台 細 。極多 灰黄褐色 口縁部は大きく水平に開く。端部は上下に強

く引き出してやや外傾する端面に円形刺突文

角閃石極多 赤色顔

料 ?

大形器台 細・極多、粗 。

多

黒褐色～灰黄色 橙色

～灰黄色

口縁部は外反して大きく開き、端部は鈍く肥

厚 しつつ上方に張る。端面凹線 。円形浮文。

外面縦ミがキ。

角閃石極多、石英等

多

大形器台 細 。極多 黄褐色 □縁部大きく水平に開き、端部下方に摘み出

し端面沈線。□縁部内面横ミがキ、外面縦ハケ。

角閃石極多 赤色顔

料

大形器台 細・ 極多 黄褐色 □縁部は大きく水平に開き端部は下方に引き

出しつつ上方もやや突出。端面沈線 3条。

角閃石極多、雲母

第264図  4区 S D16f溝 出土遺物18(1/4)
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挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

大形器台 細・極多、中・

普

にぶい黄橙色 橙色 脚裾部は大きく外反 して開く。中位に大形長

方形透か し8方 と上下に櫛描並行沈線、裾部

大形円形透か し8方。外面縦ハケ、内面上半部

横ハケ、中位に指押さえ。

角閃石極多、石英等

小形器台 細・極多 にぶい褐色 脚裾部は緩やかに開き、端部は肥厚 して上部

をやや突出。端面・裾部凹線。内面横タス・り。

角閃石極多

小形器台 細・極多 褐色 脚裾部は緩やかに外反 して開 く。端部は鈍 く

肥厚 しつつ外方に張 り気味に四角く納める。

裾部・端面凹線。内面横タス・り。

角閃石極多

小形器台 細・極多 浅黄色 脚裾部は強 く外反 して開 く。端部は鈍 く肥厚

しつつ上方にやや張る。裾部・端面凹線。内

面横タス・り。

角閃石極多

小形器台 粗 。多 赤色 脚裾部は強 く外反 して開く。脚端部は上部を

小さく突出して四角く納める。外面 。端面凹

線。内面横タス・り。

石英等多 搬入品

大形器台 細・極多 灰黄褐色 脚裾部は外反 して開き、端部は小さく上下に

摘む。端面凹線。内面横ナテ・。

角閃石極多

大形器台 30.C 細 。極多、中 。 にぶい黄褐色 脚裾部は外反して大きく開く。端部は上方に

強く摘み出し下部も外方に突出。端面凹線。

外面沈線3条。大形長方形透かし。横ナテ・。

角閃石極多、石英等

多

大形器台 細・極多、中 。

普

にぶい褐色 脚裾部は大きく外反 して開く。端部は粘土帯

を付 して断面矩形に上方に突出する。端面沈

線。外面斜ミがキ。裾部大形円形透か し。□縁

部の可能性も

角閃石極多、石英等

大形器台 細・極多、中・

少

にぶい黄色 脚裾部は強く開き、端部は鈍く上下に摘み出

す。端面・裾部外面凹線、横サテ・。

角関石極多、石英等

少 赤色顔料

第265図  4区 S D16f溝 出土遺物19(1/4)
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挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

大形鉢 細・極多、中・

普

にぶい黄色 暗灰黄色 やや屈曲 して鈍い段。□縁部はやや内傾 して

端部は内外に張 り出す。口縁部横ナテ・、外面

横タス・り、内面横ハケ。

角閃石極多、石英等

大形鉢 細・極多 黒褐色 口縁端部は四角く納め、直下に凹線。外面横

ハケ、内面横ミがキ。

角閃石極多

大形鉢 細・ 極多、中・

普

にぶい黄色 中位で強く屈曲して上半部はわずかに内湾。

端部内外に摘み出し頂部凹線。上半部横ナテ
゛

、外面鈍い凹線。下半部外面横ケス・り、内面横ハ

ケ

角閃石極多、石英零

大形鉢 細・極多 暗褐色 中位で屈曲して鈍い段。上半部はやや外傾 し

て端部は肥厚 しつつ外方に摘み出すと共に内

方も張る。頂部凹線。

角閃石極多

大形鉢 細・極多 にぶい黄褐色 やや外傾 して立ち上が り、口縁部下に屈曲割

の退化 した鈍い段。端部は外方に摘み出すと

共に内方も突出。端面凹線。横ナデ。

角閃石極多 赤色鰺

料

大形鉢 細・極多 にぶい黄色 鈍く屈曲し鈍い段。口縁部はやや内傾する。

澤部は内外に摘み出し、頂部凹線。上半部横

ナテ・、過半部外面縦ナデ、内面縦ミがキ。

角閃石極多、石英等

赤色顔料

907 大形鉢 細・極多、中・

多

灰責色 中位で強 く屈曲して鈍い段。上半部ほぼ直立

。端部は外方に引き出し内方も突出。端面凹

線、外面横ナデ、内面口縁部横ナテ・、以下横ハケ

角閃石多、石英等多

搬入品 ?

第266図
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挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

大形鉢 細・ 多、中 。多 浅黄色 中位で強 く屈曲 し鈍い段。上半部短 く内傾。

端部は外方に引き出すと共に内方も突出。頂

部凹線。上半部横ナテ・、下半部横ミがキ。

雲母・ 角閃石・石英

等多 搬入品 ?

大形鉢 細 。極多、中・

普

黄褐色 灰黄色 中位で屈曲して鈍い段。上半部はやや内傾し

て端部は内外に摘み出す。頂部凹線。上半部

横ナテ・、下半部外面横ケス・り、内面斜方向のナテ
゛

後放射状ミがキ部分的に横ミがキ。

角閃石極多、石英等

赤色顔料

大形鉢 細・極多 にぶい黄褐色 強く屈曲して段。日縁部はやや内傾して端部

は強く外方に引き出すと共に内方も突出。頂

部凹線。上半部横ナテ・、下半部外面横ナテ・、内

面横ハケ。

角閃石極多、石英簿

。雲母

0                  10cm

第267図  4区 S D16f溝 出土遺物21(1/4)

軸部はあまり明瞭ではない。(859)は 柱状軸部を持つ形態。軸下端で強 く折 り返 した裾部

は水平に開く。(860)は 内面横ケズリから脚部と推定 したが,一般的な形状ではない。低

い円筒形の脚台 (861)は ある種の鉢ないしは壺の脚台であろう。製塩土器 (8620863)

はやや大形の円筒形を呈 し,後期初頭段階の特徴を持つ。

(864)は 円筒形の不明土製品。外面は強い縦ナデで多面をなし,上端部は四角 く納め

る。側面の相対する三方に小孔を穿つ。(865)は 支脚。口縁部の一端を半円形に今Jり 込む。

(866～868)は 蓋。(866)は 一見 して小形鉢状だが,底部にしては極度に不安定な頂部形

態から蓋とした。(8670868)は端部を小さく垂下させる形態だが,中心部が鈍 く隆起す

る。

-351-



小形器台 (869～879)の 日縁部形態も差異が大きい。(869)で は円形透かし孔に接 して

線刻がある。日縁部への加飾では円形浮文例 (8750876)は多くなく,短刻線文 (871等 )

や円形刺突文 (878)を 施すことが多い。(877)の ような大きく発達 して口縁端部が簡略

化された形態では,日縁部内面にまで円形刺突文を加えることも少なくない。小形器台脚

(893～896)は 端部が鈍く肥厚する程度で目立った拡張はなく裾部外面に凹線文を加える。

また裾部内面は原則的に横ケズリする。

f溝資料の大形器台 (880～891)で は顕著な垂下口縁形態は見られない。(880)は 外傾

頸部形態の広口壺に類似するが,日縁部が大きく発達することから大形器台とした。大形

器台口縁部 (881～884)は端部の極端な拡張もなく加飾も少ない。日縁端部の拡張・肥厚

の鈍い (885～887)(889)は 円形浮文・刺突文を多用する。(888)の 日縁部形態は特異な

複段口縁壺 (763)に 類似したものがあるものの, この形態は大形器台に限らず,壺にし

ても例外的である。大形器台脚 (897～900)の形態も差異が大きい。が,脚端部を大きく

拡張した形態は少ない。(899)は 裾部外面のミガキ調整から脚部としたが,端部形状から

すれば口縁部の可能性もある。

(901～910)は拡張口縁形態の大形鉢。(9010902)は 口縁部がかなり退化した形態で,

特に (902)で は直下の屈曲が単なる凹線に転化している。(904～906)は 口縁部の拡張は

顕著であるが,直下の屈曲はかなり鈍い。これらは後期初頭でもやや新しい様相を示す。

(9030907～ 910)は 口縁部の拡張・屈曲ともに古い様相を示す。(911～ 914)は鈍 く肥厚

した口縁部直下に凹線 1条を配する形態。(915～ 918)は鈍 く屈曲して口縁部が内傾ない

しは直立する形態。鈍く口縁部を摘み出す (917)は 中期末の形態に近いが,そ の段階の

ものと比べるとやはり端部の形状は変化 している。(915)の 箆描波状文や (918)の 多条

化した並行沈線文を施す例は多くない。(917～ 926)は 口縁部を小さく折り返す形態。や

や肥厚した断面矩形の端部を小さく折り返す形態 (920等 )と ,やや薄く丸く納めた端部

を折り返す形態 (925等)と がある。後者は外面に鈍い凹線文を見る。(927～ 930)は 明瞭

な屈曲部を持たずに口縁部をやや内湾させる形態。これら二系統は大形鉢としてはやや小

振りとなる。小形鉢 (937)は 内面調整が緻密な点で,通有の後出的な小形鉢とするには

やや躊躇する。

(938～959)は把手付広片口皿。(938)は 本遺跡資料では,唯一全体形状を知り得るも

のである。体部は浅い皿状で,平面形は檸檬形を呈する。一端を大形の片口とし,他端は

鰭状の把手部をなし,把手部と体部はほぼ直立する半円形の立ち上がり部で遮断される。
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4区 S D16f溝 出土遺物22(1/4)

挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考
大形鉢 細・極多 にぶい黄橙色 綬 く湾曲 して立ち上が り、端部は内方に小さ

く突出。外面口縁部直下沈線 1条。内面縦ミカ
°
キ、外面横ナテ・。

角閃石極多 赤色顔

料

大形鉢 細 。極多、中 。

少

にぶい責褐色 口縁端部は内方に張 り気味に四角く納める。

□縁部直下凹線。外面叩き目残る。内面縦ハケ

後横ナテ・。

角閃石極多、石英等

少

大形鉢 細・極多、中 。

少

にぶい責褐色 口縁端部は鈍く肥厚して内方に小さく突出。

頂部凹線、内面横ミがキ。

角閃石極多、石英等

少 赤色顔料
大形鉢 fll・ 極多 にぶい黄色 口縁部は外傾 し端部は小さく外方に摘み出す

。日縁部直下鈍い凹線。外面縦ハケ後横ナテ・内

面横ハタ

角閃石極多、雲母多

赤色顔料

大形鉢 細・極多 にぶい責橙色 鈍く屈曲 して□縁部は短 く直立。端部は四角

く納める。外面横ハケ後、日縁部粗雑な箆描沈

線・波状文。内面横ナテ・。

角閃石極多 赤色藤

料

大形鉢 細 。極多 黒色 浅黄橙色 やや内湾気味に立ち上が り、端部内方に張る

。□縁部外面凹線 2条、内面横ハタ後横サテ・。

角閃石極多

大形鉢 細・極多、中・

多

明黄褐色 にぶい黄色 綬 く屈曲して口縁部は内傾する。端部は鈍 く

外方に摘み出す。□縁部外面凹線、内面屈曲

部横ハタ後横ミがキ、下半部放射状ミがキ。

雲母極多、角閃石・

石英等多 搬入品

大形鉢 細・極多、中 。

多

黒色～黄灰色 黄褐色 鈍く屈曲 して口縁部は直立。端部は肥厚 して

四角く納める。口縁部外面箆描並行沈線。以

下外面横ナテ
゛
後縦ミがキ。内面上半部横ミがキ後

下半部縦ミがキ。

角閃石極多、石英得

多 赤色顔料

第268図
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挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

大形鉢 細・ 極多 褐色 □縁部は小さく外反して丸く納める。日縁部

横ナテ・、外面縦ハケ後横ナテ・、内面縦ミがキ。

角閃石極多 赤色顔

料

大形鉢 細 。極多 責褐色 やや内傾 して立ち上が リロ縁部は短 く外反 し

て端部は肥厚気味に四角く納める。口縁部横

ナテ
゛
、体部外面縦ミがキ、内面横ミがキ後下半部

縦ミがキ。

角閃石極多 赤色顔

料

大形鉢 細・極多 黒色 やや外傾 して立ち上が リロ縁端部は小さく反

って丸 く納める。□縁部外面凹線、外面横ハク

後横ナテ・、内面分割横ミがキ。

角閃石極多

大形鉢 細・極多 にぶい褐色 口縁部は小さく反り返 って尖る。外面口縁部

直下に沈線 2条。叩き目残る。内面横ミがキ。

角閃石極多 赤色顔

料

大形鉢 細・極多 褐灰色 口縁端部は小さく内外に摘み出し端面凹線。

片口状

角閃石極多 赤色鰺

料

大形鉢 細・極多 灰責褐色 口縁端部は小さく外方に摘み出す。外面口縁

部直下鈍い凹線、叩き目残る。

角閃石極多、石英等

多 赤色顔料

大形鉢 細 。極多 にぶい黄色 口縁部は強 く折 り返 して短い。端部は丸く納

める。口縁部横ナテ・、外面直下鈍い凹線、内

面横ミがキ。

角閃石極多 赤色顔

料

大形鉢 細・極多 賞褐色 緩やかに内湾気味に開き口縁端部は小さく反

って四角く納める。端面凹線。外面斜ハケ後横

ナテ・、内面縦ミがキ。

角閃石極多、雲母・

石英等

第269図  4区 S D16f溝 出土遺物23(1/4)
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挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

927 大形鉢 細・ 極多 にぶい黄色 やや内湾 して開き、端部は四角く納める。外

面口縁部直下凹線。外面疎らな縦ミがキ、内面

横ミがキ。

角閃石極多

大形鉢 細・極多 にぶい褐色 やや内湾気味に立ち上が り、端部は内外に張

り丸 く納める。外面色描沈線。内面縦ミがキ。

角閃石極多 赤色顔

料

大形鉢 細・極多 黒褐色 やや内湾 して開き端部は鈍 く肥厚 し四角く納

める。口縁部直下凹線。外面横ハケ後横ナテ・。

内面上半部横サテ
゛
、下半部横ハケ後放射状ミがキ。

角閃石極多

大形鉢 細・極多 灰黄褐色 口縁部内湾。端部は鈍 く肥厚 し丸 く納める。

□縁部横ナデ、外面縦ハタ後指押さえ。内面横ミ

カ
゛
キ

角閃石極多、石英等

大形鉢 細・極多、中 。

普

黒褐色 暗灰黄色 薄作 りの底部から緩やかに開 く。内面積ミがキ 角閃石極多、石英簿

赤色顔料

大形鉢 細・極多 にぶい黄橙色 褐色 底部はやや薄い。外面縦ミがキ、内面横ミがキ 角閃石極多 赤色顔

料

大形鉢 細・極多 にぶい黄褐色 褐色 外面縁辺部指押さえ、体部縦ミがキ。内面横ミ1

・キ。

角閃石極多 赤色顔

料

大形鉢 細・極多 黒褐色 明黄褐色 底部はやや薄い。外面縦ナテ・後横ハタ。 角閃石極多 赤色顔

料

大形鉢 細・極多 にぶい黄褐色 にぶし

黄橙色

やや厚手の鈍い突出底。縁辺部指押さえ、外

面縦タス
゛
り後疎らな縦ミがキ。内面分割横ミがキ。

全周 角閃石極多 赤色鰺

料

大形鉢 細・極多 にぶい責褐色 外面縁辺部叩き目残る。内底面横ミがキ、体音

内面縦ミがキ。

角閃石極多、石英等

赤色顔料

鉢 細・極多 にぶい黄橙色 やや内湾気味に開き端部は丸 く納める。内面

放射状ミがキ。

角閃石極多

4区 S D16f溝 出土遺物24(1/4)第270図
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挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

把手付広片

□皿

細・極多
中・普

にぶい燈色 レモン形の平面形を呈する皿形土器。一端は

大形の片口をなし、他端は立ち上が り部を介

して鰭状の把手を付す。側縁部はほぼ水平で

、立ち上が り部は高 く台形状に突出する。側

縁端は四角く納め、片□部は短 く伸びて丸 く

納める。立ち上が り部は内湾気味に伸びて尖

り、把手部は内湾気味に丸く納める。体部内

外面縦ミがキ、片口部横ナテ
゛
、立ち上がり部・

把手部は指押さえで、外面の一部に縦ハケ。

ほぼ完存 電閃石極多 (含粗粒 )

日英等、赤色粒

第271図  4区 S D16f溝 出土遺物25(1/4)
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挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

把手 付広片

口皿

細・極多 明褐色 把手部。耳彙状の把手部はやや内湾。台形状

に突出した立ち上がり部はほぼ直立して端部

を四角く納める。側縁端は四角く納める。体

部外面縦タス・りのち把手部基部指押さえ。内面

立ち上がり部縦ミがキのち体部横ミがキ、把手部

・立ち上がり部横ナテ・。端面ミがキ。

角閃石極多
赤色顔料

把手付広片

口皿

細・極多 灰賞褐色 把手部。立ち上が り部下端から引き出 した把

手部は短 く、押さえ顕著。低い半円形に突出

した立ち上がり部はやや反って伸び、肥厚気

味に丸く納める。外面指押さえ、内面横ミがキ

、体部外面縦ナテ・。内面縦ミがキ。

角閃石極多、赤色粒

・石英等 赤色顔料

把手付広片 細・極多 灰黄褐色 把手部。耳梁状の把手部はやや内湾する。ほ

ぼ直立する立ち上がり部上半は剣落。指押さ

え。

角閃石極多、赤色粒

赤色顔料

第272図  4区 S D16f溝 出土遺物26(1/4)
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挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

把手付広片

口皿

細・極多、中・

普

灰黄褐色 把手部。体部に貼 り足 した把手部剣落。劇落

面に貼付前の指押さえ調整残る。低い台形状

に突出した立ち上が り部は外反気味に伸び、

側縁端は肥厚気味に四角く納める。体部外面

縦ハケ、縦タス・りのち縦ミがキ。内面立ち上が り部

周辺指ナデ、押さえのち縦ミがキ、立ち上が り

部外面指押さえ。端面ハケ調整。

角閃石極多
石英等

赤色顔料

把手付広 片

口皿

細・極多 暗褐色 把手部。短い把手部はやや内湾気味に丸く納

める。やや突出した立ち上がり部は強く外反

して伸び肥厚気味に丸く納める。外面縦タス・リ

のち把手部基部指押さえ。内面立ち上がり部

・底面横ミがキ、側面縦ミがキ、立ち上がり部外

面横ミがキ、縁辺部指押さえ。

角閃石極多

第273図  4区 S D16f溝 出土遺物27(1/4)
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挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

把手 付広片

口皿

細・極多、

中・少

灰黄褐色 把手部。耳梁状に発達 した把手部。側縁より

わずかに高い立ち上が り部はほぼ直立 して端

部を四角く納める。側縁端は四角く納める。

外面縦ナテ
゛
で把手基部に指押さえ。内面・立

ち上がり部横ミがキ。

角閃石極多、
石英等少、
赤色顔料

把手 付広片

口皿

細・極多 褐色 体側縁部。端部は外方に小さく摘みつつ四角

く納める。内面縦ミがキ、外面横ハタ。

角閃石極多、雲母タ

赤色顔料

把手付広片

口皿

細 。極多 暗灰黄色 体側縁部。端部は内方に張 り気味に四角く納

める。外面縦ハタで口pき 目残る。

角閃石極多、雲母タ

外面煤 赤色顔お

把手付広片

□皿

細・極多 にぶい黄褐色 把手部。立ち上が り部下端を外方に摘み出し

て痕跡的な把手部となす。半円形に低 く突出

した立ち上がり部はほぼ直立して伸び、肥厚

気味に四角く納める。外面体部縦タス・り、把手

部指押さえ。内面横ミがキ。

角閃石極多

赤色顔料

把手 付広片

□皿

細・極多、中・

少

にぶい賞褐色 把手部。把手部は立ち上が り部下縁から短 く

のびて端部は分厚 く尖る。直立する立ち上が

り部上半は剥落。外面体部縦ナテ・、立ち上が

り部指押さえ。内面横ミがキ。

角閃石極多、石英得

少 赤色顔料

第274図  4区 S D16f溝 出土遺物28(1/4)
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第275図  4区 S D16f溝 出土遺物29(1/4)
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挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

把手付広片 細・ 極多 灰黄褐色 把手部。把手部は鈍 く摘み出して指押さえ顕

著。台形状に突出した立ち上が り部は直立 し

端部四角く納める。側縁端は四角く納める。

体部外面縦タス・り。内面立ち上が り部横ミがキの

ち体部分割縦ミがキ、端面ナテ・。

角閃石極多、

外面黒変

赤色顔料

把手付広片

口皿

細・極多、

粗 。少

燈色 把手部。把手部は立ち上が り部下端を外方に

引き出して短い。半円形に低 く突出した立ち

上がり部は強 く外反 して端部は尖る。外面体

部縦ナテ・、把手部・立ち上が り部指押さえ。

内面立ち上が り部横ミがキ、側面縦ミがキ。

角閃石極多、

石英等少

赤色顔料

把手付広片

口皿

細・極多 にぶい黄褐色 把手部。立ち上が り部下縁から伸びる短い把

手部は剥落。やや外傾する立ち上がり部は上

半部剣落。外面体部縦ミがキ、立ち上が り部横

ミがキ。内側面縦ミがキ、立ち上が り部・底面横

ミがキ。

角閃石極多、雲母多

、石英等少 赤色顔

料
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第276図  4区 S D16f溝 出土遺物30(1/4)

挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

把手付広片

口皿

細・極多 灰責褐色 把手部。把手部は短 く、立ち上が り部下端を

縁取る。低い台形状に突出した立ち上が り都

はほぼ直立 して伸び、四角く納める。外面指

押さえ、内面横ミがキ、体部外面ナテ・。内面縦

横ミがキ。

角閃石極多、雲母多

赤色顔料

把手付広片 細・極多 黒褐色 把手部。把手部は短 く、立ち上が り部下端を

縁取 り指押さえ顕著。低い半円形に突出 した

立ち上が り部は強 く外反 して伸び、端部は四

角く納める。外面指押さえ、内面横ミがキ、体

部外面縦タス・り、内面縦ミがキ。

角閃石極多、雲母多

赤色顔料

把手付広片

□皿

細・極多 にぶい黄褐色 把手部。立ち上がり部下端を外方に鈍く摘み

出して痕跡的な把手部となす。立ち上がり部

上半は劇落。外面体部ハタ、立ち上がり部、把

手部指押さえ。内面横ミがキ。

角閃石極多、雲母多

赤色顔料

把手 付広片

回皿

細 。極多 暗灰黄色 片田部。口縁部はやや反って端部は丸 く納め

る。側縁端部は四角く納める。内面横ミがキ。

角閃石極多、雲母・

石英等 赤色顔料

把手付広片 細・極多 にぶい責褐色 片口部。日縁部はゆるく湾曲して開き、端観

は尖る。側縁端部は内外に摘み気味に四角く

納める。外面口pき 目顕著、内面縦ミがキ。

角閃石極多、石英響

少 赤色顔料
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第277図  4区 S D16f溝 出土遺物31(1/4)

本例では,わずかに反 り気味の短い片口部が長軸にやや斜交 して取 りつ く。 (939～ 944)

は把手部が比較的強 く発達 した形態。 (947～ 953)は把手部の発達がやや鈍い形態。 (954

～959)で は把手部は立ち上がり部下縁のわずかな突出にすぎない。また立ち上がり部は

側縁部よりも高 く,直立ないしはやや外傾 して台形 もしくは半円形に突出することが多い

挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

把手付広片

□皿

細 。極多 にぶい黄褐色 把手部。立ち上が り部下端に貼 り足 した把手

部劇落。低い台形状に突出した立ち上が り部

はやや内傾 して伸び、端部は四角く納める。

側縁端は四角く納める。外面体部縦ハケ、立ち

上が り部指押さえ、上端横ハケ。内面立ち上が

り部横ハケ、体部横ミがキ。

角閃石極多、雲母

赤色顔料

把手付広片

□皿

細・極多 暗灰黄色 把手部。立ち上がり部下端を張り出して痕跡

的な把手部となす。台形状に突出した立ち上

がり部は外傾して伸び、鈍く尖る。外面体部

縦ケス・り、立ち上がり部指押さえ。内面立ち上

がり部横ミがキ、側面横ナテ・。

角閃石極多、

赤色顔料

把手付広片

口皿

細・極多 にぶい費橙色 把手部。把手部は立ち上が り部下縁を鈍 く摘

み出すのみ。半円形に突出した立ち上が り部

はやや外反 して伸びEE厚気味に丸く納める。

外面縦ナテ・、内面立ち上が り部・底面横ミがキ

、側面縦ミがキ。

角閃石極多 赤色顔

料
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が,(9500953)の ように強く反り返ることは少ない。(9450946)は 体側縁部片。(9550

956)は 片田部片。体部内面は緻密なミガキ調整で仕上げ, これと対照的に体部外面はケ

ズリ仕上げ,把手部などは指押さえの凹凸を顕著に残すなど粗い。(938)の ように外面箆

ミガキ例はかなり少ない。このような調整手法は鉢,特にバケツ形を呈するやや小形の大

第278図  4区 S D16出 土遺物 1(1/4)
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挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

直□壺 ral・ 極多 にぶい黄褐色 口頸部はやや外傾 し短 く立ち上がる。端部は

丸く納め、外面直下強い凹線 1条。横ナテ・。

角閃石極多

直□壼 細・極多 灰黄褐色 □頸部はほぼ直立 し、端部は四角く納める。

外面縦ハケ後縦ミがキ、内面下半部指押さえ。

角閃石極多、赤色粒

直□壺 細 。極多 灰黄色 口頸部はやや反 って立ち上が り、端部は鈍 く

外方に摘み出す。内面頸基部まで横タス・り、鰺

部指押さえ。

角閃石極多

広口壼 細・極多 にぶい褐色 短い頸部から口縁部は緩 く折り返 して短い。

端部は鈍 く下方に摘み出し上部も突出。端面

凹線後 6個 1対 2段の円形刺突文。頸部外面

鈍い凹線。内面肩上端まで横タス・り。

角閃石極多

広□壺 ? 細・極多 にぶい橙色 不明瞭な短い頸部から口縁部は強 く折り返 し

て短 く開く。日縁・頸部内面の強い検ナテ
゛
で

折り返し部に鈍い稜・頸部凹面。端部は上下

に摘み出して端面凹線。外面縦ハタで叩き目残

る。内面指押さえ。

角閃石極多

広□壼 細・極多 褐色 短い頸部から強 く折り返 して日縁部は短 く水

平に開く。端部は下方に強く張 り出し、上方

も突出。外面頸基部小刺突文、肩部縦ミがキ。

体部内面上端まで横ケス・り。

角閃石極多

広□壺 細・極多 にぶい橙色 ほぼ直立する頸部から緩やかに折り返して回

縁部は短く開く。端部は上方に摘み出すと共

に下方も強く張る。端面円形刺突文、頸基部

斜線文。内面頸部絞り日、基部指押さえ。

角閃石極多

無頸壺 細・極多 褐色 強 ぐ内湾する肩上部から小さく反って端部は

丸 く納める。肩上端部の相対する位置に2孔

1対の孔通孔。内面横ケス・り後指押さえ。

角閃石極多

細頸壼 細・極多 明褐色 扁平な体部で強く張 った最大径部に凹線 1条

で、上下端を鈍 く突出。外面上半部縦ミがキ、

下半部横ミがキ。内面上半部指押さえ。下半部

指押さえ後縦ハケ

角閃石極多
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o                    10cm

挿図番号 器種 □径 器 高 底径 胎 土 色調 形態上の特徴など 残存率 備 考

壺 細 。極多 にぶい黄褐色 不明瞭な頸部から口縁部は強く折り返して短

く開く。日縁・頸部内面の強い横ナテ
゛
で屈曲

部に鈍い稜。端部は鈍く肥厚しつつ上下に摘

み出し端面鈍い凹線。

角閃石極多

甕 細・極多 にぶい黄橙色 □縁部は強 く折 り返 し短 く開く。端部は鈍 く

肥厚 しつつ上方に摘み出し下方も張る。端面

凹線。外面繊ハタ、内面上部横ハケ後指押さえ。

角閃石極多

甕 細・極多 にぶい責色 口縁部は強 く折 り返 して短 く外反。端部は上

方に摘み出 して直立する端面に凹線。外面縦

ミがキ、内面縦ハケ後上端部指押さえ。

角閃石極多

甕 細 。極多 黒褐色 痕跡的な頸部から□縁部は強 く折 り返 して短

く開く。口縁・頸部内面め強い横ナテ
゛
で折 り

返 し部に鈍い稜。端部は下方に強 く摘み出し

上部も突出。端面凹線。外面縦ハケ後横ナテ・、

内面肩下半部まで横タス
・り後指押さえ。

角閃石極多

高杯 細・極多 灰白色 橙色 浅い外部。強 く屈曲して上半部は短 く直立。

端部は四角く納める。外面横ナテ・、内面上半

部横ミがキ、下半部横ハケ後疎らな放射状ミがキ。

角閃石極多

脚 細・極多 灰黄色 脚裾部は緩やかに外反 して開 く。端部は鈍 く

肥厚 しつつ上下に張 り出 し端部凹線。 2孔 1

対の円形透か し、内面横タス・り。

全周 角閃石極多

器台 細・極多 明褐色 口縁部は強 く外反 して開き、端部に粘土帯を

付 して断面三角形の垂下口縁。端面横ハケ後円

形浮文 。円形刺突文、口縁部内面横ハタ後円形

刺突文 2段。

角閃石極多、石英等

・雲母

大形器台 ? 細 。極多 暗褐色 にぶい責橙色 口縁部は大きく開き、端部は粘土帯を付して

上下に摘む。端面強い凹線。外面横ナテ・、内

面横タス・り後横ミがキ。

角閃石極多 (合粗種

)

器 台 細・極多 にぶい赤褐色 脚裾部は緩やかに開き、端部は鈍く肥厚 して

外方に突出。端面・裾部凹線。内面横ケス・り。

大形円形透か しから短い垂下沈線 2条

角閃石極多

第279図  4区 S D16出 土遺物 2(1/4)
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0                   10cm

挿図番号 器 種 口径 器 高 底 径 胎 土 色 調 形態上の特徴な ど 残存率 備 考

大形鉢 細・極多 にぶい橙色 口縁部は緩 く反って端部は鈍 く肥厚 しつつ外

方に摘み出す。内面横ミがキ。

角閃石極多

大形鉢 細・極多 にぶい黄橙色 □縁部下に屈曲部の退化 した鈍い段。端部は

外方に摘み出すと共に内方も張る。

角閃石極多、雲母多

大形鉢 細・極多 黒褐色 暗褐色 体部は強 く開 く。放射状ミがキ。 角閃石極多 赤色顔

料

第280図  4区 S D16出 土遺物3(i/4)

形鉢と同様である。この種の鉢の内面調整に分割横 ミガキが多用される点もそれに通 じる。

また把手部の剥落 した (942)は 把手付広片口皿の成形法を検討する際に示唆的な資料

である。この資料では剥落痕から把手部は立ち上がり部下縁に後から付設 したことがわか

る。把手が未発達な,立ち上がり部下縁の小突起にすぎない形態は別として,そ の部分が

より発達 した形態ではこのように貼付するものがあるのであろう。また側縁端部で,立ち

上がり部に接 した部分に残る接合痕から,立ち上がり部の上半部,す なわち側縁より隆起

した部分が後から貼付された可能性が考えられる。とすれば,把手付広片口皿成形の少な

くとも一手法として,大形鉢下半部を縦に半載 した形態を作 り (実際に鉢形品を半裁 して

切断面を側縁としても不都合はない。),底部「切断面」に粘土帯を付 して,隆起 した立ち

上がり部とし,底部縁辺にも同様に貼付 して把手部を作る手順を想定できる。

以上示 した f溝資料は後期初頭を中心とし,そ の中でも新 しい様相を示す資料が多い。

また先に述べたように本溝は最下層に堆積する薄い粗砂層から,その存在を復元 している。

少数認められる後期前葉以降に下る可能性が高い資料は上層 (e溝以後)資料を混入させ

てしまったものと考えている。
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(960～983)は その他のS D16出土遺物である。 トレンチ資料などでa～ i溝のどれに帰

属するか明確にしえなかったものをここで一括して報告する。(960)は直口壺で口縁部直

下に凹線を 1条だけ巡らす。(9610962)は長頸形態で回頸部無文。端部は四角く納める。

(963・ 964)は短い頸部が直立する形態の広口壺。どちらも日縁部の折り返 しが緩やかで

ある。広口壺 (965)は頸下部に針穴状の細かい刺突文を巡らす。(966)は 頸部がやや発

o                  10cm

挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備 考

把手付広片 細 。極多 黒褐色 把手部。把手部は短く半円形に開き、指押さ

え。立ち上がり部はやや外傾して伸びる。外

面指押さえ、内面ナテ・。体部外面縦ナテ
゛
、内面

横ミがキ。

角閃石極多、雲母多

赤色顔料

把手付広片 細・極多、

中・普

灰黄褐色 把手部。粘土帯を貼 り分厚 くした立ち上が り

部下縁から短い舌状の把手部が伸びる。立ち

上が り部劇落。体部内面縦ミがキ、外面横ハケ。

角閃石極多、石英等

赤色顔料

把手付広片

口皿

細・極多 灰黄色 把手都。把手部は大きく下方に張り出して開

く。わずかに突出した立ち上がり部はやや外

傾して、端部は丸く納める。外面ナテ・、体部

外面縦ナテ
゛
、内面縦ミがキ。

角閃石極多、赤色粒

赤色顔料

第281図  4区 S D16出 土遺物 4(1/4)
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第282図  4区 S D16出 土遺物 5(1/2)
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挿図番号 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 石材 形態 。手法の特徴 備考

石鏃

'ヌ

カイト 平基

石鏃 サヌカイト 凹基

石鏃

'ヌ

カイト 平基

石鏃

'ヌ

カイト 平基 未製品 ? 先端部折損

石鏃 サヌカイト 平基 先端部折損
石鏃

'ヌ

カイト 凹基

石鏃

'ヌ

カイト 有茎 肉厚

石鏃 ,ヌカイト 有茎 茎部折損

石鏃 ,ヌカイト 凸基

スクレイパー サヌカイト 折損

打製石庖丁 11 刃部調整粗雑 背部潰 し 稜部摩耗微弱 折損

スクレイパー 背部片面調整 刃部二次調整微弱 折損 ?
スクレイパー

'ヌ

カイト 背部折 り取 り面 刃部調整微弱

?

'ヌ

カイト 摩耗顕著
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挿図番号 器種 現存長 最大幅 最大厚 重週 石材 形態 。手法の特徴 備考

打製石庖丁 0

'ヌ

カイト 背部漬 し 扶 り片面調整

打製石庖丁
'ヌ

カイト 背部片面調整 左面稜部摩耗微弱

打製石庖丁 1

'ヌ

カイト 扶 り漬 し 稜部摩耗少 折損

打製石庖丁
'ヌ

カイト 背部漬 し 右面摩耗顕著 折損

打製石庖丁
'ヌ

カイト 左面刃部摩耗 折損

打製石庖丁 サヌカイト 背部漬 し 綾部摩耗微33 折損

スクレイノ`一 サヌカイト 左面稜部摩耗 折損

1005 打製石庖丁 サヌカイト 稜部摩耗 折損

1006 打製石庖丁 5 稜部摩耗

第283図  4区 S D16出 土遺物 6(1/2)
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挿図番号 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 石材 形態 。手法の特徴 備考

打製石庖丁 0` 右面稜部摩耗

打製石庖丁 0 ,ヌカイト 縁辺片面調整 扶 り潰 し

打製石庖丁 サヌカイト 刃部調整やや粗雑

打製石庖丁

'ヌ

カイト 背部漬 し 稜部摩耗微弱

打製石庖丁 サヌカイト 快 り片面調整 折損

打製石庖丁

'ヌ

カイト 背部折 り取 り面 右面摩耗顕著 折損

第284図  4区 S D16出 土遺物 7(i/2)
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挿図番号 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 石材 形態 。手法の特徴 備考

打製石庖丁 背部漬 し 稜部摩耗微弱

打製石庖丁 刃部調整粗雑 稜部屋耗少 折損

打製石庖丁 背部漬 し 稜部摩耗微弱 折損

打製石庖丁 片岩 折損

有溝石錘 5 花闘岩 広面に擦 り切 りの溝

3 砂岩? 両面研磨 縁辺部敵打 折損

第285図  4区 S D16出 土遺物 8(1/2)

達し,下半部に斜線文を配する。甕 (9700971)は 口縁端部を上方に強く摘み上げる形態

で,多数派ではない。逆に下方に強く引き出す (972)も 同様である。高不 (973)は 直立

口縁形態の古い様相を示す。高不脚 (974)は端部の肥厚が弱くやや新 しい様相である。

鈍い垂下口縁形態の広口壷 (975)は 外反が強く新しい様相である。器台 (976)は 口縁端

部の拡張が鈍い。器台脚 (977)は 透かし孔下に短刻線 2条を見る。

大形鉢 (978)は鈍く肥厚した口縁端部を小さく反る。(979)は 拡張口縁形態であるが,
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端部の摘み出しと直下の屈曲が共に鈍くなっており新 しい様相である。把手付広片口皿

(983)は 把手部が下方に強く伸びた形態。(981)は 把手部の発達が弱い。(982)は 把手下

部が段状に隆起する特異な形態。

この他, f溝から銅鏃 (1028)を 検出している。全長4.3cm,鏃身幅1.9cmを 測り,逆刺

があり茎は1.9cmと やや長い。鏃身は扁平で明瞭な鏑はない。茎部分に微妙な鋳型のずれ

が認められる。銅質は良くない。

本溝資料では特に小形の石鏃を確認していない。(984～989)は平基ないし凹基の石鏃。

U scm

-第286図  4区 S D16出 土遺物 9(1/2)
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挿図番号 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 石材 形態 。手法の特徴 備考

スクレイパー? 0 石鍬片転用 ?摩耗微弱

1 ,ヌカイト 縁辺部漬 し 折損 ?
砥石 上端面に半円錐形の凹面 擦痕顕著
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挿図番号 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 石材 形態 。手法の特徴 備考

1027 凹み石 9 砂岩 両面中央部と縁辺の一部に敲打痕

挿図番号 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 材質 形態 備考

餃 銅 有茎 鏃身は扁平で逆刺付き。鏑な し 銅質不良

第288図  4区 S D16出 土遺物li(1/301/2)

(988)は 未製品の可能性がある。(989)は 調整剥離が深 く整っているが,他では浅 く断面

形 も扁平である。(990～992)は 有茎式。 (990)は細身で厚手の形態を持ち他 とかなり異

なる。(994)は 明瞭な背潰 し加工を認めるのでむしろ石庖丁とみなしてもよいかもしれな

い。(995)は 背部の折 り取 り面に丁寧な潰 し調整を加える。(997)は スクレイパーとした

が,刃部は明瞭ではない。月ヽ形の石核でもよい。 4区で検出した後期段階の打製石庖丁で

はサヌカイ ト製を主とするものの一定量の片岩及び安山岩系等の石材の使用を確認 してい

るが,本溝に限っていえば非サヌカイト製石庖丁は片岩製 (1016)1例にすぎない。(9980

99901001)は かなり小形であるが,短冊形を呈 し,少なくとも一方の短辺に挟 りを見る

ので石庖丁とみなした。(10070101401015)は 端部が狭 くなる形状だが,快 りを作 り出

している。(1008)は 縁辺部は全て片面調整。(1012)も 刃部はほぼ片面調整といってよい。

(1009)は 背部 0刃部ともにかなり粗雑な調整であるが,不明瞭なが らも扶 り部を作 り出

している。片岩製打製石庖丁 (1016)は 他の片岩製と同様に板状自然礫を素材 とし,縁辺

部の若干の整形で仕上げる。ただし挟 り部は明瞭である。 (1017)は有溝石錘。花同岩製

である。(1018)は 器種不明の円盤状石製品。紡錘車未製品か。端辺は細かい調整剥離を

未だとどめるが,他は丁寧に研磨 している。 (1019)は石鍬刃部片を再加工 しているが明

瞭な刃部を作 り出しているわけではなく器種不明。(1020)は大形剥片の縁辺部の一部に

潰 し状の調整を加えたもの。(1021)は 方柱状を呈する小形の砥石。肌理が細か く仕上げ
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用か。一方の端面に向かい合わせに半円錐形のくばみを持ち,そ の部分に横方向の擦痕が

顕著に残る。他遺構に比べて石鍬の検出数も目立って少ない。(1022～ 1025)の 4例 にす

ぎない。いずれも刃部片で (1022・ 1025)は 調整剥離はかなり貧弱である。(1024)は細

身でかなり小振りだが先端部は顕著に磨耗している。(1026)は柱状片刃石斧転用の叩き

石。先端部に使用痕が顕著に見られる。(1027)は砂岩製凹み石。両面の中央部に敲打痕

が集中する。

S D17(第 289～ 295図 )

B16～ C17区で検出した溝状遺構である。東側にS D18～ 22の小溝群がほぼ並行する。

また4区東端の掘立柱建物群の西縁を画する位置にあたる。概ね南西一北東方向で蛇行し,

北端部で 2条に分岐する。溝断面形は概ね逆台形様を呈し,分岐部以南では溝幅2.5m～ 3.5

1型
a,

15.80~b'

1.明黄灰色粘質土
2.暗黄黒灰色粘質土
3.暗黄褐灰色粗砂層
4.黄灰色砂礫層
5.暗黄褐色粘質土

1週 c,

゛ゝ

黒褐色粘質土 (砂含む)

黒灰色粘土層
黒灰色粘土層 (砂混じり)

黒灰色砂礫土層
灰褐色粘質土
濁黄色砂礫土層
明灰褐色粘質土層
黒色粘土層

や型 d,

性__計__型Pi:
5.
6.

侭

黒褐色粘質±       9.
黒灰色砂礫層       10.
黄灰色シル ト層 (/1ヽ礫混じり)11.

第289図  4区 S D17平・断面図 (1/40001/40)

黒褐色粘質土 (砂含む)

濁褐色砂質土
灰褐色砂質土

7.黒灰色粘土 (′lヽ礫砂若干含む)

8.黒灰色シル ト   0
貴福色粘質土 (地 山)

褐灰色粘質土(砂含む)

明黄色砂質土

黄褐色砂質土
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挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

壼 細 。少、中・ 多 橙色 口縁部は強く開き、端部は上下に張り気味に

四角く納める。端面に「ハ」字状の短刻線。

外面縦ハク後ナテ・。

石英等多、角閃石少

量 搬入品

高外 細・極多 明黄褐色 中位で強 く屈曲 して段。上半部は外反 して端

部尖る。上半部外面凹線

角閃石極多

1032 高杯 細・極多、中・

普

明黄褐色 杯上半部はやや外傾 して端部は外方に小さく

摘む。横ナテ・。

角閃石極多、石英等

高跡 細 。極多 明責褐色 中位で屈曲して鈍い稜。上半部は短 く直立。

端部は外方にやや張 り四角く納める。横ナテ
゛

角閃石極多

高杯 細・極多 にぶい責色 中位で屈曲して鈍い稜。上半部は短く外反し
て開く。端部は肥厚気味に四角く納める。

角閃石極多

103[ 高杯 細・極多、中 。

普

黄褐色 浅い外部。中位で強く屈曲して段。上半部短

く外傾して端部は外方に大きく引き出す。

角閃石極多、石英等

103( 高外 細 。極多、中・

多

明褐色 中位で屈曲して鈍い稜。上半部外傾。端部は

鈍く外方に摘み出し内方も張る。横ナテ・。

角閃石極多 (含粗粒

)

脚 細 。極多、中・

多

明褐色 脚裾は緩やかに開き、端部で小さく反ってや

や尖る。内面横ケス・り。

角閃石極多 (合粗粒

)

脚 細・極多 明責褐色 脚裾部はやや内湾気味に開き、端部は肥厚 し

てつ上下に摘み出す。端面凹線。外面横ナテ・

、内面横タス・り。円形透か し

角閃石極多

脚 細・ 極多 明褐色 脚裾部はやや内湾気味に開き、端部は肥厚 し

て下方に摘み出す。端面凹線。外面横ナテ・、

内面横タス・り。

角閃石極多

脚 細・ 極多 明褐色 脚裾部は内湾気味に開き、端部は肥厚 しつつ

下方に引き出し上方もやや張る。内面横タス・リ

角閃石極多

脚 細・極多 明褐色 脚端部は断面矩形に強 く肥厚。内面検ケス・り。 角閃石極多
104乏 脚 細 。極多 賞褐色 脚裾部は強く開き、端部は肥厚して上方に鈍

く張る。端面凹線、内面横タス
゛
り。円形透かし

角閃石極多

鉢 細・ 極多 明責褐色 弱く内湾 して立ち上が り端部は丸 く納める。

日縁部直下に沈線 2条。

角閃石極多、雲母

鉢 細・ 極多、中・

普

黒褐色 明賞褐色 やや内湾気味に立ち上が り上半部で鈍く屈曲

して鈍い段。日縁部はやや内傾 して端部は外

方に摘み出す。横ナテ・。

角閃石極多、雪母・

石英等

第290図  4区 S D17上層出土遺物 1(1/4)
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mを測る。また東分流では幅2.2m,西分流は1.5mと なる。本溝周辺は地山下層の砂礫層

が緩やかに隆起しており,溝床面は同層に達している。そのため部分的に溝埋土の砂礫層

と地山下層との区分が不明確な箇所もある。深さは0。 2～ 0。45m前後となる。また上記 した

理由から,溝床面レベルを各地点において厳密に測定しえなかったため,地勢からみて北

流する可能性が高いが流下方向も断定しがたい。ただし,床面 レベルは標高15.3m前 後と

なる。

溝埋土は大別 3層 に区分できる。上層は周辺部の地山表層に比較的類似した明黄灰色粘

質土で,北半部C-17区部分の大部分で確認できるが,削平のためか南半部では局部的な

9      9Cm

挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

壺 細 。極多 明賞褐色 強 く折 り返 し口縁部は短 く開く。端部は上方

に摘み出 し下方もやや張る。端面沈線 3条。

角閃石極多、石英等

壺 細・極多 明褐色 痕跡的な頸部から強く折り返して口縁部は知

く開く。端部は上下に摘み出す。

角閃石極多

甕 細・極多 黄褐色 痕跡的な頭部から折 り返 して口縁部は短い。

端部は上下に張 り出す。日縁部・頸部内面の

強い横ナテ
゛
で折 り返 し部に稜。

角閃石極多、雲母

甕 細 。極多 責褐色 強 く折 り返 して口縁部は短い。端部は上方に

摘み気味に四角く納める。内面肩部上端まで

横タス・り。

角閃石極多、赤色村

小形器台 細・極多 黄褐色 脚裾部は強く開き、端部はわずかに肥厚して

四角く納める。外面凹線、内面横ケス・り。

角閃石極多、雲母

大形器台 細・極多 明褐色 脚裾部は外反して強く開き、端部は四角く納

める。

角閃石極多、石英響

多

1051 大形器台 中 。多、粗・多 浅黄橙色 脚裾部は強く開き、端部は肥厚して下方に小

さく張る。

石英等・ 赤色粒多

搬入品

1052 ? 中 。多 灰白色 突出気味の平底で、外面下端横ミがキ、以上縦ミ

がキ、内面板ナテ・。

全周 石英等・赤色粒多

壼 中・普 暗褐色 黒褐色 壺頸部か。横位の箆描並行沈線 石英等

壼 中・多 橙色 口縁部は緩やかに折 り返 し短い。端部は丸く

納める。内面検ミがキ。

石英等 。赤色粒多

第291図  4区 S D17上層出土遺物 2(1/4)
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挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎 土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

1055 突帯文土器 中・ 多 黄灰色 やや外反 して立ち上が り端部は丸 く納め刻み

目。□縁部直下に断面蒲鉾形の刻み 目突帯。

下部に6条 1組の箆描垂下沈線

石英等多

突帯文土器 中・多 灰黄色 端部は薄 く尖 り、日縁部直下に断面蒲鉾形の

低い刻み 目突帯。下部に縦位の箆描沈線

石英等多

突帯文土器 中・多 浅黄橙色 □縁部は薄 く尖る。直下に低い断面蒲鉾形の

突帯 1条。頂部に刻み目。□縁部内面沈線 4

条。外面横ナテ・。

石英等多

突帯文土器 中・ 多 にぶい黄橙色 灰色 やや外反気味に立ち上がり端部は尖る。日縁

部直下に断面蒲鉾形の刻み目突帯。下部に箆

描並行沈線。山形文か

石英等多

突帯文土器 細・普 黒褐色 端部は丸 く納めて刻み目。口縁部直下に断面

台形の低い刻み 目突帯。下部に縦位の箆描並

行沈線。

石英等

突帯文土器 細・少、中・普 にぶい黄褐色 □縁端部は外反 して尖る。断面薄鉾形の突帯

を付 し、下部に縦位の箆描並行沈線。

石英等、角閃石少

突帯文土器 中・ 多 黒色 外面縦位の範描並行沈線。山形文カ 石英等多

突帯文土器 中・ 多 黒褐色 灰黄色 外面縦位の箆描並行沈線。 石英等多

突帯文土器 中 。多 18灰 色 外面縦位の箆描並行沈線。山形か。 石英等多

突帯文土器 細・ 少、中・多 にぶい黄褐色 外面縦位の箆描並行沈線。山形文か 石英等多、角閃石少

突帯文土器 中・普 暗灰責色 外面縦位の箆描並行沈線。山形か。 石英等

突帯文土器 細・普 灰黄色 黒色 外面縦位の箆描並行沈線。山形文か 石英等

突帯文土器 中・普 灰黄色 黒色 外面縦位の箆描並行沈線。山形文か 石英等

壼 中・普 にぶい褐色 口縁部は外反気味に開き、端部は肥厚気味に

丸く納める。内外面横ミがキ。

石英等・赤色粒

中・ 多 黒褐色 縁辺が強 く張 った突出底。外面横位の条痕、

内面ナテ・。

石英等多

中 。多 にぶい黄橙色 黒褐色 やや縁辺の張 り出 した突出底。外面やや粗雑

な横ミがキ、内面サテ・。

石英等多

中・多 灰白色 鈍い突出底で体部の張 り強い。内面ナテ・。 全周 石英等多

第292図  4区 S Di7下層出土遺物 (1/4)
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残存にすぎない。中層の黒灰～黒褐色粘土は溝全域で確認できる。下層は暗黄灰～暗灰色

の粗砂もしくは砂礫層で,B17区の過半とC17区では分岐点周辺から西分流で確認できる。

上層堆積層は中層上面の凹部を埋めるように薄く堆積するが,中層堆積物は下層堆積物を

開削した後に堆積した状態が確認できる。なお下層堆積層は東分流では確認できない。 し

たがって西分流が先行し,一定期間を経て,下層堆積物の除去と共に東分流を開削したも

のと考える。

全般的に検出資料は多くなく,ま た大部分が細片化している。(1030)は短いが強く開

いた壺口縁部。端部は小さく上下に張り出し,狭い端面に「ハ」字状の短刻線文を配す。

形態的には西部瀬戸内系統と考えたい。なお胎土から搬入品と判断できる。(1031)は後

期初頭段階の外反口縁形態である。薄く尖った日縁部と強い屈曲部が特徴である。(10320

1033)は直立口縁の高不だが,上半部がやや開くなど新しい様相を備える。外反口縁形態

の (1034)は 明らかにこれらの後出的な形態である。拡張口縁形態でも (1035)の極端な

口縁端部引き出しや (1036)の 屈曲部の鈍化は共に後期初頭でもより新しい様相といえる。

(1037)は 円錐状脚部で脚端部を小さく外反させる形態。(1038～ 1042)は 脚端部を肥厚す

る形態だが,何れも端上部の摘み出しは弱い。(1043)は 口縁部を丸く納め直下に沈線 2

条を巡らす。大形鉢としてはやや小振りである。口縁部拡張形態の大形鉢 (1044)は 屈曲

部・ 口縁端部の摘み出しはかなり鈍化している。甕 (1045～ 1049)は 口縁部がやや伸び端

部拡張が鈍化した新しい様相を示す。(1048)は後出する「 く」字口縁甕であろう。器台

脚 (1051)の 脚端部形状は多くない。

(1052～ 1054)は弥生前期資料。(1053)は壺頸部で並行沈線 4条を見る。この他図化

し得なかったが少量の晩期資料も混入している。以上示したように中 0上層資料では後期

初頭の新相からおそらく後期中葉まで下る段階の資料を中心とし,少量,弥生前期以前の

資料をまじえている。

下層資料では縄文晩期を中心とする。突帯文土器は口縁部はやや外反気味に尖り,端部

に刻み目を持つ例 (105501059)は多くない。突帯は低い断面蒲鉾形を呈する形態が多く,

台形状のしっかりした形態 (1060)は すくない。また突帯下に縦位の並行沈線文を施すこ

とが多い。その構成は垂下文 (1055)と 山形意匠とがある。後者ではやや崩れた構成

(1065等)が 目に付く。(1068)は 壺口縁部。わずかに肥厚気味に丸く納め,丁寧に磨 く。

底部 (106901070)は窪み底とはならないが,強 く突出して縁辺部がよく張り出す。

(1072)は 平基の小形石鏃。(1073)は細身の凹基式石鏃だが,中位がくびれた形態を
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挿図番号 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 石材 形態 。手法の特徴 備考

石鏃 サヌカイト 平基

石鏃 1 サヌカイト 凹基 先端部折損

石鏃 1 サヌカイト 凹基 先端部折損

打製石庖丁 6. リヌカイト 折損

打製石庖丁 4 背部折 り取 り面 折損

スクレイパー 2 背部調整無 し 刃部調整微弱 折損

石鍬 6 6 サヌカイト 側縁折り取り面残す 先端稜部摩耗微弱 基部折損

石鍬 4 1007 サヌカイト 両側縁漬 し 稜部摩耗 先端部折損

石鍬 サヌカイト 両側縁潰 し 先端部折損

石鍬 サヌカイト 側縁漬 し

第293図  4区 S D17出 土遺物 1(1/2)
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鯉

0 5cm

-

挿図番号 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 石材 形態・手法の特徴 備 考

石 鍬 8. 両側縁漬 し 先端部折損

1083 石鍬 1 リヌカイト 左面先端部摩耗顕著 折損

1084 石鍬 3 摩耗微弱 基部折損

第294図  4区 S D17出 土遺物 2(1/2)
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第295図  4区 S D17出 土遺物 3(1/2・ 1/3)

持つ。(1074)は 凹基の小石鏃。打製石庖丁 (1075)は短辺に浅いが明瞭な扶り部をもう

ける。(1076)は 裁断面を持つ小形の楔形石器。スクレイパー (1077)は刃部調整粗雑で

背部は自然面のまま,二次調整はない。(107901080)は石鍬基部で側縁は丹念に潰 し調

整を加える。(1081)は 細身の石鍬で縁辺部の調整は深く及んでいない。(1082)は形状が

挿図番号 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 石材 形態・手法の特徴 備考

1085 石鍬 安山岩系 両端折損

大形砥石 1558.8 両面平滑 使用顕著 擦痕 折損
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整わないが, ほぼ並行する両側縁に明瞭な潰し調整が顕著なことから石鍬基部とした。

(1083)は やや薄い大形剥片を素材とし側縁・刃部の調整はあまり深く及ばない。(1085)

は安山岩系の板状礫の両側縁に細かい調整剥離を施す。形状から石鍬と推定した。(1086)

は大形の砥石。両面を使用し研ぎ面はほぼ平坦である。

以上の資料から本溝の開削は縄文時代晩期後半に遡り,埋没の完了は弥生時代後期中葉

までは下るものと考えられる。

a_   1製 a, b_  1堅 pb,

“
型 d,e_

“
型 e,

“
型 f,

へ

ヽ
、

不k

“
型 g,

〕            5m

第296図  4区 S D18～ 22平・ 断面図 (1/20001/40)

S D18～ 22(第 296～ 302図 )

4区東端, S D17の東側で概ね延長20m前後を確認 した小溝群である。 B17区南半では

削平によつて残存 していない。やや蛇行 し,重複 して南西―北東方向を持つ。切 り合いか

らS D22→ S D20021→ S D19, S D18→ 19の 関係が確認できる。なお S D21は S D20北

1.暗灰色砂質土
2.灰褐色砂質土
3.暗黄褐色粘質土
4.暗灰褐色砂質土
5。 暗黄灰色粘質土
6.黄灰色砂質土
7.暗褐灰色砂質土
8.褐灰色砂質土
9.黄褐色粘質土

0__「
T¬____―――ム

m

D20

―-382-―



半で分岐する小溝である。

S D18は 検出部分南半の過半を S D19に よって損なわれている。断面皿状で幅は0.5～

2mと 一様ではなく深さは0.05m程度に過ぎない。埋土は暗灰色～暗褐灰色の砂質土であ

る。

S D22は 小溝群中,最新の溝で, S D21・ 24025を切る。やはり断面皿状で幅0.5～ 1.0

m,深 さ0.05～ 0.lmを 測る。埋土は暗灰色砂質土である。

S D20は S D22を切る小溝で,本溝から分流するS D21は S D19に 切られる。 S D200

21共 に,小溝群でも一際小規模で,幅 0.2～0.4m,深 さ0.05mを 測るに過ぎない。埋土は

黄灰～暗褐灰色砂質土である。

S D22は S D19020に切られる。幅0.6m前後,深 さ0.05mで ぁる。埋土は褐灰色砂質土

である。

なお小溝群の床面レベルは15.6m前後で,そ の微妙な高低差から北東に流下するものと

考えられる。

(1087～ 1091)は S D18出 土資料。(1087)は大形の短頸壺。緩やかに開いて端部は鈍

く摘み出す。(1088)は 直立する頸部が明確すぎるが甕であろう。端部は肥厚しつつ小さ

く摘み上げる。拡張口縁高琢 (1089)は 上半部がやや伸び,日縁端部も外方にだけ摘み出

0                 10cm

第297図  4区 S D18出 土遺物 (1/4)

挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考
1081 短頸壺 細・極多、中・

普

橙色 □縁部は級やかに折 り返 して短い。端部は肥

厚 し小さく上下に摘む。端面凹線。横ナテ・。

角閃石極多、雲母多

、石英等

広口壼 ? 細 。極多 にぶい黄褐色 内傾する不明瞭な顕部から強く折り返し□縁

部は短く開く。端部は鈍く肥厚しつつ上方に

摘み出す。端面凹線。日縁部内面強い横ナテ・

で凹面。内面肩部まで横クス・り。

角閃石極多、石英等

多

高鉢 細 。極多、中・

多

明黄褐色 中位で強く屈曲して鈍い段。上半部はやや外

傾して端部は外方に摘み出し、頂部凹線。

角閃石極多、雲母多

、石英等多
大形鉢 細・極多、中 。

多

黄褐色 やや屈曲 して鈍い段。日縁部はほぼ直立 して

端部は外方に摘み出す。

角閃石極多 (含粗粒

)、 雲母多
大形器台 細・極多 明黄褐色 脚裾部は緩やかに開き端部は四角く納める。

端面鈍い凹線。裾部隅丸長方形の大形透か し

、中位に沈線。外面縦ミがキで下端部横ナテ・、

内面指押さえ顕著。

角閃石極多、石英等

多
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すが中位の屈曲はまだ顕著である。大形鉢 (1089)は 口縁部直下屈曲部は鋭い形態。大形

器台 (1091)は 脚裾部の開きが目立って小さい。長楕円形の透かし孔が脚裾の低い位置に

穿たれる。以上の資料は後期初頭に位置づけられる。

(1092～ 1130)は S D19出土資料。直口壺 (1092)は 日頸部に凹線文を加え端部が尖る

後期初頭のもっとも主流的な形態である6(1093・ 1094)は 日縁端部を鈍 く肥厚し,後者

では端面に円形刺突文を施す。甕 (1095～ 1098)は強く折り返した日縁端部を鈍く肥厚し

て摘み出す形態で,比較的端面は幅広いものである。小形器台 (110001101)は 日縁端部

を強く下方に摘み出す。小形器台脚 (110201103)は後期初頭に多い形態。(1102)は 端

部の形状にやや違和感があり,直口壺口縁部の可能性も捨てきれない。拡張口縁形態の高

不 (110801109)は 上半部がやや外傾する分,屈曲が鈍くなる。脚 (1110)は鈍く肥厚 し

た端上部を摘み出す形態。主流的なものではない。大形鉢 (1113)は 口縁部を僅かに内湾

させて外面に鈍い凹線文を配す。以上の資料は若千新古の様相に分かれうるが,いずれに

せよ後期初頭に位置づけられる内容である。

これに対して (1116～1126)後期中葉以降の後出的な形態である。「く」字口縁甕 (11160

1117)は 日縁部が直線的に開く点に後出的な要素が示される。(1118～ 1120)は 典型的な

下川津B類甕である。高不 (1121)も 下川津B類に比定できるが,内面口縁部直下の凹線

文を強調する形態は同類の中でも古い様相で,後期末葉までは下 らない。(1120)は器種

不明。高不とすれば後期末葉まで下る可能性が高い。(1124)は薄作りで長頸形態の,後

期中葉段階の典型的な広口壷である。壺 (112501126)は 後期後半までは下らないであろ

うが,さ すがに後期初頭に位置づけることはできない。

把手付広片口皿 (1127・ 1128)は把手部が発達しない形態。同片口部 (1129)も短 くあ

まり反らない。この他,細片のため図示していないが本溝では須恵器片少量も検出してい

る。

S D19は古墳時代後期以降に下る可能性を持つが,包含される弥生後期資料には後期初

頭段階のものと中葉以降に下る段階のものとがある。前者は後期初頭段階でもより古相を

示す。

S D20は 少量の弥生後期土器を出土している。小片ばかりであるが甕 (1131)は 口縁端

部の摘み出しが弱く,高外 (1132)は 端部拡張が鈍化しているものの後期初頭に属するも

のである。

S D21に は少量の弥生後期資料を含むが図示できるものはない。
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S D22は少量の弥生後期土器細片の他,須恵器片を含む。(1134)は 須恵器不か高不片。

外面下部に箆切り痕を留める。古墳時代後期に位置付けられる可能性が高い。

以上示したようにS D18020以外では須恵器片を検出している。しかし古墳時代以降の

資料はいずれも小片であることや, 5区 の本溝群延長部分の伴出遺物や隣接する掘立柱建

物群を考慮すると,や はり弥生後期に位置づけるのが妥当と考える。

| '- 
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~¬バ
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0                  1ocm

4区 S D19出 土遺物 1(1/4)

===ノ

卜f「

挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

1092 直□壺 細・極多 明褐色 □頸部はやや外反 して立ち上が り、端部は尖

る。外面凹線。

角閃石極多

直口壺 細・極多 明褐色 口頸部はやや外反して立ち上がる。端部は鈍

く肥厚しつつ外方に小さく摘むと共に内方に

小さく突出。頂部沈線3条。外面鈍い凹線。

角閃石極多

直口壼 細 。極多、中・

多

明褐色 ほぼ直立する頸部から口縁部はやや外反。端

部は肥厚して内外に張り出す。端面凹線後4

個 1対の円形刺突文、頸部外面凹線。

角閃石極多、石英等

・雲母多

1095 甕 細・極多 黒褐色 強く折 り返 し回縁部は短 く開く。端部は肥厚

しつつ上方に摘み出 し下方も小さく突出。端

面沈線 4条。□縁部内面強い横ナテ
゛
で凹面。

内面肩部まで横タス・り。

角閃石極多

1096 甕 細・極多 にぶい責橙色 口縁部は強く折 り返 して短 く水平に開く。端

部は肥厚 しつつ上下に摘み出 して端面凹線。

角閃石極多

甕 細・極多 明赤褐色 明黄褐色 内傾する不明瞭な頸部から強く折り返して日

縁部は短く開く。端部は鈍く肥厚しつつ上下

に摘み出す。端面沈線4条。日縁部内面強い

横ナテ
゛
で凹面。内面肩部まで横クス・り。

角閃石極多、赤色粒

多

1098 甕 細・極多、中・

普

明褐色 強 く折 り返 して口縁部は短 く開く。端部は鋼

く肥厚 しつつ上下に摘み出し端面凹線。肩自

内面指押さえ。

角閃石極多、雲母多

、石英等

広□壼 ? 細 。極多 責褐色 短 く直立する頸部から口縁部は強 く折 り返 し

て短 く開く。端部は肥厚 しつつ上下に摘み出

して端面凹線。

角閃石極多

第298図
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第299図  4区 S D19出 土遺物 2(1/4)
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挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

小形器台 ? 細・極多 明褐色 口縁部は強 く外反 して開く。端部は外方に摘

み出しつつ上部もやや張る。端面凹線。

角閃石極多、雲母多

広口壺 ? 細 。極多 オリーフ・褐色 口縁端部は下方に引き出しつつ上方も摘み上

げ、端面沈線と円形刺突文。

角閃石極多

器 台 細 。極多 にぶい責橙色 脚裾部は緩く開き、端部は小さく内外に張り

出す。端面凹線、内面横ナテ・。

角閃石極多 赤色顔

料

小形器台 細・極多、中・

普

明赤褐色 明褐色 脚裾部はやや反り気味に開き、端部は丸 く納

める。裾部凹線。内面横タス・り。

角閃石極多、石英等

小形器台 細・極多 明黄褐色 脚裾部はやや内湾気味に強く開き、端部は鈍

く肥厚して下方に摘み出すと共に上方も小さ

く突出。裾部・端面凹線。内面横タス・り。

角閃石極多

器 台 細・極多 赤褐色 にぶい費色 □縁部は強 く外反 して大きく開く。端部は小

さく上下に摘み端面凹線。内面横ナテ・、外面

縦ハタ。脚部の可能性も。

角閃石極多

脚 ? 細 。極多、中・

普

明黄褐色 脚裾部は強 く開き、端部は肥厚 して下方に摘

み出す。端面凹線。内面横タス・り。 2孔 1対の

円形透か し

角閃石極多、石英等

器台 細・極多 明赤褐色 脚部はやや内湾して強く開く。端部は下方に

張り気味に四角く納める。

角閃石極多、石英等

高外 細・極多 にぶい黄橙色 中位で強 く屈曲して鈍い段。上半部は短 く直

立。端部は外方に摘み出して内方ヽ 突出。頂

部凹線。上半部横サデ、下半部内面横ミがキ。

角閃石極多

高杯 細・極多 明赤褐色 中位で強 く屈曲して鈍い段。上半部はやや外

傾 して端部は外方に摘み出すと共に内方もや

や張る。頂部凹線。横ナテ
゛

角閃石極多

脚 細・普、中 。多 灰白色～淡橙色 脚裾部は強 く開き、端部は鈍く肥厚 して上方

に摘み出す。端面凹線。内面横タス・り。

石英等多、角閃石

脚 細 。極多、中・

普

明黄褐色 脚裾部は強 く開き、端部は小さく反って丸 く

納める。

角閃石極多、石英等

壼 ? 7 細・極多 褐色 にぶい黄橙色 底部薄い。外面縦ミがキ、内面横ケス
゛
り。 角閃石極多、石英等

赤色顔料

大形鉢 細・極多 にぶい黄橙色 緩やかに湾出 し口縁部は短 くやや内傾する。

端部は丸 く納める。外面口縁部直下凹線、内

面上半部横ナテ・、以下横ミがキ。

角閃石極多、雲母多

赤色顔料

大形鉢 細・極多 にぶい黄褐色 体側縁部。端部は内方に張り気味に四角く納

める。ナテ・。

角閃石極多、石英博

。雲母 赤色顔料

蓋 細・極多 灰褐色 黒褐色 円盤状を呈し縁辺部は薄く下方に摘み出す。

端面凹線。内外面横ミがキ。

角閃石極多
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挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

甕 細・極多 にぶい黄橙色 折り返 しは緩 く、日縁部は直線的に短 く立ち

上がる。端部は小さく外方に摘み出す。内面

指押さえ。

角閃石極多、雲母

甕 細・極多、中 。

普

赤褐色 内傾する不明瞭な頸部から緩く折り返し□縁

部短い。端部は小さく摘み上げると共に下方

も張る。頸部以下外面縦ハケ、内面指押さえ。

角閃石極多、石英等

壺 細 。極多 にぶい橙色 強く折り返して口縁部は短く開く。端部は小

さく摘み上げる。

角閃石極多 B類壺

甕 細・極多 にぶい黄色 内傾する不明瞭な頸部から強 く折 り返 して□

縁部は短 く開く。端部は小さく摘み上げる。

□縁・頸部内面強い横ナテ
゛
で折 り返 し部に鈍

い稜。肩部内面指押さえ。

角閃石極多 B類壺

甕 細・極多 橙色 内傾する不明瞭な頸部から強く折り返し口縁

部は短く開き、端部は小さく摘み上げる。日

縁・頸部内面強い横ナテ
゛
で折り返し部に鈍い

稜

角閃石極多、石英僧

・赤色粒 B類壺

H21 高外 細・極多 淡赤橙色 中位で強く屈曲して鈍い段。上半部は外反し

て開き端部は丸く納める。上半部内面凹線。

下半部外面横タス・り後分割横ミがキ、内面分割横ミ

がキ。脚部内面横タス・り。円盤充瞑

全周 角閃石極多 B類積

外

高外 細・極多 明褐色 にぶい黄色 中位で強 く屈曲して稜。上半部は外反 して立

ち上がる。端部は強 く外方に張 って四角く納

める。横ナテ・。

角閃石極多、石英響

多、雲母

細・極多 灰黄色 赤褐色 中位で強く屈曲して稜。上半部はやや反り気

味に開き端部は尖る。横ハタ。高外杯部か

角閃石極多

広口壼 細・極多 橙色 にぶい責橙色 やや外傾する頚部から強く折り返し口縁部は

短く水平に開く。端部は小さく摘み上げる。

□縁部内面凹線。頸部外面縦ハタ、内面指押さ

え顕著。

角閃石極多

広□壼 細・極多 浅黄色 短い頸部から口縁部は強 く折 り返 して短い。

端部は肥厚 しつつ四角く納める。端面凹線。

肩部外面叩き目残す。

角閃石極多

広口壺 細・極多 明褐色 □縁部は緩やかに折 り返 して短い。端部は4

さく上下に摘み出 して端面凹線。横ナデ

角閃石極多

第300図  4区 S D19出 土遺物 3(1/4)
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挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

把手 付広片

口皿

細・極多、中・

普

明責褐色 把手部。把手部は痕跡的に立ち上が り部下端

から摘み出すのみ。低い半円形に突出 した立

ち上が り部はやや外傾 して伸び丸 く納める。

外面指押さえ。体部外面縦ナテ・。内面立ち上

がり部横ミがキ、体側面縦ミがキ。

角閃石極多、雲母多

、赤色粒 赤色顔料

把手付広片 細・極多 黄褐色 把手部。立ち上がり部下端から引き出した把

手部は短く、内面指押さえ顕著。低い台形状

に突出した立ち上がり部はやや外傾して丸く

納める。体部外面縦ナテ・。内面横ミがキ。

角閃石極多、雲母多

、石英等多 赤色顔

料

把手付広片

□皿

細 。極多 にぶい黄褐色 片口部。口縁部はゆるく湾曲して伸び、端部

は外方に摘み気味に四角く納める。体部内面

ミがキ、日縁部横ナテ・。

角閃石極多、雲母多

赤色顔料

把手付広片

口皿

細・極多、中・

多

黄褐色 体側縁部片。端部はやや張 り気味に四角く納

め、局所的に内外から押さえつけ摘み出す部

分がある。外面調整不明、内面ミがキ

角閃石極多、石英等

多、赤色顔料

第301図  4区 S D19出 土遺物 4(1/4)
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C12区北半で検出した土坑である。掘

立柱建物 S B03と 溝 S D08の 間に位置す

る。平面形は東西2.4m,南北2.2mの 略

円形を呈する。断面形は皿状を呈 し,現

況では中心部で深さ0.4mを 測る。 (土坑

床面 レベル 標高14.9m)下層には炭混

じりの黒灰色粘質土,礫混 じり黒灰色砂

質土が堆積 し,上層には薄 く黒褐色粘質

土がかぶっている。前者を中′らに土器片,

拳大の川原石が比較的豊富に認められる。

包含される土器類は比較的大形片が多

く,確認器種数もかなり多いが壺類では,

広口壷の諸形態が少ない。出土状況から

特にこれらを三分 し得る兆候は認められ

ない。

直口壺 (1135 e l138)は 鈍 く口縁端部

0                   10Cm

1.礫混じり黒褐色粘
2.黒灰色粘質土層 (炭含む)o         lm
3.礫混じり黒灰色砂質土層
4.礫混じり黒灰色砂質土層
5.礫混じり黒灰色粘質土層

第303図  4区 S K01平 0断面図 (1/40)

7
' H31 鰤

第302図  4区 S D20022出土遺物 (1/4)

S K01(第303～ 309図 )

を肥厚するもので, この系統では頸部の凹線文は狭くまたかなり不明瞭となる。(1136)

は緩やかに外反して下半部に斜線文を配する典型的な形態。体部の張りは強い。(1137)

は頸部まで縦ハケ調整で無文となる。(113901140)は短頸形態で,体部の張りはやや弱

い。(1140)は 体部に並行短線の記号文を見る。(1141)は 太頸の発達 した直口壷。日縁部

挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

甕 細 。極多 明黄褐色 強く折り返して□縁部は短く開く。端部は鈍

く肥厚しつつ上方に摘み出すと共に下方もや

や張る。端面沈線 3条。

角閃石極多

高杯 細・極多、中 。

多

明責褐色 中位で強 く屈曲して鈍い稜。上半部はやや外

傾 して端部は内外に小さく張 り出す。下半部

外面横ケス・り。

角閃石極多、石英等

多

細・ 多、中・多 黄橙色 体部はよく開く 石英等多、角閃石・

雲母少 搬入品

須恵器外 細 。少 青灰色 底部から綬やかに湾曲 して体部に至る。底割

麓切 り後中,い部回転タス・り。

石英等少

1

―-389-一



に鈍い凹線を 1条のみ配する。本地方に多い系統の壷ではない。広口壺 (1142)は 口縁端

面に円形刺突文を施す。(1143)で は日縁部は外傾する頸部から折り返 し,端部を小さく

摘み出す。このような口頸部形態の広口壷では頸部にかなり明瞭な凹線文を連続させるこ

1139

1140

9    .     10Cm1136

挿図番号 器種 □径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

直□壼 細・極多 明黄褐色 口頸部は外反気味に立ち上がり、端部は小さ

く外方に摘み出し、頂部に凹線2条。外面縦

ハケ後凹線、内面横ナテ・。

角閃石極多、石英等

直口壺 細・極多 明赤褐色 黒色 体部の張 りは強い。□頸部は外反 して立ち上

が り端部は尖る。日頸部上半・基部に凹線、

下半に斜線文。体上半部縦ハタ、下半部縦ミがキ

、内面上半部指押さえ、下半部タス・り。最大径部

の押さえは指頭で強い。以上は浅い指腹。

角閃石極多、石英等

多

直口壺 細・極多、中 。

普

黄褐色 □頸部はやや外傾 して立ち上がり端部は四角

く納める。外面縦ハタ、肩上部SSい 横ナテ・、内面

体下半部縦タス・り、中位横タス・り後、肩部・頸割

指押さえ。

角閃石極多、石英等

直口壼 細・極多 橙色 □頸部はやや外反気味に立ち上が り端部は外

方にやや張 って四角く納める。内面指押さえ

角閃石極多、石英等

少

直□壺 細・極多、中・

多

明黄褐色 □頸部は短 く直立する。端部は鈍く外方に摘

み頂部に凹線 1条。外面縦ハタ後ナテ・、頸部内

面横ハタ体部上端まで横タス・り。

角閃石極多、石英等

多

直口壼 細・極多、中・

多

明賞褐色 張 りの弱い体部から□頸部は短 く直立する。

端部は丸 く納める。□頸部横ナテ
・

、体部外面縦

ミがキ、内面タス・り。肩上部に箆描の並行短線 4条

の記号文

角閃石極多、石英等

多

直□壼 細・極多 橙色 直線的にやや外傾する日頸部。端部は四角く

納め、口縁部直下に鈍い凹線 1条。外面縦ミカ
°
キ、内面縦ナテ・

角閃石極多

第304図  4区 S K01出 土遺物 1(1/4)
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挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

広□壼 細・極多 にぶい黄橙色 やや外傾する頸部から強く折り返して日縁部

は短く開く。端部は上下に摘み出して端面に

不明瞭な凹線後、円形刺突文。

角閃石極多、赤色粒

広□壺 細・極多、中・

多

明黄褐色 外傾する頸部から折り返して□縁部は短く水

平に開く。端部は鈍く上下に摘み、端面に鈍

い凹線。

角閃石極多 (合粗粒

)、 石英等多

広□壼 細・極多、中・

普、粗・ 普

明赤褐色 口縁部は頸部から緩やかに外反 して開く。端

部は上下に小さく摘み出し端面に凹線。外直

頸部縦ハケ後横ナテ
゛
、内面頸基部以下横ケス・り。

角閃石極多 (含粗粒

)、 石英等多

壺 細・極多、中・

普

暗灰黄色 体部最大径低い。口縁部は強 く折 り返 して直

線的に開く。端部は小さく摘み上げると共に

下方もやや張る。

雲母・片岩 搬入温

甕 細・極多 褐色 張りの33い体部から強く折り返して短く開き

二重口縁。立上り部はやや外傾して凹線。上

端は丸く納める。体部外面は中位で方向を替

える並行叩き後上端部に縦ハケ。内面上半部指

押さえ下半部縦ケス・り。

角閃石極多

甕 細・極多 黒褐色 痕跡的な頸部から口縁部は強 く折 り返 して短

く開く。端部は上方に摘み出すと共に下方も

突出して端面に鈍い凹線。肩部外面縦ハケ、内

面縦ハケ後指押 さえ。

角閃石極多

甕 細 。極多 明責褐色 痕跡的な頸部から口縁部は強 く折 り返 して短

く開く。端部は鈍 く肥厚 しつつ上下に摘み出

し端面に鈍い凹線。肩部外面並行口pき 後斜ハケ

、内面指押さえ。

角閃石極多、石英等

多

壺 細・極多 黄橙色 痕跡的な頸部から□縁部は強く折り返して短

く開く。端部は鈍く肥厚しつつ上下に摘み、

端面に鈍い凹線。

角閃石極多、雪母

壺 ? 細 。極多 黄褐色 薄作り底部。外面疎らな縦ミがキ、内面ケス・り。 全周 角閃石極多、石英等

・雲母

細・極多 にぶい黄色 比較的薄作 りの底部。外面縦ミがキ、内面クス・リ

後底面指押さえ。

角閃石極多、石英等

多

第305図  4区 S K01出 土遺物 2(i/4)
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挿図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

高杯 細・極多、中・

普

明黄褐色 中位で強く屈曲して鈍い段。上半部短く外傾

して端部は内外に摘み出し、頂部に平坦面。

下半部外面横ミがキ。

角閃石極多 (合粗粒

)、 石英等

高外 細 。極多 明黄褐色 中位で強 く屈曲 して鈍い段。上半部短 く直立

して端部は外方に摘み出 し、頂部に平坦面。

下半部外面積ミがキ。

角閃石極多、石英等

・雲母 。赤色粒

高杯 細・極多、中・

少

明責褐色 中位で弱く屈曲して鈍い段。上半部短く外傾

して端部は内外に摘み出し、頂部に平坦面。

角閃石極多、赤色粒

少

高杯 細・極多、中 。

普、粗・普

黄褐色 中位で屈曲 して鈍い稜。上半部は短 く直立 し

て端部は四角く納める。上半部外面横ナテ・、

内面横ミがキ、下半部内外面放射状ミがキ。

角閃石極多 (合粗粒

)、 石英等多

高杯 細 。極多 明黄褐色 中位で屈曲 して鈍い稜。上半部は短 く外傾 し

て端部は内外に張 り気味に四角く納める。上

半部外面横ミがキ、内面縦ミがキ、下半部外面放討

状ミがキ

角閃石極多、石英等

・雲母少

高杯 細・極多 橙色 中位で屈曲して鈍い稜。上半部は外傾 して端

部は尖る。上半部外面横ナテ・、他横ミがキ。

角閃石極多、石英等

赤色顔料

脚 細・極多、中・

多

黄褐色 脚部の開きは弱い。端部は鈍く肥厚 して上端

を摘み出す。内面下端のみ横ケス・り。円形透か

し

角閃石極多、石英等

多、雲母

脚 細・極多 橙色 脚端部は上下に摘み出 して幅広の端面に並行

沈線。外面横ナテ・、内面横タス・り。

角閃石極多、石英鶴

多

脚 細 。極多 黄橙色 脚端部は鈍く肥厚して上下に張り出す。内面

横タス・り円形透かし

角閃石極多、赤色粒

・ 石英等・雲母

脚 細・極多、中・

多

明黄褐色 脚部は緩やかに開き端部は小さく反つて丸 く

納める。並行沈線と下端に大形円形透か し。

全周 角閃石極多、石英等

多

脚 細・極多、中・

多

明赤褐色 脚部は緩やかに開き端部は小さく反る。内面

横ケス・り、上端円盤充颯。 2孔 1対の円形透か

し。

全周 角閃石極多、石英等

多

脚 細 。極多 明黄褐色 脚部は緩やかに開き端部は小さく反って四角

く納める。外面縦ハケ、内面横タス・り。大形円形

透かし。

角閃石極多、石英等

・ 赤色粒

4区 S K01出 土遺物 3(1/4)
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挿図番号 器種 □ 径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

脚 細・極多 赤色 整った柱状の軸部、裾部は強 く屈曲して開く

。内面横クス・り・ナテ・。上端部円盤充根

全周 角閃石極多、石英等

少       '
装飾高外 細・極多 明黄褐色 脚裾部有段。屈曲部は突帯状に鈍く突出。端

部はわずかに肥厚して四角く納める。内面横

タス・リ

角閃石極多、石英等

多

把手付広片

口皿

細・極多 にぶい黄褐色 片□部。日縁部は鈍 く屈曲して伸び、端部は

丸く納める。側縁端部は四角く納める。ナテ
゛

角閃石極多、石英等

・赤色粒少 外面煤

赤色顔料
小形器台 細・ 極多 橙色 口縁部は強く開き、端部は外方に引き出しつ

つ上方も小さく突出する。端面凹線、口縁部

内面凹線後、円形刺突文

角閃石極多、石英響

。赤色粒

直口壺 ? 細・極多 明黄褐色 外傾する頸部から口縁部は小さく外反する。

端部は外方に鈍く引き出 しつつ内方も小さく

突出する。端面凹線、日縁部直下細い沈線、

頸部外面縦ハタ後横ナテ・、内面指押さえ。

角閃石極多、石英等

・雲母・赤色粒

大形器台 細 。極多、中・

普、粗・普

明黄褐色 口縁部は強く折 り返 して水平に開く。端部は

下方に引き出 しつつ上方も突出する。端面に

不明瞭な凹線後 8条 1単位の短刻線。日縁部

内面分割横ミがキ。

角閃石極多 (合粗粒

)、 石英等多、赤色

粒

器 台 細・極多、中 。

普

橙色 脚裾部は綬やかに外反 して開き端部は丸く納

める。裾部凹線 4条、内面横タス・り。

角閃石極多 (合粗粒

)、 石英等多
大形器台 細・極多 明黄褐色 脚裾部は強 く開き端部は鈍 く肥厚 して上端を

描み出す。端面鈍い凹線。内面横タス・り。

角閃石極多

大形器台 細・極多、中・

多

橙色 脚裾は強 く開く。端部は鈍 く肥厚 しつつ下方

に摘み出すと共に上部もやや突出する。裾部

・端面に並行沈線。内面横ケス・り。

角閃石極多、石英等

多

第307図  4区 S K01出 土遺物 4(1/4)
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陣図番号 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 形態上の特徴など 残存率 備考

H73 鉢 細・ 極多 灰責色 橙色 □縁部で短く折り返して端部は摘み出し氣味

に四角く納める。外面横ミがキ。

角閃石極多、石英等

鉢 細・極多 暗灰責色 口縁部で短く外傾して端部は張り気味に四角

く納める。内面縦ミがキ。把手付広片口皿側縁

部の可能性。

角閃石極多、石英等

・雲母 赤色顔料

鉢 細・極多 黄橙色 内湾気味に立ち上が り回縁端部は内外に張 り

気味に丸 く納める。把手付広片□皿側縁部の

可能性。

角閃石極多

把手付鉢 細・極多、中・

多

暗褐色 内湾気味に立ち上が り端部は反 り気味に尖る

。側面に縦位の環状把手。

角閃石極多、石英等

多

大形鉢 細 。極多、中・

多

明責褐色 黒褐色 級やかに開き口縁部は鈍 く屈曲して短 くやや

内傾する。端部は外方に小さく摘み出す。ロ

縁部横ナテ・、屈曲部以下内面指押さえ後放射状

ミがキ。

角閃石極多、石英得

多

大形鉢 細 。極多、中 。

多

明黄褐色 緩やかに開き口縁部は鈍く屈曲して短 くやや

外傾する。屈曲部に鈍い段。端部は外方に摘

み出す と共に内方もわずかに張 り頂部平坦面

。口縁部横ナテ・、屈曲部以下内外面横ミがキ。

角閃石極多、石英等

多

壺 ? 細・ 極多、中・

多

黒褐色 鈍く突出気味の底部で体部張りは強い。内面

ハケ

角閃石極多、石英等

多、雲母

大形鉢 細・ 極多、中・

多

暗褐色 底部は薄い。外面口,き 日顕著に残る。内面縦

ミがキ。

角閃石極多 く含粗粒

)、 石英等・雲母多

赤色顔料

4 細・ 極多 黄橙色 本来は突出気味の底部で体部の張 りば強い。

縁辺部剣落。内外面ナテ・。

全周 角閃石極多、石英等

少

第308図  4区 S K01出 土遺物 5(1/4)

-394-―



ハ
＝

Ⅳ

ソ

o ttt

-

0                         1ocm
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とが多いが本例は無文となる。(1144)は 大形の短頸壺。日頸部はよく発達 している方で

ある。甕 (1145)は 直線的に開く「 く」字口縁形態で,胎土中に片岩粒を含む。阿波地方

からの搬入品である。(1146)は 受け口状口縁甕。体部の張 りは弱 く外面には顕著に叩き

ハ

Ｈ

Ｈ

ＩＩ

Ｈ

Ｕ

挿図番号 器種 現存長 最大幅 最大厚 重量 石材 形態 。手法の特徴 備考

打製石庖丁 6 片 岩 折損

打製石庖丁 短辺扶 り部 折損

板状劇片 片岩 板状素材

凹み石 砂岩 両面中央部と縁辺部に敵打痕集中
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